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は じ め に 
 
 
 
「命」「生命」「いのち」。日常のなかで、この言葉を意識することなく生活できることは、なに

よりの幸せであろう。しかし、ＴＶや新聞から流れる情報は、命が奪われる事件や事故で満ち満

ちている。昨年は、いじめを苦にして自ら命を絶つという痛ましい事件も相次いだ。また、虐待

の認知件数は、この 10 年で 10 倍以上になった。 

公教育で、子どもたちが「命の大切さ」を実感できるための施策を展開する必要がある。これ

は時代の要請であろう。そして、昨年度、兵庫県は、命の大切さを実感させる教育への提言をと

りまとめた。わが国で「いのち」にかかわる第一線の有識者から、意見聴取を行い、その意見を

踏まえ、プログラム構想委員会において、慎重に検討を重ねた成果である。その成果は冊子とホ

ームページにより全国に発信されている。教育プログラムモデルとして、５本の柱を立てた。「誕

生の喜びと感動、成長の支援への感謝、限りある命の尊さ、理解し合う心に支えられた命、尊い

命を守るために」である。おそらく、現在行われている命の教育の教育実践は、この５つの柱の

どこかに位置づけられるであろう。 

本年度は、命の大切さを実感させる教育をさらに展開するために、授業実践・教育実践事例集

を刊行することとした。「命の大切さ」を実感させる教育プログラム開発研究委員会でとりまとめ

られた教育実践と、「小・中・高等学校『命の大切さ』を実感させる教育実践研究講座」での実践

の一部を収録している。「（親が）そんなにやさしかったとは思わなかった」、「ケンカが絶えなか

った子が落ち着いた」、「ぼくはぜったいに、この命をむだにはしません」、教育実践をとおして聞

こえてくる子どもたちの声と姿である。本実践事例集は、子どもたちが「命の大切さを実感する」

ために、教師がどのようなことに留意したらいいのか、どのような準備が必要なのか、具体的に

どのように展開すればいいのか、といったさまざまな疑問に答えてくれるだろう。そして、さら

に、「子ども一人ひとりが命の大切さを実感できる教育」の輪が広がっていくことを祈念して、は

じめのことばとしたい。 
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第１章 実践事例集の活用について 



 

 

-
 1
 -

１ 「命の大切さを実感させる教育プログラム」実践事例内容一覧 

章 
番

号 
学年 テーマ 主な学習・体験 

実践の参考となる 

教育プログラムモデル 

１ ３年 誕生・成長の喜び 手形づくり、紙粘土製の卵を育てる体験 ①・② 

２ ５年 限りある命だからこそ ブックトーク、ストレスマネジメント ③・⑤ 

３ ３年 
『“いのち”生き生き』－家族や地域

の人と共に学ぶ「いのちの学習」 

自分史づくり、卵殻を育てる体験、幼児との

ふれあい体験 
①・② 

４ ３年 
環境学習をとおして学ぶ命の大切さ

－コウノトリの成長をとおして－ 

コウノトリの郷公園での生き物調査、『コウノ

トリ育む農法』、高齢者とのふれあい体験 
①・② 

５ ４年 成長の実感 
妊婦との交流、新生児沐浴体験、２分の１成

人式 
①・② 

第
１
章 

小
学
校
編 

６ 高学年 かけがえのない命・つながる命 ゲストティーチャー、祖父母の伝記づくり ③ 

１ ２年 
心を伝え合う豊かなコミュニケーシ

ョン 
絵本の活用・劇（ロールプレイング） ④ 

２ ２年 
防災教育をとおして実感させる命の

大切さ 

阪神淡路大震災の被災者からの聞き取り体

験・発表、追悼のための集会の企画・運営 
③・⑤ 

第
２
章 

中
学
校
編 ３ 

１・３

学年 

つながり支え合う命の重み 

－生老病死をとおして－ 

エゴグラム、アサーショントレーニング、救

命救急法、 
③・④・⑤ 

１ ３年 「命」それぞれの輝き 
「表現する力」「共感する力」を育む校内生活

発表会 
④ 

２ ３年 命を見つめ、自己の生き方を探る 
体験活動（乳幼児・高齢者等とのふれあい体

験） 
①・②・③ 

第
３
章 

高
等
学
校
編 

３ ２年 

「つながり」の中で生かされている命

－屋久島・種子島への修学旅行をとお

して学ぶ－ 

修学旅行（屋久島・種子島方面）のための事

前学習（ビデオ学習、読書会、講演会）、課題

「屋久島で学んだこと」等 

①・③ 
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２ 使い方のポイント 

 
小学校事例６ 

かけがえのない命・つながる命 

淡路市立野島小学校 年生 

１ テーマ 
かけがえのない命・つながる命 

 
２ 実践のねらい 

身近な人との関わりをとおして、老いや病にふれる体験や、死の悲しみにふれる体験などから、命の有限性

や死の普遍性・絶対性に気づき、自他の命のかけがえのなさに思いをはせる。さらに、死の悲しみや苦しみに

向き合う人々の思いに接し、人とのつながりを感じ、強く生きようとする心について考える。 

 
３ テーマ設定の理由 
(1) 本校の概要と児童生徒の実態 

本校区は、淡路島の北部の自然豊かな農村地帯に位置している。明石海峡大橋の開通により阪神間へのアク

セスは便利になったが、過疎化には歯止めがかからず、現在本校の全児童数は３５名までに減少している。子

どもたちの暮らしぶりも変わり、豊かな自然に囲まれながらも自然体験は非常に少なくなり、都会の子どもた

ちとそれほど大きな差はない。子どもの遊びの形態も変化し、テレビ、ゲーム、パソコン等が中心となり、「命」

を軽視した様々な情報刺激もあふれている。また、農村地帯であるため３世代同居家庭が多く、祖父母を含め

た地域の老人と接する機会は比較的多くあるが、高齢者はかつてのように人生の終末を自宅では迎えることは

少なく 

 
(2) 指導のポイント 
【感動の体験】 
・死というものを見つめ、死について考えることの大切さを実感させる。 

自分の命は両親の願いの結晶であり、毎日を精一杯生きることが大切であることを実感させる。 
【感性を育む】 

・遺された者の悲しみを通して、自分の命は一人だけの者ではなく、多くの人たちとつながっていることを

実感させる。 

【想像力の育成】 
・すべての生き物には寿命があり、自分の命も例外でないことを理解させる。 

 
４ 事前 
(1) 先生の準備 

・授業の中だけでなくすべての教育活動の中で、命を大切にしていこうとする視点や姿勢を持つ。 

・教員自身の死に対する思いをまとめる 

・家庭や地域に学習ついての理解と協力を依頼するとともに、施設等の関係者と綿密な打合せをする。 

・現在悲嘆にある子どもが存在する可能性もあるので、個別に話を聞く時間を設定するなど、事前事後の個

別指導を充実させる。 
 
(2) 教育課程上の位置づけ 

・国語 

・理科（植物・生き物等の分野） 

・体育（保健分野） 

・家庭 

・道徳 

・総合的な学習の時間 
 
(3) 子どもたちの準備 

・自尊感情を高める体験をする。 

・デジタルカメラの使用技術を習得する。 
 

 
(4) 家庭・地域との連携 

・地域の人々に対し、アンケート調査や聞き取り学習を実施することについての理解を求める。 

・特別養護老人ホームで継続的に体験学習ができるように事前に依頼する。 

・祖父母、その知人、家族に対し学習のねらいを理解していただくために通信を発行する。 

 

各学校の実践に至った経緯

や背景・児童生徒の実態つ

いて記載しています。 

実践のねらいを達成するために、ど

のような感動の体験をするか、子ども

たちの感性や想像力にどのように働

きかけるかなどの「指導のポイント」

を記載しています。 

「『命の大切さ』を実感させる教育への提言」

第Ⅱ部 実践編 教育プログラムモデルの

項目に沿って実践をまとめています。 

・テーマに関連した資料や情報の収集 
・子どもたちの状況の把握         等 
実践に先立って必要な教師の準備について記載

しています。 

道徳・特別活動・教科・総合的な学習の時

間といった教育課程上の位置づけや単元構想

について記載しています。 

実践を行う前に、学習や体験の内容について、

子どもたちに興味や関心を抱かせ、主体的に

取り組めるようするためにはどのような準備

が必要かについて記載しています。 

事前に家庭や地域へ依頼

する事項や配慮すべき事項

について記載しています。 
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６ 目標分析表 
 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り

事
前 

○自尊感情を高め
る体験をする。 

○ 自他の命の存
在に気づく。 

○ 命に関わる身
の回りの出来
事を思い起こ
しておく。 

○ 自分と共に他
者の命も大切
であることに
ついて考える。 

 

１
次
（
５
時
間
） 

○ 「命」をテーマに
写真を撮り、話し
合う。 

○家族や大切な人、
またはペットを
亡くした体験を
出し合う。 

 

○命には限りが
あるが、また、
次の世代へと
つながってい
ることに気づ
く。 

 

○ 家族など身
近な人にとっ
ても、自分自身
がかけがえの
ない存在であ
ることに気づ
かせることに
よって、人との
つながりを感
じる。 

○ かけがえのな
い人を失った
悲しみに共感
する。 

○ 死というもの
を見つめ、死に
ついて考える
ことの大切さ
を実感する。 

○一つの命には
限りがあるが、
その命はつな
がっているこ
とを理解させ
ることができ
たか。 

 
 
７ 目標構造図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

８ 事前の教員研修と指導の概要 

 （１）事前の教員研修 
研修内容 

ａ 
○自尊感情を高める体験をする。 <提言 P64：教員研修テーマ①> 
・『わたしはわたしが好きです。なぜなら・・・』 
・『ここがあなたのいいところ』 

ｂ 
○自己再発見の体験をする。<提言 P68：教員研修テーマ②> 
「私の人生の振り返り」 

ｃ 
○医療施設や老人福祉施設等で行われている介護やケアについて知る。 
・老・病・死と向き合う人々の様々な考えや生き方にふれ、命の尊厳について考え意見交換をする。 

 

命に関わる身

の回りの出来

事を思い起こ

しておく。 

自分と共に他

者の命も大切

であることに

つ い て 考 え

る。 

①感動（１次）命に

は限りがあるが、ま

た次の世代へとつ

ながっていること

に気づく  

③想像（１次）

かけがえのな

い大切な人を

失った悲しみ

に共感する。
④感動（２次）

祖父母の生きて

きた道筋は豊か

なものであり、
様々な体験を重

ね今があること

に気づく。 

②感性（１次）家族

など身近な人にとっ

ても、自分自身がか

けがえのない存在で

あることに気づかせ

ることによって、人

とのつながりを感じ

る

前提目標 基礎目標

死というも

の を 見 つ

め、死につ

いて考える

ことの大切

さを実感す

る 

今の自分は

祖父母、両

親からつな

がり、そし

て、また新

しい命につ

ながってい

ることに気

づく。 

中核目標 

単元の主要な目標を洗い出した目標分

析表の中で、特に重要なものを精選し、

構造化しています。（提言「２ 授業用

指導案」参照） 

縦軸に学習の内容を、横軸に３つの指導の

ポイント「感動の体験」「感性を育む」「想

像力の育成」を観点として配し、子どもた

ちにどのような力を身につけさせたいのか

という目標を明確にしています。（提言「２ 

授業用指導案」参照） 

子どもたちに指導する前に、教員自

身が実践するテーマに関して、どの

ような手法や内容で研修を行った

かについて記載しています。 
（２）指導の概要の中で研修の実施

時期について明示しています。 
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 （２）指導の概要 

研修内容 

事
前 

○ 自尊感情を高める体験をする。               （１時間） 

 

１
次
（
５
時
間
） 

○ 「死」を見つめる 

１ 季節の変化による生き物の様子の変わり方を思い出し、話し合う。  (１時間) 

２ 校庭に出て子どもたちにデジタルカメラで「命」をテーマに写真を撮らせ、発表す

る。（昆虫等死がい等を意識させる）                （１時間）

３ 家族や大切な人、ペット等を亡くした体験について話し合う。    （１時間）

４ 「北朝鮮拉致被害者の会 有本嘉代子さん」の話を聞き、大切な人を突然奪われた

家族の痛みと悲しみに共感する。                  （２時間）

 

２
次
（
10
時
間
） 

○ 自分と祖父母の伝記を作る 

１ 家族から聞き取ったりして自分の伝記をつくり、今までの自分の人生を振り返る。

（２時間） 

２ 自分の祖父母の今までの人生の道筋を聞き取り、まとめる。     （２時間）

３ ゲストティーチャーで来てくれた祖父の今まで生きてきた道筋を聞く。（１時間）

４ 聞き取った自分の祖父母の伝記を作る。              （３時間）

５ できあがった伝記を発表し合い、人生の豊かさと多様さを感じ、誰の人生もかけが

えのない大切なものであることを実感する。             （２時間）

 

 
９ 指導実践 

 
【展開】  

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 今の自分にとって大切な人やペット等を想いう
かべ、みんなに紹介する。 
・「わたしはお母さんが大好きで、一番大切

な人です。」 

 

 
 
 
 
 

・先生にもそんな悲しいことがあったんだ。 
・もし、今、先生のお父さんが生きていたら先生

は何をしてあげますか。 
 

い浮かばせる。 
 
 
 
 
「先生は交通事故により、突然にお父さんを亡

くしました。お父さんは、大学卒業直前の弟

に最後の仕送りをした後に事故にあいまし

た。その後、しばらく電話のベルが怖かった

のです・・・。」 

展 
 

開 

 
 
 

・ 親が子どもを亡くすと、こんなに悲しいんだ。

ぼくのお母さんやお父さんも同じなんだろうと

思う。 
・このお父さんは、奥さんを亡くして、また

子どもを亡くしたんだ。心はぐちゃぐちゃ

になってしまうだろう。 

 
 
 

 
 

 

あなたにとって一番大切な人を紹介して下

さい。 

 親が、我が子を亡くした悲しみとはどんなものかを感じとってください。 
 

子どもたちの気づき

を促したり思考を深

めたりするための教

師の主要な発問を記

載しています。 

・ 教師の説明例 
・ 板書例   

など実施した授業の内容

や指導上留意すべき点につ

いて記載しています。 

子どもたちの反応（発

言・感想など）につい

ても記載しています。 

教員研修 a 

教員研修 b 

学校の状況、子どもたちの実態や

発達段階に応じて、計画・実施さ

れた内容を、指導の概要として示

してあります。 
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【子どもたちの振り返り】 
振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）
 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○自分を大切にすること、相手を大切にすることに

ついて考えよう。 

 
 
 
 
 
 

感
性
を
育
む 

○あなたの大切な人が、今までにあなたにどんなこ

とをしてくれたか考えよう。 

 
 
 
 
 
 

 

 

子どもたちが学習・体験の後に、自分の活

動内容や心の動きを振り返るための振り返

りカードを記載しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 実践事例－小学校編－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例１ 誕生・成長の喜び 

－たまごの世話をする体験を中心に－ 

（三田市立武庫小学校第３学年） 
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小学校事例１ 

誕生・成長の喜び－たまごの世話をする体験を中心に－ 

三田市立武庫小学校第３学年

 

１ テーマ 

誕生・成長の喜び－たまごの世話をする体験を中心に－ 

 

２ 実践のねらい 

家族への聞き取りや手形の年表づくりをとおして自分の誕生や成長を振り返り、自分を支え

てくれている周囲の人たちの思いや願いを理解する。さらに、たまごの世話をするという体験

をすることで、自分の命が大切に育まれたものであることを実感し、自分を大切にして生きて

いこうとする意欲を持つ。また、命は失われると二度と取り戻せないものであることがわかり、

他者の命も自分の命と同様にかけがえのないものであることに気づく。 

 

３ テーマ設定の理由 

(1) 本校の概要と児童生徒の実態 

本校は学級数 21（障害児学級３クラス含む）、児童数 635 人。北摂三田ニュータウンで最

初の小学校として創立 25 周年を迎えた。３年生は３クラス 110 人で、児童数が多い学年であ

る。 

３年生になった当初は自己中心的な行動が目立つ子どもたちが多かった。遊びの場でも自

分の思いが優先し、まわりの気持ちを考えないことによるもめ事が多発していた。２学期に

なって子どもたちはクラスの友だちを知っていくことで次第に集団遊びが出来るようになり、

様々な行事や活動をとおして、仲間意識が芽生えてきた。 

自分のことで精一杯だった低学年の延長からぬけ出し、友だちとの関わりの中での自分や、

クラスの集団の中での自分を意識し始めるこの時期の子どもたちには、「自分はどれくらい周

囲に受け入れられているのだろうか」「自分にはどんな価値があるのだろうか」といった漠然

とした不安感がある。 

このような子どもたちの状況を踏まえ、今必要なことは、一人ひとりが大切な命であるこ

とを実感させ、自尊感情を高めていくことだと考えた。そこで、この実践に先だって命（死）

に対する意識と自尊感情についてのアンケートを行った。長崎県教育委員会の意識調査（小

４・小６・中２対象 2005 年）では「死んだ人が生き返る」と思っている子どもが 15.4%い

た。本校での同じ質問でも、「生き返る」と答えた子どもは 10.6％いた。「わからない」と答

えた子どもは 21.8%で、約３分の１の子どもは命の有限性や死の絶対性についての認識があ

やふやであると思われる。そこで自分の誕生や成長を振り返ることをとおして、命の大切さ

を感じ取らせる学びの場が必要であると考え、今回のテーマを設定した。 

 

(2) 指導のポイント 

【感動の体験】 

・いろんな年令の人の手形を見比べて、命の誕生や成長について考えさせる。 

・手形の年表づくりをとおして、自分の成長について実感し、自分を支えてくれている周囲

の人たちの思いや願いに気づかせる。 

【感性を育む】 

・助産師から生命誕生やお腹の中での赤ちゃんの様子についての話を聞き、生命誕生の神秘

性を感じ取らせたり、母親や周囲の人たちの心配や苦労に気づかせたりする。 

・自分自身に見立てたたまごを作り、大切に世話をする体験をとおして、自分を慈しんでく

れる家族の思いや願いを実感させる。 

【想像力の育成】 

・たまごの世話をする体験をしながら、大切に育まれている自分の命のかけがえのなさを実

感する。 

・たまごを入れるタイムカプセルを作ることで、自分の未来やこれからの生き方について思

いをはせさせる。 
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・友だちの手形の年表を読ませ、自分も友だちも同じように大切に育てられている命である

ことに気づかせる。 

 

４ 事前 

(1) 先生の準備 

・授業の中だけでなくすべての教育活動の中で、命を大切にしていこうとする視点や姿勢を持つ。 

・死に対する意識と自尊感情についてのアンケートを実施・考察し、子どもの実態を把握する。 

・子どもの家庭環境をよく把握し、個別指導や家庭との連携など、十分な配慮をしておく。 

・子どもの生活に関わりのある人の手形を集めておく。 

・ゲストティーチャーとして招く助産師と学習の目的など内容の打ち合わせをする。 

・実際にたまごを製作し、世話をする体験をとおして、方法、期間など子どもの実態に応じた体験

の内容を検討する。 

 

(2) 教育課程上の位置づけ 

・算数 

・体育 

・道徳 

・総合的な学習の時間 

 

(3) 子どもたちの準備 

・自尊感情を高める体験をする。 

・生活科での成長アルバム作りなどの活動を思い起こしておく。 

・植物の栽培活動をする。（種まき、世話、収穫、種取り等） 

・小動物の飼育体験をする。（チョウやトンボなど昆虫の羽化、メダカの孵化など） 

・小動物とのふれあい体験をする。（うさぎの抱っこ等） 

 

(4) 家庭・地域との連携 

実践の中心的な学習活動は、子ども自身が自分の誕生や成長について親や家族に聞き取りを

していくことである。誕生や成長だけでなく、場合によっては「死」と向き合う体験をし、そ

うした体験を学習の過程で思い出したり話したりすることが、学習の深まりを生む。ただし、

事前には家庭環境等を含んだ子どもの状況を十分把握しておき、個別の配慮に細心の注意を払

うことと、保護者への理解と協力を得ることに特に留意する。 

今回の実践では「いのち通信」と名付けて学習の内容や目的、経過を保護者にもわかりやす

く伝えるようにし、家庭での理解と学習への協力を求めた。また通信には保護者の意見や希望

を書く欄を設け、広く保護者の声を聞くように心がける。 

 

５ 本校の実践の特色 

本単元では手形に注目させ、その手でできるようになったこと、それぞれの年令でのエピソ

ードなどを調べて手形の年表を作る。手形という具体的で視覚的にもその成長を感じることが

できるものをとおして、自分の成長を実感させる。 

年表づくりのために、育ててきた親や家族の喜びとともに、子育ての苦労や心配についても

注目させる聞き取り活動を設定する。家族からの聞き取り学習をとおして、家族の願いである

子どもの健やかな成長の対極に「死」があることを気づかせ、命は失われると二度と取り戻せ

ないかけがえのないものであることを理解させる。 

さらに助産師の話から生命誕生や胎児の様子を知り、自分自身に見立てたたまごを大切に世

話をする体験をして、自分の命の誕生や成長についてより深く考えさせる。 

たまごの世話をする体験では、自分自身の命の象徴としてのたまごを慈しむ体験となるよう

にする。 
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６ 目標分析表 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り 

事
前 

○自尊感情を高める体験をする。 

○死に対する意識と自尊感情についての

アンケートに記入する。 

○今までの成長アルバムづく

り等の活動を思い出す。 

○命に関わる今までの出来事

を思い起こす。 

○自分の成長についてのエピ

ソードを思い起こす。 

○飼育栽培体験の中で命の存

在を感じる。 

 

１
次
（
７
時
間
） 

○手形の年表を作る。 

○家族から自分がお腹の中にいた時のこ

とや生まれた時のこと、成長のエピソー

ドなどを聞き取る。 

○家族の話や手形の年表づく

りから自分の成長を実感す

る。 

○家族の話や手形の年表づく

りをとおして、自分自身のか

けがえのなさを実感する。 

○手形の年表づくりから自分

の今までの成長やこれから

の成長に思いをはせる。 

○家族の話から、自分を支えて

くれている人たちの思いや

願いに気づく。 

○聞き取りをとおして、自分を支えてく

れている家族や周囲の人たちの思い

や願いに気づかせることができたか。 

○手形の年表づくりをとおして、自分の

成長を実感させることができたか。 

２
次
（
３
時
間
＋
課
外
） 

○助産師に生命誕生やお腹の中での赤ち

ゃんの様子、誕生についての話を聞く。

○家族への聞き取りを続け、誕生までの親

や周囲の人たちの心配や苦労に気づく。

 

○助産師の話から、生命誕生の

喜びや成長を実感する。 

○助産師の話から、生命誕生の

神秘性と偶然性を感じ取る。

○親や周囲の人たちの最大の

不安は子どもの死であり、命

を守り育てることが最も大

切な願いであることに気づ

く。 

○自分がお腹の中にいた時の

親や周囲の人たちの思いや

願いに気づく。 

○助産師の話から命のはじまりやお腹

の中での赤ちゃんの成長、誕生につい

て理解させることができたか。 

○生命誕生の神秘性と偶然性を実感さ

せることができたか。 

○聞き取りをとおして、母親や周囲の人

たちの思いや願いに気づかせること

ができたか。 

３
次
（
10
時
間
＋
課
外
） 

○自分自身の命に見立てたたまごを、大切

に世話をする。 

○たまごの世話の様子、楽しさや苦労など

の感想について発表し合う。 

○たまごの誕生を喜び、たまご

との生活を楽しむ。 

○たまごの世話をする体験を

とおして、自分を支えてくれ

ている家族や周囲の人たち

の思いや願いを実感する。 

○たまごに愛情を持って世話

をし、たまごとの生活を楽し

む。 

○たまごの世話をする体験を

とおして大切に育まれてい

る自分の命のかけがえのな

さを実感する。 

○たまごを自分自身に見立て愛情を持

たせることができたか。 

○たまごを大切に世話させることがで

きたか。 

○子どもを育てる親や家族の気持ちを

実感させることができたか。 

○家族の理解や協力を得ることができ

たか。 

４
次
（
５
時
間
） 

○たまごを入れるタイムカプセルを作る

○未来の自分に宛てた手紙を書く。 

○手形の年表をお互いに見せ合い、感想を

話し合う。 

 

 

○たまごと別れ、たまごとの生

活を振り返る。 

○自分の命を大切に生きてい

こうとする。 

○再びたまごと会う自分の未

来やこれからの生活に期待

や希望を持つ。 

○感想を話し合うことをとお

して、お互いの命の大切さに

気づく。 

○自分に宛てた手紙を書き、自

分の未来やこれからの生活

に思いをはせる。 

○自分も友だちも大切にされ

ている命であることに気づ

く。 

○タイムカプセルを作ることで自分の

未来に思いをはせさせることができ

たか。 

○自分の未来やこれからの生活につい

て期待や希望を抱かせることができ

たか。 

○お互いの命の大切さに気づかせるこ

とができたか。 

事
後 

○自分の心の動きを、振り返りカードに記

入する。 

○死に対する意識と自尊感情についての

アンケートに記入する。 
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７ 目標構造図 

前提目標 基礎目標 中核目標 

   

（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（１次）」は学習活動が「１次」であることを示す。 

自分の成長につい

てのエピソードを

思い起こす。 

①感性（１次）家族の話

や手形の年表づくりから

命や成長の不思議につい

て気づく。 

③感動（１次）家族

の話や手形の年表

づくりから自分の

成長を実感する。

⑤感性（２次）親

や周囲の人たちの

最大の不安は子ど

もの死であり、命

を守り育てること

が最も大切な願い

であることに気づ

く。 

④想像（１次）家族の

話から、自分を支えて

くれている人たちの

思いや願いに気づく。

⑥感動（３次）た

まごの誕生を喜

び、たまごとの生

活を楽しむ。

②感動（２次）助産師の話
から、自分の命のはじまり
や成長の不思議さを実感す
る。 

⑦想像（３次）た

まごを自分自身に

見立てて、愛情を

持って世話をす

る  

自分を支えて

くれている家

族や周囲の人

たちの思いや

願いを実感す

る。 

大切に育まれ

ている自分の

命のかけがえ

のなさを実感

する。 

自分の未来

やこれから

の生活に期

待と希望を

持ち、自分の

命を大切に

生きていこ

うとする。 

⑧想像（４次）自分も友

だちも同じように大切

にされている命である

ことに気づく。 

飼育栽培体験の中

で命の存在を感じ

る。 
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８ 事前の教員研修と指導の概要 

(1) 事前の教員研修 

研修内容 

ａ 

○自尊感情を高める体験をする。         ＜提言 P64：教員研修テーマ①＞

・『わたしはわたしが好きです。なぜなら・・・』 

・『ここがあなたのいいところ』 

ｂ 
○自己再発見の体験をする。          ＜提言 P68：教員研修テーマ②＞

・『私の人生の振り返り』 

ｃ 

○自分自身に見立てたたまごを作り、世話をする体験をする。 

・実際に体験することをとおして、方法、期間等子どもの実態に応じた内容を検討す

る。 

ｄ 

○保護者への協力依頼について話し合う。 

・子どもの聞き取りの内容について 

・子どもの家庭環境について 

・個別の対応や配慮、支援が必要な子どもについて 

 

(2) 指導の概要（全 26 時間） 

内容 

事
前 

○自尊感情を高める体験をする。 

○命（死）に対する意識と自尊感情についてのアンケートをする。 

１
次
（
７
時
間
＋
課
外
） 

○手形の年表を作る。 

１ 様々な年令の人の手形を見比べて、命の誕生や成長について考える。 

 (１時間)

２ 家族から自分がお腹の中にいた時のことや生まれた時のこと、成長のエピソード

などを聞き取る。                         （課外）

３ 成長のエピソードを発表し合い、病気やけが、事故など命を脅かすものに対して

家族がどんなに心配したかに気づく。                （１時間）

４ 聞き取ったエピソードをもとに、手形の年表を作る。        （５時間）

 

２
次
（
４
時
間
＋
課
外
） 

○助産師に命のはじまりやお腹の中での赤ちゃんの様子、誕生についての話を聞く。

１ 卵子と精子の受精の瞬間から命がはじまることや、胎児の成長の様子について知

る。                                  （２時間）

２ 家族への聞き取りを続け、誕生までの母親や周囲の人たちの心配、苦労を知るこ

とで、最大の不安は子どもの死であり、命を守り育むことが最も大切な願いである

ことに気づく。                            （課外＋１時間）

３ 聞き取ったエピソードをまとめる。                  （１時間）

３
次
（
10
時
間
＋
課
外
） 

 

○自分自身の命に見立てたたまごを作り、大切に世話をする体験をする。 

１ 家族への聞き取りを振り返って、子どもを育てる親や家族の気持ちを想像し、話

し合う。                                 （１時間）

２ 紙粘土に自分だけの模様をつけ、中に自分の秘密と心臓に見立てたハート形を入

れてたまごを作る。                        （４時間）

３ たまごの部屋や育児日記を作る。                    （４時間）

４ 自分が親や家族にしてもらっていた声かけや愛撫等の世話をし、育児日記をつけ

る。                                 （課外） 

５ たまごの世話の様子、楽しさや苦労などの感想を発表し合う。      （１時間）

教員研修ａ、ｂ、ｄ 

教員研修ｃ 
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４
次
（
５
時
間
） 

○たまごを入れるタイムカプセルを作る。 

１ タイムカプセルを開ける時期を設定し、自分の未来に思いをはせる。  （１時間）

２ 未来の自分におくりたいものを考えるとともにタイムカプセルの用意をする。 

                                  （１時間）

３ 未来の自分に宛てた手紙を書き、家族からのメッセージと一緒にタイムカプセル

に入れて完成させる。                          （２時間）

○手形の年表をお互いに見せ合い、感想を話し合う。 

１ 友だちの年表を見ることで、自分と同様に友だちも大切に育てられていることに

気づき、感じたことを友だちにメッセージにして送る。           （１時間）

 

事
後 

○自分の心の動きを振り返り、振り返りカードに記入する。 

○死に対する意識と自尊感情についてのアンケートに回答する。 
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９ 指導実践 

(1) １次第２時 

ア 本時のねらい 

(ｱ) 家族から聞き取った成長のエピソードを発表し合い、自分の成長を実感する。 

(ｲ) 家族が心配した出来事について話し合い、家族の思いや願いに気づく。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

家族の話から自分の成長を実感させる。 

(ｲ) 感性を育む 

家族の話から自分の誕生や成長の喜びについて気づかせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

家族の話から自分を支えてくれている人たちの思いや願いに気づく。 

 

ウ 準備物  

・子どもが家族等から聞き取りを記録したインタビューカード 

・掲示用カード（ピンクとブルーを一人につき１枚ずつ用意する。裏にマグネットをはっ

ておく） 

・新しいインタビューカード 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 子どもの家庭環境をよく把握し、個別指導や家庭との連携など、十分な配慮をしてお

く。 

  特に家庭環境や親子関係の変化による子どもの変化に留意する。 

(ｲ) 子どもの聞き取り活動の進行状況を把握し、インタビューカードを点検しておく。 

(ｳ) 聞き取り活動が進んでいない子どもには、個別に保護者等に連絡し、協力を依頼する。 

(ｴ) 通信等により学習の様子を保護者に伝え、理解と協力を得る。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 
１ 家族から聞き取ったエピソードをカードに書く。

・初めて歩いたときみんなが大喜びした。 

・高い熱が何日も続いてとても心配だった。 

・入院して難しい手術をしたので、家族はすごく大

変だった。 

・２色のカードを配り、『嬉

しかったこと・楽しかった

こと』（ピンク）と『大変

だったこと・心配だったこ

と』（ブルー）に分けて書

かせる。 

 

展 

開 

２ カードの内容を発表しながら黒板にはる。 

・発表はちょっとはずかしいな。 

・○○さんもぼくと同じようなことがあったんだ

な。 

・わたしのお母さんも同じことを言っていたよ。 

 

・黒板を上下２つに分け、ピ

ンクとブルーを分けては

らせる。 

・『嬉しかったこと・楽しか

ったこと』だけでなく、『大

変だったこと・心配だった

こと』もたくさんあったこ

とに気づかせる。 

・友だちのエピソードを聞く

ことで親近感を持たせた

り、共通する親の願いに気

づかせたりする。 
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展 

開 

３ インタビューをした感想を述べ合う。 

・いろんな話を聞いてとても楽しかったです。大事

に育ててもらってることがよくわかりました。 

・自分の覚えていないことを聞いておどろきまし

た。 

・お母さんがそんなにわたしのことを思っていてく

れてうれしかった。 

・いろんな事ができるようになっていてすごかっ

た。 

・お母さんがそんなにやさしかったとは思わなく

て、びっくりした。 

・小さい時ご飯を食べなかったんだ。記憶になかっ

たよ。心配させたんだな。 

・わたしが生まれてくるときはお母さんはしんどい

と思いました。でもわたしを生みたかったので

す。 

・子どもを育てる親の気持ち

に気づかせる。 

・親の苦労や願いなど、今ま

で気づかなかったことに

も目を向けさせる。 

ま
と
め 

４ 手形の年表づくりのために、さらにどんなことを

誰に聞きたいかを考える。 

・もっとインタビューしたいな。 

・お腹の中にいたときのことをもっと聞きたいな。

・今度はお父さんにも聞いてみよう。 

・おばあちゃんにも電話で聞いてみよう。 

 

・友だちの発表を聞かせるこ

とで、さらにインタビュー

への意欲を持たせる。 

・胎児期のことも積極的に聞

いてくるように勧めてお

く。 

 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) インタビューカードは『嬉しかったこと・楽しかったこと』と『大変だったこと・心

配だったこと』に分けて書く欄を作っていたので、両方のエピソードが聞き取れていて

よかった。 

(ｲ) 『大変だったこと・心配だったこと』のエピソードは初めて聞く内容が多かったよう

で、子どもは自分の命が大切に守られてきたことに気づいたようだった。 

(ｳ) 聞き取り活動をすること自体が親子のふれあいの時間になり、大きな喜びを感じた子

どもが多くいた。 

(ｴ) 命のはじまりの学習に向けて、今後は胎児期のエピソードを積極的に聞き取るように

させた。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○おうちの人たちにインタビューして、自

分の成長についてどんなことを感じまし

たか。 

 

 

感
性
を
育
む 

○おうちの人たちにインタビューして、う

れしかったことや楽しかったことはあり

ますか。 

○おうちの人たちにインタビューして、ふ

しぎだなと思ったことはありますか。 
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想
像
力
の
育
成 

○自分を今まで育ててくれたおうちの人た

ちの気持ちを想像してみましょう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(2) ３次第１時 

ア 本時のねらい 

家族への聞き取りを振り返って、子どもを育てる親や家族の気持ちを想像させ、たまご

の世話をする体験活動への興味と意欲を持つ。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

たまごの誕生や世話をする体験活動を楽しみに待つ。 

(ｲ) 感性を育む 

家族への聞き取りを振り返り、親や家族の思いや願いを感じ取る。 

(ｳ) 想像力の育成 

子どもを育てる親や家族の思いを想像する。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 自分自身に見立てたたまごを作り世話をする体験をして、方法、期間等子どもの実態

に応じた内容を検討しておく。 

(ｲ) たまご作りの材料を準備しておく。 

(ｳ) 子どもの家庭環境をよく把握し、個別指導や家庭との連携など、十分な配慮をしてお

く。 

特に家庭環境や親子関係の変化による子どもの変化に留意する。 

(ｴ) 通信等により学習の様子を保護者に伝え、理解と協力を得る。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 子どもを育てる親や家族の気持ちを想像して話
し合う。 

 
 
 
・かわいくてしかたがないよ。 
・うちの子が一番かわいい！ 
・寝顔がとってもかわいいな。 
・手間がかかって大変だなあ。 
・いそがしくてしんどいな。 
・よく泣くのでゆっくり寝られない。 
・死んでしまうかもしれない、どうしよう！ 
・この子のすきなことは何かな？ 
・どんな子になるか楽しみだな。 

 

・家族から聞き取った話を思
い起こさせる。 

 
 
 
・家族のどんな話からそう思

ったのかを考えさせる。 
・喜び、苦労、期待など様々

な思いがあることに気づ
かせる。 

 
 
 
 
 

展 

開 

２ たまごを作って世話をすることを知り、たまごの
誕生や世話をすることを期待する。 

 
 
 
・なぜたまごなのかな。 
・どうやってたまごを作るんだろう。 
・世話ってどんなことをするの？ 
・明日たまごが誕生するんだ。 
・たまごをつくるのが楽しみだな。 

 

 
 
 
 
 
・たまごを入れる部屋や育児

日記も後から作ることを
伝える。 

 

お父さんやお母さん、家族のみんなが子どもを育てる時の気持ちはどんな感じ
だと思いますか？想像してみましょう。 

みんなもお父さんやお母さんになって、子どもを育てる親の気持ちを考えてみ
ましょう。明日たまごを作って、しばらくお世話をして育てましょう。 
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ま
と
め 

３ たまご作りのために準備することを知る。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

・たまごを自分自身として意

識づけるために必要なの

で、真剣に考えてくるよう

に伝え、たまご作りへの興

味を持たせる。 

 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 子どもたちはたまごを作ることを知って最初戸惑ったようだが、助産師の「命のはじ

まりはみんな小さなたまごだった」という話が大変印象に残っていたので、すぐに納得

し、活動に興味と期待を持たせることができた。 

(ｲ) 家族への聞き取り活動を十分行っていることが、学習を深めるポイントになると思わ

れる。 

(ｳ) たまごを自分自身として意識づけることが大切なので、指導者の言葉かけなどに工夫

が必要である。今回は「自分しか知らない秘密」をたまごの中に埋め込んだこと、心臓

に見立てた赤いハート形を入れたこと、一人ひとり違う模様にしたこと、振ると音が出

るように作ったことなどが子どもの気持ちを引きつけるのに成功した要因の一つだと思

われる。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○たまごを作るのが楽しみですか。 

○たまごにどんな世話をしたいですか。 

 

感
性
を
育
む 

○家族にインタビューをして、親や家族の

どんな気持ちがわかりましたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○子どもを育てる親や家族の気持ちをたく

さん考えることができましたか。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 

 

 

ぜったいに自分だけしか知らないひみつをひとつ、明日までに考えてきてね。

誰にも教えないで、心のなかにしまって持ってきてください。 



実践事例－小学校編－ 

事例１ 誕生・成長の喜び―たまごの世話をする体験を中心に―（三田市立武庫小学校第 3 学年） 

- 17 - 

(3) ３次第６時 

ア 本時のねらい 

たまごの世話に向けて、たまごの呼び名やどんなことをしたいかを考えて発表し合い、

世話の開始に期待と意欲を持つ。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

たまごの誕生に喜びを感じさせ、たまごとの生活を楽しもうとさせる。 

(ｲ) 感性を育む 

自分が親にしてもらったことやして欲しいことを思い起こさせながら、たまごにした

いことを考えさせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

たまごを自分自身に見立てさせ、親しみや愛情を持たせる。 

 

ウ 準備物  

制作中のたまご（各自の手に持たせる） 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 子どもの家庭環境をよく把握し、個別指導や家庭との連携など、十分な配慮をしてお

く。 

特に家庭環境や親子関係の変化による子どもの変化に留意する。 

(ｲ) たまごの様子に絶えず注意しておく。（乾燥によるひび割れなどはその都度手当てをす

る） 

(ｳ) 通信等により学習の様子を保護者に伝え、理解と協力を得る。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ たまごの様子を発表し合う。 

・だいぶかわいてきたな。 

・ひびが入ってきて心配です。 

・早くみがいてピカピカにしたいよ。 

・いつごろおうちに連れて帰れるんですか？ 

・子どもたちの興味がたまご

からそれないように、よく

見える所にたまごを置き、

毎日様子などを話題にし

ておく。 

 

展 

開 

２ たまごの呼び名を考える。 

 

 

 

 

・ぼくが赤ちゃんのころ家族に呼ばれていた名前にす

る。 

・たまごに聞いてみるよ。 

・たまごがこれでいいって言ってる！ 

 

 

 

 

 

 

・たまごは自分自身なので、

本当の名前は自分の名前

であることを確認してお

く。 

・子ども自身がいつも呼んで

もらって嬉しいと思う名

前がいいことを伝える。 

・子ども自身が小さい頃呼ば

れていた名前もいいこと

を伝える。 

 

たまごをどんな名前で呼ぶか考えましょう。考えられたらその呼び方で

いいか、たまごさんにも聞いてみましょう。 
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展 

開 

３ たまごにしたいことを考え、発表し合う。 

 

 

 

・なでてあげる。抱っこしてかわいがってあげる。 

・毎晩一緒にねます。 

・一緒にごはんを食べます。一緒に遊んであげます。

・家族に紹介します。おばあちゃんちに連れて行く。

・大好きって言ってあげます。 

 

 

 

 

 

・子ども自身が親や家族にし

てもらっていたことや、し

てもらって嬉しかったこ

と、また自分がしてもらい

たいことをたまごにする

ように子どもの考えを促

す。 

ま
と
め 

４ 育児日記のたまごのお世話のページに自分が決めた

たまごの呼び名と世話をすることを書き込む。 

 

・全員がする世話として、朝

と夜に必ず声をかけるこ

とを約束しておく。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) たまごを作って完成を待つ間に、どんどん子どもの関心が高まっていくのを感じた。

特に呼び名を考えた時、たまごの声が聞こえると言い始めた子どもが次々と現れ、この

頃からたまごに深く感情移入していく子どもが多かった。 

(ｲ) たまごにしたいことを考えていく中で、子どもがこれまでに経験してきた家族との愛

情の体験や、子どもの求めている家族からの関わりをはっきりと知ることができた。 

(ｳ) 指導者自身のたまごの扱い方が子どもの感情移入の深さを左右する。子どもがたまご

にひびが入ったと訴えてきた時は「かわいそうに、大丈夫よ」とたまごに話しかけ、す

ぐに「薬と手当て」と称して修理をほどこした。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○たまごの誕生日にはどんなことを感じま

したか。 

○たまごの世話でどんなことが楽しみです

か。 

 

感
性
を
育
む 

○たまごにどんな世話をしたいですか。  

想
像
力
の
育
成 

○たまごのことをどう思いますか。  

全体を振り返っての感想： 

先生から： 

家庭から： 

たまごさんにどんなことをしたいですか。どんなことをしたらいいと思いま

すか。 
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(4) ４次第１時 

ア 本時のねらい 

(ｱ) たまごとの別れについて考え、タイムカプセルを作ることを知る。 

(ｲ) タイムカプセルを開ける時期や何を入れるかを考えることで、未来の自分に思いをは

せる。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

たまごとの生活を振り返り、別れへの準備をさせる。 

(ｲ) 感性を育む 

再びたまごと会う未来やこれからの生活に期待や希望を持たせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

自分の未来やこれからの生活に思いをはせさせる。 

 

ウ 準備物 

子どもが書いているたまごの育児日記 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) たまごの育児日記に目を通し、たまごに対する子どもの気持ちや接し方の変化を把握

する。 

(ｲ) 通信等により学習の様子を保護者に伝え、理解と協力を得る。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 最近のたまごの様子を発表し合い、たまごとの別

れの時期が近づいていることを知る。 

・元気に育っているよ。 

・このごろたまごはよくねてるよ。 

・朝よくねていたから、家にねかせてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

・えーっ！お別れなの？ 

・たまごはどうなるの？ 

・タイムカプセルはいつ開けるの？ 

・ずっと一緒に暮らしてきたのにお別れなんていや

だ！かなしいよ！ 

 

 

 

・子どもたちがたまごを学校

に持って来るのを忘れた

り、たまごが眠りがちだと

言い始める時期を見逃し

たりせず、別れに向けての

授業のタイミングをとら

える。 

 

 

 

 

 

 

・助産師の話から、自分たち

も母親のお腹の中で 40 週

間じっとして外へ生まれ

るのを待っていたことを

思い起こさせる。 

・胎児期は命を育てるために

大切な時期であったとい

うことを思い起こさせる。

 

たまごは大きくなるまでに、しばらくじっとしておく時期が必要なんです

よ。みんなのたまごさんも、そろそろその時期にきているようです。タイ

ムカプセルに入れる準備を今日から始めましょう。 
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展 

開 

２ タイムカプセルを開ける時期を考えて発表し合

う。 

 

 

 

・25 才。わたしは薬剤師になろうと思っているか

ら、25 才にはなっていると思うからです。 

・ぼくは野球選手になったとき。たまごにホームラ

ンを打っているところを見せたいから。 

・何歳になるかわからないけど、わたしが料理人に

なったときに開けてたまごにおいしい料理を食

べさせてあげる。 

・少しでも早くたまごに会いたいから 20 才の誕生

日に開けます。 

・自分の子どもが生まれたとき。たまごをわたしの

赤ちゃんに見せてあげたいから。 

 

３ タイムカプセルに何を入れるか考えて発表し合

う。 

 

 

 

・たまごのおふとんは絶対いる。寒いもん。 

・たまごがさみしがらないようにおもちゃも入れて

あげたい。 

・手紙を書く。今の顔や友だちの写真も入れたい。

・サッカーでもらったメダルを入れておいて、大人

になったぼくに見せてあげたい。 

 

 

 

 

 

 

・成人してからということを

条件に考えさせる。 

・なぜその時を選んだのか理

由も述べさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・タイムカプセルを開けると

きの自分を思い描きなが

ら考えさせる。 

・タイムカプセルを開けると

きの自分が喜ぶものや嬉

しいもの、必要なものや役

立つものは何かを考えさ

せる。 

 

ま
と
め 

４ タイムカプセルについて考えたことを振り返り

カードに書き、今後の予定を聞く。 

・入れたいものを家族とも相

談して用意するように伝

える。 

・手紙は全員が書くことを伝

える。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) たまごと別れると聞いて泣き出す子どもたちもおり、たまごに対して深い愛着を持っ

ていることがわかった。 

(ｲ) たまごと再会するときの自分を思い描かせることで、別れのさみしさを未来への希望

へと変えることができた。 

(ｳ) 世話の期間が長くなるにつれて意欲を低下させている子どももいたが、別れというゴ

ールを示すことによって新たな意欲を持たせることができた。 

(ｴ) 手紙には保護者からのメッセージ（未来の我が子に向けて）も加えるので、通信等で

学習への理解を求め、早めに準備を依頼しておきたい。 

 

たまごさんと過ごす時間が残り少なくなってきたので、あとしばらく心をこ

めて世話をしてください。 

タイムカプセルをいつ開けるかは、自分で決めていいんですよ。でも『みん

なが大人になってから』というのが約束です。 

タイムカプセルに入れるものは『たまごに必要なもの』と『未来の自分に今

の自分からおくりたいもの』です。何を入れたいですか。 
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キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○たまごといっしょにすごして、心に残っ

ているできごとはどんなことですか。 

○タイムカプセルにどんなものを入れたい

ですか。 

 

感
性
を
育
む 

○タイムカプセルをあけるときに楽しみな

ことは何ですか。 

○タイムカプセルをあけるまでにどんなこ

とが楽しみですか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○タイムカプセルをあけるときの自分につ

いていろいろ想像してみましょう。 

○タイムカプセルをあけるまでに、自分に

どんなことがおこるか想像してみましょ

う。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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10 実践を終えて 

(1) 先生の振り返り 

ア たまごの世話をする体験について 

この実践の中心となった学習活動はたまごの世話をする体験である。中身をぬいた卵の

殻を育てるという海外の学習プログラムを参考に、今回考案、実践を試みた。元々は成人

向けのプログラムなので、小学校中学年に合わせて紙粘土で制作することにした。またこ

の年令の子どもでは、たまごを自分の子どもとして意識づけにくいので、たまごは自分自

身であるとした。たまごを大切に世話をするという子育ての疑似体験をとおして、自分が

親や家族にしてもらっていることを再確認し、自分が大勢の人々の愛情を受けて大切に育

てられていることや、自分の命のかけがえのなさに気づかせていくことを目標とした。 

導入は前時の助産師の話とうまくつなぐことができた。助産師から卵子と精子の受精、

受精卵の胎内での成長の様子などを中心に映像や模型を使って話していただいた。 

制作の段階から、たまごを自分自身として意識づけられるように、中に入れるものや言

葉かけなどを工夫した。たまごに愛着を持てるように呼び名を考え、部屋や布団を作った

り、毎日育児日記をつけたりして、学校でも家庭でも常にそばにおいて生活するようにさ

せた。 

子どもたちは予想以上にたまごに感情移入していき、当初３週間程度と考えていた体験

期間は冬休みをはさんで２ヶ月を越えた。その間の世話の様子やたまごへの気持ちを振り

返る時間を何度か設定し、愛情を注ぐことの喜びや子育ての苦労や大変さに気づかせてい

った。 

最後はたまごをタイムカプセルに入れ、大人になったときに開けるという設定にした。

たまごと再会するときの自分を想像させることで、自分の未来やこれからの生活に期待や

希望を抱かせ、自分の命を大切に生きていこうとする子どもたちを育てたいと願った。 

子どもたちがたまごに自分を投影させている興味深い事例がみられた。例えば心臓疾患

を持ち行動の制限がある子どもは、たまごを振ると聞こえる音を心臓の音と見立て、毎日

心臓の音を聞いて「今日も元気に心臓が動いていました」と１日も欠かさず日記に記入し

ていた。ちょっとしたことですぐに泣いてしまっていた子どもは、たまごの誕生日に「つ

よいたまごになるんだよ」とお祝いの言葉を贈り、ある日の日記に「きょうはころがった

のに、泣かなかった。えらいぞ」と記していた。今の自分の姿だけでなく、自分のなりた

い姿をもたまごに託している事例は他にも多くみられた。 

さらにたまごの世話を続けることで、子どもたちに様々な変化がみられた。友だちとの

コミュニケーションが苦手な子どもが多かったが、みるみるおさまっていった。二人とも

やや幼いところがあるので、たまごへの感情移入も深く、かわいがっていると気持ちが落

ち着くのか、休み時間など掌でなでたり、ポケットの中に入れて触っていたりする姿がよ

く見られた。前者はたまごのお世話だけでなく親への聞き取り活動と合わせて大きな効果

があった事例と考えている。 

また保護者からも多くの感想が寄せられた。「今まで妹となかなか遊んでくれず、たまに

遊んでいると思えば人形でもミニカーでも必ず闘いごっこでドカーン！とやっていたのが、

たまごの学習を始めてから、落ち着いて人形遊びをしてくれて、一緒に人形の世話までし

てくれている」「たまごの世話をしている間はとても穏やかだ」「大人びていると思ってい

た子がここまでたまごに夢中になるとは驚きだったが、一人っ子で今まで小さい子に接す

るのが苦手だったのに、進んで小さい子に声をかけるようになった」などの意見があった。

たまごの世話をする様子を見て、気づきがあった保護者の感想も多くあった。「子育ては自

立を目指すことだと信じて厳しく接していたが、子どもがたまごを扱うのを見ていて自分

もそうして欲しいのだなあと気づき、久しぶりに抱っこしてあげたらとても落ち着いた」

「自分がして欲しいことをたまごにすることで、私に伝えていることに気づいた。○○く

んにもしようかと言ったら素直に膝に乗ってきた。まだこんなふれあいを求めていたとい

うことに私は気づかなかった」等である。 

この他にも、手形の年表づくりの際に親や家族の気持ちを考えさせることが何度もあっ

たが、自分の世話体験から考えてみることができる等、この実践の効果は様々な面で発揮

されていると考える。今後も実践と考察を進めていきたい。 
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イ 親や家族への聞き取り活動について 

今回の実践では自分の誕生や成長について、親や家族に聞き取りをしていくことが重要

な学習活動となり、聞き取りの内容が子どもの学習への意欲や深まりを左右していった。

子どもたち自ら「もっと親の話を聞きたい」と意欲が持てる学習の場を設定し、必要に応

じて何度も聞き取りを繰り返した。すべての子どもが聞き取りを進められるように保護者

への連絡は特に丁寧に行い、協力を求めるために個別に対応した家庭も多かった。 

この聞き取り活動だけでも子どもの自尊感情が大きく高まることを今回の実践で感じた。

自分の誕生や成長についての聞き取り活動は低学年でも行っているが、今回は特に「心配

だったこと、大変だったこと」にも焦点を当てさせた。自分がこんなに大切にされていた

ということに気づいただけで問題行動が落ち着き、友だちとのトラブルもおさまった子ど

もがいる。どの子どもも親や家族に大切にされ、認められていることを知ることで喜びと

満足感を得たようだ。また親にとっても、この機会に子どもと向き合うことでその成長を

感じるとともに、子どもとの絆を再認識し、接し方を見直すきっかけとなっている。それ

が子どもの心の安定につながっていったと思われる。 

   

ウ 保護者との連携について 

聞き取り活動だけでなく、たまごの世話体験においても保護者の理解と協力が不可欠な

実践であった。そのため「いのち通信」と名付けて学習の内容や目的、経過を保護者にも

わかりやすく伝えるようにし、家庭での理解と学習への協力を求めた。また通信には保護

者からの意見や希望を書いてもらう欄を設け、広く保護者の声を聞くようにした。いじめ

による子どもの自殺等の社会状況と相まって保護者の命の問題への関心は大変高く、多く

の意見や感想が寄せられ、それを実践に反映させることができた。 

参観日での授業を行うとともに、学年集会でこの学習について説明を行った。助産師の

授業は保護者への公開授業とし、授業終了後、助産師と保護者で命について語る会を設定

したところ多くの参加者があった。 

タイムカプセルには未来の我が子に宛てて保護者からのメッセージを入れることにし、

協力を求めた。母親だけでなく、父親や姉からもメッセージを書いてもらった子どもも多

く、家族で未来に思いをはせることができた家庭もあったようだ。 

聞き取りについては、初めのうちは面倒なことだと思った保護者は多かったようだが、

実践が進むにつれて実践のねらいに理解を示す保護者が増えていった。たまごの世話が始

まると興味を持って子どもと一緒にたまごをかわいがったり、布団や袋を作ったりして積

極的に関わってくれたりした。 
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(2) 今後の課題 

実践開始前の９月中旬と、実践が終了に近づいた２月上旬の２回にわたって、死に対する

意識と自尊感情についてのアンケートを記名式で行った。この実践のねらいとして『命は失

われると二度と取り戻せないものであること』と『自分の命が大切に育まれたものであるこ

と』を設定したので、アンケート結果を考察し、実践の成果と今後の課題とする。 

 

主な設問の回答の変化 

 

Ｑ 死んだペットや生き物が生き返ることがあると思いますか？ 

0

10

20

30

40

０６年９月

人数 5 15 6

あると思う ないと思う わからない
0

10

20

30

40

０７年２月

人数 3 28 5

あると思う ないと思う わからない

 
Ｑ 人はいつか死ぬと思いますか？ 

0

10

20

30

40

０６年９月

人数 32 2 2

死ぬと思う 死なないと思う わからない
0

10

20

30

40

０７年２月

人数 36 0 0

死ぬと思う 死なないと思う わからない

 
Ｑ 死んだ人が生き返ることがあると思いますか？ 

0

10

20

30

40

０６年９月

人数 4 23 9

あると思う ないと思う わからない
0

10

20

30

40

０７年２月

人数 3 30 3

あると思う ないと思う わからない

 
Ｑ 自分はいつか死ぬと思いますか？ 

0

10

20

30

40

０６年９月

人数 32 1 3

死ぬと思う 死なないと思う わからない
0

10

20

30

40

０７年２月

人数 34 0 2

死ぬと思う 死なないと思う わからない
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Ｑ もし自分が死んだとしてもまた生き返れると思いますか？ 

0

10

20

30

40

０６年９月

人数 2 25 9

生き返れる 生き返れない わからない
0

10

20

30

40

０７年２月

人数 6 28 2

生き返れる 生き返れない わからない

 
Ｑ 自分のことが好きですか？        

0

10

20

30

40

０６年９月

人数 28 2 6

すきだ すきではない わからない
0

10

20

30

40

０７年２月

人数 29 2 5

すきだ すきではない わからない

 
Ｑ 自分は友だちから頼りにされていると思いますか？ 

0

10

20

30

40

０６年９月

人数 10 5 21

されている されていない わからない
0

10

20

30

40

０７年２月

人数 19 6 11

されている されていない わからない

 
Ｑ 自分のことを大切だとおもってくれる人がいますか？ 

0

10

20

30

40

０６年９月

人数 30 1 5

いる いない わからない
0

10

20

30

40

０７年２月

人数 30 1 5

いる いない わからない

 
Ｑ 自分は家族から大切にされていると思いますか？ 

0

10

20

30

40

０６年９月

人数 30 1 5

思う 思わない わからない
0

10

20

30

40

０７年２月

人数 31 1 4

思う 思わない わからない
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死に対する意識に関する設問では、自分を含め全ての生き物が必ず死ぬことや、死んでしまえ

ばその体は二度と生き返らないことなど、死の絶対性について問うた。全ての回答においてその

認識ができたと思われる子どもが増えている。特に『人はいつか死ぬと思うか』の問いには「死

なない」または「わからない」と答えていた子どもが４人いたが、２月には全員が「いつか死ぬ」

という回答に変わった。どの設問でも「わからない」という回答が減っているので、この子ども

たちが正しい認識を得ていったと思われる。 

死については授業などで特に取りあげて指導したことはなかったが、聞き取りの中で親が子ど

もの死を恐れていることを感じ取ったり、助産師の話の中にお腹の中で死んでしまって生まれる

ことができなかった赤ちゃんの話があったりしたことが、理解を深める一助となったかもしれな

い。またこの半年間に祖父母の死に接するなどの生活体験が増えていることも考えられる。 

『生き返り』についても「ない」との回答が増えているが、『自分自身の生き返り』については

「ある」と答えた子どもが２人から６人に増えている。これについてはさらに考察が必要である。

約３分の１の子どもが命の有限性や死の絶対性についての認識があやふやであるというスタート

からの実践であったが、徐々に死に対する認識を確立しつつあるこの年令の子どもたちの意識の

変化が読みとれた。 

一方、自尊感情についての設問では数値的に大きな変化は認められなかった。『自分のことが好

きか』『自分のことを大切だと思ってくれる人がいるか』『自分は家族から大切にされていると思

うか』に対する回答の数値はほとんど変わりがない。 

「自分のことが好きかどうかわからない」「大切に思ってくれる人がいるかどうかわからない」

「家族から大切にされているかどうかわからない」等の回答の数は９月と２月でほとんど同じだ

が、入れ替わっている子どもも多い。特に「わからない」から「自分が好きだ」や「大切にされ

ている」の回答に変わった子どもには、聞き取り活動やたまごの世話をする体験でのいきいきし

た学びや気づきがあり、問題行動が落ち着いていった事例も多い。しかし依然として「わからな

い」と答える子どもについては、親子や家族の関係や友だちとの関わり、子ども自身の発達の特

性、クラスでの居場所等の点で、それぞれの課題と思われるものがあり、今後の適切な見守りと

導きが必要である。 

今回の実践では子どもや保護者の反応に相当な成果を感じていただけに、自尊感情の高まりの

点でアンケート結果にはっきりとした変化が認められなかったことが残念であった。このことか

ら学習活動や体験活動で自尊感情を育てることの難しさを改めて思い知らされた。同時に親や家

族との心のふれあい、友だちとの関わり、集団の中での連帯感や自己有用感が自尊感情を育てる

ために不可欠であり、その中でもとりわけ親や家族の役割が大きいことを感じた。今後命の大切

さを実感させる教育を進めていくためには、学校は保護者や家庭にもっと積極的に発信し、親と

教師がともに子どもと向き合う取組を心がけて行かねばならないと思う。 
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・岸本喜代子他 『家族で語る性教育』かもがわ出版 2005 

・ニコル・テイラー他 『赤ちゃんの誕生』あすなろ書房 1996

　・本実践の「たまごの世話をする体験」授業については、関西学院大学社会学部の藤井美和

　　　准教授のワークショップを参考に実践したものです。 
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小学校事例２ 

限りある命だからこそ 

高砂市立伊保南小学校第５学年

 
１ テーマ 

限りある命だからこそ 
 
２ 実践のねらい 

命の有限性に気づき自他の命のかけがえのなさを実感するとともに、自他の命を大切にする

ための方法を学ぶことをとおして、よりよく生きようとする意欲や姿勢を持つ。 
 
３ テーマ設定の理由 

(1) 本校の概要と児童生徒の実態 

本校は高砂市南部に位置する児童数 336 名、13 学級の小規模校である。５年生の児童は、

保育園、幼稚園の頃からの顔見知りのため、お互いをよく理解し合っているという反面、友

だち関係が固定しており、「あの子は○○な子」という固定観念がなかなか崩せないという面

がある。前向きに物事を考え、素直な児童も多いが、よく考えないままに相手を傷つける言

葉を発したり、自分の考えをうまく伝えられなかったりする児童も多い。 

児童は、「命は大切だ」という考えは当然持ってはいるが、その理解は観念的・表面的なも

のにとどまっている現状にある。実際に「死」というものに直面したことがなかったり、自

分の命がいろんな人に支えられ、つながっているものだと感じられなかったりする等、様々

な要因が考えられる。 

本校では、家族や友だちから認められるという体験をとおして、命というものを様々な視

点から捉え、命は自分だけのものではないということに気づかせるとともに、かけがえのな

い限りある命を大切にし、よりよく生きていこうとする意欲を持たせることをねらいとして

本テーマを設定した。 

 
(2) 指導のポイント 

【感動の体験】 
・震災記念公園や病院を見学することをとおし、生と死について考えることの大切さを実感

させる。 
・家族や友だちと心がつながるという体験をとおし、信頼し合うことの喜びを感じさせる。 

【感性を育む】 
・震災体験者や助産師の話から、命の重みを感じさせる。 
・自分の素直な気持ちをきちんと伝え、それを受けとめてもらう満足感を感じさせる。 

【想像力の育成】 
・生きているということは当たり前のことではなく、素晴らしいことであるということを認

識させる。 
・自分の思いがどうすれば相手に受け止めてもらえるか、相手の立場に立って考えさせる。 

 
４ 事前 

(1) 先生の準備 

・授業の中だけでなくすべての教育活動の中で、命を大切にしていこうとする視点や姿勢を

持つ。 
・命に関する本を読んだり、教員自身が人生の振り返りを行ったりする。 
・事前に関連施設との十分な打合せを行い、交流が一時的なものにならないようにする。 
・現在悲嘆にある子どもが存在する可能性もあるので、個別に話を聞く時間を設定するなど、

事前事後の個別指導を充実させる。 
・子ども一人ひとりを把握し、学級内の人間関係を掌握しておく。 
・家庭・地域との連携の上、学習や体験内容に配慮する。 
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(2) 教育課程上の位置づけ 

・総合的な学習の時間 
 
(3) 子どもたちの準備 

・祖父母との別れ、ペットとの別れなど、生と死に関する体験を振り返る。 
・これまでの読書活動の中で、命に関連した内容の本がなかったかを振り返る。 
・震災や自分の誕生に関して、これまで聞いたことなどについてまとめる。 

 
(4) 家庭・地域との連携 

・あらかじめ授業内容を伝え、家庭でも話題にするなど積極的に関心を持ってもらう。 
 
５ 本校の実践の特色 

・各自の命についての考えを整理し、深めるためにブックトークを行う。 
・生と死について考えを深めるために、震災体験者や助産師の体験談を聞く。 
・これまでの人生を保護者とともに振り返り、自分がかけがえのない存在であることを実感す

る。 
・アサーショントレーニングやストレスマネジメント体験をすることにより、よりよく生きて

いこうとする意欲を高める。 
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 ６ 目標分析表 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り 

事
前 

○「命の大切さ実感尺度」に回答す

る。 

○自尊感情を高める体験をする。 

○自他の命の存在に気づ

く。 

○命に関わる身の回りの出

来事を思い起こしておく。

○自分と共に他者の命も大

切であることについて考

える。 

 

１
次
（
９
時
間
） 

○命についての各自の思いを話し合

う。 

○命に関する絵本を読んで話し合

う。 

・『わすれられないおくりもの』（ス

ーザン･バーレイ作 評論社）を読

み、感想を話し合う。 

○ブックトークをする。 

○命に対して様々な見方や

捉え方があることに気づ

く。 

○命には限りがあっても、

つながりあっていくこと

に気づく。 

○自身も限りある命を生き

る存在だということに気

づく。 

○互いに伝え合うことの大

切さを実感する。 

○遺された者の痛みや悲し

みを想像できる。 

○かけがえのない人を失っ

た悲しみを乗り越える心

のあり方を考える。 

○命に対して様々な見方や

捉え方があることに気づ

かせることができたか。 

○命には限りがあるが、つな

がり合っていることを理

解させることができたか。 

２
次
（
６
時
間
） 

○震災記念公園に行き、震災体験者

の話を聞く。 

○産婦人科の助産師を招いて話を聞

く。 

○震災記念公園や助産師の話を聞い

て学んだことをまとめ、話し合う。

○多くの大切な命が失われ

た悲しみを受けとめよう

とする。 

○命の誕生の素晴らしさや

大変さを感じる。 

○すべての命がかけがえの

ないものであることを実

感する。 

○震災体験や生命の誕生の

体験を聞き、命の重みを感

じる。 

○命を守るためにはどうす

ればよいかを考える。 

○生と死について考えるこ

とをとおして、生きている

ことは当たり前のことで

はなく、素晴らしいもので

あることを理解する。 

○命の重みを感じさせるこ

とができたか。 

○生きているということは

当たり前のことではなく、

素晴らしいものであるこ

とを理解させることがで

きたか。 

３
次
（
４
時
間
） 

○「私の人生時計」をつくる。 

家族から「うれしかったこと」「一

番心配したこと」について聞き取

る。 

○家族への手紙を書く。 

○これまでの自分が支えら

れ、愛されてきたことに

気づく。 

○自分を支えてくれた周り

の人に対して感謝の気持

ちを持つ。 

○家族や身近な人と共に生

きることの喜びを実感で

きる。 

○命は一人だけのものでは

なく、つながり受け継がれ

ていくものであることを

実感させることができた

か。 

４
次
（
４
時
間
） 

○与えられた命を大切にし、よりよ

く生きる方法を考える。 

・エゴグラムチェック 

・アサーショントレーニング 

・ストレスマネジメント体験 

○未来の自分への手紙を書き、発表

し合う。 

○自分の中にある様々な感

情に気づき、自己を見つ

めることができる。 

○いろいろな場面を体験す

ることにより、様々な感

じ方や見方ができること

に気づく。 

○怒りに任せず、冷静になる

には、気持ちをコントロー

ルすることが大切である

ことを感じる。 

○よりよい人間関係を築く

ためには、他者を思いやる

気持ちが大切であること

を感じる。 

○自分も他者も尊重した自

己表現ができるようにな

る。 

○自分の将来に思いをはせ、

与えられた命を、よりよく

生きることを考えること

ができる。 

○感情に流されず、自分の気

持ちをコントロールでき

ることを実感させること

ができたか。 

○自他の命のかけがえのな

さを実感させることがで

きたか。 

事
後 

○「命の大切さ実感尺度」に回答す

る。 
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７ 目標構造図 

 
（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（1次）」は学習活動が「1次」であることを示す。 

 
 

命に関わる身の回

りの出来事を思い

起こしておく。 

自分と共に他者の

命も大切であるこ

とについて考える。 

①感性（１次）自身も限

りある命を生きる存在だ

ということに気づく。 

③感性（２次）震災

体験や生命の誕生

体験を聞き、命の重

みを感じる。 

⑤感動（３次）これ

までの自分が支え

られ、愛されてきた

ことに気づく。 

④感性（２次）すべ

ての命がかけがえ

のないものである

ことを実感する。 

⑥感性（４次）より

よい人間関係を築

くためには、他者を

思いやる気持ちが

大切であることを

感じる。 

②感動（１次）命には

限りがあっても、つな

がりあっていくことに

気づく。 

⑦想像力（４次）自

分も他者も尊重し

た自己表現ができ

るようになる。 

生と死につい

て考えること

をとおして、生

きているとい

うことは当た

り前のことで

はなく、素晴ら

しいものであ

ることを理解

する。 

家族や身近な

人と共に生き

ることの喜び

を実感できる。

自分の将来

に思いをは

せ、与えら

れた命を、

よりよく生

きることを

考えること

ができる。 

前提目標 中核目標 基礎目標 
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８ 事前の教員研修と指導の概要 

(1) 事前の教員研修 

 研修内容 

ａ 
○自尊感情を高める体験をする。        ＜提言 P64：教員研修テーマ①＞

・『わたしはわたしが好きです。なぜなら・・・』 

・『ここがあなたのいいところ』（いいところさがし） 

ｂ 
○震災体験者の話、助産師から生命誕生の話を聞く。 

・生命の大切さや生命を守るためにどうすればよいかを学ぶ。 

・生命誕生のすばらしさを感じ取る。 

ｃ ○自己再発見の体験をする。          ＜提言 P68：教員研修テーマ②＞

・「私の人生時計」をつくる。 

ｄ 
○保護者への協力依頼について話し合う。 

・子どもの聞き取りの内容について 

・子どもの家庭環境について 

ｅ ○ストレスマネジメントを体験する。 

・怒りなどの自己の感情をコントロールする方法等 

 
 (2) 指導の概要（全 23 時間） 

 内容 

事
前 

○「命の大切さ実感尺度」に回答する。 

○自尊感情を高める体験をする。 

１
次
（
９
時
間
） 

１ 命についての各自の思いを話し合う。 

・父親を航空機事故で失った児童の作文について話し合う中で、遺された者の痛みや悲

しみを想像し、命のかけがえのなさと人とのつながりを実感する。  （１時間）

２ 命に関する絵本を読んで話し合う。 

・『わすれられないおくりもの』（スーザン･バーレイ作 評論社）を読み、感想を話し

合う。                             （１時間）

３ ブックトークをする。 

・「つながっている命」「心の中で生きている命」「限りある命」などのテーマでグルー

プごとにブックトークをする。                  （７時間）

 

２
次
（
６
時
間
） 

１ 震災記念公園に行き、震災体験者の話を聞く。           （２時間）

・「北淡町震災記念公園」を見学し、震災体験者の話を聞く。 

・命の大切さや命を守るためにはどうすればよいかなどについて考えを深める。 

２ 産婦人科の助産師をゲストティーチャーとして招いて話を聞く。   （２時間）

・産婦人科の助産師から生命の誕生について話を聞き、それぞれがかけがえのない命で

あることを実感する。 

・赤ちゃん人形を抱いたり、助産師から話を聞くことをとおして、命が誕生することの

喜びや大変さを感じ取る。 

３ 震災記念公園や助産師の話を聞いて学んだことをまとめ、感想を話し合う。 

・感想を交換することにより、命についての考えをさらに深める。   （１時間）

・命に関わる詩や本を読み、命のつながり・限りある命について考える。      

（１時間）

教員研修 a 

教員研修 ｂ 
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３
次
（
４
時
間
） 

 

１ 「私の人生時計」をつくる。 

・人間の一生の長さを意識する。                  （３時間）

・家族から「うれしかったこと」「一番心配したこと」などについて聞き取り、自己肯

定感や家族への感謝の気持ちを持つ。 

・自分の将来について前向きに想像してみる。 

２ 家族への手紙を書く。                      （１時間）

・「私の人生時計」づくりをとおして感じたことや感謝の気持ちを手紙に書き表す。 

 

４
次
（
４
時
間
） 

１ 与えられた命を大切にし、よりよく生きる方法を考える。 

・「エゴグラムチェック」をとおして、自分の特徴に気づき、よいところを積極的に伸

ばそうという気持ちを持つ。（養護教諭）              （１時間）

・アサーショントレーニングをとおし、自分も他者も尊重する話し方や行動の仕方を学

び、思いやりの心を持った行動について考える。（養護教諭）     （１時間）

・ストレスマネジメント体験をすることにより、怒りなどの自己の感情をコントロール

する方法について知る。（養護教諭）                （１時間）

２ 未来の自分への手紙を書き、発表し合う。             （１時間）

・自分の未来を想像することで、自分の人生を大切に生きていこうとする思いや周りの

人に対しての感謝の気持ちを持つ。 

 

事
後 

○振り返りカードに記入する。 

○「命の大切さ実感尺度」に回答する。 

 

 

教員研修 ｃ 

教員研修 ｄ 

教員研修 ｅ 
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９ 指導実践 

(1) １次第１時 

ア 本時のねらい 
命に関する本を読んだり、それぞれの考えを交換したりする中で、命に対して様々な見

方や捉え方があることに気づき、命には限りがあるが、つながり合っていることを理解す

る。 
 

イ 指導のポイント 
(ｱ) 感動の体験 

・命に対して様々な見方や捉え方があることに気づかせる。 
・命には限りがあっても、つながりあっていくことに気づかせる。 

(ｲ) 感性を育む 

・自身も限りある命を生きる存在だということに気づかせる。 
・互いに伝え合うことの大切さを実感させる。 

(ｳ) 想像力の育成 

・遺された者の痛みや悲しみを想像させる。 
・かけがえのない人を失った悲しみを乗り越える心のあり方を考える。 

 
ウ 準備物 命を考える上で関連すると思われる絵本や本 

 
エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

・命に関するアンケートをとり、児童の命に関する意識を把握しておく。 
・命に関する本にはどのような本があるかを調べ、図書館などで収集する。 
・収集した本を読み、そのテーマについて教師間で話し合う。 
・ブックトークをどのようなテーマで行うかを検討する。 

 
オ 展開 
 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 命についての各自の思いを話し合う。 
・命の値段について 
・父親を航空機事故で失った児童の作文 

・命に値段をつけることに対して憤り
を持たせるとともに、命に値段はつ
けられない理由を話し合わせる。 

・遺された者の痛みや悲しみを想像し、
命のかけがえのなさと人とのつなが
りを実感させる。 

展 

開 

 
 
２ 命に関する絵本を読んで話し合う。 

(1) 『わすれられないおくりもの』（スーザ
ン・バーレイ作 評論社）を読み、感想
を話し合う。 
・ぼくにもこんな経験がある。 
・おじいちゃんが自分をすごく大切にし
てくれていたというのを聞いてすごく
うれしかった。 

(2) 『わたしのいもうと』（松谷みよ子作
偕成社）を読み、感想を話し合う。 
・私にもこんな経験がある。 
・人の命を大切にしていないからこんな
ことになると思う。 

・いじめられている人の味方になりたい。
・戦争もいじめと同じようにひどいこと
だと思う。 

 
 
・祖父母やペットを失った体験を出さ
せ同じような体験をしている子が多
いことに気づかせる。 

・命に限りはあるが、心の中で生き続
けているたくさんのものがあること
に気づかせる。 

 
 
・人からいじめられた時の気持ちを話
し合わせることにより、いじめがい
かに人を苦しめるのかということを
実感させる。 

・自分の命だけでなく、周りの人の命
も大切にすることが命を大切にする
ということであることに気づかせ
る。 

命について考えよう 
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展 

開 

３ 様々な命に関する本を読み、カードに内

容や感想をまとめる。 

・いろいろな本を読んで、命について考え

させられたり、感動した。 

 

４ 最もみんなに紹介したい本を一冊選ぶ。 

 

 

 

 

 

 

５ ブックトークの内容や方法を知る。 

 

・命に関する本をもっと読んで考えて

いこうとする意欲を高める。 

 

 

 

・命に関する本を教室に用意して、い

つでも読めるようにしておく。 

・自分が印象に残った本を紹介し合っ

たり、学級通信に掲載したりするこ

とにより、もっと読み広げていこう

とする意欲を高める。 

 

・教師が実際にブックトークをしてみ

せ、その方法を理解させる。 

『わすれられないおくりもの』 

「私の母は２才の時に亡くなったの

で、母との思い出は全く覚えてい

ないのですが、ある時に母の最後

の言葉が「朋樹に会わせて。」だっ

たということを教えてもらいまし

た。２才の子を残してこの世を去

る母の気持ちを想像すると悲しい

気持ちにもなりますが、それだけ

自分を大切にしてくれていたんだ

と思うと、言葉で表せないほどの

感謝の気持ちがわいてきました。

そして、どんなことがあっても生

きていける勇気ももらいました。」

・本の内容、メッセージ、感想などを

整理させながら原稿を書かせる。 

・発表の順番やつながりを考えさせな

がら、聞いている人が読みたくなる

ようなブックトークになるように助

言する。 

ま
と
め 

６ ブックトーク交流会をとおして命につい

て考えを深める。 

・前は、命なんか死んだらまた新しい自分

ができる、とか思っていたけど、今は命

は一人に一つしかないし、自分がもし死

んでしまったら、きっと家族が悲しくな

るから、絶対に命は大切にしないといけ

ないと思った。 

・命は大切というのは分かっていたけど、

命は一つしかないから、もっと大切にし

ないといけないと思った。 

・前までは自分の命は自分だけの大切なも

のだと思っていたけど、他の人にとって

も、自分の命はとても大切だということ

が分かりました。 

・それぞれのグループの発表後に、感

想や意見を交換させることにより、

自分の考えを深めさせる。 
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カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 
児童は、意欲的にブックトークに取り組むことができた。その中では、「大きな命も小さ

な命も同じ」「精一杯前向きに生きていくことが大切」「命には限りがあるけど、心の中に

生き続けていることがよくわかった」「自然も人間も命はつながっているということが感動

した」などの本質に迫る意見を多く聞くことができた。また、友だちと意見を交換するこ

とでさらに本を読んだり、考えを深めたりする児童も多くいた。様々な本を読んだり、交

流したりする中で命に関しての見方や捉え方が広がっていったように思う。 
しかし、自分とつなげて考えるという児童はまだ少なく、観念的な理解にとどまってい

るようにも思う。今後、生と死の現場で様々な体験をされた震災体験者や助産師の話を聞

いたり、自分自身の人生や家族の思いを振り返ったりする中で、命に対する思いや考えを

さらに深めていきたい。 
 

キ 振り返りカード 
振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○友達の意見を聞いて「命の大切さ」につ

いて、どのようなことに気がつきました

か。 

 

感
性
を
育
む 

○ブックトークの授業で、「命の大切さ」に

対して見方がどう変わりましたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自分の大切な人・ペットを失った時、悲

しみを乗り越えるためにどうしたらいい

と思いますか。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(2) ２次第３時 

ア 本時のねらい 

生命が誕生する神秘性を感じ、その感動をとおして自他の命のかけがえのなさに気づく。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

命の誕生の素晴らしさや大変さを感じさせる。 

(ｲ) 感性を育む 

助産師から生命誕生について話を聞き、命の重みを感じさせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

生と死について考えることをとおして、生きているということは当たり前のことでは

なく、素晴らしいものであることを理解させる。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) ゲストティーチャーとの打合せ 

・生命誕生の素晴らしさと大変さ、新生児を取り巻く家族の思い等、助産師として医療

現場で感じる思いを、子ども達へ伝えてもらうよう依頼する。 

(ｲ) 子どもの家庭環境を把握し、個々の子どもへの配慮など事前事後の指導を充実させる。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ これまでの学習を振り返る。 

 

・ブックトーク等をとおして

感じた限りある命、命のつ

ながりなどを思い起こさ

せる。 

展 

開 

２ ゲストティーチャーの助産師から話を聞く。 

(1) 生命の誕生  

(2) 受精について 

(3) 胎内での胎児の様子 

(4) 家族のつながり  など 

 

 

 

 

３ 助産師の話を聞いて感想を話し合う。 

・ぼくたちは親といっしょに苦しい重い期間を乗り

こえて生まれた一つの命だということがわかり

ました。こうやって生まれてきたのが奇跡に近い

ということもわかりました。 

・人間は一人で生きているんではなくて、みんなに

支えられて生きているということがよくわかり、

よかったです。お母さんも私を産む時にとても苦

労したんだなあと思いました。 

・一番印象に残ったのは、卵子の中に精子が入るの

が３億分の１だということです。出産はみんなの

願いがあってするんだなと思いました。 

 

・日々助産師として医療現場

で感じる思いを伝えても

らう。 

・母親のお腹の中で育つ胎児

の様子をとおして、命の不

思議さに気づかせる。 

 

 

 

・ここに自分が存在している

ことは、奇跡に近いことで

あり、いろんな命がつなが

ってここにいることを伝

える。 

 

 
 

あなたたちは、誕生してから今まで様々なつながりの中では生きていま

す。そのつながりを感じましょう。 
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展 

開 

・おなかから産まれるまで、短いきょりなのに、長

い時間がかかるということがびっくりしました。

赤ちゃんの人形を持ってみて、すごく重く感じま

した。私たちはいろんな人に支えられているんだ

なと思いました。 

・私は今生きていること自体、奇跡に近いんだなあ

と思いました。私は今、いろいろな人に支えられ

て生きているから、これからはいろいろな人を支

えたいです。 

 

ま
と
め 

４ 「生まれてくる時一人でないのと同じように、

今もたくさんの人があなたたちの周りにいて見守

ってくれています。」という助産師からのメッセー

ジを受け取る。 

・家族のつながり、家族の大

切さに改めて気づかせる。

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

聖パルモア病院の岸本喜代子助産師から、地球上に生命が誕生し、人間が生まれるまで

の歴史について、そして、精子と卵子が出会い、命の誕生から、赤ちゃんとして産まれる

までの経過について詳しく話してもらった。助産師として、命の誕生に立ち会えることの

素晴らしさやその思いについても熱く語られ、今ここに自分が存在しているのは、奇跡に

近いことであり、いろんな命がつながってここにいるということを、子どもたちにメッセ

ージとして伝えられた。子どもたちは、岸本さんの話をとおして、命の重みを感じるとと

もに、自分たちの命が家族や多くの人によって支えられていることを知ることができたよ

うに思う。その感謝の思いを、次時に手紙として伝えさせたい。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○命の誕生の素晴らしさや大変さを感じよ

う。 

 

感
性
を
育
む 

○すべての命がかけがえのないものである

ことを感じ、命の重みを感じよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○人が「生きている」ということについて、

自分の考えをまとめてみよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

先生から： 

家庭から： 
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 (3) ３次第４時 

ア 本時のねらい 
命は一人だけのものではなく、つながり受け継がれていくものであることを理解する。 

 
イ 指導のポイント 
(ｱ) 感動の体験 

これまで自分が支えられ、愛されてきたことに気づかせる。 

(ｲ) 感性を育む 

自分を支えてくれた周りの人に対して感謝の気持ちを持たせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

家族や身近な人と共に生きることの喜びを実感させる。 

 
ウ 準備物 人生時計のプリント 

 
エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 
(ｱ) 教員自身が自分の誕生を含めた人生の振り返りをする。 

(ｲ) 子どもの家庭環境を把握し、個々の子どもへの配慮など事前事後の指導を充実させる。 

 
オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 発表内容を確認する。 

 

・受容的にそれぞれの発表を

聞くように伝える。 

展 

開 

２ 各自の人生時計を発表し合う。 

(1) うれしかったこと  

(2) 悲しかったこと   

(3) 家族から聞き取ったこと   

(4) 家族の自分への思い   

(5) 家族への思い    などについて発表する。

 

３ 発表者に対して、質問・感想を述べる。 

・その時のことについて、お家の人はどんなことを

話していましたか。 

・お家の人の話を聞いて、どんなことを思いました

か。 

・お家の人は、すごく心配していたんだね。 

 

４ 発表後の感想を全体で話し合う。 

・私は人生時計を作って、お母さん、お父さん、友

だちに支えられて、今の自分がいるんだなあと思

いました。 

・お家の人の思いも聞けて、ぼくたちはみんな一人

では生きていけないということがわかった。 

・お母さんがぼくを産む時に苦労して産んでくれた

ことやぼくが熱を出した時には仕事を休んでぼ

くの世話をしてくれたことがわかりました。お父

さんやお母さんがぼくのことを支えてくれてい

たんだなあと思いました。いやなことがあっても

みんな前向きに生きているんだなあと思った。 

・発表しにくい子には、教師

から質問をするなどして、

話しやすい雰囲気をつく

る。 

 

 

 

・家族の思いや本人の思いを

できるだけ詳しく聞かせ

る。 

・家族の思いや本人の思いを

できるだけ詳しく聞くよ

う助言する。 

 

・一人一人が多くの人に支え

られて生きてきたという

ことに気づかせる。 

・人生を一日にたとえるな

ら、まだ小学５年生は夜中

の３時であるということ

を確認し、これからの人生

を前向きに生きていこう

という気持ちを持たせる。

人生時計を発表しよう 
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ま
と
め 

５ 人生時計発表会についての教師の感想と今後の

学習予定について聞く。 

・人生をよりよく生きるため

の方法について次回から

学習していくことを知ら

せる。 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

お家の方からの温かいメッセージを受け取った児童は、自分がたくさんの人から支えら

れて今ここに生きているということを実感し、前向きに生きていこうという意欲を抱いた

ようである。また、友だちの発表を聞きながら共感したり、勇気を与えられたりもした。

しかしながら、中には十分に家庭からのメッセージを受け取れなかった児童もいる。その

児童に対しての対応として、教師が保護者の思いを代弁したが、やはり十分ではなかった

と思われる。児童から家族への手紙を書く予定ではあるが、その際に児童へのプラスのメ

ッセージを贈っていただくことを依頼した。 
 

キ 振り返りカード 
振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○これまでの自分が支えられ、愛されてき

たことについて考えよう。 

 

感
性
を
育
む 

○自分を支えてくれた周りの人に対してど

のような思いを持っているか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○家族や身近な人と共に生きることの喜び

を感じているか。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(4) ４次第３時 

ア 本時のねらい 

自分自身の身体や心の状態をみつめ、そのストレス状態を理解するとともに自分に関わ

るストレス反応を知る。そして、よりよい人間関係を築くために、自分の気持ちをコント

ロールしようとする態度を身につけさせる。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

・リラックス法を身につけることで、怒りや悲しみといったストレスが変化することを

実感させる。 

(ｲ) 感性を育む 

・よりよい人間関係を築くためには他者を思いやる気持ちが大切であることを感じさせ

る。 

・怒りや悲しみ等の感情を自分で和らげられることに気づかせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

・人を支える心の絆の大切さを実感させる。 

・不安や緊張等のストレスをプラスのイメージを用いて乗り越えさせる。 

 

ウ 準備物 ＣＤラジカセ 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

教師自身がストレスマネジメントを体験し、不安や緊張をコントロールし、ストレスに

対処する方法を身につける。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導
入 

○本時のねらいを簡単に説明する。 

 

 

展 
 

開 
１ 人との関係において、自分はどんな時やどん
なことにストレスを感じるか振り返る。 

 
２ ストレスによって自分の身体がどんなふう
に変化するか考える。 
・表情が固くなる 
・心臓がどきどきする 
・頭の中がそのことしか考えられなくなる 
・腹が立つ（イライラする） 

 
 
３ ストレスを感じた時に自分はどうしている
のかを発表する。 
・走ったりして、別のことをする 
・先生や家族に話をする。 
・はっきりと相手に伝える。 
・楽しいことをする。 
・友だちに話をする。 

 

・ストレスを感じると、冷静
さを保てなくなることに
気づかせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・どんな方法でストレスに対

応するための工夫をして
いるか思い起こさせる。 

・それぞれの工夫の良い点、
悪い点に気づかせ、整理す
る。 

 

自分のストレスを知ろう 

ストレスマネジメント体験をしよう

<板書例> 
○人と人とのよいつながり 
○問題に立ち向かう 
○気持ちを切り替える 

自分のストレスに対応するための工夫を知ろう 
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展 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開 

４ 呼吸を整え、心の落ち着きを体験する（腹式
呼吸法）。 
・「腹式呼吸法」をやってみて気持ちが和らい
だ。 

・最初は深呼吸だけで、ストレスがとれるなん
て思ってなかったけど体験をして、ストレス
がなくなることがわかりました。ストレスが
たまったらまたやってみようと思いました。

 
５ ペアリラクセーションを体験する。 
・ペアリラクセーションの時、後ろに人がいて

肩に手をおいてくれると、なんだか「ホッ」
とした気持ちになってすごく気持ちがよか
ったです。 

・ペアリラクセーションを体験して、気持ちが
とても楽になれました。そして、安心できる
気がした。 

・ペアリラクセーションで肩に手をおいてもら
ってゆっくり離してもらうと、気持ちも楽に
なったし、肩が軽くなったように思いまし
た。 

 

・いらいらや疲れが、身体の
外に出ていくイメージを
浮かべさせる。 

・腹式で呼吸させる。 
・吐く息の感じに注意を向け

させる。 
 

ま 

と 

め 

６ 今日の体験を振り返る。 
・ペアリラクセーションが一番すっきりしまし

た。後ろにだれかがいて、いっしょにしてく
れていると、１人の時より安心した。また、
腹式呼吸や１０秒呼吸もやってみて、ストレ
スを解消したいなあと思いました。 

・ペアリラクセーションをした時に、後ろの人
が肩に手をそっとおいてくれると、何かほっ
とした気持ちになって、すごく気持ちがよか
ったです。 

 

・ペアリラクセーションの体
験により、自分自身のスト
レスの変化に気づかせる。

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 子どもたちがストレスマネジメント体験に前向きに取り組んでいた。 

(ｲ) 発言が積極的で、友だちの話とつなげて話すことができていた。 

(ｳ) 二人ペアでやっている時、すごく自然であたたかい感じがしていた。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○自分の怒りや悲しみが引き起こす自分の

行動について考えよう。 

○ストレスを乗り越えるための様々な工夫

について考えよう。 
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感
性
を
育
む 

○人とのよい関係をつくるためにも、相手

を思いやる気持ちを持つことが大切であ

ることについて考えよう。 

○怒りや悲しみ等の感情は自分で和らげら

れることについて考えよう。 

 

 

想
像
力
の
育
成 

○自分の話し方が人からどのように受け止

められているかについて考えよう。 

○ストレスを乗り越えることについて考え

よう。 

 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 

 

 
10 実践を終えて 

(1) 先生の振り返り 

このプログラム実践中に、いじめによる青少年の自殺問題が大きくクローズアップされ、

改めて命を大切にする教育の充実を図ることが教育の重大な課題となった。そうした状況下

での実践となり、真剣に目の前の課題に向かっての取組ができたと思っている。 
「命の大切さの実感」に関するアンケート調査は、教員の日常の観察でとらえた児童の実

態を科学的に分析するいい機会となった。クラスの中で自信がなく、存在感や安心感を持て

ないでいる子や友だち関係のトラブルで悩んでいる子などへの関わりにおいて、解決に向け

ての対策を考える上で大変参考になる資料となった。今後も是非とも活用していきたい。 
今まで保健室に来室する子どもと「何でも話せる人間関係」をつくるよう心がけてきたつ

もりであったが、今回の取組の中で、５年生の担任と協力して取り組むことによって、保健

室とは違った子どもの姿をみることができ、担任との協力関係の大切さを改めて感じた。 
教員が、子ども達に命についての深い感覚を伝えるためには、しなやかな感性を身につけ

ておく必要性を強く感じるとともに、子育てをする親としても、生きることの素晴らしさを

子どもたちに感じさせていきたい。 
 
(2) 今後の課題 

ア 授業実践上の課題 
命についてのブックトーク、震災体験者及び助産師の話を聞くなどの活動を行ったが、

命のかけがえのなさを自分のものとして実感させる体験が少なかった。 
産婦人科病院や保育園を訪問し、新生児・乳幼児に接し、身近な動植物を育てるなど、

子どもたちが実際に体験する活動を豊富にプログラムに取り入れることが必要であると感

じた。 
 

イ 家庭・地域との連携についての課題 
児童が生まれた時の様子を聞き取る、家族への手紙を書くなどの活動を行ったが、「生ま

れた時のことなんか忘れてしまった」「家族への手紙なんかいらんわ」などと平気で話す保

護者もいた。しかし、わが子に寄せる保護者の思いや願いは非常に強いものであり、親が

語る言葉は、特別の重みを持つものと考える。そこで、本プログラムへの協力の呼びかけ

や協力の依頼、一緒に活動する方法等をより一層工夫し、保護者と共に取り組む活動へと

発展させていきたい。 
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ウ 学校の組織運営上の課題 

今年度は５年生の総合的な学習の時間での実践にとどまったので、次年度は、「命の大切

さ」を実感させる教育プログラムモデルを参考に、各学年におけるねらいや活動内容を考

え、系統的に「命の大切さを実感させる教育プログラム」を全学年で取り組んでいきたい。

また、写真や人形などの効果的な教材・教具があると子どもの興味・関心が高まり、より

心に響く授業になるものである。実践の中で、制作した教材・教具は共有財産として残し

ていきたい。 
 
11 参考・引用文献 

・兵庫県立教育研修所 心の教育総合センター『学校のストレスマネジメント研究』 2004 

・兵庫県立教育研修所 心の教育総合センター『平成 14 年度 心の教育授業実践研究 第４号 小

学校編 』 2003             

・兵庫県立教育研修所 心の教育総合センター『平成 14 年度 心の教育授業実践研究 第５号 中

学校編 』 2003 

・河村茂雄『Q-U による学級経営スーパーバイズ・ガイド』図書文化  2004 

・松木 繁・宮脇宏司・高田みぎわ『教師とスクールカウンセラーでつくるストレスマネジメ

ント教育』あいり出版 2004 

・ストレスマネジメント教育臨床研究会テーマ『年間のストレスマネジメント授業案』 2002 

・スーザン・バーレイ『わすれられないおくりもの』評論社 2006 

・冨永良喜・山中寛『動作とイメージによるストレスマネジメント教育 展開編』北大路書房 1999 

・冨永良喜・山中寛『動作とイメージによるストレスマネジメント教育 基礎編』北大路書房 2000 

・冨永良喜・山中寛『学校におけるストレスマネジメント教育 ３５分』 1999 

・冨永良喜・山中寛『心を育むストレスマネジメント技法   ４０分』 1999 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例３ 『“いのち”生き生き』 

－家族や地域の人と共に学ぶ「いのちの学習」－ 

（たつの市立香島小学校第５学年） 
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小学校事例３ 

『“いのち”生き生き』－家族や地域の人と共に学ぶ「いのちの学習」－ 

たつの市立香島小学校第５学年

 
１ テーマ 

『いのち 生き生き』－家族や地域の人と共に学ぶ「いのちの学習」－ 
 
２ 実践のねらい 

生命がかけがえのないものであることを知り、自他の生命を大切にしていこうとする意欲を

持つ。 
 
３ テーマ設定の理由 

(1) 本校の概要と児童生徒の実態 

たつの市の最北部に位置する本校校区は、その中央を揖保川が流れ、山と田園に囲まれた

自然豊かな地域である。三世代同居の家庭が多く、地域の方々は学校教育活動やＰＴＡ活動

に協力的である。 
そのような環境で育った児童は、純朴で優しい子が多い。しかしながら、時には、人を傷

つけるような言動があったり、自分本位の考えから人の立場を思いやる気持ちに欠けた行動

をとったりすることもある。「自分に厳しく、人にやさしく」とか「自分も人も同じように大

切にしよう」といった言葉が言葉だけに終わり、頭では分かっているものの、いざとなれば

行動にうつすことができない現状があり、命の学習の必要性を感じ、本テーマを設定した。 
 
(2) 指導のポイント 

【感動の体験】 
・親子で生い立ちを振り返りながら「私の 11 年史」をつくることをとおして、共に生きてい

ることの喜びを実感させる。 
・卵殻を育てる活動をとおして、命を育むことの大変さや命の愛おしさを体感させる。 
・乳幼児とのふれあい体験をとおして、命のぬくもりを体感させる。 
・病気と闘う子どもの姿をとおして、生きることの尊さを実感させる。 

【感性を育む】 
・命を守り育てることの喜びや苦労を感じ取らせる。 
・命の尊さを感じ取らせ、自分を支えてくれている周囲の人に感謝の気持ちを持たせる。 
・命を支える人々の姿をとおして、自分もまた支えられて生きていることに気づかせる。 
・アニメやテレビゲーム等における仮想現実での死と現実の死の違いに気づかせる。 

【想像力の育成】 
・子どもの誕生や成長によせる親の思いを想像させ、自分の将来について考えさせる。 
・命はつながり受け継がれていくものであるということを理解させる。 
・限りある命を全うしようと精一杯生きていくことの素晴らしさを実感させる。 
・「死」を軽率にとらえず、自他の命を大切に生きていくことについて、自分なりの考えを持

たせる。すべての生き物には寿命があり、自分の命も例外でないことを理解させる。 
 
４ 事前 

(1) 先生の準備 

・様々な教育活動が、「いのちの学習」に結びつくような視点をもって、計画したり実施    

したりする。 
・日頃から、資料を集めたり人材を見つけ出したりしようとする姿勢をもっておく。 
・活動への協力者や関係者との事前打ち合わせを十分に行う。 

 
(2) 教育課程上の位置づけ 

・主に、道徳と総合的な学習の時間に位置づける。 
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(3) 子どもたちの準備 

・「私の 11 年史」づくりに向けて、生い立ちを家族から聞いたり、資料を集めたりする。 

・「卵殻を育てる」活動に向けて、卵殻を用意する。 
 
(4)家庭・地域との連携 

・学習内容を学級通信等で知らせ、保護者に趣旨を理解してもらうとともに、活動への協力

を得られるようにする。 
・「私の 11 年史」づくりに際して、配慮を要する児童については、特に家庭との連絡を密に

する。 

 
５ 本校の実践の特色 

本校では、特別活動や総合的な学習の時間において、地域との交流を深めている。中でも 10

月にある「香島っ子ふれあいカーニバル」では、全校児童がいくつかの講座に分かれ、地域の

方を先生にいろいろなことを学んでいる。また、５年生の児童においては、「下笹に田んぼ水族

館を作ろう」の学習で、ビオトープ作りを目標に、地域の方と一緒になって、水田における水

生生物の数と農薬の量の関係を調べたり、稲刈り前の水田から水が落ちて無くなる前にメダカ

をはじめとした生き物を救出しようと取り組んだりして、身近な動植物の命について考えてい

る。 
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６ 目標分析表 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り 

１
次
（
７
時
間
） 

○「私の 11 年史」を作る。 

○卵殻を育てる。 

・３日間、学校でも家庭でも、卵

殻を割らないように注意を払

いながら、身に付けておく。 

○親子で生い立ちを振り返  

りながら、共に生きることの

喜びを実感する。 

○卵殻に、名前を付けたり顔を

描いたりして育てることを

とおして、命のいとおしさを

実感する。 

○自分の命は両親の願いの結

晶であり、その命を大切にし

て生きることの素晴らしさ

に気づく。 

○命を守り育てることの喜び

や苦労を感じ取る。 

○子どもの誕生や成長によ

せる親の思いを想像し、自

分の将来について思いを

はせることができる。 

○親の立場に立って、子育て

の喜びや素晴らしさ、大変

さを想像できる。 

○自分を取り巻く人々の思い

を想像させ、感謝の気持ちを

持たせることができたか。 

○命を育むことの素晴らしさ

や苦労を感じ取らせること

ができたか。 

２
次
（
４
時
間
） 

○乳幼児とふれ合う。 

○「寿命」について考える。 

・『十歳のきみへ』（日野原重明著 

富山房インターナショナル）を

読み、感想を話し合う。 

○乳幼児とのふれあい体験を

とおして、命のぬくもりを体

感する。 

○限りある命を精一杯生きる

ことの素晴らしさを感じる。

○命の誕生の不思議さやかけ

がえのなさを感じ取る。 

○命の有限性について考える。

○自分の命は、周りの命や過

去の命とつながっている

のだということを理解す

る。 

○命の尊さを感じ取り、自分

を支えてくれている周囲

の人に感謝の気持ちを持

つ。 

○命のぬくもりを感じさせる

ことができたか。 

○自分の命は一人だけのもの

ではなく、つながり受け継が

れていく（きた）ものである

ことに気づかせることがで

きたか。 

３
次
（
６
時
間
） 

○高齢者とふれ合う。 

○デイケア施設で働く方の話を

聞く。 

○「病」について考える。 

・『種まく子供たち』（佐藤律子編 

ポプラ社）を読み、感想を話し

合う。 

○地域の高齢者との交流を通

して、人は支え合って生きて

いることを実感する。 

○病気と闘う子どもの姿を通

して、生きることの尊さを実

感する。 

○死や老について考えること

の大切さに気づく。 

○命を支える人々の姿をとお

して、自分もまた支えられて

生きていることに気づく。 

○限りある命を全うしよう

と精一杯生きていくこと

の素晴らしさを実感でき

る。 

○支え合い、励まし合って  生

きることの大切さを理解さ

せることができたか。 

○生きていることは当たり前

のことではなく、素晴らしい

ことであると気づかせるこ

とができたか。 

４
次
（
３
時
間
） 

○身近な死について話し合う。 

○メディアの中の暴力や死の表

現について話し合う。 

○身近な人の死について語り

合い、現実の死のもつ悲しみ

を感じる。 

○死の重みを感じ取る。 

○簡単にリセットできるアニ

メやテレビゲームの中での

死と、二度と生き返ることの

できない現実の死の違いに

気づく。 

○死を軽率にとらえず、自他

の命を大切に生きていく

ことを考えることができ

る。 

○仮想現実での死と現実の死

の違いを理解させることが

できたか。 

○自他の命を大切にすること

について、自分なりの考えを

持たせることができたか。 

事
後 

○ノーテレビデーを体験する。     



実践事例－小学校編－ 

事例３  『“いのち”生き生き』－家族や地域の人と共に学ぶ「いのちの学習」－（たつの市立香島小学校第５学年） 

 

-
 4
7 
-
 

７ 目標構造図 

 
（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（1次）」は学習活動が「1次」であることを示す。 

 

自身の成長に関わ

る出来事を思い起

こしたり、親に話を

聞いたりして、これ

まで生きてきた 11

年間を振り返る。

病 や 身 近 な 人 の

死・メディア の中

の死につ いて考え

る。 

①感動（１次）親子で生

い立ちを振り返りなが

ら、共に生きることの喜

びを実感する。 

③感性（１次）命を

守り育てることの

喜びや苦労を感じ

取る。 

⑥感動（３次）病気

と闘う子どもの姿

をとおして、生きる

ことの尊さを実感

する。 

④感動（２次）乳幼

児とのふれあい体

験をとおして、命の

ぬくもりを体感す

る。 

⑦感性（３次）命を

支える人々の姿を

とおして、自分もま

た支えられて生き

ていることに気づ

く。 

②想像力（１次）子ど

もの誕生や成長によ

せる親の思いを想像

し、自分の将来につい

て思いをはせること

ができる。 

⑧感性（４次）簡単

にリセットできる

アニメやテレビゲ

ームの中での死と、

二度と生き返るこ

とのできない現実

の死との違いに気

づく。 

自分の命は

周りの命や

過去の命と

つながって

いるのだと

いうことを

理解する。 

限りある命

を全うしよ

うと精一杯

生きていく

ことの素晴

らしさを実

感できる。 

死を軽率に

とらえず、

自他の命を

大切に生き

ていくこと

ができる。 

前提目標 基礎目標 中核目標 

⑤感性（２次）命

の尊さを感じ取

り、自分を支えて

くれている周囲

の人に感謝の気

持ちを持つ。 
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８ 事前の教員研修と指導の概要 

(1) 事前の教員研修 

研修内容 

ａ 
○自己再発見の研修               ＜提言 P68：教員研修テーマ②＞

１「自分史」づくり体験をする。 

２『十歳のきみへ』（日野原重明著 富山房インターナショナル）を読む。 

ｂ ○「卵殻を育てる」体験をする。 

ｃ ○死と向き合う人々から学ぶ研修 
・『種まく子供たち』（佐藤律子編 ポプラ社）を読む。 

ｄ ○メディアの中の「死」についての研修 
・子どもとテレビゲームとのかかわりについて 

 
(2) 指導の概要（全 20 時間） 

内容 

１
次
（
７
時
間
） 

１ 「私の 11 年史」を作る。 

（第１～５時）家族の話を聞いたり写真等の資料を集めたりして、「私の 11 年史」を作

る。 

（第６時）   「私の 11 年史」展示会を行う。                         （６時間）

２ 卵殻を育てる。 

（第１時） 卵殻を育てるうえでの工夫点や留意点を話し合う。 

（課 外）３日間、学校でも家庭でも、卵殻を割らないように注意を払いながら育てる。

（１時間＋課外３日間）

２
次
（
４
時
間
） 

１ 乳幼児とふれあう。 

・胎児の様子（超音波撮影による動画）を見る。 

・「私の 11 年史」を見直し、自分の幼い頃を想起する。 

・乳幼児とともに遊ぶなどして、ふれあう。              （１時間）

２ 「寿命」について考える。 

・『十歳のきみへ』（日野原重明著 富山房インターナショナル）を参考に、寿命やよ

りよい生き方について話し合う。                 （３時間）

３
次
（
６
時
間
） 

１ 高齢者とふれあう。 

・「年齢の物差し」を使って、年を経た自分を想像する。 

・高齢者に教えてもらったり、ともにゲームをしたりしてふれあう。   （２時間）

２ デイケア施設で働く人の話を聞く。                                 （１時間）

３ 「病」について考える。 

・『種まく子供たち』（佐藤律子編ポプラ社）を読み、精一杯生きることの尊さや限り

ある命を全うしようと生きることの素晴らしさについて話し合う。  （３時間）

４
次
（
３
時
間
） 

１ 「死」について話し合う。                     （１時間）

・身近な人の死に接した友だちの話を聞いたり、親から話を聞いたりして、現実の

死について話し合う。 

２  メディアの中の暴力や死の表現について話し合う。 

・普段よく見るアニメやテレビゲームの暴力や死の表現について話し合う。 

・仮想現実での死と現実の死の違いを話し合う。                   （２時間）

事
後 

○ノーテレビデーを体験をする。 

 

教員研修ａ－１ 

教員研修ｂ 

教員研修ａ－２ 

教員研修ｃ 

教員研修ｄ 



実践事例－小学校編－ 

事例 13  『いの ち生 き生き』～家族や地域の人と共に学ぶ「いのちの学習」～（たつの市立香島小学校５年生） 

- 49 - 

９ 指導実践 

(1) １次第１時～６時 

ア 本時のねらい 
自分の生い立ちを振り返り「私の 11 年史」を作ることをとおして、自分を取り巻く人々

の思いや自分がかけがえのない存在であることに気づき、感謝の気持ちを持つとともに、

命を大切にして生きていこうとする意欲を持つ。 

 
イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

家族で生い立ちを振り返りながら、共に生きることの喜びを実感させる。 

(ｲ) 感性を育む 

自分の命は両親の願いの結晶であり、その命を大切にして生きることの素晴らしさに

気づかせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

子どもの誕生や成長によせる親の思いを想像し、自分の将来について思いをはせさせ

る。 

 
ウ 準備物 教員自身の自分史 

 
エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 
(ｱ) 学級通信等を通じて、子どもたちが、これまで大事に育てられてきたことや今も家族

の愛情に包まれて生活していることを意識させたい旨を伝え、保護者に協力を依頼する。 

(ｲ) 事前指導 

・準備物（写真等）の確認 
・写真等の取り扱い方の指導 

 
オ 展開（６時間） 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 
１ 「私の 11 年史」の制作の進め方（完成までの日

程、準備物等）や留意点を聞く。 

 

・家族の助言や助力を、最大

限生かして制作するよう

に話す。 

展 

開 

２ どのような「私の 11 年史」にしたいか話し合う。

・日記風にするか、年表風にするか 

・写真や挿絵の使用について 

 

 

 

 

 

３ 11 年間を振り返り、おおまかな構想を練る。 

 

４ 「私の 11 年史」を作る。 

 

５ 「私の 11 年史」展示会を行う。 

 

 

・アルバムを全部出して、家族みんなでいい写真を

探していたとき、おもしろい写真がいっぱいあっ

て、みんなで笑って楽しかった。 

 

・できるだけ子どもの発想を

大切にするが、完成までの

日程を考えて制作するよ

う留意させる。 

・写真の使用に際しては、必

ず保護者の許可を得るよ

うにさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・作っているときに感じたこ

とや一番心に残ったこと、

嬉しかったことなどを話

し合わせる。 

「私の 11 年史」を作った感想を話し合おう 
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展 
 
 
 
 

開 

・私にもちっちゃくてかわいいころがあったんだな

あと思いました。お母さんは、「昔はこんなにか

わいかったのに。」と言っていました。そして、「け

ど、今もお母さんにとってはかわいい子どもや。」

と言いました。家族にめぐまれて幸せです。 

・お母さんが、ぼくの小さいときに何をしていたか、

ぼくにちゃんと教えてくれたことが一番心に残

りました。だから、ぼくは８ページも書けたんだ

と思っています。お父さんとお母さんが、ぼくが

生まれたときどう思ったかを書いてくれたこと

がうれしかったです。 

・お父さん、お母さんの一言が一番心に残りました。

今まで知らなかったことが書かれているので、び

っくりでした。写真についてもくわしく書いてく

れて、とてもよく分かりました。この 11 年史は

一生大事にしておきます。 

 

ま
と
め 

６ 振り返りカードに記入する。  

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

子どもたちは、「11 年史」づくりをとおして、両親の思いを知り、家族と共に生きてい

ることの喜びを感じたようである。その思いを、次の「卵殻を育てる」活動に生かし、11

年間の成長に対する感謝の気持ちへとつなげていきたい。 
 

キ 振り返りカード 
振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○家族とともに生きる喜びを感じることが

できたか。 

 

感
性
を
育
む 

○自分の命が両親の願いの結晶であり、そ

の命を大切にして生きることの素晴らし

さについて考えよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自分の誕生や成長を楽しみにしている両

親の気持ちを考え、これからどんなふう

に生きていくか考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

先生から： 

家庭から： 
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(2) １次第７時～課外 

ア 本時のねらい 
卵殻を大切に慈しみ育てることをとおして、親の立場に立って、命を守り育てることの

喜びや苦労を感じ取る。 
 

イ 指導のポイント 
(ｱ) 感動の体験 

卵殻に、名前を付けたり顔を描いたりして育てることをとおして、命のいとおしさを
実感させる。 

(ｲ) 感性を育む 
命を守り育てることの喜びや苦労を感じ取らせる。 

(ｳ) 想像力の育成 
親の立場に立って、子育ての喜びや素晴らしさを想像させる。 

 
ウ 準備物 教員の製作した卵殻 

 
エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 
(ｱ) 教員自身が卵殻を育てる体験をすることをとおして、留意点を確認する。 
(ｲ) 学級通信等を通じて、卵殻の準備や家庭での活動への協力を保護者に依頼する。 
(ｳ) 事前指導（準備物・活動に当たっての留意点）を確認する。 

 
オ 展開（６時間） 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 卵殻を育てるために必要な準備物や期間等活動
の進め方や留意点を聞く。 

 

・卵殻の準備の仕方や取り扱
い方を説明する。 

・学校だけでなく、家庭でも
活動することを伝える。 

 

展 
 
 
 
 

開 

２ 卵殻を育てるうえでの工夫点や留意点を話し合
う。 
(1) 簡単に割れないようにするための工夫につい
て 
・服を着せる。 
・行動に気をつける。 
・ベビーカーに見立てた入れ物を用意する。 
・机の上などに簡単に置かない。 

(2) 簡単に割れないようにするための工夫につい
て 
・顔を描く。 
・名前を付ける。 
・体育の時間や委員会活動の時間に預けられる保

育園を作る。 
 
３ ３日間、卵殻を育てる体験をする。 
 
 
・お母さんの気持ちがよく分かった。とてもしんど

かった。最初はかんたんやと思っていたのに。お
母さんありがとう。 

 

・３日間、卵殻を我が子のよ
うに大切に育てる活動で
あることを伝え、そのため
に気をつけたらよいと思
われることや工夫できる
点を考えさせる。 

・児童の多様な発想を大切に
する。 

・出てきた意見は、全員に強
制するものではなく、自分
の活動に取り入れたいも
のは取り入れていくよう
に助言する。 

 
 
 
 
 
 
・活動しているときに感じた

ことや一番心に残ったこ
と、嬉しかったことなどに
ついて話し合わせる。 

卵殻を育てた感想を話し合おう 
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展 
 
 
 
 

開 

・卵を持っていると外で遊びにくいし、机を送るの
も大変だった。卵は割れやすいので、あまり遊べ
なかった。 

・家族として大事にするようにがんばった。お母さ
んたちはこんなに大変なんだなあと思いました。
お母さんたちに感謝です。 

・「命を大切にしている」と感じたのが一番心に残
った。卵は割れても修理できるけど、赤ちゃんは
できないので、命を大切にしたいと思いました。

・お母さんの大変さが分かった気がする。卵は動か
ないしご飯も食べないけど、ぼくは動くしご飯も
食べるのでもっと大変。ありがとう、お母さん。

 

ま
と
め 

４ 振り返りカードに記入する。  

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

子どもたちは、「卵殻を育てる」活動をとおして、親の苦労を知り、育ててもらったこと
に対する感謝の気持ちを持ったようである。次の「乳幼児とふれあう」活動で本当の命に
接する中で、その思いが一層強くなるだろう。 

 
キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○卵殻を本当の子どもだと思って育てるこ

とをとおして、命のいとおしさを実感で

きたか。 

 

感
性
を
育
む 

○命を守り育てることのよろこびや大変さ

を感じ取ることができたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自分が親になったときのことを思い、子

どもを育てるよろこびや大変さを想像し

よう。 

 

全体を振り返っての感想： 

先生から： 

家庭から： 
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(3) ２次第１時 

ア 本時のねらい 
生命の尊さを感じ取り、かけがえのない自他の生命を尊重しようとする態度を養うとと

もに、生きていることの素晴らしさに気付き、自分の生命を支えてくれている周囲の人に

対する感謝の気持ちを育む。 
 

イ 指導のポイント 
(ｱ) 感動の体験 

乳幼児とのふれあい体験をとおして、命のぬくもりを体感させる。 

(ｲ) 感性を育む 

命の誕生の不思議さやかけがえのなさを感じ取らせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

自分を支えてくれている周囲の人に感謝の気持ちを持ち、自分の命は、周りの命とつ

ながっているのだということを理解させる。 

 

ウ 準備物 胎児の超音波映像、乳幼児とのふれあいで使用する玩具 
 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 
(ｱ) 乳幼児の保護者との打合せ 

・学習の趣旨を伝え、協力を依頼する。 
・授業開始時刻とふれあい活動の予定時間、活動の場の様子等知らせる。 

(ｲ) 乳幼児とのふれあい活動にあたっての注意事項や準備物の確認 

 
オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

１ 活動の進め方や留意点を聞く。 ・爪を切っておくことや活動

前に手をよく洗うこと等、

衛生面について、十分指導

する。 

展 

開 

２ 胎児の様子を見る。 

・胎児の超音波撮影による動画を見て、感じたこと

を発表する。 

・11 年間の成長を確かめ、今まで大切に育ててもら

ってきた自分を感じ、11 歳までの年齢のものさし

を完成させる。 

 

 

 

 

 

３ 乳幼児とのふれあいをとおして、「いのち」のぬ

くもりを感じ取る。 

・赤ちゃんは、あったかくて重たいんだなあと思い

ました。もっと軽いと思っていたのに、思ったよ

り重くてびっくりでした。 

・ぼくは一回だけ抱っこをしました。あたたかかっ

たです。やわらかかったです。 

 

・母親の胎内で、すでに動き

始めている新しい生命の

様子を、感動を持って捉え

させる。 

・11 年前に誕生してから、

ここまで大きくなった自

分自身に目を向けられる

ようにする。 

 

 

 

・乳幼児の世話をしたり一緒

に遊んだりする感動体験

をとおして、いのちのぬく

もりを感じ取らせる。 

・幼い頃の自分を想起させ、

大事にされていた思い出

を振り返らせる。 

 

乳幼児とふれ合おう 
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展 

開 

・きげんの悪い赤ちゃんを世話するのは大変だっ

た。お母さんは、こんなに大変なんだなあ。 

・赤ちゃんを抱っこしたことで、けっこう重かった

けどぬくもりを感じました。ぼくが小さかったと

きも、よく泣いたり遊んだりしていたんだなと実

感しました。きっとお父さんやお母さんを困らせ

たと思います。 

・抱いたときに、やわらかくって、ぬくくて、心が

いやされたので、赤ちゃんは人の心をいやす力が

あるんだと思いました。 

 

・卵殻を育てた体験を生か

し、大切に守り育てること

の大変さを想起させ、これ

まで育ててもらったこと

に対して感謝の気持ちを

持たせる。 

ま
と
め 

４ 振り返りカードに記入する。 ・活動しているときに感じた

ことや一番心に残ったこ

と、嬉しかったことなど記

入させる。 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

子どもたちは、乳幼児とふれあう中で、子育ての大変さを感じるとともに、いのちのぬ

くもりやいとおしさを実感したようである。その思いを今後の活動に生かし、いのちにつ

いての学習を深めていきたい。 
 

キ 振り返りカード 
振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○小さい子とふれ合うことをとおして、命

のぬくもりを感じよう。 

 

 

感
性
を
育
む 

○命の誕生の不思議さやかけがえのなさを

感じ取ろう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自分を支えてくれている周囲の人に感謝

の気持ちを持とう。 

○自分の命は、周りの人の命とつながって

いるのだということについて考えてみよ

う。 

 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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10 実践を終えて 

(1) 先生の振り返り 

感動が入り口となり、心を生き生きと動かす体験によって「いのちの大切さ」を実感する

ことができるという考えを持って、体験を多く取り入れた学習プログラムを作成した。 

例えば、中身を抜いた卵殻を割らないように３日間育てた「卵殻を育てる体験」では、大

事に守り育てることの大変さや時には自分のやりたいことを我慢しなければならないつらさ

等、体験してみなければ味わうことのできない思いを感じ取らせることができたと思う。さ

らに、「乳幼児とのふれあい体験」では、短い時間ではあったものの、生命のぬくもりやいと

おしさを実感させることができた。 

また、家庭や地域と連携し、学習内容の理解や協力を得ることで、学習や体験をより豊か

なものにすることができた。例えば、「私の 11 年史作り」では、家族で生い立ちを振り返っ

たり装丁作業をしたりする中で、家族の愛情を改めて感じ、喜びを実感することができたよ

うだ。 

この実践を通して、体験を多く取り入れた学習が非常に効果的であることを、改めて感じ

た。やはり、子どもたちに言葉だけで「命を大切にしよう」といくら説明しても、実感は伴

わない。これから先、子どもたちが「命の大切さ」を心の中にしっかりと刻み込み、生活の

中で実践できるように、このような体験を多く取り入れた学習を継続して行う必要がある。 

 
(2) 今後の課題 

ア 授業実践上の課題 
「命を大切さ」を実感させる教育は、あらゆる機会をとおして行う必要がある。教科や

特別活動等の指導と本学習プログラムをどう関連付けていくか、普段から意識し、教材研

究をしておかなければならない。また、学習や体験後には子どもたち自身による振り返り

の時間を必ず持ち、学びによる変化や成長を自分たち自身で捉えられるようにしたい。そ

のためには、児童の実態把握から始め、事前の準備や指導を十分に行ったうえで、事後の

学習へとつなげていく必要がある。何をどのように振り返ったらよいのか明確に捉えられ

るように、初めから終わりまで、丁寧に学習を進めていく必要がある。 
 

イ 家庭・地域との連携についての課題 
家庭に、学習の趣旨を理解してもらい協力を得るために、学級通信等をとおして、学習

内容を頻繁に伝えたことが大変効果的であった。地域との連携という点では、文章だけで

は無理で、直接会って依頼する必要がある。こうした地道な活動によって信頼関係を築く

ことが大変重要なことだと思う。なぜなら、「乳幼児とのふれあい体験」での協力者を募っ

た際、一人の協力者が新たな協力者を紹介してくださり、連携がよりうまくいくようにな

ったからである。 
今後、このような体験を多く取り入れた学習を行うにあたって、家庭・地域との連携を

見据えたネットワーク作りを平素より心がけておくことが求められる。 
 

ウ 学校の組織運営上の課題 
本校のような小規模校の場合、体験活動を行う際の教員の配置が常に課題となるので、

年度当初の計画をしっかりと立てることが大切となる。すなわち、本教育プログラムを行

う場合、教育課程上にどのように位置付けるか、学校全体でもっと話合い、共通理解を図

っておくことが大切である。 
 
11 参考・引用文献 

・兵庫県教育委員会『「命の大切さ」を実感させる教育への提言』 2006 

・日野原重明『十歳のきみへー九十五歳の私からー』富山房インターナショナル 2006 

・佐藤律子編『種まく子供たち 小児ガンを体験した七人の物語』ポプラ社 2001 
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小学校事例４ 

環境学習をとおして学ぶ命の大切さ－コウノトリの成長をとおして－ 

豊岡市立五荘小学校第３学年

 

１ テーマ 

環境学習をとおして学ぶ命の大切さ－コウノトリの成長をとおして－ 

 

２ 実践のねらい 

コウノトリ放鳥の取組を調査することをとおして、自然環境保護の大切さと一羽のコウノト

リが成長するには多くの命が必要であることを理解させる。また、自分の命も家族のつながり

によって育まれ、多くの人たちによって支えられていることを学ぶ。 

 

３ テーマ設定の理由 

(1) 本校の概要と児童生徒の実態 

本校は、小高い丘の上にあり、緑豊かな環境の中にある。この豊かな自然は、四季折々の

変化に富み、山の斜面を利用したアスレチック施設「太陽の丘」は子ども達の絶好の遊び場

となっている。児童数 731 人、23 学級。 

校区は、市街地の北半分と新興住宅団地とその周辺に広がる田園地帯からなり、人口11,800

人、約 4300 世帯に及ぶ。田園地帯には、休耕田を活用したビオトープがあり、コウノトリの

餌場として利用されている。また校区内には、農薬を減らして安全な米作り、水田の生き物

の増殖をめざす『コウノトリ育む農法』を実践する農家もある。しかし、子どもたちは、こ

の豊かな自然の中にありながら自然の命、自然の恵みや人とのかかわりを意識することは少

ない。 

そこで、コウノトリ放鳥の取組を調査することにより、自然の命、自分の命の輝きに気づ

かせたいと考え、上記のテーマを設定し実践に取り組み始めた。 

 

(2) 指導のポイント 

【感動の体験】 

・校区内のビオトープや県立コウノトリの郷公園で生き物調査を行い、たくさんの命と出会

わせる。 

・高齢者とのふれあい体験活動をとおして、自分の命がたくさんの命とつながっていること

を実感させる。 

【感性を育む】 

・ビオトープやコウノトリの郷公園の生き物との出会いをとおして、命の多様さに気づかせ

る。 

・生き物と人との関わりに気づき、自分の命がたくさんの命とつながっていることを知る。 

【想像力の育成】 

・コウノトリの生活の調査をとおして、よりよい環境とは何か考えさせる。 

・コウノトリの命を輝かせるためにどれほど多くの人々が努力しているかを知り、かけがえ

のない命を輝かせるために、自分を支えてくれている人々の存在やつながりを考えさせる。 

 

４ 事前 

(1) 先生の準備 

・校区内のビオトープについて地域の方から話を聞く。 

・『コウノトリ育む農法』の実践農家の方から話を聞く。 

・県立コウノトリの郷公園を訪問し、関係者の話を聞き、子ども達の見学・体験活動の方法

について話し合う。 

・子どもの家庭環境を把握し、個々の子どもへの配慮事項を考える。 

・子どもの聞き取り内容を検討する。 

・効果的な情報発信について研修する。 
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(2) 教育課程上の位置づけ 

・総合的な学習の時間（単元構想図は下図参照） 

 

(3) 子どもたちの準備 

・校区探検、市内めぐりをして校区の様子や市内の特色に気づく。 

・昆虫の飼育、植物の栽培（理科の学習）を体験させ、命の存在に気づく。 

・発砲スチロール箱で稲を育て、水田に住む生き物に興味を持つ。 

 

(4) 家庭・地域との連携 

・校区内のビオトープの生き物調査についての協力を依頼する。 

・『コウノトリ育む農法』について子どもたちに説明してくださるゲストティーチャーに協力

を要請する。 

・児童の家庭環境を知り、配慮事項を理解するための協力依頼をする。 

・命の学習についてのお知らせとインタビューへの協力依頼をする。 

・昔のくらしを知るため、高齢者へのインタビューを依頼する。 

 

５ 本校の実践の特色 

・校区内にあるコウノトリの餌場でもあるビオトープに出かけて、環境学習についての実践

を深めたり、『コウノトリ育む農法』の実践農家をゲストティーチャーに招いて話を聞いた

りして取り組みを進めている。 

・市内には県立コウノトリの郷公園があり、放鳥にむけての取組を学んだり、体験活動をし

たりして、コウノトリとの共生をめざしたこうした取組を子どもたちも身近に感じている。 

・地域の方とともに、子どもたちは環境問題や種の保存といった命にかかわることへの理解

を深めている。 
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６ 目標分析表 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り 

事
前 

○自尊感情についてのアンケート

に記入する。 

○自尊感情を高める体験をする。

○自他の命の存在に気づく。 ○命に関わる身の回りの出

来事を思い起こしておく。

○コウノトリの命の輝きから

自分の命を考える。 

 

１
次
（
６
時
間
） 

○ビオトープの生き物観察をす

る。 

○生き物カード・生き物マップを

作る。 

○多様な生き物の存在に驚

き、命の不思議を実感す

る。 

○昆虫や水中生物の体の仕

組みを学習しながら命あ

る存在に気づく。 

○コウノトリを自然にかえ

すために多くの人が努力

していることを知る。 

○命あるものを大切にする

気持ちを持つ。 

○コウノトリの餌場が足りな

いことに気づく。 

○小さな仲間（飼育生物・栽培

植物）の死にふれ、悲しみを

知り、自分の命もかけがえの

ない存在であることを感じ

る。 

○ビオトープでの活動に進ん

で取り組み、生き物と触れ

合うことを十分楽しむこと

ができたか。 

○身の回りには多様な生き物

が存在していることに気づ

かせることができたか。 

２
次
（
５
時
間
） 

○VTR「NHK スペシャルコウノトリ

がよみがえる里」をみる。 

○『コウノトリ育む農法』実践家

の話を聞く。 

○ゲストティーチャーに手紙を書

く。 

○『コウノトリ育む農法』に

取り組む苦労や喜び、コウ

ノトリやお米に対する思

いに気づく。 

○みんなの命を守る取り組

みの素晴らしさや大変さ

を感じる。 

○コウノトリを自然にか

えすために多くの人が

努力していることを知

る。 

○すべての命がかけがえの

ないものであることを実

感する。 

○お米作りから身近な食べ物

の命の存在に改めて気づく。

○食べ物の命によって支えら

れ、輝いている自分の命に気

づく。 

○たくさんの命に支えられて

いることを理解させること

ができたか。 

○ゲストティーチャーへの思

いを自分の言葉で素直に表

現し、伝えることができた

か。 

３
次
（
10
時
間
） 

○県立コウノトリの郷公園で放鳥

までの取り組みを学習し、生き

物観察をする。 

○生き物探検隊の活動をまとめ

る。 

○コウノトリを目の当たり

にし、その大きさや動く様

子に感動する。 

○「くちばしのおれたコウノ

トリ」「コウノトリのふる

さと」等の読み聞かせを通

して、命を守り、つなぐた

めの大変さを感じる。 

○コウノトリの命と同じよ

うに自分の命も守られ、つ

ながれてきた命であると

いうことを感じる。 

○魚道や人口巣塔などから命

をつなぐ工夫を知る。 

○コウノトリ放鳥後の課題を

知り、コウノトリの命を自然

の中で輝かすためにはどう

すればよいのかを考える。 

 

 

○命は一人だけのものではな

くつながり受け継がれてい

くものであることを実感さ

せることができたか。 

○自分の思いや願いをわかり

やすく伝えたり、相手の立

場に立って思いを受け止め

たりすることができたか。 

４
次
（
26
時
間
） 

○おじいちゃん・おばあちゃんに

インタビューをし、昔のくらし

の様子や人々の思いを知る。 

○昔のくらしを劇化し、昔の人々

の知恵や願いに気づく。 

○家族宛てに手紙を書く。 

○昔の人々の豊かな知恵と

温かい心に気づく。 

○これまでの自分が支えら

れ、愛されてきたことに気

づく。 

○家族からの手紙を読み、誕

生時から現在までの自分

に寄せる家族の思いを知

り、かけがえのない自分の

命を実感する。 

○かけがえのない命を大切

にしようとする気持ちを

高める。 

○多くの人に支えられて生き

ていること、人や自然とつな

がり生かされていることに

気づく。 

○高齢者とのふれあい体験活

動を通して、未来の自分に思

いをはせ、かけがえのない命

を輝かせて生きようと考え

る。 

○高齢者の持つ豊かさに気づ

かせたり、命には限りがあ

ることを感じさせたりする

ことができたか。 

○自他の命のかけがえのなさ

を実感させ、大切にしよう

とする心情を高めることが

できたか。 
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７ 目標構造図 

前提目標 基礎目標 中核目標 

   

（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（1次）」は学習活動が「1次」であることを示す。 

①感動（１次）多様な生

き物の存在に驚き、命の

不思議を実感する。 

③感性（２次）コウ

ノトリを自然にか

えすために多くの

人が努力している

ことを知る。 

⑤想像力（２次）

食べ物の命によっ

て支えられ、輝い

ている自分の命に

気づく。 

⑥感性（３次）コ

ウノトリと同じよ

うに自分の命も守

られ、つながれて

きた命であるとい

うことを感じる。

多くの人に支

えられて生き

ていること、

人と自然とつ

ながり生かさ

れていること

に気づく。 

かけがえのな

い自他の命を

大切にしよう

とする気持ち

を高める。 

未来の自分

に思いをは

せ、かけがえ

のない命を

輝かせて生

きようと考

える。 
コウノトリの命の

輝きから自分の命

を考える。 

命に関わる身の回

りの出来事を思い

起こしておく。 ④感性（２次）すべて

の命がかけがえのな

いものであることを

実感する。 

②感性（１次）命あ
るものを大切にす
る気持ちを持つ。

⑦感性（４次）自分

に寄せる家族の思

いを知り、かけがえ

のない自分の命を

実感する。 



実践事例－小学校編－ 

事例４ 環境学習をとおして学ぶ命の大切さ－コウノトリの成長をとおしてー（豊岡市立五荘小学校第３学年） 

- 60 - 

８ 事前の教員研修と指導の概要 

(1) 事前の教員研修 

研修内容 

ａ 

○「仲間とのつながり」について構成的グループ・エンカウンターを体験する。 

・リレーションづくり・協力体験・自己理解と他者理解・自尊感情を高める体験等 

＜提言 P64：教員研修テーマ①＞

○スクールカウンセラーよりリラクセーションの指導を受ける。 

ｂ 

○ビオトープについて地域の方から話を聞く。 

・休耕田をコウノトリの餌場としてビオトープにしている農家の方の思いや願いを

知る。 

ｃ 

○『コウノトリ育む農法』について農家の方に話を聞く。 

・『コウノトリ育む農法』に取り組んでいる農家の方に、この農法に切りかえた思い、

苦労や喜び、これからの農業に対する希望を聞く。 

ｄ 

○県立コウノトリの郷公園を訪問する。 

・県立コウノトリの郷公園でコウノトリの飼育、増殖にかかわる方の苦労や喜び、

願いを聞く。 

・コウノトリの飼育場、施設内を流れる川、ビオトープ、池などを見学する。 

・関係者の話を聞き、子どもたちの見学・体験の方法について話し合う。 

e 

○子どもへの配慮事項や子どもが行う保護者への聞き取り内容について話し合う。 

・子どもの家庭環境を把握し、個々の子どもへの配慮を考える。 

・子どもの聞き取り内容について話し合う。 

f 

○効果的な情報発信について研修する。 

・相手の立場に立って、わかりやすく伝える情報発信の仕方について研修する。 

情報モラルについて模擬体験をとおして考える。＜提言 P82：教員研修テーマ④>

 

(2) 指導の概要（全 50 時間） 

内容 

事
前 

○自尊感情を高める体験をする。                  

○『こころのえほん』の読み聞かせをとおして、自分の心の存在に気づく。 

 

１
次
（
６
時
間
） 

○コウノトリの餌場としてのビオトープの調査をする。 

１ ビオトープの生き物観察をする。               (３時間) 

・多様な生き物の存在に驚き、命の不思議を実感する。 

・コウノトリの餌場が足りないことを知る。 

・コウノトリを自然にかえすために多くの人が努力していることを知る。 

２ 生き物カード・生き物マップをつくる。            (３時間) 

・昆虫や水中生物の体の仕組みを学習しながら命ある存在に気づく。 

３ 生き物調査の結果をまとめ、コウノトリの餌が足りないことを再確認する。 

４ ビオトープで見かけた身近な昆虫、水中生物（メダカ・ドジョウ・オタマジャ

クシ・ミズスマシ・カワニナ等）を飼育、観察する。 

５ 教室のベランダに発泡スチロール箱で水田を作り、水中生物や稲を育てる。 

・小さな仲間（飼育生物・栽培植物）の死にふれ、悲しみを知り、自分の命もか

けがえのない存在であることを感じる。 

・命あるものを大切にする気持ちを持つ。 

 

教員研修 ａ

教員研修 ｂ
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２
次
（
５
時
間
） 

 

 

○『コウノトリ育む農法』の聞き取り調査をする。         (２時間) 

１ ＶＴＲ「ＮＨＫスペシャル コウノトリがよみがえる里」を観る。 

・ビオトープの生き物とコウノトリとのつながりを知り、人と自然とのつながり

に気づく。 

２ 『コウノトリ育む農法』実践農家の話を聞く。         (２時間) 

・ＶＴＲに出演された農家の方をゲストティーチャーに招き話を聞く。 

・育む農法に取り組む苦労や喜び、コウノトリやお米に対する思いを知る。 

・お米作りから身近な食べ物の命の存在に改めて気づく。 

・食べ物の命によって支えられ、輝いている自分の命に気づく。 

３ ゲストティーチャーに手紙を書く。              (１時間) 

・驚きや感動を素直に表現し、感謝の気持ちを伝える。 

・相手にわかりやすい表現で、気持ちを込めて書く。 

 

３
次
（
10
時
間
） 

 

○県立コウノトリの郷公園でのコウノトリの観察と餌場での生き物調査を行う。 

                                (３時間) 

１ 県立コウノトリの郷公園で放鳥までの取組を学習し、生き物観察をする。 

・コウノトリの大きさや動き(飛ぶ様子、餌を食べる様子、クラッタリング等)を

目の当たりにして感動する。 

２ コウノトリの郷公園内のビオトープ、池を観察し、川で生き物調査をする。 

・魚道や人口巣塔などから命をつなぐ工夫を知る。 

・コウノトリの一日の食事量(体重の 10％)を知り、餌場不足を再確認する。 

３ 「くちばしのおれたコウノトリ」「コウノトリのふるさと」等の読み聞かせをと

おして命を守り、つなぐための大変さを感じる。 

・コウノトリ放鳥後の課題を知り、コウノトリの命を自然の中で輝かすためには

どうすればよいのか考える。 

○生き物探検隊の活動をまとめる。                （７時間） 

１ 新聞づくりを通して、生き物と触れ合った体験、命への気づきや思いをまとめ

る。 

・友だちの新聞を読み合い情報を交流しながら、友だちの思いや願いに気づく。 

２ 自分の思いや考えをわかりやすく伝えたり、相手の立場に立って思いを受け止

めたりすることを考える。 

３ 学年通信、学校のホームページ等で家庭にも学習活動を発信する。 

 

教員研修 ｃ

教員研修 ｄ
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４
次
（
26
時
間
） 

 

 

○わたしたちの命のつながりを考える。              （24 時間） 

１ おじいちゃん・おばあちゃんにインタビューをし、自分の命のつながりを考え

る。 

・コウノトリが飛んでいた頃の話から昔の様子を尋ねる。 

２ 昔の遊び、食べ物など生活の様子を知る。 

・昔の道具やくらしぶりなどから昔の人の知恵を知る。 

３ 『いのちのまつり』の読み聞かせをとおして命のつながりの不思議を感じる。 

４ 高齢者とのふれあい体験活動(栽培したサツマイモの収穫祭、昔の生活を体験、

昔の生活を劇化)を通して未来の自分を考える。 

○悲しみの体験から生と死を考え、命のかけがえのなさとつながりを実感する。 

                                （２時間） 

１ 『わすれられない おくりもの』の読み聞かせをとおして、高齢者の持つ豊かさ

に気づいたり、命には限りがあることを感じたりする。 

２ 道徳「大切なものは なんですか」の学習を通して、命はかけがえのないもので

あることを知り、命を大切にしようとする心情を養う。 

３ 特別活動「わたしのかぞく」の学習を通して、家族のつながりや支え合いを理

解する。 

４ 家族からの手紙を読み、誕生時から現在までの自分に寄せる家族の思いを知り、

かけがえのない自分の命を実感する。 

・多くの人に支えられて生きていること、人や自然とつながり生かされているこ

とに気づく。 

５ 家族に手紙を書く。 

・家族への思いを自分の言葉で素直に伝える。 

 

事
後 

○振り返りカードに記入する。 

・家族のつながりによって自分の命が育まれ、多くの人の支えによって輝いてい

ることに気づく。 

 

 

 

教員研修 ｅ、ｆ
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９ 指導実践 

(1) １次第１～３時 

ア 本時のねらい 

ビオトープの生き物観察をとおして、生き物とふれあい、身の回りには多様な生き物が

存在していることに気づく。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

・多様な生き物の存在に驚き、命の不思議を実感させる。 

・昆虫や水中生物の体の仕組みを学習しながら命ある存在に気づかせる。 

(ｲ) 感性を育む 

・コウノトリを野生にかえすために多くの人が努力していることを実感させる。 

・命あるものを大切にする気持ちを持たせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

・コウノトリの餌場が足りないことに気づく。 

・小さな仲間の命にふれ、自分の命もかけがえのない存在であることに気づく。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) ビオトープ実践農家の方との打合せ 

・ビオトープの役割、どうしてビオトープを作ろうと考えたか、ビオトープの生き物調

査の実態について等 

(ｲ) ビオトープを訪ね、観察の仕方、体験学習の仕方について計画を立てる。 

・川・水田・水路の安全性の確認、汚れを落とすための水道の確保等 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 
１ ビオトープ実践農家の方の話を聞く。 

・ビオは命、トープは広場の意味を持つ。 

・大学の調査隊が定期的に個体調査を実施してい

る。 

・郷公園内のコウノトリが全て自然放鳥されるには

たくさんのビオトープが必要である。 

・農家の方の思いを感じなが

ら話を聞かせる。 

・生き物観察の方法を知らせ

る。 

・安全に楽しく活動できるよ

うに注意する。 

展 

開 

２ ビオトープの生き物を見つける。 

 

 

 

３ 見つけた生き物を見せ合いながら体の仕組みを

観察し、仲間分けをする。 

・多様な生き物がいることに驚いた。 

・コウノトリが何を食べるのかを知りたい。 

 

４ どれくらいの生き物がコウノトリの命を支えて

いるのか考える。 

・進んで活動に参加できるよ

う声かけをする。 

 

 

・水田の感触を味わわせる。

・多様な生き物がいることに

気づかせ、身の回りにはた

くさんの命が存在するこ

とを感じさせる。 

 

・コウノトリの食べ物に興味

を持たせ、調べてみようと

する意欲を高める。 

・県立コウノトリの郷公園で

の活動に発展させる。 

生き物調査隊 ビオトープを探検しよう！ 
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ま
と
め 

５ 次時の活動を聞き、改めてビオトープに生きる命

の多様さを感じる。 

・次時は今日出会った生き物

をカードにし、さらに生き

物マップへと発展させる

ことを知らせる。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 導入の話の中で、ビオトープは「命の広場」だということが分り、この命がコウノト

リの命を支えていることに気づいた。 

(ｲ) 生き物の多様さに驚き、初めて見る生き物に感動し、もっと調べてみたいという意欲

が高まった。 

(ｳ) コウノトリへの興味・関心の高まりをさらに次の活動へとつなげたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     ビオトープを探検する子どもたち      生き物カード・生き物マップ 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○ビオトープの生き物観察は、楽しかった

ですか。 

○ビオトープにすむ生き物を見つけてどう

思いましたか。 

 

感
性
を
育
む 

○コウノトリを自然にかえすために地域の

人はどんなことをしていたでしょう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○どうすればコウノトリが自然の中でくら

していけるのでしょう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(2) ２次第３・４時 

ア 本時のねらい 

『コウノトリ育む農法』実践農家の話を聞き、コウノトリの命がたくさんの生き物の命

と人々の努力に支えられて輝いていることに気づく。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

・『コウノトリ育む農法』に取り組む苦労や喜び、コウノトリやお米に対する思いに気づ

かせる。 

・みんなの命を守る取り組みの素晴らしさや大変さを感じさせる。 

(ｲ) 感性を育む 

すべての命がかけがえのないものであることを実感させる。 

(ｳ) 想像力の育成 

・お米作りから身近な食べ物の命の存在に気づかせる。 

・食べ物の命によって支えられ、輝いている自分の命に気づかせる。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) ビデオ「ＮＨＫスペシャル コウノトリがよみがえる里」（2006 年 8 月 27 日放映）を

鑑賞し、『コウノトリ育む農法』について理解する。 

(ｲ)『コウノトリ育む農法』の実践農家をゲストティーチャーに迎えるための打合せをする。 

・ゲストティーチャーに学ぶ会を子どもたちが運営できるようにする。 

(ｳ) ゲストティーチャーとの打合せ 

・『コウノトリ育む農法』に切り替えたのはなぜか。 

・この農法で米作りをする苦労や喜びについて、子どもたちに期待すること 等 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 
１ ゲストティーチャーの紹介を聞く。 

・ＶＴＲに出てきた人だ。 

・校区に住む方であることを

知らせ、身近な所で『コウ

ノトリ育む農法』は実践さ

れていることに気づかせ

る。 

 

展 

開 

２ ゲストティーチャーの『コウノトリ育む農法』に

ついての話を聞く。 

・取組の苦労や喜びなどゲス

トティーチャーの気持ち

を考えながら聞かせる。 

・疑問に思ったこと、伝えた

いことを素直に表現でき

るように支援する。 
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展 

開 

３ ゲストティーチャーに質問をする。 

 

 

 

 

４ ゲストティーチャーへ感想やお礼の言葉を伝え

る。 

 

・質問をとおし、コウノトリ

育む農法についての理解

を深め、実践農家の思いを

感じさせる。 

ま
と
め 

５ ゲストティーチャーの話を聞いた感想を話し合

う。 

・自分の生活を振り返らせ、

ゲストティーチャーの思

いを感じさせる。 

 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) ゲストティーチャーの話に子どもたちは興味深く聞き入っていた。 

(ｲ) 子どもたちは、コウノトリの命がたくさんの命と人々の努力によって支えられている

ことを知ることができた。 

(ｳ) 自分の命が他の命という食べ物によって支えられていることに気づき、改めて自分の

生活を見直したようである。 

(ｴ) 子どもたちが驚いたことやわかったこと、命について考えたことをゲストティーチャ

ーへ手紙にして伝えたい。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○森田さんはどんな思いで『コウノトリ育

む農法』に取り組んでおられるのでしょ

う。 

 

感
性
を
育
む 

○あなたの周りに存在する命について気づ

いたこと、感じたことはありませんか。

 

想
像
力
の
育
成 

○あなたの生活をふりかえって気づいたこ

とはありませんか。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(3) ３次第２・３・４時 

ア 本時のねらい 

コウノトリの命はたくさんの生き物の命と人々の努力によって支えられ、つながり、輝

いていることを実感する。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

コウノトリを目の当たりにし、その大きさや動きに感動する。(飛ぶ様子、餌を食べる

様子、クラッタリング等) 

(ｲ) 感性を育む 

命を守り、つないでいくための大変さを感じる。 

(ｳ) 想像力の育成 

コウノトリ放鳥後の課題を知り、コウノトリの命を自然の中で輝かすためにはどうす

ればよいかを考える。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 県立コウノトリの郷公園の関係者との打合せ 

・活動場所の確認について 

・コウノトリ放鳥までの取組について 

・放鳥後の課題について 

・川での生き物観察の仕方について 

(ｲ) 体調等について配慮する子どもの確認をする。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

１ コウノトリの郷公園の指導者とあいさつをする。

（児童代表） 

 

・活動のめあてなど児童の思

いを伝えさせる。 

展 

開 

２ コウノトリ放鳥までの取組について関係者から

話を聞く。 

 

 

３ 疑問に思ったこと、さらに深く知りたいことなど

を尋ねる。 

 

 

 

４ 川の生き物を観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・長い年月をかけ、試行錯誤

を繰り返した取組の大変

さを感じさせる。 

 

・これまでの学習の中で見つ

けた課題についても尋ね

させる。 

 

 

・ビオトープと比べながら活

動に取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生き物探検隊 川の生き物を観察しよう！ 
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展 

開 

５ 見つけた生き物について説明を聞く。 

 

 

 

６ コウノトリの餌について話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・スタッフの話を聞きなが

ら、魚道などの工夫に気づ

かせる。 

 

・コウノトリの１日の食事量

を知らせ、餌場不足に気づ

かせる。 

 

ま
と
め 

７ お礼の言葉とコウノトリと出会って感じたこと

を伝える。 

 

・感動を自分の素直な言葉で

伝えさせる。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) コウノトリを間近に見て、その大きさや動きにたびたび感動の声があがった。 

(ｲ) コウノトリの命を守り、つないできた人々の努力に驚いた様子だった。さらに自然復

帰をめざして今も多くの人が努力していることを知った。 

(ｳ) 自分の生活を振り返り、コウノトリとの共生について考えることをとおして、自分の

命について考える取組につなげたい。 

 

 
大空を舞うコウノトリ 
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キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○コウノトリに出会ってどう思いました

か。 

 

感
性
を
育
む 

○コウノトリの命と同じようにあなたの命

について考えてみましょう。（あなたの命

が危険にさらされたことはないでしょう

か。） 

 

想
像
力
の
育
成 

○コウノトリの命を守り、つないでいくた

めにどんなことをしていましたか。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(4) ４次第 18 時 

ア 本時のねらい 

劇をとおして、昔のくらしの知恵や工夫、人とのつながりについて考える。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

・昔の人々の豊かな知恵と温かい心に気づく。 

・これまでの自分が支えられ、愛されてきたことに気づく。 

(ｲ) 感性を育む 

お金や物が豊富でなくても、手間をかけ、助け合い、心を通わせあってくらしていた

ことに気づく。 

(ｳ) 想像力の育成 

今も昔も変わらないものについて考える。 

 

ウ 準備物 昔のくらしで使っていた道具類・参考になる写真等 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 昔のくらしについて家族にインタビューする内容を検討する。 

・昔の暮らしの様子：おやつ・遊び・服装・道具・学校・行事等 

(ｲ) インタビューの依頼文を作成し、配布する。 

(ｳ) インタビューシートを作成する。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 本時のめあてを知る。 

 

 

展 

開 
 

 

 

２ 代わる代わる劇をする。 

・クイズを出題する。 

・劇をする。 

・劇やクイズから見つけたことを発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

・相手にわかりやすい声で伝

え、互いに協力できるよう

支援する。 

・自分の役割を果たそうとす

る意欲を高め、やりとげた

満足感を味わわせる。 

 

 

 

劇の中から昔のくらしの知恵や工夫、人とのつながりを見つけよう！ 
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３ 昔のくらしの様子を聞いたり、生活体験をして、

そのよさについて話し合う。 

・昔の人の知恵や工夫 

・人とのつながり 

・学校生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

・お金や物が少なくても、手

間をかけ、助け合い、心を

通わせあってくらしてい

たことに気づかせる。 

ま
と
め 

４ 今日の学習を振り返り、学習のまとめをする。 

 

・次時は、自分達のくらしに

ついて振り返ることを知

らせる。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 友だちの演じる劇に興味深く見入るとともに、自分なりに演技を工夫し、相手により

わかりやすく伝えようとする姿勢が見られた。 

(ｲ) 物の少なかった昔の生活にふれ、改めて自分の生活を見直したようである。 

(ｳ) 驚いたことやわかったことをまとめる中で、昔の人々のくらしを体験してみたいとい

う意欲が高まった。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○昔のくらしを演じてみてどんなことを感

じましたか。 

○昔のくらしの劇を見てどんなことを感じ

ましたか。 

 

感
性
を
育
む 

○手間をかけ、助け合い、心を通わせてい

た昔の人と人とのつながりを感じること

ができましたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自分の今の生活も、多くの人たちの協力

と支えが必要であることについて考えよ

う。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(5) ４次第 21･22･23･24 時 

ア 本時のねらい 

高齢者とのふれあい体験活動をとおして、昔の人々の豊かな知恵と温かい心に気づき、

未来の自分を考える。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

・昔の人々の豊かな知恵と温かい心に気づく。 

・これまでの自分が支えられ、愛されてきたことに気づく。 

(ｲ) 感性を育む 

・今に伝わる昔の人々の知恵を生活の中にいかし、さらに未来へと発展させていこうと

する。 

(ｳ) 想像力の育成 

・ふれあい体験活動をとおして、昔の生活を想像する。 

・未来の自分に思いをはせ、かけがえのない命を輝かせて生きようと考える。 

 

ウ 準備物 昔のくらしで使っていた道具類・参考になる写真等 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 高齢者とのふれあい体験活動についての打合せ 

・体験の内容、家庭への道具の借用依頼、ゲストティーチャーへの依頼内容等 

(ｲ) ゲストティーチャーとの打合せ 

・体験や講演の内容について、本時のねらいを説明し協力依頼をする。 

(ｳ) ゲストティーチャーに学ぶ会を子どもたちの手で進められるように支援する。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 「昔のくらしを学ぶ会」の用意をする。 

 

・会の進行、プログラム作り、

各コーナーの案内カード作

り等、役割分担して準備を

進めながら活動への意欲を

高めさせる。 

展 

開 

 

 

２ はじめの会を行う。 

 

３ 昔のくらしの様子を聞いたり、生活体験をしたり

する。 

・昔のくらしのお話コーナー 

・昔の道具コーナー 

・洗濯体験コーナー 

・おやつ(かきもち焼き)コーナー 

 

 

 

 

 

 

 

４ ゲストティーチャーにお礼と感想を述べる。 

 

 

・子どもたちの力で進められ

るよう支援する。 

・昔の生活の苦労や喜びなど

ゲストティーチャーの気持

ちを考えながら聞かせる。

・尋ねたいこと、伝えたいこ

とを素直に表現できるよう

に支援する。 

 

 

 

 

 

 

・お礼の気持ちをこめた温か

い会になるよう支援する。

「昔のくらしを学ぶ会」を開こう！ 
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ま
と
め 

５ ゲストティーチャーの話を聞いたり、洗濯やかき

もち焼き体験をしたりした感想を話し合う。 

 

・自分の生活を振り返らせ、

昔のくらしと比べて気づ

いたことをまとめさせる。

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) ゲストティチャーの話に興味深く聞き入っていた。 

(ｲ) 昔の道具に触ったり、動かしたりして工夫や知恵に驚いた様子だった。 

(ｳ) 物を大切にした昔の生活にふれ、改めて自分の生活を見直したようである。 

(ｴ) 驚いたことやわかったこと、昔の人々の人や物の命を大切にする温かい心について考

えたことを手紙にして伝えた。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○昔のくらしを体験してみて、どんなこと

を感じましたか。 

 

感
性
を
育
む 

○昔の人の生活の知恵を感じ、未来へと発

展させることができましたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○未来の自分に思いをはせ、かけがえのな

い命を輝かせて生きることについて考え

よう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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10 実践を終えて 

(1) 先生の振り返り 

実践を終えて、以下のような子どもたちの変容を実感できた。 

・体験活動をとおして多様な命の存在に気づいた。 

・自分たちの命ばかりでなく自然の命や物の命までも大切にしていこうとする気持ちが高ま

った。 

・活動をとおして、自分の中にあった力に気づいたり、友だちの持つ力を見つけたりするこ

とができた。（自尊感情の高まり） 

・自然に支えられ、人とのかかわりの中で命は育まれ、つながれていることに気づいた。 

・友だちを大切にする心が育まれ、子ども同士の温かい雰囲気作り、仲間づくりが進んだ。

また、この取組をとおして、指導者としても次のような変容を感じている。 

・子ども達と感動体験を共有する中で指導者の意識が高まり、指導者の「自分の思いを子ど

も達に語る会」実施へと発展した。 

・学年の取り組みを学校全体への取組へと発展させ、「命の大切さを実感し、生き方を考える

性教育」として系統的な指導に取り組もうとする意識が高まった。 

 

(2) 今後の課題 

学校全体で取り組む性教育や防災安全教育、人権教育等において、学校全体の教育活動の

中で「命の大切さ」を実感させる教育を意識化していかなければならない。と同時に、命の

学習には家庭や地域とのより一層密な連携が欠かせない。親子学習会や三世代座談会等を実

施し、お互いの思いや願いを交流する機会を持つことをとおして、感動体験を家庭や地域と

共有することが必要であろう。 

また、子どもの意識の高まりを日常生活の中でも生かすため、学級通信やホームページを

とおして家庭や地域に、活動の様子を発信し啓発していき、活動を支える体制を整えていく

ことが課題である。 

 

11 参考・引用文献 

・兵庫県教育委員会『「命の大切さ」を実感させる教育への提言』2006  

・川久保美紀『いのちのリレー』ポプラ社 2005 

・國分康孝『エンカウンターで総合が変わる 小学校編』 図書文化 2000 

・近藤卓『学校メンタルへルス vol９巻頭言』日本学校メンタルヘルス学会 2007 

・近藤卓『「いのち」の大切さがわかる子に』ＰＨＰ 2005 

・草場一壽『いのちのまつり』サンマーク出版 2004 

・なかえよしを『こころのえほん』ポプラ社 1999 

・司馬遼太郎『２１世紀に生きる君たちへ』朝日出版社 1999 

・スーザン・バーレイ『わすれられないおくりもの』評論社 2006 

・八巻寛治・吉澤克彦『エンカウンター実践テキスト２号』明治図書 2005 
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小学校事例５ 

成長の実感 

香美町立小代小学校第４学年

 
１ テーマ 

成長の実感 

 
２ 実践のねらい 

赤ちゃんを見守る母親の姿をとおして、かけがえのない命を感じるとともに、自分の成長と

照らし合わせ成長を実感し、自分を支えてくれた周囲への感謝の気持ちを持つ。 

 
３ テーマ設定の理由 

(1) 本校の概要と児童生徒の実態 

山間部の小さな学校なので、地域との交流は深く、協力体制も取れている。年間行事の中

に地元の保育所や特別養護老人ホームとの交流も位置づけられ、世代を超えた学習の機会は

多い。ただ、過疎化、高齢化、少子化の波は確実に押し寄せており、学年の人数構成に偏り

が出ていたり、地区によっては、子どもの数が極端に少なく、子どもの遊びなどに弊害が起

きている。また、実態を調査すると、赤ちゃんにふれる体験や、簡単な育児体験をしたこと

のある児童は１割にも満たない。そこで、命のリレーを引き継ぎ、未来を担う子どもの育成

のために、本プログラムを実践した。 

 
(2) 指導のポイント 

【感動の体験】 

・妊婦のおなかに触れて胎児を感じたり、胎内のエコー写真などを見ながら妊婦の話を聞く

ことをとおして、命の誕生や生命の営みの不思議さを感じさせる。 

・乳幼児を抱っこしたり、おしめ交換、沐浴体験したりすることをとおして、小さな命をい

とおしく思う気持ちを持たせる。 

・乳児と継続的に関わり、成長する姿を感じ取らせる。 

・自分たちの入学時のビデオを見て、４年間の自分たちの成長を感じ取らせる。 

【感性を育む】 

・エコー写真で見ていた胎児が誕生し、新生児という新たな「命」としてふれることにより、

命の重みを感じ取らせる。 

・命のリレーが行われて私たちが存在していることに気づかせる。 

・これまでの自分の成長を支えてくれた周りの人への感謝の気持ちを持たせる。 

【想像力の育成】 

・赤ちゃんとのふれあいから母親の気持ちを推し量らせる。 

・相手のよさを認め、相手の立場に立つことのできる思いやりの心を育てる。 

 
４ 事前 

(1) 先生の準備 

・授業の中だけでなくすべての教育活動の中で、命を大切にしていこうとする視点や姿勢を

持つ。 
・教員自身の人生の振り返りを行い、命に対する深い感覚を子どもたちに伝えられるようす

る。 
・児童の家庭環境等の状況把握をする。 
・家庭や地域へ、学習ついての理解と協力を依頼するとともに、産婦人科医や助産師との綿

密な打合せをする。 
 
(2) 教育課程上の位置づけ 

・体育（保健分野） 
・道徳 
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・特別活動 
・総合的な学習の時間 

 
(3) 子どもたちの準備 

・自尊感情を高める体験をする。 
・赤ちゃん人形を使った育児の疑似体験をする。 
・人生最初の一番うれしかったことについての意見をまとめておく。 

 
(4) 家庭・地域との連携 

・家庭や地域の人々に対し、命の大切さを実感させる教育を進めていくねらいや趣旨を伝え

理解と協力を求める。 
・家庭へ「心のノート」への記載を事前に依頼する。 
・地域の保育所や助産師に協力を依頼する。 

 
５ 本校の実践の特色 

(1) 一年間、継続した育児体験（赤ちゃんの成長の記録をつける） 

(2) 小規模校の特色を生かしたグループ中心の学習 

(3) 地域の強い協力体制（助産師等のゲストティーチャー） 

(4) 人生 10 年目の児童での実践（２分の１成人式等） 

(5) ４年前の入学式等のビデオを用いての学習（自分たちの成長を実感させる） 
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６ 目標分析表 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り 

事
前 

○人生最初のうれしかったことを話し合

う。 

○赤ちゃん人形で、赤ちゃんに触れる疑

似体験をする。 

○自分の記憶をたどり、楽しかっ

た思い出について振り返る。 

○お母さんごっこなどを思い出

し、赤ちゃんを育てる母親につ

いて考える。 

○本物の赤ちゃんを抱いたとき

はどのような感覚なのか考え

る。 

 

１
次
（
２
時
間
） 

○妊婦のおなかにふれ、胎児が動く様子

を感じ取る。 

○胎児のエコー写真を見ながら妊婦の話

を聞き、その後、質問をする。 

○実際に赤ちゃんがいるおなか

に触れ、その存在感を感じ取

る。 

○成長していく胎児の写真を見

ることで、胎児の成長を実感す

る。 

○胎児の心音を聞くことで、胎児

も必死に生きていることを感

じ取る。 

○妊婦から直接話を聞くことで、

妊娠した時の喜び等を感じ取

る。 

○おなかの中の赤ちゃんを育て

るために、母親（自分の母親も

含め）がどれだけ大変な思いを

してきたのかを考える。 

 

○おなかの赤ちゃんもしっかり

と生きていることに気づかせ

ることができたか。 

○妊娠時の大変さがあって、自

分たちが産まれてきているこ

とを理解させることができた

か。 

２
次
（
５
時
間
） 

○産まれて間もない新生児にふれる。 

○助産師を招いて、人の誕生について学

習する。 

○絵本（『いのちは見えるよ』岩崎書店）

を読み聞かせしてもらう。 

○誕生して間もない小さな新生

児を抱くことをとおして、命の

重みを感じ取る。 

○助産師から直接、人の誕生や、

出産の大変さについて話を聞

く。 

○首も据わらない新生児の沐浴

体験をすることで、いたわりな

がら新生児に触れなければな

らない感覚を感じ取る。 

○新生児に負担がかからない抱

き方や、沐浴の仕方等命を慈し

む気持ちを持つ。 

○自分が生まれてきた時も、この

ように大切にされて育ったこ

とを感じ取る。 

○新生児の命のぬくもりを感じ

させることができたか。 

○命の誕生に携わる助産師の話

を聞いて、その重要性を理解

させることができたか。 

３
次
（
８
時
間
） 

○ほぼ一ヶ月ごとに、成長していく乳児

と交流する。 

○自分たちの成長の様子をビデオで見

る。 

○実際に乳児とふれあう体験を

とおして、小さな命をいとおし

く思う気持ちを持つ。 

○入学時に比べると自分たちも

大きく成長していることに気

づく。 

○母乳だけで大きく育っていく

人間に備わった不思議さを感

じ取る。 

○普段は実感しない時間の流れ

と、成長の実感を話し合う。 

○無抵抗な乳児と接することに

より、人間は周りの助けがなけ

れば生きていけない存在だと

いうことを感じ取る。 

○日々めまぐるしく成長してい

く乳児も、多くの助けを介し

ながら成長していることを理

解させることができたか。 

４
次
（
８
時
間
） 

○人生 10 年目に感謝し、自分の成長新聞

を作成し、「２分の１成人式」を開く。

○二十歳の自分に宛てた手紙を書く。 

○出生時の体重や、感動したこ

と、頑張っていること、得意な

こと、人生の中で一番うれしか

ったこと等、生きる喜びを実感

する。 

○クラス全員で「２分の１成人

式」を企画・運営し、クラスの

仲間と、成長の喜びを共感し合

うことをとおして、生きること

の素晴らしさを実感する。 

○小学校低学年の頃や、保育所の

頃の思い出を語り合うことで、

共感しながら、成長の喜びを感

じ取る。 

○家族からの手紙を読み、支えら

れ愛されながら生きてきたこ

とを感じる。 

○周りの多くの人に支えられて

自分が成長してきたことに感

謝の気持ちを持つ。 

○自分だけでなく、友だちも周り

から愛され育ってきた存在で

あることを感じ取る。 

○命の大切さを実感し、自他共に

その存在を認め、与えられた人

生をよりよく生きようとする。

○クラスで成長の喜びを共感し

合い、協力して「２分の１成

人式」を成功させることがで

きたか。 

○自他の命のかけがえのなさを

実感させることができたか。 

事
後 

○振り返りカードに記入する。 

○命の学習をしてきてどうだったかを話

し合う。 

○命の学習の中で一番感動した

ことをまとめる。 

○命について感じたことを作文

にする。 

○これからの人生をどのように

送っていきたいか発表する。 
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７ 目標構造図 

 
（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（1次）」は学習活動が「1次」であることを示す。 

 

赤ちゃん人形を使

って、赤ちゃんにふ

れる疑似体験をす

る。 

人生最初のうれし

かったことを話し

合う。 

①感動（１次）実際

に赤ちゃんがいる

おなかに触れ、その

存在感を感じ取る。 

②想像力（１次）お

なかの胎児を育て

るために母親がど

れだけ大変な思い

をしてきたのか考

える。

④想像力（２次）自

分が生まれたとき

も、このように大切

にされて育ってき

たことを感じ取る。

⑥感動（３次）入学

時に比べると自分

たちも大きく成長

していることを実

感する。 

⑤想像力（３次）無

抵抗な乳児と接す

ることにより、人間

は周りの助けがな

ければ生きていけ

ない存在というこ

とを感じ取る。 

③感性（２次）首も据

わらない新生児の沐浴

体験をすることで、い

たわりながら新生児に

触れなければならない

感覚を感じ取る。 

⑦想像力（４次）自

分も他者も愛され

育ってきたことを

感じ取る。 

人が生まれ育

っていくため

には、多くの人

の助けが必要

で、周りの多く

の人に支えら

れて自分が成

長してきたこ

とに感謝の気

持ちを持つ。 

クラスの仲間

と、成長の喜び

を共感し合う

ことをとおし

て、生きること

の素晴らしさ

を実感する。

命の大切さ

を実感し、自

他共にその

存在を認め、

与えられた

人生をより

よく生きよ

うとする。 

前提目標 基礎目標 中核目標 
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８ 事前の教員研修と指導の概要 

(1) 事前の教員研修 

研修内容 

ａ ○自己再発見の体験をする。          ＜提言 P68：教員研修テーマ②＞ 

・「私の人生の振り返り」 

ｂ 
○産婦人科の医師や助産師から生命誕生の話を聞く。 
・生命の大切さや生命を守るためにどうすればよいかを学ぶ。 
・生命誕生のすばらしさなど大変さを感じ取る。 

ｃ 
○保護者への協力依頼について話し合う。 
・子どもの聞き取りの内容について 
・子どもの家庭環境について 

ｄ ○地域に出かけ、高齢者とふれあう。 
・昔の子育てや、苦労話などを聞く。 

 
(2) 指導の概要（全 23 時間） 

内容 

事
前 

○人生最初のうれしかったことを話し合う。             

○赤ちゃん人形で、赤ちゃんに触れる疑似体験をする。 

 

１
次
（
２
時
間
） 

○妊婦との交流等、生命が誕生する過程にふれる。 

１ 妊婦のおなかに触れる。 

・触った感覚を話し合ったり、胎児が動く様子を感じ取る。また、音を聞いてみた

い児童は、妊婦の了承を得て聞かせてもらう。           (１時間)

２ 妊婦の話を聞く。 

・妊娠をしたときの喜びや、妊娠したことによる大変さ、気遣いなどを聞く 

・胎児のエコー写真を見ながら、成長していく様子を感じ取る。    （１時間）

 

２
次
（
５
時
間
） 

○命の重みと誕生の喜びを感じる。 

１ 産まれて間もない新生児に触れる。 

・赤ちゃんを抱っこしたり、オムツ交換や沐浴体験をする。 

・赤ちゃんの体重や身長などをインタビューし、まとめる。       （２時間）

２ 助産師に来てもらい、人の誕生について学習する。 

・赤ちゃんがおなかの中でどのように成長していくのか学習する。 

・病院等での、出産時の苦労話を聞く。                （２時間）

３ 絵本の読み聞かせ。 

・交流している母親に絵本の読み聞かせをしてもらう。 

及川和男・長野ヒデ子『いのちは見えるよ』2002 岩崎書店     （１時間）

 

３
次
（
８
時
間
） 

○成長を実感する。 

１ 成長していく乳児と交流する。                 （２時間×３）

・約一ヶ月ごとに乳児と交流し、成長を感じ取る。 

・母親とも交流し、育児についてインタビューする。 

・ペットボトルを利用したガラガラなどのおもちゃを作る。 

２ 自分たちの成長の様子をビデオで見る。              （２時間）

・学校で記録した「入学式」「運動会」「発表会」などを見て自分たちも大きく成長

していることを感じ取る。                

・友だちのがんばりや、優しくしてくれたことなどの思い出を語り合う。 

 

教員研修 a 

教員研修 b 

教員研修 c・ｄ 
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４
次
（
８
時
間
） 

○成長への支援に感謝し、未来に思いを馳せる。 

１ クラスで「２分の１成人式」を開く。 

・家庭環境を配慮した上で「○○（名前）新聞」を作り、出生時の体重や、頑張っ

ていること、得意なこと、人生の中で一番うれしかったことなどをまとめる。 

（６時間）

・「自分新聞」を発表しながら、生きてきた 10 年間をみんなで祝う。 

・保護者の協力で児童宛にお祝いメッセージを書いてもらい、その場で披露する。

２ 二十歳になった自分への手紙を書く。              （２時間）

・葉書大の自分の写真の裏に、二十歳になった自分への手紙を書く。その際、周り

への感謝の気持ちも書くようにする。               

・その写真は、小さな額に入れ、各自が保管する。          

 

事
後 

○振り返りカードに記入する。 

○命の勉強をしてきてどうだったかを話し合う。 
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９ 指導実践 

(1) １次第２時 

ア 本時のねらい 

妊婦のおなかに触れた経験（前時）をもとに、妊婦の話を聞くことをとおして、妊娠を

したときの喜びや、妊娠したことによる大変さ、生活で気を遣っていることなどを知る。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

成長していく胎児の写真を見ることで、胎児の成長していく様子を知らせる。 

(ｲ) 感性を育む 

・妊婦から直接話を聞くことで、妊娠したときの喜びなどを感じ取る。 

・胎児でも、おしっこなどの「生きる」活動をしながら成長していることを感じ取る。 

(ｳ) 想像力の育成 

おなかの中の赤ちゃんを育てるために、母親（自分の母親も含め）が、どれだけ大変

な思いをしているのか考える。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 協力してくれる妊婦との打合せ 

・妊娠をしたときの喜びや、妊娠したことによる大変さ、生活の中で気を遣っている点

などを話してもらうように依頼する。 

(ｲ) 胎児についての教員研修 

・養護教諭に話を聞いたり、関係する文献を読んだりして、それをもとに指導案を作成

する。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 
１ 前時の、妊婦のおなかに触れた感想を出し合う。

・パンパンで、すごく大きかった。 

・胎児が動くときに触った児

童もいるので、そのときの

感想を詳しく聞く。 

 

展 

開 

２ 胎児の成長していく様子を図で確認する。 

 

 

 

 

 

３ 妊婦の話を聞き、質問をする。 

・「おなかに赤ちゃんがいて重くありませんか？」

・「ご飯を食べられないときがあるっておっしゃっ

ていましたが、その時は何も食べないのです

か？」 

・「赤ちゃんは、一日何回動きますか？」 

・「赤ちゃんを産む前の気持ちは、どんな気持ちで

すか？」 

・胎児の図を黒板に貼りなが

ら、これから話を聞く妊婦

の胎児はどのような様子な

のか説明する。 

 

 

・妊娠したときの喜びや、生

活する上で気を遣っている

ことを話してもらう。また、

話の途中にエコー写真を見

せてもらう。 

・妊婦の体調を気遣い、無理

をさせないよう留意する。

ま
と
め 

４ 授業の感想を話し合う。 

・お母さんって大変なんだなと思った。でも、妊娠

してうれしかったって言ってたときは、とても幸

せそうだった。 

・発言等をしっかりと記録し、

児童が自分の誕生について

話を聞く活動の際に生かせ

るようにしておく。 

赤ちゃんのエコー写真を見ながら、お母さんの話を聞こう！ 
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カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 妊婦の体調を気遣い、教室ではなく和室などのリラックスできる環境を設定すればよ

かった。 

(ｲ) 直接妊婦に質問することにより、児童は積極的に発言をしていた。 

 

 

 
 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○赤ちゃんがいるお母さんのおなかをさわ

って、赤ちゃんがいることを感じとろう。

 

 

感
性
を
育
む 

○にんぷさんの話を聞いて、お母さんや赤

ちゃんの気持ち、また、二人でどんな会

話をしているのか考えてみよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○みんなのお母さんが、みんながおなかに

いた時、どれだけ大変な思いをしたのか

考えてみよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(2) ２次第１・２時 

ア 本時のねらい 

誕生して間もない新生児に触れることにより、誕生の神秘性を感じ取る。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

誕生して間もない小さな新生児を抱くことをとおして、命の重みを感じ取らせる。 

(ｲ) 感性を育む 

首も据わらない新生児の沐浴体験をすることで、いたわりながら新生児に触れなけれ

ばならない感覚を感じ取らせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

・新生児に負担がかからない抱き方や、沐浴の仕方等命を慈しむ気持ちを持たせる。 

・自分が生まれたときも、このように大切にされて育ったことを感じ取らせる。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 協力してもらう母親との打合せ 

命を大切にする心を育んでいかなければならない重要性等を十分に説明し、信頼関係

を築いておく。 

(ｲ) 全児童の沐浴体験は、協力してもらう側に多大な負担になるので、特に赤ちゃんに興

味のある児童６名のグループを作り実施する。（その他の児童は、学校にて赤ちゃんにつ

いての調べ学習を行う。） 

(ｳ) 出産に関する研修 

産婦人科の主催する両親学級等を見学し、新生児についての研修を深めておく。また、

産婦人科医、助産師の話を聞き、出産に関する研修も深めておく。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 
１ 赤ちゃん人形を使い、首の据わらない新生児の抱

き方を確認する。 

 

・訪問するときのマナーや、

新生児に負担のかからな

い行動をとるよう事前指

導する。 

 

展 

開 

２ 新生児を抱っこする。 

・キャー、小さい！ 

・ドキドキする！こわい。 

・かわいいー。 

 

 

 

３ 新生児の沐浴体験をする。 

・すべすべして、やわらかい。 

 

 

 

４ 新生児のおむつ交換や湯冷ましを飲ませる体験

をする。 

・○○さん、おむつ換えるのうまいね。 

 

 

 

 

 

 

 

・新生児の安全を第一に考

え、母親にサポートしても

らいながら、手伝える範囲

で行うよう留意する。 

 

・活動の様子は、カメラやビ

デオで記録し、その他のク

ラスメイトに報告できる

ようにする。 

生まれたての赤ちゃんを、お風呂にいれよう！ 
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５ 体験の感想とお礼を母親に伝える。 ・授業後に、児童の感想とお

礼を母親に届ける。 

 

ま
と
め 

６ 本時の学習の感想を書く。  

 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 予想はしていたが、本物の新生児に触れる体験は、人形を使った疑似体験の何百倍も

児童を感動させた。 

(ｲ) 命の大切さを実感させる授業とは、真に児童の心に響くものではなければならないと

実感した。 

 
 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○生まれて間もない赤ちゃんをお風呂に入

れたり、オムツを換えたりしてみよう。

また、赤ちゃんのやわらかさにふれてみ

よう。 

 

感
性
を
育
む 

○新生児に触れることをとおして、どのよ

うなことを感じましたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自分が産まれたときのお母さんの気持ち

を想像してみよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(3) ３次第１・２時 

ア 本時（次）のねらい 

首の据わらない乳児を抱く体験をとおして、小さな命をいとおしく思う気持ちから親子

の情愛を感じさせる。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

実際に乳児とふれあう体験をとおして、小さな命をいとおしく思う気持ちを持たせる。 

(ｲ) 感性を育む 

首も据わらない生後３ヶ月の乳児を抱くことをとおして、小さな命へのいたわりとと

もに、命のぬくもりを感じさせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

無抵抗な乳児と接することにより、人間は周りの助けがなければ決して生きていけな

い存在だということを感じ取らせる。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 協力していただく母親との打合せ 

・乳児が学校に来て大丈夫なのか、交流時間はどれくらい可能なのか、どのような流れ

で授業を進めるのがよいか等 

(ｲ) 乳児に関する知識を深める 

・児童の質問に答えられるよう、教師側も育児書を読んで研修しておく。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

１ まず、前回沐浴体験を行った児童が抱っこし、２

ヶ月の成長を経て大きくなった乳児の感想をクラ

スメイトに伝える。 

・わぁ、めちゃめちゃ重くなってる！ 

・重い！重い！ 

・この前と全然ちがうよ！ 

・授業を和室で行い、乳児用

の布団などを敷いておき、

乳児に合わせた柔軟な対

応が取れるようにしてお

く。 

展 

開 

 

 

 

２ 生後３ヶ月の乳児を抱っこする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 母親に質問する。 

・今の体重はいくらですか？ 

・一日何回、うんこをしますか？ 

・身長はどれくらいありますか？ 

・ミルクはどれくらい飲みますか？ 

 

 

 

・乳児の負担にならないよ

う、「抱っこ体験」は２班

に分け、前半の児童が終わ

った後、質問時間にし、そ

の後、後半の児童が「抱っ

こ体験」をする。しかし、

乳児の様子をみて、随時休

憩を入れる。 

 

・乳児の体重等は、次回の活

動も留意し、表にまとめた

らよいことをアドバイス

する。 

生後３ヶ月の赤ちゃんを抱っこしてみよう！ 
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ま
と
め 

４ 授業の感想を発表する。 

・前に、いとこの赤ちゃんを抱っこして泣かれたの

で、抱っこするのはいやだった。でも、お母さん

が『私でも泣かれるよ。』と言っていたので安心

して抱くことができた。抱いてみたら泣かなかっ

た。 

 

・感じたことを自由に話し合

い、発表するよう促す。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 乳児の成長は、教師自身も驚くぐらい著しいものがある。しかし、その成長が自然発

生的に起こるのではなく、多くの助けを介していることは理解させたい。 

(ｲ) 児童の中には、抱っこ体験を嫌がる女児がいた。理由を聞くと納得する面もあり、無

理強いはさせまいと思ったが、母親が適切な言葉かけをしてくれ、その児童は抱っこを

することができた。彼女が母親になるための意味のある体験ができたと思う。 

 

 
 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○成長していく赤ちゃんをだっこしよう。

また、一ヶ月ごとに体重などを記録しよ

う。 

 

 

感
性
を
育
む 

○赤ちゃんにふれることで、命のぬくもり

を感じよう。また、赤ちゃんをいたわり

ながらだっこする理由を考えよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○赤ちゃんの成長を感じることで、自分に

も赤ちゃんだったときがあり、いろんな

人の助けを受けながら成長してきたこと

を想像してみよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(4) ４次第１・２時 

ア 本時のねらい 

誕生して 10 年目を記念し、「○○（児童の名前）の命新聞」を作ることをとおして、自

分が存在することへの感謝と喜びを感じる。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

「○○の命新聞」を作り、出生時の体重や、感動したこと、頑張っていること、得意

なこと、人生の中で一番うれしかったこと等、生きる喜びを実感させる。 

(ｲ) 感性を育む 

うれしかった思い出や、感動した思い出を語り合うことで、共感する心を育む。 

(ｳ) 想像力の育成 

・自分が成長するために、多くの人にお世話になってきたことを感じ取らせる。 

・自分だけでなく、友だちも周りから愛され生きていることを理解させる。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 家庭環境に配慮した上で、新聞にまとめる具体例を考える。 

・様々な家庭環境があるので、小学校中学年の段階では、楽しかった思い出を中心に進

めていくよう指導案を作成する。 

(ｲ) 各家庭に新聞作りの趣旨説明の学級だよりを配布する。 

・児童からの質問に回答することを依頼する（児童が生まれてきたときの気持ちや、病

気や怪我をしたときの気持ち、小学校に入学する時の気持ち等）。 

(ｳ) 現在配慮を要する子どもが存在する可能性もあるので、個別に話を聞く時間を設定す

るなど、事前の個別指導を充実させる。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 
１ 自分の中にある、過去の一番楽しい記憶をカード

に書き、それをもとに友だちとの楽しかった思い出

などを話し合う。 

 

・事前に、極端に悲しい過去

の経験がないかアンケー

ト等で調べておく。 

・児童の低学年の頃のビデオ

も、内容を厳選して見せ

る。 

展 

開 

２ 誕生 10 年目を記念して、新聞の下書きを書く。 

 

 

 

 

３ 書きたい内容や工夫したい内容を発表する。 

・ぼくの大好物はたこやき！保育所のときは毎回、

弁当に入ってた！ 

・小さいときはケーキ屋さんになりたかったけど、

今は保育士になりたい。 

・わたしが産まれた時、すごく小さかったけど、み

んなが必死で看病をしてくれたと聞いてうれし

かった。 

・『心のノート』を利用し、

事前に家族へのインタビ

ューを済ませておく。 

 

 

・家庭環境を配慮し、皆が楽

しみながら作業ができる

発問を心がける。 

 

誕生 10 年目を記念し、自分の命新聞を作ろう！ 
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展 
 
 
 

開 

 ＜発問例＞ 

・「小さい頃の夢と、今の夢

は？」 

・「人生の中で最高のごちそ

うは？」 

・子どもの家庭環境に配慮

し、家族団欒の楽しい思い

出を話したい児童につい

ては、個別に机間巡視で聞

く。 

 

ま
と
め 

４ 下書きが完成した児童から、新聞の仕上げをす

る。 

 

・途中の児童は家で完成させ

るように伝える。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 様々な家庭環境があるので、この活動については心配されたが、年間を通して自他共

に命の存在を認め合う授業を展開してきたので、皆が楽しみながら活動できたように思

う。 

(ｲ) 子ども達は、夢をもっていながらも、現実的に生きてきた親の話を聞き、親に対し親

近感をもつとともに、生きるということを少し感じ取ったようだ。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○生まれて10年目への感謝の気持ちを大切

にし、「２分の１成人式」を成功させよう。

 

感
性
を
育
む 

○家族からの手紙を読み、自分がどれだけ

大切に育てられてきたかを感じ取ろう。

 

想
像
力
の
育
成 

○二十歳の自分への手紙を書くことで、こ

れからの10年間の夢を書きつづってみよ

う。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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10 実践を終えて 

(1) 先生の振り返り 

本学級の児童は、年度当初の生活アンケートで「友だちに傷つけられたことがある。」と、

半数以上が答えた。また、自傷行為にはしる児童もいるなど、決して落ち着いた状態ではな

かった。そこで、学級の中に「受容的」・「許容的」・「共感的」な風を入れたいと思い、妊婦

とのふれあいから始まり、出産、乳児の成長、自分史の振り返りという活動を取り入れた。

これらの活動の目的は、「ものめずらしい実践」というわけではなく、最終目標は、『「命の大

切さ」を心の底から実感できる児童の育成』であった。なぜなら、「命の大切さ」を実感した

のであれば、自他共にありのままの存在を素直に受け止め、大切にできる心が育つであろう

と考えたからである。 

本実践が、その目標を十分に果たしたかどうかは分からないが、次の作文がある程度の成

果を物語ってくれているのではないかと感じている。 

 

 
 
 

 

 

 

「命の重み」 

ぼくたちは、四年生になってから、ずっと命について勉強してきました。このごろは、命という大事なものをむだにす

る人間がいます。ぼくは、そういう人はきらいです。自ら命をむだにするのは、生きたくても生きられない人に失礼だと

思います。 

この間、親せきのおじちゃんがなくなりました。「はいガン」という病気でした。年は、四十二才でした。若いし、子

どもも二人いるし、まだまだ生きたかっただろうなと思います。お父さんがお見まいに行くと、おじちゃんは、体にいっ

ぱいの機械をつけてとても苦しそうにしていたそうです。苦しくて、しんどくて、しゃべれないおじちゃんは、（機械を

止めてくれ）と手でペケをしたそうです。お父さんは、 

「かわいそうで、見ていられなかった。」 

と、言っていました。 

おじちゃんは、命がなくなることがくやしかったと思います。でも、おじちゃんが病気になったのは、おじちゃんも、

タバコがすきだったからかな？ 

ぼくのお父さんもタバコをすっています。ぼくが、 

「タバコをすったらだめだ。」 

と言ってもやめません。タバコのために、命をむだにしてほしくないです。 

おじちゃんは、病室で飛行機のプラモデルを作りたかったそうです。でも、作れないまま、なくなってしまいました。

今度、ぼくが代わりに作って、おじちゃんのぶつだんにおそなえしようと思います。天国で、おじちゃんが、ぼくの作っ

た飛行機を見て、喜んでくれたらうれしいです。 

このごろ、いじめられて自殺する人がよくいます。いじめられてかなしいのかもしれないけど、命をもっと大事にして

ほしいです。 

子どもを殺す親もいます。子どもを何のために生んだのか、ぼくには理かいできません。 

「子どもを殺すなんて信じられない。」 

と、お母さんがよく言います。ぼくも、そう思います。 

時どき、お母さんがぼくに、 

「元気で生まれてきてくれて、ありがとう。」 

と、言ってくれます。その時は、とってもうれしいです。 

これからも、かなしいこと、うれいしいこと、楽しいこと、いっぱい経験したいです。そして、いろんなことにちょう

戦して、自分の力をのばしていきたいです。でも、もっとがんばりたいことがあります。 

それは、ぼくはぜったいに、この命をむだにはしません。  
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(2) 今後の課題 

ア 授業実践上の課題 

人形やビデオなどの疑似体験に比べ、本物の妊婦や新生児に触れる体験は、児童にとっ

ては比較にならないくらい大きな成長を与えてくれる。しかし、協力してくれる側にとっ

ては負担になる面も多く、今回のような協力者を探し出すことは容易ではない。 

 

イ  家庭・地域との連携についての課題 

地域性を考えると、過疎化、少子化の影響で、協力してくれる妊婦の数が不足している。

しかも、相次ぐ産婦人科の休業で、出産を地域から離れた所で行う人も増えてきている。

数十年前なら、兄弟等も多く自然と育児の雰囲気を感じ取れていたと思うが、本校区には

乳幼児に全くふれることなしに成長する児童・生徒も多い。そのような中で、「命」がどの

ように育っていくのか実感するための体験を、地域が一体となって行っていかなければな

らないと感じる。そこで、教育や行政などが一体となった体制作りが課題である。 

 

ウ  学校の組織運営上の課題 

デリケートな乳幼児に触れるため、グループ学習等で少人数の活動になることが多い。

また、活動場所が違う場合もあり、複数の教師が必要になる。そこで、年度当初からの計

画、時間割等の調整等が重要となる。本校では、総合的な学習の時間を利用し複数の教師

で活動を進めてきたが、活動時間の延長があった場合など、時間割の調整が難しいことも

多々あった。 

 
11 参考・引用文献 

・及川和夫・長野ヒデ子『いのちは見えるよ』岩崎書店 2002 
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小学校事例６ 

かけがえのない命・つながる命 

淡路市立野島小学校高学年

 

１ テーマ 

かけがえのない命・つながる命 

 

２ 実践のねらい 

身近な人との関わりをとおして、老いや病にふれる体験や、死の悲しみにふれる体験などか

ら、命の有限性や死の普遍性・絶対性に気づき、自他の命のかけがえのなさに思いをはせる。

さらに、死の悲しみや苦しみに向き合う人々の思いに接し、人とのつながりを感じ、強く生き

ようとする心について考える。 

 

３ テーマ設定の理由 

(1) 本校の概要と児童生徒の実態 

本校区は、淡路の北部に位置し自然豊かな農村地帯にある。明石海峡大橋の開通により阪

神間へのアクセスは便利になったが、過疎化には歯止めがかからず、現在本校の全児童数は

35 名までに減少している。社会が大きく変化する中で、子どもたちの暮らしぶりも変わり、

豊かな自然に囲まれながらも自然体験は非常に少なくなり、都会の子どもたちとそれほど大

きな差はない。子どもの遊びの形態も変化し、テレビ、ゲーム、パソコン等が中心となり、

「命」を軽視した様々な情報刺激があふれている。また、農村地帯であるため３世代同居家

庭が多く、祖父母を含めた地域の老人と接する機会は比較的多くあるが、高齢者はかつての

ように人生の終末を自宅では迎えることは少なくなり、子どもたちが、人の死を間近で看取

るような経験も減っている。 

近年、本校においても、人を思いやれない、また、「命」を軽視するような言動が目立つよ

うになってきており、危機感を抱いていた。そのため昨年度より、子どもたちに生きること

の素晴らしさや「命」の尊さを心の底から感じさせ、仲間を大切にし、人を大切にしようと

する心を培うため、上記のテーマを設定し実践に取り組み始めた。 

 

(2) 指導のポイント 

【感動の体験】 

・死というものを見つめ、死について考えることの大切さを実感させる。 

・自分の命は両親の願いの結晶であり、毎日を精一杯生きることが大切であることを実感さ

せる。 

【感性を育む】 

・遺された者の悲しみを通して、自分の命は一人だけの者ではなく、多くの人たちとつなが

っていることを実感させる。 

【想像力の育成】 

・すべての生き物には寿命があり、自分の命も例外でないことを理解させる。 

 

４ 事前 

(1) 先生の準備 

・授業の中だけでなくすべての教育活動の中で、命を大切にしていこうとする視点や姿勢を

持つ。 

・教員自身の死に対する思いをまとめる。 

・家庭や地域に対して学習についての理解と協力を依頼するとともに、施設等の関係者と綿

密な打合せをする。 

・現在悲嘆にある子どもが存在する可能性もあるので、個別に話を聞く時間を設定するなど、

事前事後の個別指導を充実させる。 
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(2) 教育課程上の位置づけ 

・国語 

・理科（植物・生き物等の分野） 

・体育（保健分野） 

・家庭 

・道徳 

・総合的な学習の時間 

 

(3) 子どもたちの準備 

・自尊感情を高める体験をする。 

・デジタルカメラの使用技術を習得する。 

 

(4) 家庭・地域との連携 

・地域の人々に対し、アンケート調査や聞き取り学習を実施することについての理解を求め

る。 

・特別養護老人ホームで継続的に体験学習ができるように事前に依頼する。 

・祖父母、その知人、家族に対し学習のねらいを理解していただくために通信を発行する。 

 

５ 本校の実践の特色 

本校では、様々な学習の素材を地域に求め、地域とのつながりを大切にした取組を進めてい

る。今回の学習も地域に出かけ、地域の人たちの「死」に対しての思いや考えを聞き取り、そ

れを手がかりにした実践を行った。特に、特別養護老人ホームとの交流においては、老いの豊

かさを感じ、病いに立ち向かう人々の素晴らしさを感じられるよう協力を依頼した。また、北

朝鮮拉致被害者の会の有本さんを招いての講演会には、地域の人たちにも参加を呼びかけ、子

どもたちの学習の取組に関心を寄せ、共に考える機会とした。 
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６ 目標分析表 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り 

事
前 

○自尊感情を高める体験をする。 ○自他の命の存在に気づく。 ○命に関わる身の回りの出

来事を思い起こしておく。

○自分と共に他者の命も大切

であることについて考える。

 

１
次
（
５
時
間
） 

○「命」をテーマに写真を撮り、

話し合う。 

○家族や大切な人、またはペット

を亡くした体験を出し合う。 

○突然に大切な人の命を奪われた

人の話を聞き、その悲しみと痛

みに共感する。 

○命には限りがあるが、また、

次の世代へとつながってい

ることに気づく。 

○我が子を亡くした親の手記

を読むことをとおして、子を

思う親の思いの深さに気づ

く。 

○家族など身近な人にとっ

ても、自分自身がかけがえ

のない存在であることに

気づくことをとおして、人

とのつながりを感じる。 

○かけがえのない人を失った

悲しみに共感する。 

○死というものを見つめ、死に

ついて考えることの大切さ

を実感する。 

○一つの命には限りがある

が、その命はつながってい

ることを理解させること

ができたか。 

２
次
（
10
時
間
） 

○自分と祖父母の伝記を作る。 

○ゲストティーチャーの生きてき

た道筋を聞く。 

○できあがった伝記を発表し合

う。 

○祖父母の人生は豊かなもの

であり、様々な体験を重ね今

があることに気づく。 

○人は様々な人々に、いろんな

形で支えられ生きているこ

とに気づく。 

○祖父母の人生を思いやる

ことで、祖父母への尊敬や

慈しみの念をもつ。 

○高齢者の豊かな知恵や経

験に気づく。 

○祖父母の人生を知ることか

ら、これからの自分の人生へ

思いをはせ、生きることの尊

さを感じる。 

○人の人生は豊かで多様で

あり、素晴らしいものであ

ることを理解させること

ができたか。 

○人も必ず老い、死んでいく

が、その命は大切にされな

ければならないことを理

解させることができたか。 

３
次
（
３
時
間
） 

○老人福祉施設を訪問する。 

○「老い」について考え命の尊厳

に思いをめぐらせる。 

○高齢者とのふれあいを通じ

て、自分が他人を元気付ける

ことができることを体験す

る。 

○高齢者の人生の豊かさ等に

気づき、尊敬の念を持つ。 

○人はどんなに老いようと

も、人としてその命を大切

にされなければならない

ことを理解する。 

○人も必ず老い、死を迎えるこ

とを理解する 

○高齢者とのふれあい体験を

とおして老いることを理解

する。 

○人はどんなに老いようと

も、人としてその命を大切

にされなければならない

ことを理解させることが

できたか。 

４
次
（
５
時
間
） 

○家族からの手紙を読み、自分の

命は自分だけのものではないこ

とを実感する。 

○未来の自分に宛てて手紙を書

く。 

 

○自分の命は多くの人に支え

られ、愛され育まれてきたも

のであることに気づく。 

○今の自分は祖父母、両親から

つながり、そして、また新し

い命につながっていくこと

に気づく。 

○自分を大切にすることは

両親や家族、周りの人の願

いであることを実感する。

○自分だけでなく、だれにも

未来や夢があり、そして、

それは大切にされなけれ

ばならないものであるこ

とに気づく。 

○自分だけでなく、友だちの命

も多くの愛情に支えられ育

まれてきたものであること

に気づく。 

○自分の未来は、自分一人で築

けるものでなく、多くの人た

ちに支えられ築いていくも

のであることを理解する。 

○自分の命は、自分だけのも

のでなく、両親や家族にと

ってかけがえのないもの

であることを感じ取らせ

ることができたか。 

事
後 

○振り返りカードにより、学習の

成果を確認する。 
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７ 目標構造図 

前提目標 基礎目標 中核目標 

   

（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（１次）」は学習活動が「１次」であることを示す。 

命に関わる身の回

りの出来事を思い

起こしておく。 

自分と共に他者の

命も大切であるこ

とについて考える。 

①感動（１次）命には限

りがあるが、また次の世

代へとつながっているこ

とに気づく。 
 

③想像（１次）かけ

がえのない大切な

人を失った悲しみ

に共感する。 

⑤感動（２次）人

は様々な人々に、

いろんな形で支え

られ生きているこ

とに気づく。 

④感動（２次）祖父母

の人生は豊かなもの

であり、様々な体験を

重ね今があることに

気づく。 

⑥感性（３次）人

はどんなに老いよ

うとも、人として

その命は大切にさ

れなければならな

いことに気づく。 

②感性（１次）家族など身
近な人にとっても、自分自
身がかけがえのない存在で
あることに気づくことをと
おして、人とのつながりを
感じる。 

⑦感性（４次）自

分だけでなく、だ

れにも未来や夢が

あり、それは大切

にされなければな

らないものである

ことに気づく。 

死というも

の を 見 つ

め、死につ

いて考える

ことの大切

さを実感す

る。 

今の自分は
祖父母、両親
からつなが
り、そして、
また新しい
命につなが
っているこ
とに気づく。

自分の未来

は、自分一

人で築ける

も の で な

く、多くの

人たちに支

えられ築い

ていくもの

であること

を 理 解 す

る。 
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８ 事前の教員研修と指導の概要 

(1) 事前の教員研修 

研修内容 

ａ 

○自尊感情を高める体験をする。        ＜提言 P64：教員研修テーマ①＞ 

・『わたしはわたしが好きです。なぜなら・・・』 

・『ここがあなたのいいところ』 

ｂ 
○自己再発見の体験をする。          ＜提言 P68：教員研修テーマ②＞ 

・「私の人生の振り返り」 

ｃ 

○医療施設や老人福祉施設等で行われている介護やケアについて知る。 

・老・病・死と向き合う人々の様々な考えや生き方にふれ、命の尊厳について考え、

意見交換をする。 

 

(2) 指導の概要（全 23 時間） 

内容 

事
前 

○自尊感情を高める体験をする。                   （１時間）

 

１
次
（
５
時
間
） 

○「死」を見つめる。 

１ 季節の変化による生き物の様子の変わり方を思い出し、話し合う。   (１時間)

２ 校庭に出て子どもたちにデジタルカメラで「命」をテーマに写真を撮らせ、発表

する。（昆虫等の死がい等を意識させる）               （１時間）

３ 家族や大切な人、ペット等を亡くした体験について話し合う。    （１時間）

４ 「北朝鮮拉致被害者の会 有本嘉代子さん」の話を聞き、大切な人を突然奪われ

た家族の痛みと悲しみに共感する。               （２時間） 

２
次
（
10
時
間
） 

○自分と祖父母の伝記を作る。 

１ 家族から聞き取ったことをもとにして自分の伝記をつくり、今までの自分の人生

を振り返る。                           （２時間）

２ 自分の祖父母の今までの人生の道筋を聞き取り、まとめる。     （２時間）

３ ゲストティーチャーで来てくれた祖父の今まで生きてきた道筋を聞く。 

                                  （１時間）

４ 聞き取った自分の祖父母の伝記を作る。              （３時間）

５ できあがった伝記を発表し合い、人生の豊かさと多様さを感じ、誰の人生もかけ

がえのない大切なものであることを実感する。           （２時間）

 

３
次
（
３
時
間
） 

○老人福祉施設を訪問する。 

１ 老人介護の手伝いの体験をする。                 （２時間）

２ 施設で働く職員から、高齢者の生き方から学んだことや介護についての体験談を

聞き、「老い」について考え、命の尊厳に思いをめぐらす。       （１時間）

 

４
次
（
５
時
間
） 

○成長への支援に感謝し、未来に思いをはせる。 

１ 伝記づくりをとおして感じた家族や身近な人への思いを話し合う。  （１時間）

２ 家族からの手紙を読むことにより、自分の命は自分だけのものではないことを実

感する。                             （１時間）

○未来の自分に宛てて手紙を書く。（タイムカプセルづくり） 

１ 大人になった自分の未来を想像することで、これからも自分の人生を大切に生き

ていこうとする思いを持つ。                    （２時間）

○今までの学習を踏まえ、「命」への思いをまとめる。          （１時間）

事
後 

○自分の心の動きを振り返り、振り返りカードに記入する。 

 

教員研修 a 

教員研修 ｂ 

教員研修 ｃ 
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９ 指導実践 

(1) １次第３時 

ア 本時のねらい 

大切な人（ペット）を亡くした体験を出し合い、命のかけがえのなさを実感する。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

我が子を亡くした親の手記を読むことをとおして、子を思う親の思いの深さに気づか

せる。 

(ｲ) 感性を育む 

家族など身近な人にとっても、自分自身がかけがえのない存在であることに気づかせ

ることによって、人とのつながりを感じさせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

他者の喪失体験にふれることをとおして、他者の悲しみを推し量らせる。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 現在悲嘆にある子どもが存在する可能性もあるので、個別に話を聞く時間を設定した

り、子ども一人ひとりを把握することを心がける。 

(ｲ) 大切な我が子を亡くした親の悲しみの深さが伝わるものとして、長崎小６女児殺人事

件の被害者遺族である父親の手記（毎日新聞 2004 年６月８日掲載）を用意する。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

１ 今の自分にとって大切な人やペット等を思いう

かべ、みんなに紹介する。 

・「わたしはお母さんが大好きで、一番大切な人で

す。」 

・事前に、大切な人に関わる

写真や思い出の物を持っ

てくるように伝え、自分の

思いがよく伝わるように

させる。 

・あなたにとって一番大切な

人を紹介して下さい。 

展 

開 

２ 教師の大切な人を失った体験を聞き、その思いに

共感する。 

・先生にもそんな悲しいことがあったんだ。 

・もし、今、先生のお父さんが生きていたら先生は

何をしてあげますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 大切な人やペット等を亡くした自分の体験につ

いて話し合う。 

・教師自身の喪失の悲しみを

語り聞かせることにより、

自分の中にある体験を具

体的に思い浮かばせる。 

・「先生は交通事故により、

突然にお父さんを亡くし

ました。お父さんは、大学

卒業直前の弟に最後の仕

送りをした後に事故にあ

いました。その後、しばら

く電話のベルが怖かった

のです・・・。」 
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展 

開 

・わたしは去年の夏前に、ひいおばあちゃんを亡く

しました。おばあちゃんの使っていた物を見る

と、まだ涙が出てきます。 

・家族みんなでかわいがっていた犬が亡くなりまし

た。その時は本当に悲しかったけど、今は新しい

犬を飼っています。でも、亡くしたら代わりはい

ません。 

 

 

４ 長崎小６女子殺害事件被害者の父親の手記を読

み、感じたことを出し合う。 

 

 

 

 

 

・親が子どもを亡くすと、こんなに悲しいんだ。ぼ

くのお母さんやお父さんも同じなんだろうと思

う。 

・このお父さんは、奥さんを亡くして、また子ども

を亡くしたんだ。心はぐちゃぐちゃになってしま

うだろう。 

・悲しみが強くよみがえった

子には個別に話を聴くな

どの対応をする。また、喪

失体験のない者には、今の

自分にとって大切な人を

亡くした時の思いを想像

させ、発表者それぞれの思

いに共感させる。 

 

・大切な人が命を失うこと

は、これほどにまで人に深

い悲しみを与えるという

ことを実感させ、自他共の

命の尊さをつかませる。 

 

 

・「先生も子どもが二人いま

す。もし、突然にこの子た

ちのどちらかでも、こんな

形で亡くしたとしたら、こ

の女の子のお父さんと同

じでしょうね。これから生

きていく力もなくすでし

ょう。これは、みんなのお

父さん、お母さん、世界中

のお父さん、お母さんも同

じ思いです。」 

ま
と
め 

５ 本時の学習の感想を書く。 ・今日の学習で強く印象に残

ったことを書くように伝

える。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 導入の「大切な人を思い紹介する」という場面では、もっと具体的になるよう文章化

させたい。 

(ｲ) 被害者の父親の手記は、子どもの心にしみ込んだ。 

(ｳ) 学級での小動物の飼育に取り組む子どもたちの態度に、きめ細かさが感じられるよう

になった。又、保護者には、我が子の大切さをできるだけ言葉で表現してくれるよう依

頼した。そのせいか、子どもたちから家族の話題が以前より多く出るようになったよう

に感じた。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○自分を大切にすること、相手を大切にす

ることについて考えよう。 

 

親が、我が子を亡くした悲しみとはどんなものかを感じとってください。 
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感
性
を
育
む 

○あなたの大切な人が、今までにあなたに

どんなことをしてくれたか考えよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○大切な人を亡くすと、人はどんな思いを

もつのか考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(2) ２次第３時 

ア 本時のねらい 

自分や友だちの祖父母の人生の多様さを知り、伝記を作ろうとする意欲をもつ。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

どの人の人生も豊かなものであり、様々な体験を積み重ね今を迎えていることに気づ

かせる。 

(ｲ) 感性を育む 

自分の祖父母の人生に思いをやることで、祖父母への尊敬や慈しみの念をもたせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

祖父母の生い立ちを知ることをとおして、これからの自分の人生に思いをはせ、生き

ることの尊さを感じさせる 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) ゲストティーチャーには、子ども時代の生活や仕事への思い、子どもや孫の誕生時の

喜び、大切な人との別れ等の悲しみについて詳しく語ってもらう。 

(ｲ) 伝記作りは個人の情報が公開されることであり、必ず対象者の理解と同意を得た上で

実施し、十分に配慮した取組が必要であることを認識する。 

 

オ 展開 

学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 今までに読んだ偉人の伝記について出し合う。 

・野口英世は貧しさや障害に負けないで、自分の夢

を実現したんだ。けれど、人間としては欠点もず

いぶん多い人だったんだ。 

・人生は多様であり、誰もが

その中で喜びや苦しみ、悲

しみを経験しながら生き

抜き、素晴らしい生を生き

ていることを理解させる。

 

展 

開 

２ 各自の祖父母のこれまでの生い立ちを発表し合

う。 

・ぼくのおじいさんはお店を開くまで、たくさんの

店で修行しました。 

・ぼくのおじいさんは、子どもの頃に両親を亡くし

たので、中学校から一人で生きてきました。 

 

 

 

 

 

 

３ ゲストティーチャー（児童の祖父・左官職人）の、

今までの人生について話を聞く。 

「子どもの頃から親方の家に住み込みで働いた。修

行は厳しかったが、おかげで結婚もでき子どもが

できて、今は孫に囲まれ幸せだ。」 

・身近な人の生い立ちを数多

く知ることにより、人生は

多様であるということを

あらためて実感させる。 

・祖父母のプライバシーには

配慮し、内容については十

分に理解を得てから発表

させる。 

 

 

 

 

・友だちの祖父の生まれた時

から現在までの生い立ち

を聞く中で、人生には多く

の喜び、苦しみ、悲しみが

あり、それを経て今がある

ことを理解させる。 

 

世の中には同じ人生なんて一つだって存在しない。おじいさん、おばあさんの

人生だってその人だけの、たった一つのものです。それを深く感じよう。 
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展 

開 

４ ゲストティーチャーへ質問をする。 ・質問をとおし、一人の祖父

母の人生をより深く知り、

その長さと豊かさを感じ

させる。 

 

ま
と
め 

５ 本時の学習の感想を書く。 ・次時からの祖父母の伝記づ

くりに向けて、情報の収集

法や取材方法ついて考え

ておくよう伝える。 

 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) ゲストティーチャーの話の中の、「人が“生”を実感するためには仕事が大切である。」

との話は子どもたちの心に素直に入ったようである。 

(ｲ) 人生の多様さを感じ取ることが、命の大切さを実感することにつながるよう具体的手

だてをしっかり計画する必要がある。 

(ｳ) この取組後、子どもたちの生活態度が大きく変わったとは言えないが、ただ、祖父母

の伝記づくりをとおして、子どもたちが祖父母をより身近に感じ、その関係が今まで以

上に密になったと保護者からお聞きした。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○どの人の人生も豊かなものであり、様々

な体験を重ねることにより、今があるこ

とを理解できたか。 

 

感
性
を
育
む 

○祖父母の人生を知り、今感じていること

を手紙に書こう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○祖父母の人生を知り、これから自分はど

のように生きていこうと思うか考える。

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(3) ４次第２時 

ア 本時のねらい 

親からの愛情の溢れる手紙を読むことにより、自分の命は家族や多くの人に支えられ生

かされたものであり、大切にしなければならないことを感じ取る。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

自分の命は多くの人の支えによって誕生し、周りの人の愛情に包まれて育てられたも

のであることに気づかせる。 

(ｲ) 感性を育む 

自分を大切にすることは、両親や家族、周りの人の願いであることを実感させる。 

(ｳ) 想像力の育成 

自分と同じように、周りの友だちの命も多くの人の支えと愛情によって育てられたも

のであることに気づかせる。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 保護者に子どもたちが誕生した時の喜びや成長を実感したエピソードなど親の思いを

手紙に綴ってもらう。 

(ｲ) ゲストティーチャーには、阪神淡路大震災時に避難所で体験したこと、そして娘の名

前の由来を語ってもらうようお願いする。 

(ｳ) ２次でまとめた自分の伝記と、幼少時の家族とのふれ合いの写真を準備させる。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

１ 最近の自分とお父さん・お母さんとの関係につい

て話し合う。 

・勉強のことにうるさい。 

・勝手にぼくのかばんや机の中を見る。 

・わたしの着る服に文句を言う。 

・思春期の入り口にさしかか

った子ども達の、日常での

それぞれの親への思いや

不満等を出させる。 

展 

開 

２ グループごとに、自分の伝記と自分の小さい頃の

写真を見せ合い、思ったことを話し合う。 

・一緒に写っているお父さんもお母さんもうれしそ

うだ。 

・同じような写真ばかり何枚も撮っている。家族は

わたしのことがかわいかったのだと思う。 

 

３ Ａ児への母親からの手紙を聞く。 

 

４ Ａ児の母親に当時の状況を聞く。 

 

 

・自分が写った写真を見なが

ら、自分が育ってきた今ま

での人生を振り返らせる

とともに、それを写した両

親や家族の自分への思い

を想像させる。 

 

・Ａ児を妊娠中に阪神・淡路

大震災により自宅が倒壊

し、避難所での厳しい生活

を余儀なくされたＡ児の

母親は、避難所の中で多く

の人に助けられ、Ａ児を無

事出産することができた。

そして、その感謝の思いを

込め、Ａ児に「愛」という

名前を付けた。そのことを

手紙に綴ってもらい、読み

聞かせる。 
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展 

開 

５ Ａ児の母親への質問や感想を出し合う。 
・Ａちゃんは、みんなのおかげで生まれてこられた

んだ。 
・Ａちゃんが生まれたことは、みんなの喜びだった

んだ。 
・Ａちゃんのことは、今でもみんなが見ているのと

ちがうかな。 

 

ま
と
め 

６ 子どもたち一人ひとりの、両親からの手紙を読

み、感想を出し合う。 

・ぼくのところの親も、Ａちゃんと同じようにぼく

の生まれたことを喜んでくれたんだ。 

・お母さんがわたしを産むまでこんなに気を遣っ

て、大変なことをしたとは知りませんでした。 

 

７ 両親の手紙に返事を書く。 

・自分たちの誕生も、Ａ児と

同じように喜びで迎えら

れ、両親にとってはかけが

えのない存在であること

を感じ取らせる。 

 

 

・日頃の両親への不満が、本

時の学習によってどのよ

うに変化したかを見つめ

させながら、返事を書かせ

る。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 
(ｱ) 子ども達は、すでに、幼少時の写真を見てそれを写した人の思いを考えさせる段階で、
両親の自分への愛情を感じ取ったようであった。 

(ｲ) 本気で話した言葉の力は人の心にしみ込むものであることを感じた。 
 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○自分の命は多くの人の支えによって誕生

し、周りの人の愛情に育まれて生かされ

てきたものであることに気がつきました

か。 

 

感
性
を
育
む 

○自分を大切にすることは、家族や周りの

人の願いである事に気がつきましたか。

 

想
像
力
の
育
成 

○自分と同じように、友達の命も多くの人

の支えと愛情によって育まれてきたもの

であり、大切にされなければならないも

のであることに気がつきましたか。 

 

全体を振り返っての感想： 

先生から： 

家庭から： 

みんなのお父さんはやお母さんは、君たちの誕生をどんな思いで迎え、どんな
気持ちで今まで君たちを育ててきたのだろう。 
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(4) ４次第３時 

ア 本時のねらい 

(ｱ) 自分の将来の姿を想像し、その自分に手紙を書くことにより、自分の人生を肯定的に

とらえ、困難にくじけず強く生きようとする態度を培う。 

(ｲ) 自分と同じように周りの人たちにも未来や夢があり、それは大切にされなければなら

ないものであることに気づく。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

様々な出会いや選択、喜びや苦労などを経て、祖父母から両親へそして自分へとつな

がることによって現在があり、そして、それがまた未来へとつながっていくことに気づ

かせる。 

(ｲ) 感性を育む 

誰にも現在からつながる未来や夢があり、それは大切にされなければならないもので

あることに気づかせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

自分の将来は自分一人だけのものではなく、多くの人たちに支えられながら築いてい

くものであることを理解させる。 

 

ウ 準備物 タイムカプセルにするための容器 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 子ども達には、事前に自分の将来の姿や夢を描き、文章化できる準備をさせておくと

ともに、両親の子どもの時の将来の夢を聞き取りさせておく。 

(ｲ) 教師自身も子どもの時にもっていた将来の夢を語れるように準備しておく。 

(ｳ) タイムカプセルの容器、並びに埋設場所を用意しておく。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 
１ 祖父母の伝記から、一生における今の自分の年齢

の位置を確かめ、人生の長さを再確認する。 

・まだこんな所か、先は長いなあ。 

・おじいさんたちは随分早くから働きはじめている

な。 

 

・祖父母の人生の長さを感じ

取らせるとともに、人生に

は様々な節目と出来事が

あることに気づかせる。 

展 

開 

２ 聞き取ってきた両親の子どもの時の夢を発表す

る。 

・お父さんは漁師になりたかったけれど、家が漁師

でなかったため、かなわなかった。 

・お父さんは町でサラリーマンをしたかったけれ

ど、長男だから後をつがなければならず、農業を

している。 

 

３ 自分の将来の夢を出し合う。 

 

４ 夢を実現するために必要なことは何かを考える。

 

 

・夢と現実の差はありつつ

も、両親が一生懸命に働き

今の暮らしを支える姿に

思いを寄せることができ

るようにする。 

みんながもっている夢を実現するためにはどんなことが必要だと思いますか。 
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展 

開 

・自分で努力する。 

・資格を得るために親に大学に行かせてもらう。 

・仕事を教えてくれる人がいる。 

 

 

 

５ 20 年後の自分の姿を想像し、32 歳の自分に手紙

を書く。 

・夢をかなえるためには、自

分自身の努力とともに、多

くの人たちの支えや協力

が必要であることに気づ

かせる。 

 

・現在６年生の子ども達は 20

年後には 32 歳になってお

り、多くの者は職業人とし

て、または、家庭人として

責任ある立場で頑張って

いるはずなので、そんな将

来の自分を肯定的に想像

させ、手紙を書かせる。 

 

 

 

 

ま
と
め 

６ 書いた手紙を発表し、感想を話し合う。 

・ぼくはプロ野球の選手になろうとするがだめで、

きっとサラリーマンをしている。 

・ぼくは英語を勉強して、外国で仕事をし、外国の

人と結婚しているはず。 

 

７ タイムカプセルに手紙と一緒に入れる物品、20 年

後の再会時の約束等を確認する。 

・自分だけでなく友だちにも

未来や夢があり、だれの思

いも大切にされなければ

ならないことに気づかせ

る。 

 

・事前に指示したタイムカプ

セルに入れる物品、また、

埋設時の注意等について

確認をさせる。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 子ども達は、将来の自分を現実的にとらえていた。 

(ｲ) 子ども達は、夢をもっていながらも、現実的に生きてきた親の話を聞き、親に対し親

近感を持つとともに、生きるということを少し感じ取ったようだ。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○様々な出会いや選択、困難や苦労を経て、

祖父母から両親へ、そして自分へと繋が

ることによって現在があり、そして、未

来へとつながっていくことを感じられま

したか。 

 

 

感
性
を
育
む 

○だれにでも未来や夢があり、それは大切

にされなければならないものであること

について考えよう。 

 

20 年後の君たちは、そこに行き着くまでにはいろいろと大変なこともあったは

ずです。でも、くじけずにそこまで行き着いた未来の自分に、励ましと褒め言

葉でいっぱいの手紙を書こう。 
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想
像
力
の
育
成 

○自分の将来は自分一人だけのものではな

く、多くの人たちの協力と支えが必要で

あることについて考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 

 

 

10 実践を終えて 

(1) 先生の振り返り 

Ａ児の母親の手紙は、震災時の記憶がほとんどない子どもたちの心にしみ込んでいった。

これは、手紙が力のある良いものであったことと、本校が震源地の学校であり、震災体験を

風化させないよう取り組んだ学習が下地になっていると感じた。 

また、子ども達は普段、自分が両親や家族の愛情に包まれていることを強く自覚するよう

な機会は少ない。そのため、今回のように直接的な言葉で両親から愛情を表現されることは、

どの子も気恥ずかしい中にも喜びがあふれていた。この思いは自己肯定感につながり、これ

からの自分の将来を肯定的に考え、見つめる土壌となるはずである。 

現地点において子どもたちは全員、将来の自分に肯定的であり、手紙の中でも頑張った自

分を認め、褒めることができており安心した。ただ、この思いが、成長するに従い自分の能

力に不安を感じ、現実が大きいものであると感じてくる中でどう変化していくかが気になっ

た。 

実践をとおしての実感として、大人は常に子どもたちに長い人生には苦しいこともあるけ

れど、うれしいこともたくさんあり、生きることは素晴らしいことであるということを語る

ことが大切だと考える。 

 

(2) 今後の課題 

子どもたちを他者の喜び、悲しみや苦しみに心からを共感できるようにするためには、家

族や友人、地域の人々などとのふれ合い、また自然体験などの直接体験、読書や音楽を介し

ての感動体験などを重ねさせ、感性を培っていく必要がある。感性が育まれていないのに命

の大切さを理解させることは難しい。学校がどのようにそうした場や機会を設定していくか

が課題となる。 

本実践の中では、「死」をみつめて「命の尊さ」を考えるという重いテーマを扱ったため、

小学生には少々難しかったようである。このことは、計画段階から職員や保護者にも指摘さ

れてはいたのだが、老人福祉施設での体験、大切な人を突然に奪われた人の悲しみ等を直に

感じることにより、子どもたちの心の中に迫れるとの思いがあり進めた。子どもたちは命の

大切さについて、それぞれに感じ取ってくれたように思うが、実践のねらいを達成するため

には、老人福祉施設の職員や講師ともできるだけ打合せを行ってこちらの意向を伝えるなど、

より綿密な準備が必要であろう。 

また、アンケートや聞き取りをとおして、「死」は、子どもだけではなく保護者や地域の人

たちにとっても現実感のないものであることを実感したが、子どもだけでなく、保護者や地

域の人々の実態も充分踏まえることも重要な課題である。 

 

11 参考・引用文献 

・兵庫県教育委員会『「命の大切さ」を実感させる教育への提言』 2006 
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中学校事例１ 

心を伝え合う豊かなコミュニケーション 

三田市立ゆりのき台中学校第２学年

 
１ テーマ 

心を伝え合う豊かなコミュニケーション 

 

２ 実践のねらい 

・自分の気持ちや考えを適切に伝える力を育み、他者と関わり合う力を身につける。 

・他者を認め、互いに尊重し合い、望ましい人間関係を築く力を身につける。 

 

３ テーマ設定の理由 

(1) 本校の概要と児童生徒の実態 

三田市は、人口増加率７年連続日本一の記録をもつ、急激に人口が増えた市である。創立

15 周年を迎えた本校は、ニュータウン開発により生まれた最後の中学校で、年々生徒数も増

加の一途をたどり、現在 970 名（29 学級）の生徒が在籍している大規模校である。 

「キモイ」「キショイ」「うせろ」といった言葉を感情的に相手に投げつけたり、自分の気

持ちや考えを適切に表現することが苦手な生徒も多く、友だちとの関わり合いの中で、傷つ

くケースも多い。こうした状況に危機感を持ち、自他の存在（命）を大切にする心を育む必

要性を強く感じるようになった。そこで、他者と関わり合う力を高め、自分の気持ちや考え

を相手に適切に伝える力を身につけ，望ましい人間関係を築く力を育成することをねらいと

して本実践に取り組んだ。 

 

(2) 指導のポイント 

【感動の体験】 

・心がつながる体験をとおして、信頼し合うことの喜びを感じさせる。 

【感性を育む】 

・自分の素直な気持ちをきちんと伝え、それを受け止めてもらう満足感を感じさせる。 

【想像力の育成】 

・自分の素直な気持ちをもとに、相手の立場に立って相手の心情を考えさせる。 

 

４ 事前 

(1) 先生の準備 

・コミュニケーションに関する研修会に参加し、自身を振り返ったり知識を広めたりする。 

・学年会議の実施（週１回）をとおして、教員間の情報交換を図る。 

・生徒の状況を把握し、生徒の実態に応じた関連資料の収集に努める。 

 

(2) 教育課程上の位置づけ 

・道徳の授業 

・特別活動 

・総合的な学習の時間 

 

(3) 子どもたちの準備 

・自尊感情を高めておく。 

 

(4) 家庭・地域との連携 

 

５ 本校の実践の特色（学習・体験の内容） 

本校では、道徳・特別活動・総合的な学習の時間の３領域の時間を、教育課程の中で有機的

に関連させている。特に、道徳と総合的な学習の時間とのタイアップを試みており、「トライや

る・ウィーク」で学んだことを基盤に、「共生」から「進路」へと発展させている。これは、自
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分の周りにいる多くの人が働いて社会を支えていることを生徒が理解し、自分の生き方を考え

ることへとつなげることをねらいとしている。 

また、多くの人に支えられて生きている自分を実感することをとおして、自分自身を大切に

するとともに、周りの人も大切にする心を育てることをめざしている。
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-
 1
08
 -

 ６ 目標分析表 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り 

事
前 

○日常の行動を振り返るアンケートに

記入する。 

○自分自身のスキルレベル

を知る。 

○自身のコミュニケーションの在

り方について考える。 

○スキルレベルを上げるために必要

なことについて考える。 

 

１
次
（
４
時
間
） 

○望ましい集団づくりを体験する。 

○仲間意識を育てる体験をする。 

○学校で学ぶことの意義を考える。 

○「おしゃべりゲーム」をとおして、広

い心で人の気持ちを理解し、自分と異

なる立場を大切にしようとする態度

を養う。 

○学ぶことや仲間と共に生

活する楽しさを感じるこ

とができる。 

○相手を知り、また自分を知

ってもらうことの心地よ

さを実感する。 

○互いの違いを認め、共に成長し

ていこうという思いをもつこと

ができる。 

○人には伝えたい人がいるから、

伝えたいことがあるから、対話

や会話が成立することを感じ

る。 

○世界中には、満足に学校に行けな

い子どもたちがいることを知り、

その生活を想像することができ

る。 

○コミュニケーションを円滑にする

ために、何が必要であるかを考え

ることができる。 

○班で協力することの意味を感じ

させることができたか。 

○相手を知り、自分を知ってもら

うことの心地よさを実感させる

ことができたか。 

２
次
（
３
時
間
） 

○人にはいろいろな感情があることを

理解する。 

○「元気や勇気の出る言葉を掛け合お

う」を行い、相手の感情に対して、自

分の気持ちの伝え方を考える。 

○絵本「おれはティラノサウルスだ」を

読んで、相手に気持ちを伝えることの

意味を考える。 

○周りの人の言動が、自分自

身の感情にも影響を与え

ていることに気づく。 

○相手から勇気や元気の出

る言葉を掛けてもらった

気持ちを味わう。 

○２頭の恐竜の優しさに気

づく。 

○人には言葉だけでなく、行動に

も感情があることを知る。 

○言葉による人とのつながりを実

感する。 

○思いを伝えられなかった２頭の

恐竜に共感する。 

○表情画から、感情を想像できる。

○生活の中のいろいろな場面で、相

手に対する言葉の掛け方を考え

る。 

○自身の生活を振り返り、伝えられ

なかった言葉を思い起こすことが

できる。 

○人には多様な感情があることに

気づかせることができたか。 

○人からの言葉掛けで、気持ちが

変化することを実感させること

ができたか。 

○言葉が人と人とのつながりに重

要な働きをすることを感じさせ

ることができたか。 

３
次
（
２
時
間
） 

○ストレスマネジメントを体験する。 

○アサーション・トレーニングを行う。 

○学校生活での様々な体験

により引き起こされる感

情を、自分でコントロール

できることを実感できる。

○多様な場面を体験するこ

とにより、様々な感じ方や

見方ができることに気づ

く。 

○怒りに任せず、冷静になるよう

に、気持ちをコントロールする

ことの大切さを感じる。 

○人とのよい関係を築くために

は、他者を思いやる気持ちが大

切であることを感じる。 

○自分の話し方が人からどのように

受けとめられているか想像するこ

とができる 

○自分も他者も尊重した自己表現が

できるようになる。 

○思いに任せる行為が、予期しな

い結果を招くことに気づかせる

ことができたか。 

○感情に流されず、自分の気持ち

をコントロールできることを実

感させることができたか。 

４
次
（
１
時
間
） 

○いじめる側の「軽い気持ち」が相手に

は「大きな苦しみ」となることを理解

する。 

○いじめられている生徒の

辛さ、悲しさを知る。 

○相手のことを思いやる気

持ちを持ち、行動に移そう

という気持ちを持つこと

ができる。 

○自分を大切にすることが、相手

を大切にすることにつながるこ

とを実感する。 

○人に対する配慮やかかわりが、

対人関係を営む上で大切である

ことを理解する。 

○自分も他者も共にかけがえのない

存在であることを実感し、いじめ

の抑止に積極的に取り組もうとす

る。 

○いじめについて、これまでの自分

を振り返ることから、いじめをな

くすために、自分は何をするべき

なのかを考える。 

○自他のかけがえのなさを実感さ

せることができたか。 

○相手のことを思いやる気持ちを

持ち、行動に移そうという気持

ちを持たせることができたか。 
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７ 目標構造図 

前提目標 基礎目標 中核目標 

   

（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（１次）」は学習活動が「１次」であることを示す。 

自分自身のソーシ

ャルスキルレベル

を知る。 

自身のコミュニケ

ーションの在り方

について考える。 

①感動（１次）学ぶこと

や仲間と共に生活する楽

しさを感じることができ

る。 

③感動（２次）相手

から勇気や元気の

出る言葉を掛けて

もらった気持ちを

味わう。 

⑤感性（３次）怒

りに任せず、冷静

になるように、気

持ちをコントロー

ルすることの大切

さを感じる。 

④感性（２次）言葉に

よる人とのつながり

を実感する。 

⑥想像力（３次）

自分も他者も尊重

した自己表現がで

きるようになる。 

②感性（１次）互いの違い

を認め、共に成長していこ

うという思いをもつこと

ができる。 

⑦感性（４次）自

分を大切にする

ことが、相手を大

切にすることに

つながることを

実感する。 

人に対する配

慮やかかわり

が、対人関係を

営む上で大切

であることを

理解する。 

自分も他者も
共にかけがえ
のない存在で
あることを実
感し、いじめの
抑止に積極的
に取り組もう
とする。 
 

相手のこと

を思いやる

気持ちを持

ち、行動に

移そうとい

う気持ちを

持たせるこ

とができた

か。 
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８ 事前の教員研修と指導の概要 

(1) 事前の教員研修 

研修内容 

ａ 
○生徒の実態を把握する。 

・生徒のソーシャル・スキルに関する調査結果を分析する。 

ｂ 
○集団作りや生徒の仲間意識を高めるための研修 

・構成的グループ・エンカウンターの技法を活用 

ｃ 

○コミュニケーション能力を高めるための研修 

・自分の気持ちや考えを相手に適切に伝える力、他者の気持ちを受け止める力を身に

つける。 

ｄ 
○ストレスマネジメントについての研修 

・リラクセーション、呼吸法等 

 
(2) 指導の概要（全 10 時間） 

 内  容 

事
前 

○日常の行動を振り返るアンケートを実施する。 

 

１
次
（
４
時
間
） 

１ 構成的グループ・エンカウンターを活用して望ましい集団作りと仲間意識を育て

る。                              （１時間）

・「みんなで気持ちを合わせれば」 

・「私をたとえると」 

２ 『世界がもし 100 人の村だったら』（池田香代子）を活用して、学校で学ぶことの

意義を考えさせる。 

・学校に通うことによって、知識を身につけ、友だちを見つけ、多くの人に囲まれ、

人として成長するとはどういうことかについて考える。      （１時間）

３ 「おしゃべりゲーム」を行う。 

・広い心で人の気持ちや立場を理解し、自分と異なる立場を大切にしようとする態

度を養う。                          （２時間）

 

２
次
（
３
時
間
） 

１ 人にはいろいろな感情があることを理解する。          （１時間）

・１つの表現にも、人それぞれ感じ方が異なることを知る。  

・感情を表現する方法を学習する。 

２ 「元気や勇気の出る言葉を掛け合おう」を行う。         （１時間）

・言葉のかけ方について考える。 

・相手の感情に対して、自分の気持ちの伝え方を考える。 

３ 絵本『おれはティラノサウルス』（宮西達也作・絵）を使って、相手に気持ちを伝

えることの意味を考える。                    （１時間）

・お互いそれぞれ相手を思いやる気持ちがありながら、その思いを伝えられなかっ

た２頭の恐竜の気持ちを考える。 

・相手に言葉を伝えることが人と人とをつなぐことに気づく。 

・相手を大切にすることについて考える。 

 

教員研修 ａ 

教員研修 ｂ 

教員研修 ｃ 
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３
次
（
２
時
間
） 

１ ストレスマネジメントを体験する。               （１時間）

・怒り等の自己感情をコントロールする方法について知る。 

（リラクゼーション、呼吸法等） 

２ アサーション・トレーニングを行う。              （１時間）

・自分の気持ちを尊重した言い方や行動について学ぶ。 

・人からの誘惑や仲間からのプレッシャーを断る言い方を身につける。 

「断りにくいことを友だちから言われたら、あなたはどうしますか？」 

 

４
次
（
１
時
間
） 

１ いじめの問題をとおし、自分も相手も大切な存在であることを知る。 

・教師が演じる「いじめ」をテーマにした劇を見る。 

・いじめられた生徒の気持ちをもとに、自分自身がどのようにいじめを考えていた

かを振り返る。 

・新聞記事を読んで、いじめを許さない集団をつくるために、自分たちが何をすべ

きかを考える。 

 

事
後 

○振り返りカードに記入する。 

○日常の行動を振り返るアンケートを実施する。 

教員研修 ｄ 
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９ 指導実践 

(1) ２次第１時 

ア 本時のねらい 

人にはいろいろな感情があるということを理解する。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

周りの人の言動が、自分自身の感情に影響を与えていることに気づかせる。 

(ｲ) 感性を育む 

言葉だけでなく、表情やしぐさ等の行動にも感情が込められていることを理解させる。 

(ｳ) 想像力の育成 

会話などをとおして、他者の考えや思いを感じ取る力を身につけさせる。 

 

ウ 準備物  

表情絵ポスター「いま、どんなきもち？」（大阪人権教育研究協議会作成）、ワークシー

ト、「授業を終えて」のプリント 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 表情ポスター（大阪府人権教育研究協議会作成）活用にむけて話し合う。 

(ｲ) 生徒の実態を把握し、感情の表現が苦手な生徒への関わりについて話し合う。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 昨日一日、心に残っている感情や気持ちとその理由

を思い出す。 

 

・何気なく過ごしている一

日、意外と忘れていた

り、こだわっている感情

や気持ちがあったりす

ることに気づかせる。 

 

展 

開 
２ 感情を表現した１枚の表情画を見て、状況や感情を

言葉で表現する（ワークシートに記入）。 

 

 

 

・部活の試合で勝った時「わあー、やった！」 

・定期テストで勉強したことが出た時「ラッキー！」

・誕生日に友だちからプレゼントをもらった時「もら

っていいの？」 

 

 

 

３ 班内で発表する。 

・困惑→定期テストで問題が全くできなかった時 

「あーわからない。」 

・怒り→お母さんに勉強しなさいと言われた時 

「わかってるよ、言うなよ。」 

・内気→みんなの前で自己紹介する時 

「恥ずかしい、うまく言えるかな。」 

 

・１つの表現にもいろいろ

な感情があることに気

づかせる。 

 

 

・できるだけ多くの感情を

表現する言葉を記入さ

せて、感情の多様さに気

づかせる。 

 

 

 

・他の人の意見を聞きなが

ら、相違点や共通点を確

認させる。 

・１つの感情表現も、人そ

れぞれ受けとめ方が違

うことに気づかせる。 

・様々な感情の表現がある

ことに気づかせる。 

表情画は、どのような時の、どんな気持ちなのかを考えてみよう。 

表情画は、どのような時のどんな気持ちなのか発表しよう。 
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ま
と
め 

４ 「授業を終えて」のプリントに感想を記入する。 

・一つの表情でも、人によっていろいろ違うというこ

とがわかった。 

・自分の生活を見直してみると、人に対していろんな

感情を出していることがわかった。 

・みんなの意見を聞いていると、「おんなじ気持ち」「わ

かるわかる」という気がした。 

・感じたことや思ったこと

を自由に書かせる。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) ネガティブな感情を持つことが悪いことではなく、その感情をどう自分自身の中で受

け入れるかを考えさせる必要があった。 

(ｲ) 人の感じ方にはいろいろあることを知るだけでなく、一歩進めて気持ちを聞いてもら

うことの心地よさを感じさせる体験が必要であった。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○人にはいろいろな感情があることに気づ

きましたか。 

 

感
性
を
育
む 

○一つの感情表現も、人それぞれ受けとめ

方が違うことに気づきましたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自分の感情に気づき、感情を言葉に置き

換えることの大切さについて考えよう。

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(2) ２次第２時 

ア 本時のねらい 

相手に対して、適切な言葉で気持ちを伝えることの大切さに気づく。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

相手から勇気や元気の出る言葉をかけてもらった気持ちを味わわせる。 

(ｲ) 感性を育む 

言葉による人とのつながりを実感させる。 

(ｳ) 想像力の育成 

生活の中でのいろいろな場面で、相手に対する言葉のかけ方を考えさせる。 

 

ウ 準備物 ワークシート 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) コミュニケーション能力を高める研修 

・廣岡秀一『朝日小学生新聞－言い方・聞き方学習室 こんなときどうする？』を使っ

て、様々な言い方や聞き方によって受け止め方が変わることを体験する。 

(ｲ) 前時の感想から、表現が苦手な生徒がどのように感じていたかを把握しておく。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

１ 言葉が心に影響を与えることについて考える。 ・「おいしい栄養のあるもの
を食べると心も体も元気
が出るように、プラスの言
葉をもらうと元気が出て
くるよね。反対に腐ったも
のを食べると、気分が悪く
なって、戻したり下痢をし
て、体から一生懸命に出そ
うとするのと同じように、
いやな言葉を食べるとそ
んな風になっちゃうよね。
言葉も毎日食べてるんだ
よ。」 

展 

開 

２ 会話をとおして、受け止め方の違いについて考え
る。 

 
 
・いくら入っていたの？ 
・泣きたいよね。 
・最悪だね。 
 

 
 
 
 
・「どこで落としたの？」と
財布のことについて言葉
をかける場合があること
に気づかせる。 

・「辛かったでしょう？」と
財布を落とした人の気持
ちに共感した言葉をかけ
る場合があることに気づ
かせる。 

・言い方によって、受け止め

方が異なることに気づか

せる。 

Ａさんが「財布をなくした。」とＢさんに言いました。Ｂさんは何と言
ったでしょう？ 
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展 

開 

 
 
 
 
３ 各自で考えた言葉を発表し合う。 
・もう、気にせんでもいいやん。 
・次がんばろう。 
・元気だそう。一緒に勉強しようか。 

 
４ 自分の心に響いた言葉をワークシートに記入す
る。 

 
５ 二人組になり、ワークシートを交換し、自分の心
に響いた言葉について話し合う。 

 
 
 
 
・Ｃさんの気持ちになって考

えさせる。 
 

ま
と
め 

６ 心に響いた言葉をかけてもらった時、自分がどん
な気持ちになったかワークシートにまとめる。 
・落ち込んでいた気持ちが明るくなれた。 
・勇気をもらった。 
・頑張ろうとやる気が出てきた。 
・ホッとして安心した。 

・言葉が心に与えるポジティ
ブな側面を意識させる。 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 
(ｱ) 生徒たちは言葉が心に与える影響を、自分自身の体験の中から思い起こし実感できた
ようだったが、言葉のもつ「魅力」についても感じさせる工夫が必要だった。 

(ｲ) 生徒にとって「ごめんね」を多用することで、他者との関わりをうまくやり過ごそう
としている自分に気づく機会となった。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○勇気や元気の出る言葉をかけてもらう体

験をとおして、人の温かさを感じよう。

 

感
性
を
育
む 

○言葉をとおして、人とつながっていくこ

とを感じよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○生活の中でのいろいろな場面で、相手に

対する言葉のかけ方を考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

先生から： 

家庭から： 

中間考査の結果が返ってきました。休み時間にＣさんが机に顔をつけて、『はあ
ーっ』と大きなためいきをつきました。その姿を見たあなたはどんな声をかけ
ますか？ 
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(3) ２次第３時 

ア 本時のねらい 

自分の気持ちや思いを伝えるためには、素直に自分の気持ちを言葉で表現をする必要が

あることを理解する。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

２頭の恐竜の優しさに気づかせる。 

(ｲ) 感性を育む 

思いを伝えられなかった２頭の恐竜に共感させる。 

(ｳ) 想像力の育成 

自身の生活を振り返り、伝えられなかった言葉を考える。 

 

ウ 準備物 絵本『おれはティラノサウルスだ』、ワークシート 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 絵本『おれはティラノサウルスだ』を活用しての指導案の検討 

・行為や行動の支えになっている心情をどのように読み取らせるかについて検討する。 

(ｲ) 教員自身の、素直に言葉で表現できずに気持ちを伝えられなかった体験についてまと

めておく。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ これまでの学習を振り返る。 

 

・自分の心に響いた言葉を思

い起こさせる。 

展 

開 

２ 絵本『おれはティラノサウルスだ』を読む。 

 

 

 

３ 言葉で気持ちを伝えられない２頭の恐竜の気持

ちを考える。 

 

 

 

・ティラノサウルスが元気になってよかったな。 

・ティラノサウルスだと嘘をついてごめんね。 

・ティラノサウルスと本当は仲良くしたかった。 

・本当はこんなかたちで別れたくなかった。 

 

 

・ぼくのためにいろいろやってくれる君の優しさを

わかっていたんだよ。 

・「ありがとう。」と言いたかったんだよ。 

 

・父親と母親がいかに子ども

のことを考えているかに

気づかせる。 

 

・プテラノドンの子の優しさ

に気づかせる。 

 

 

 

・プテラノドンの子にとっ

て、ティラノサウルスが、

かけがえのない存在であ

ることに気づかせる。 

 

 

・ティラノサウルスのプテラ

ノドンに対する思いの深

さに気づかせる。 

・２頭の恐竜にどのようなア

ドバイスをすればよいか

を考えさせる。 

 

プテラノドンの子はティラノサウルスと別れる時、どんな気持ちだった

のだろう？ 

ティラノサウルスはどんな気持ちで追いかけたのだろう？ 

２頭の恐竜は、どうすればよかったのだろうか？ 
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展 

開 

・本当はお互いの気持ちが通じ合っているのだか

ら、言えばよかったのに。 

・お互いの気持ちは伝えてはじめてわかると思う。

 

 

４ 絵本と同じように、素直に言葉で表現できずに気

持ちを伝えられなかったことを思い出し、言えなか

った言葉を書く。 

・友だちとちょっとしたことでけんかをしてしま

い、気まずくなった時、「もうちょっと話そう。」

と言えばよかった。 

・弟のものを黙って借りていた時、弟が一生懸命に

探しているのに知らんふりをしてしまった。あの

時素直に「ごめん」と言えばよかった。 

・自分の気持ちを素直に言葉

で表現することにより、分

かり合えることに気づか

せる。 

 

ま
と
め 

５ コミュニケーションに必要なことは何かを考え

る。 

 

・日常生活の中で人に対して

言葉を掛けるとき、何が大

切かを考えさせる。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 言葉で自分の気持ちを素直に伝えるためには、自分の気持ちを素直に表現する心地よ

さを感じさせる必要がある。３次のストレスマネジメント体験やアサーション･トレーニ

ングをとおして実感させたい。 

(ｲ) 生徒の実態を十分に把握し、絵本と同じような辛い体験をした生徒への配慮が必要で

ある。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○うまく自分の気持ちを伝えられなかった

２頭の恐竜の優しさについて考えよう。

 

感
性
を
育
む 

○うまく自分の思いを伝えられなかった時

のことを思い出し、今どのように感じま

すか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自分も相手も大切にした気持ちの伝え方

について考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

先生から： 

家庭から： 
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(4) ４次第１時 

ア 本時のねらい 

いじめの深刻さを認識しないで、からかいやいたずら等の遊び感覚でいじめる風潮があ

る。「軽い気持ち」が相手には「大きな苦しみ」になることを理解する。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

・いじめられている生徒の辛さ、悲しさを理解させる。 

・相手のことを思いやる気持ちを持ち、行動に移そうという気持ちを持たせる。 

(ｲ) 感性を育む 

・人に対する配慮や関わりが、対人関係を営む上で大切であることを理解させる。 

・自分を大切にすることが、相手を大切にすることにつながることを実感させる。 

(ｳ) 想像力の育成 

・いじめについて、これまでの自分を振り返ることから、いじめをなくすために、自分

は何をするべきなのかを考えさせる。 

・自分も他者も共にかけがえのない存在であることを実感し、いじめの抑止に積極的に

取り組む姿勢を養う。 

 

ウ 準備物 資料（朝日新聞 いじめられている君へ いじめている君へ 2006） 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

いじめに関する研修 

・平成３年の東京地裁の判決文から、いじめをどうとらえるかを検討する。 

・いじめに関する劇を練習し、ＢＧＭや小道具等の準備をする。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 本時のねらいと流れの説明を受ける。 ・体育館で全員が話を聞く体

勢が整うまで、静かに待つ

等、教員がいじめに真剣に

取り組むという姿勢を示

す。 

展 

開 

２ いじめについての劇を観る。 

 

 

 

・教師がいじめに関する劇を

演じる。 

 
シーン(1) Ａ子の教科書を借りたＢ子。なかなか返してくれないＢ子。授業の

直前になってＡ子に返された教科書は破られていた。驚くＡ子。・・・

 

シーン(2) 休み時間。Ａ子の傍に近づいたＢ子。Ｂ子はＡ子に「キショイ」「き

もい」「うせろ」という言葉を投げかけて離れる。うなだれるＡ子。

シーン(3) いらいらしているＢ子。Ａ子だけを残し、他の生徒を集めたＢ子は

「Ａ子だけ仲間はずれにしよう」、「口をきいたらだめだよ」とこそ

こそ話をする。 

シーン(4) 国語の授業中。はさみを持っていないＢ子は、今まさに使おうとし

ているＡ子のはさみを強引に持っていく。Ｂ子は自分だけさっさと

作品を仕上げてしまう。 
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展 

開 

３ いじめられていたＡ子の心情を綴った作文を聴

く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ Ａ子役を演じた教師の思いを聴く。 

 

 

５ 劇を見た感想をワークシートに記入する。 

・皆が誰かをいじめていたら、自分もみんなつられ

て一緒にその子をからかったりいじめたりした

かもしれないと思う・・・・。いじめをしてはい

けないのは当たり前だけれど、つられてやってし

まういじめもあるので、自分の意志をしっかり貫

いていこうと思った。 

・今日の劇を観て、実は自分の周りにはかなりのい

じめがあることに気づいた。「いじめはよくな

い。」と自分や友だちは言ってるけれど、やっぱ

りそれは口だけ。実際のいじめの解決は、皆が直

そうという意志をもたない限りは、とても難しい

と思う。でも自分は少しずつでもいじめを止めて

いきたい。 

 

 

 

・ＢＧＭを背景にＡ子役の教

師がいじめられた心情を

切々と語る。 

・心情を語り終えると幕間に

下がる。 

 

 

 

 

 

 

 

・練習を重ねるたびに苦しく

なった心情を生徒に聞か

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

ま
と
め 

６ 『朝日新聞 いじめられている君へ いじめてい

る君へ 2006』を読み、いじめられている生徒、い

じめている生徒、いじめを見ている生徒のそれぞれ

の気持ちを考え、感想を書く。 

・いじめられている人に問題はない、というのはそ

のとおりだと思うけれど、少し前にテレビでやっ

ていたいじめについての番組の中でアンケート

をとっていて、いじめられていると言っていた人

が多かった。いじめはなくならないのかな。 

・いじめている人はよく、いじめる理由があるとい

うが、いじめられている人には原因はないんじゃ

ないかと思った。 

・自分がそういう場面に出合ったとしても、典子ち

ゃんを助けられるかどうかわからない。だけれ

ど、はさみをとられた時、隣の子が「使う？」と

聞いてくれるだけで、典子ちゃんは救われるとい

うことはわかった。 

・実際にそれぞれの立場に自

分が立ったとしたら、どの

ように感じるか、想像して

みるように促す。 

このような事は、私の学校生活の中で日常茶飯

事のように起こっています。私の近くで「キショ」

「キモッ」「うわっ・・」とか言ったり、私が何

かで失敗したりすると異常に笑いたてます。一番

いやだったのは、お気に入りのペンをたらいまわ

しにされた事。さらに、そのからかいは徐々に人

数が増えていき、私のクラスでの居場所はなくな

ってきました。「嫌なことは嫌だと言えばいい。」

といいます。そんなことは今の私にはできませ

ん。それこそいじめではないですか。学校へも行

きづらくなってきています。 
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カ 先生の振り返り 

自分が書いた作文を学級内で読むという取組の中で、「私は人のいやがることをしてい

た。」と述べた生徒がいた。作文にはいじめに対する思いが切々と語られていた。自分をし

っかり見つめるよい機会となり、聞いている生徒にもその生徒の反省する気持ちが伝わっ

たように感じた。それぞれの思いを伝えることのできる生徒とともに、その思いを受け止

めることのできる生徒たちの育成に努めることの重要性を感じた。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○いじめられている生徒の気持ちをどのよ

うに受け止めましたか。 

 

感
性
を
育
む 

○人に対する配慮やかかわりが、対人関係

を営む上で大切であることを理解できた

か。 

 

想
像
力
の
育
成 

○『いじめ』に出会った時、あなたはどう

しますか？ 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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10 実践を終えて 

(1) 先生の振り返り 

「小学校の時からいじめを受けていた」という生徒の話を聞き、いじめに関する内容を授

業に取り入れる必要性を感じていた。しかし、いじめを直接取り上げた場合、生徒につらい

思いを想起させてしまう可能性も考えられたので、人と人のつながりは本来温かいものであ

ることを感じさせる取組から進めたいと考えた。人と人とがつながるためには、肯定的に自

分自身をとらえること、相手の思いを共感的に聞くこと、自身の思いを素直に伝えること、

感情をコントロールすること等が必要である。今回は言葉と感情に重点を置いたが、本実践

をとおして、十分にコミュニケーション能力が育ったとは言い切れないが、コミュニケーシ

ョンの大切さは感じてもらえたように思う。 

本取組を進めている時、いじめによる自殺が連鎖的に起こり、文部科学省が「児童生徒の

いじめ問題に関する都道府県・指定都市生徒指導担当課長緊急会議」（2006.10.19）を開催し、

学校におけるいじめ問題に関する基本認識と取組のポイントを提示した。そこで、本校でも

学年会議において、いじめを受けたことのある生徒に配慮しながら、直接いじめを授業で取

り上げることを決めるとともに、一時間の授業だけでなく、日々の生活の中で教師はいじめ

は絶対に許さないという姿勢をもって指導にあたることを職員間で確認した。 

 

(2) 今後の課題 

今後は、より一層コミュニケーション能力の育成を目指し、総合的な学習の時間、国語や

英語等の教科とも関連させて取り組んでいく必要性を感じている。また、道徳の年間計画を

再考し、お互いの生き方や価値観の違いを認め合い、お互いのよさを伸ばしながら、共通し

て守るべきものは遵守する態度を育てていきたいと考えている。 

 

11 参考・引用文献 

・秋田喜代美 編集『学校全体で取り組む 子どものチカラ向上 作戦 第３巻』 教育開発

研究所 2002 

・朝日新聞社『朝日新聞連載－いじめられている君へ・いじめている君へ－』 

・安達昇 編集『みんなとの人間関係を豊かにする教材 55』小学館 1999 

・廣岡秀一『朝日小学生新聞－言い方・聞き方学習教室』2006 年７・８月 

・星野欣生 著『人間関係づくりトレーニング』金子書房 2003 

・廣岡秀一 『朝日小学生新聞―2006.６.３～８.26 13 回シリーズ』 

・兵庫県立教育研修所 心の教育総合センター 『平成 10 年度心の教育授業実践研究』1999 

・兵庫県立教育研修所 心の教育総合センター 『平成 12・13 年度心の教育授業実践研究 第

３号』2002 

・兵庫県立教育研修所 心の教育総合センター 『平成 14 年度心の教育授業実践研究 第５号 

中学校編』2003 

・池田香代子『世界がもし 100 人の村だったら』マガジンハウス 2001 

・河合隼雄 編集『京都発しなやかな道徳教育』創元社 2005 

・河村茂雄 著『グループ体験による学級育成プログラム中学校編』図書文化社 2001 

・河村茂雄 著『教師のためのソーシャル・スキル』誠信書房 2002 

・河村茂雄 編集『Ｑ－Ｕによる学級経営スーパーバイズ・ガイド』図書文化社 2004 

・國分康孝 総編集『構成的グループエンカウンター事典』図書文化社 2004 

・宮西達也 『おれはティラノサウルスだ』ポプラ社 2006 

・岡山県人権教育推進委員会『人権教育の充実に向けた取組を総合的に推進するための方策に

ついて』2005 

・大阪府人権教育研究協議会 編『自分を生きる 21』 2003 

・大阪府人権教育研究協議会 編『わたし出会い発見５』 2004 
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中学校事例２ 

防災教育をとおして実感させる命の大切さ 

加古川市立山手中学校第２学年

 
１ テーマ 

防災教育をとおして実感させる命の大切さ－防災教育と命の教育との融合を図る－ 
 
２ 実践のねらい 

阪神淡路大震災の学習をとおして、防災の大切さや命の重みを実感するとともに、よりよい

地域づくりのため、今自分たちにできることを考え、実践していける力を身につける。 
 
３ テーマ設定の理由 

(1) 本校の概要と児童生徒の実態 

本校は加古川市の北部に位置する創立 60 周年を越える歴史ある学校である。学校の周辺は、

田園地帯が広がる自然豊かな地域で、学校周辺には福祉施設が多く、校門前には病院、北隣

には知的障害者支援センター、東隣には保育園とデイ・ケアセンター等があり、それらの施

設の協力を得て福祉教育に力をいれてきた。 

生徒たちは、全般的には辛抱強く言われたことは最後までやり遂げようとするが、自分か

ら進んで何かを成し遂げようとする自主性に乏しい面がある。 

そこで、総合的な学習の時間を活用して班別自主学習に取り組み、阪神淡路大震災をテー

マに、実体験としての大震災が薄れていく中、より深く防災の大切さを理解し、命の重みを

実感できるようにするため、本実践に取り組んだ。 

 

(2) 指導のポイント 

【感動の体験】 

・被災された方から、震災当時の悲惨な様子や、その後の復興の苦労について教えていただ

き、震災の恐ろしさや命の重みを実感し、今生きていることの素晴らしさを感じさせる。 

・救命救急法やボランティア体験を通して、生徒自身が人のために出来ることを実感させる。 

【感性を育む】 

・被災された方の話から、防災の大切さを知り、防災に関して自分たちにできることを考え

実践する。その活動をとおして、「命の大切さ」「協力の大切さ」「地域とのつながりの大切

さ」などを実感させる。 

【想像力の育成】 

・自分と周りの人たち（家族・友人・クラスメート・地域の方々等）との関係を見つめ、よ

りよい人間関係を築いていこうという意欲を持たせる。 

 

４ 事前 

(1) 先生の準備 

・「人と防災未来館」への下見を含め、阪神淡路大震災について深く理解する。震災等で家

族を亡くすなど、現在悲嘆にある子どもが存在する可能性があるので、個別に話を聞く時

間を設定するなど、事前事後の個別指導を充実させる。 
 
(2) 教育課程上の位置づけ 

・道徳 
・総合的な学習の時間 

 
(3) 子どもたちの準備 

・周りの人から阪神淡路大震災についての話を聞かせてもらう。 
 
(4)家庭・地域との連携 

・市民救命士の講習について加古川市消防署と打合せをする。 
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・ボランティア活動について、地域の役員や周辺の福祉施設職員と打合せ、協力依頼をする。 
 
５ 本校の実践の特色 

本校では、総合的な学習の時間を使って、地域との交流を深めている。１年生では「高齢者

との交流会」「地域を探る・地域を歩く」と題して、校区の歴史や文化遺産について地域の方々

から教えていただいている。２年生ではその活動を広めて、「神戸での校外学習」、そして発展

として「市民救命士講座」・「ボランティア活動」、３年生の長崎での修学旅行でも、地元の人と

の交流を持ち「長崎市内での総合学習」・「長崎市立淵中学校との交流会」を行っている。そし

て３年間のまとめとして、地域に住む「高齢者訪問」を行っている。 
このように教室を出て、教師だけでなくいろんな方と出会い、いろんなことを吸収していこ

うという活動を生徒たちに体験させるように計画している。こうした活動をとおして、初めて

出会う方々に対しても、マナーを守り積極的に発言できる力、相手が気持ちよく話ができるよ

うに聞く力、教えていただいたことへの感謝の気持ちが持てる生徒に育ってくれることを願い

計画を進めている。 
 

  
１・17 山手のつどい 神戸校外学習 

  
ボランティア活動 市民救命士講座 
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 1
25
 -

６ 目標分析表 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り 

事
前 

○『阪神大震災ノート 語り継ぎた

い。命の尊さ－生かそうあの日の

教訓を』を読む。 

○震災が及ぼした影響につ

いて知る。 

○震災を体験した人から話

を聞いておく。 

○震災によって、人はどのよ

うな思いをしたのか考え

る。 

 

１
次
（
12
時
間
） 

○阪神淡路大震災で被災された方々

の気持ちを考える。 

○震災モニュメントを見学し、被災

された方からの「聞き取り体験」

をする。 

○「聞き取り体験」をまとめ、学年

発表会を行う。 

○地震の規模の大きさや震

災の悲惨さを自分の肌で

感じる。 

○被災された方々の辛さや

大変さを感じ取る。 

○震災に負けず、精一杯生き

ようとすることの大切さ

を実感する。 

○身近な人を亡くした死の

悲しみの深さを思いやり、

命の重みについて考える

ことができる。 

○自分の家族を亡くし、それ

までの自分の生活を失い

ながらも、明日を信じて、

復興に全力を注がれた

方々の話から、命の大切さ

を実感し、自分自身のこれ

からの生き方を考える。 

○震災についての多様な受

け止め方があることに気

づく。 

○震災の恐ろしさを実感し、被

災された方の気持ちを考えさ

せることができたか。 

○震災に負けず、精一杯生きよ

うとすることの大切さを実感

させることができたか。 

２
次
（
４
時
間
） 

○自分たちに今できることを考え

る。 

○消防署の方から市民救命士の講習

を受ける。 

○止血法、人工呼吸、心臓マ

ッサージの方法、ＡＥＤの

使用法などを知り、自分た

ちも命に携わることがで

きることを実感する。 

○命に関する実習を通じて、

命の重みを感じる。 

○災害時や緊急時を想定し、

その場面で困っている人

のために何かをすればよ

いか考えることができる。

○救命実習の重要性を理解し命

の重みを感じさせることがで

きたか。 

○自分たちも命に携わることが

できると感じさせることがで

きたか。 

３
次
（
８
時
間
） 

○ボランティア体験をする。 

○ボランティア体験をまとめ、そこ

から得たもの、これからできるこ

とを考える。 

○ボランティア体験を通し

て自分たちが住む地域を

見直し、自分の行動が他の

人の喜びを生むことを実

感する。 

○誰かのためにすることが、

結局は自分の心を豊かに

していくことを実感する。

○自身も他の人に支えられ

て生きていることを感じ

ることができる。 

○他の人のために何かができる

ことの喜びを感じさせること

ができたか。 

○自身も他の人に支えられて生

きていることを感じさせるこ

とができたか。 

４
次
（
５
時
間
） 

○今までの学習を振り返り、今後ど

のような取組ができるかを考え

る。 

○「１・17 山手のつどい」 

○「２年総合学習まとめの会」 

○命の尊さ、思いやりの心、

協力して生活することの

大切さを実感する。 

○震災の恐ろしさを実感し、

命の重みを感じさせ、自分

たちが今生きていること

の素晴らしさを感じる。 

○震災をテーマにした壁画

作りや、震災への思いを込

めたランタン作りをとお

して、命のかけがえのなさ

を実感する。 

○自分たちも他の人のため

に何かができることを感

じ、それが自分たちの命を

大切にすることにつなが

ることを理解する。 

○防災の大切さや、命の重みを

実感し、よりよい地域づくり、

や人間関係づくりのために貢

献していこうという意欲を持

たせることができたか。 
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-
 1
26
 -

７ 目標構造図 

 
（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（１次）」は学習活動が「１次」であることを示す。 

 

震災が及ぼした影

響について知る。

いろんな資料や、震

災モニュメントか

ら震災の悲惨さを

実感する。 

①感動（１次）地震の規

模の大きさや震災の悲惨

さを自分の肌で感じる。

 

③感動（２次）救命

法を知り、自分たち

も命に携わること

ができることを実

感する。 

⑤感動（３次）ボラ

ンティアをとおし

て自分たちが住む

地域を見直し、自分

の行動が他の人の

喜びを生むことを

体験する。 

④感性（２次）命に

関する実習を通じ

て、命の重みを感じ

る。 

⑥感性（３次）誰か

のためにすること

が、結局は自分の心

を豊かにしていく

ことを実感する。 

②想像力（１次）自分

の家族を亡くし、それ

までの自分の生活を失

いながらも、明日を信

じて、復興に全力を注

がれた方々の話から、

命の大切さを実感し、

自分自身のこれからの

生き方を考える。 

⑦想像力（３次）自

身も他の人に支え

られて生きている

ことを感じること

ができる。 

震災の恐ろし

さを実感し、命

の重みを感じ

させ、自分たち

が今生きてい

ることの素晴

らしさを感じ

る。 

自分たちも他

の人のために

何かができる

ことを感じ、そ

れが自分たち

の命を大切に

することにつ

ながることを

理解する。 

防災の大切さ

や、命の重み

を実感し、よ

りよい地域作

り、よりよい

人間関係作り

のために貢献

していこうと

いう意欲を持

つ。 

前提目標 基礎目標 中核目標 
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８ 事前の教員研修と指導の概要 

(1) 事前の教員研修 

研修内容 

ａ 
○大震災で被災された方の当時の様子を知るための研修 

・住田功一『阪神大震災ノート 語り継ぎたい。命の尊さ－生かそうあの日の教訓を』を使

って震災当時の様子、被災された人々の人生を知る。 

ｂ 
○阪神淡路大震災についての研修 

・ビデオ「震度７・阪神大震災の教訓 ドキュメント神戸 72 時間の記録」（ＮＨＫビデオ）

を鑑賞し、震災当時の様子を再確認する。 

ｃ ○大震災からの復興についての研修 

・岩波ジュニア新書「神戸―震災をこえてきた街ガイド」を使って、復興の様子を知る。 

ｄ ○市民救命士についての研修 

・市民救命士のシステムや心肺蘇生法・ＡＥＤについて理解する。 

ｅ 
○ボランティアについての研修１ 

・『知っていますか？ボランティアと人権一問一答』（解放出版社）を使って、ボランティア

について理解する。 

ｆ 
○ボランティアについての研修２ 

・地域の福祉施設・病院・ボランティア団体等と連絡を取り、ボランティアの状況について

知り、中学生がどのように参加できるかを考える。 

 
(2) 指導の概要（全 29 時間） 

研修内容 

事
前 

○朝の読書の時間を活用 

・『阪神大震災ノート語り継ぎたい。命の尊さ－生かそうあの日の教訓を』 

住田功一（一橋出版）を学年の生徒全員が読む。             （１時間）

１
次
（
12
時
間
） 

○ 阪神淡路大震災について理解を深める。 

１ 震災当時の映像が収められているビデオ「震度７・阪神大震災の教訓 ドキュメント神

戸 72 時間の記録」（ＮＨＫ「震度７・阪神大震災の教訓」製作委員会）を鑑賞し、地震直

後の被害状況・災害救助の模様について知る。              （１時間）

 

２ 聞き取り調査に向けて、被災された方への質問事項を考える。 

映像の中での、崩れた家や火災の様子から、その場に居られた方の気持ちを想像する。

また、現在の様子を写真などで見せ、ここまでの復興の苦労を想像させる。（事前にこの

質問事項を被災者の方に送っておき、それをもとに話をしていただく。）   （１時間）

 

３ 神戸への校外学習 

(1) 神戸三宮の東遊園地からメリケンパークの震災モニュメントを見学する。 

(2) 「人と防災未来館」の見学をする。 

(3) 神戸市長田区（神戸市長田区の新長田駅周辺・高速長田駅周辺）での震災に関する聞

き取りを 15 グループに分かれて行う。                 （６時間）

 

４ 聞き取り体験をまとめる。 

聞いたこと・見たこと・わかったこと・そこから感じたことなどに分けて、まず個人で

まとめ、それをもとに班で発表できるように準備する。           （２時間）

 

５ 学年で発表会を行う。 

体育館で学年集会を開き、「聞き取り体験」で、教えていただいたこと、それに対して

感じたことを班ごとに発表していくことをとおして、各自が聞いたことを共通体験へと広

げる。保護者も発表会に来ていただく。                  （２時間）

教員研修 ａ 

教員研修 ｂ 

教員研修 ｃ 
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２
次
（
４
時
間
） 

○中学生として自分たちが今できることを考える。 

１ １次の経験を通して、中学生として自分たちが今できることを考える。 

・実際に負傷した人を目の前にした時に、援助できる技術を身につける。 

・阪神淡路大震災で活躍したボランティアを自分たちでもやってみる。   （１時間）

 

２ 消防署のレスキュー隊の方に来ていただき、ビデオ等を使って講習を行う。 

                                    （１時間）

 

３ クラスごとに、レスキュー隊の方から実技講習を受ける。（止血方法・人工呼吸・心臓

マッサージ・ＡＥＤの使用法）の実技講習を受けて、市民救命士の資格を取得する。 

                                    （２時間）

 

３
次
（
８
時
間
） 

○ボランティア体験をする。 

１ ボランティアについて理解する。 

・資料等をもとに、「ボランティアって何か？」「どんな活動があるのか？」「ボランティ

アをするうえでの注意点」について理解する。             （１時間）

 

２ 自分がやってみたいボランティアを考える。 

・「地域の清掃」「福祉施設や病院でのお手伝い」「高齢者宅訪問」「地域でボランティアを

継続している方にインタビュー」「地域の問題点について地域の方にインタビュー」な

どの中から考える。                         （１時間）

 

３ ボランティアを行うために準備する。 

・自分たちで選択したボランティアごとのグループで、行きたい所に連絡をとり、具体的

に持っていくもの、準備しておくものなどを考える。ボランティア活動場所での留意点

の確認、挨拶、お礼の言葉等の練習をする。              （２時間）

 

４ ボランティア体験をする。 

・平日の午後 2時間を使って各グループで、安全に留意しながらボランティアを体験する。

                                    （２時間）

 

５ ボランティア体験をまとめる。                    （１時間）

 

６ クラスで、自分のボランティア体験について発表する。 

・ボランティア体験から得たもの・これからもできることを考える。 

                                    （１時間）

４
次
（
５
時
間
） 

○活動を振り返る。 

１ これまでの活動を振り返る。 

・自分たちが成長できた点は何か。 

・今後どのような取り組みができるかを生徒一人ひとりが考える。     （１時間）

 

２ 「１・17 山手のつどい」 

・１月 17 日に阪神淡路大震災で亡くなられた方を追悼するための全校集会を開き、これ

までの学習の成果を発表する。 

・被災された神戸市長田区大正筋商店街副理事長伊東正和氏の講演を聞く。 （２時間）

 

３ 「２年総合学習のまとめの会」 

・住田功一さんの講演を聞く。                     （２時間）

事
後 

○自分の心の動きを振り返り、振り返りカードに記入する。 

教員研修 ｄ 

教員研修 ｅ 

教員研修 ｆ 
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９ 指導実践 

(1) １次第３時 

ア 本時のねらい 

震災から立ち直った神戸の街の姿を実際に見るとともに、被災から復興に努力された方

の話を聞くことをとおして、命の大切さを実感し自分たちの生き方を考えさせる。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

神戸への校外学習をとおして、震災の凄まじさや悲惨さを自分の肌で感じ取らせる。 

(ｲ) 感性を育む 

震災モニュメントの見学では、東遊園地の「希望の灯り」「慰霊のモニュメント」、阪

神高速の下に残っている高速道路が倒壊した跡、メリケン波止場に残る壊れた岸壁の姿

から、地震の恐ろしさや被災された人々の苦労を感じ取らせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

地震によって、自分の家族を亡くされ、それまでの自分の生活を失いながらも、明日

を信じて、復興に全力を注がれた方々の話から、命の大切さを実感し、自分自身のこれ

からの生き方を考えさせる。 

 

ウ 準備物 デジタルカメラ、インタビューカード 

 

エ 先生の準備（事前の打合せと教員研修） 

(ｱ) 被災者の方で、中学生に話をして下さるボランティアの方（神戸市長田区）を探す。 

「教師の事前研修Ｃ」で紹介した「神戸―震災をこえきた街ガイド」の本を片手に、

そこに紹介されている被災者の方を探し、中学生に震災の話をしていただけないかと話

してまわる。本を持っていった効果か、時間の都合がつけば快く引き受けてくださった。

また、そこから「こんな方も居られます。」と、紹介もしていただき広がりを見せた。た

だ 15 人のボランティアを探し、目的を理解してもらうためには５回ぐらいの下見・打ち

合わせが必要であった。 

(ｲ) 神戸三宮東遊園地からメリケン波止場の下見をし、生徒たちが学べる内容を把握する。 

三宮の東遊園地で下見をしている時に、神戸市役所 24 階「協働と参画のプラットホー

ム」に「神戸観光ボランティア」というのがあり、震災のモニュメントの説明をしてく

ださるという話を聞き、連絡を取り案内してもらうことにする。 

その際、「協働と参画のプラットホーム」の方に、「震災で生き埋めになり助かった人

の何割が、自衛隊や消防士に助けられたかわかりますか？」と聞かれた。答えは「２割

以下ですよ。８割以上は地域の人たちが助けたんです。防災には地域の協力が一番大切

なのです。」という話を教えていただき、地域の連携の大切さを改めて考えさせられた。 

(ｳ) 「人と防災未来館」の下見をして、生徒たちが学べる内容を把握する。 

(ｴ) 移動するための交通機関・時間・経路の確認をする。 

(ｵ) 被災者のボランティアの方へ、生徒たちが質問したい内容を送付する。 
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オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 学校→加古川駅までバスで移動する。 

 

２ JR で三宮へ移動する。 

 

展 
 
 
 
 
 
 

開 

３ 東遊園地まで教師が引率し、そこから

「神戸ボランティア」から、モニュメント

の説明を聞きながら、メリケンパークへ向

かう。 

・たった数秒の揺れでこんなにも人が死ぬ

のかと思った。ぼくはこれを見て『命の

尊さ』を学ばなくちゃいけないと思いま

した。 

・希望の灯りは、きれいに磨かれていて、

どれほど大切なものなのかが、わかりま

した。 

 

４ 「人と防災未来館」の見学をする。 

 

５ 聞き取り体験をする。 

(1) グループごと（15 グループ）に、自分

たちが話を聞くボランティアがいる所

に行って話を聞く。（神戸市長田区） 

(2) ２班（約 12 名）ごとに分かれて、ボ

ランティアの方を訪問する。 

・こうやって生活できていることに感謝の

気持ちを持って、一日一日を大切に生き

たい。 

・震災が残してくれたもの、それは人々の

優しさと勇気でした。１人でも多くの命

を救いたいという気持ちがみんなの心

をひとつにしたことがよくわかった。教

えていただいた「命の尊さ」を伝えてい

きたい。 

 

・３班（約 18 人）に 1 人のボランティアの

方について案内していただく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４Ｆの「１・17 シアター」から見学させる。

 

・教師はポイントに分かれて生徒の動きを確

認。 

 

 

ま
と
め 

６ 終了した班からバスの待機場所に向か

う。 

・聞き取った内容のまとめを次時までにして

おくように伝える。 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 三宮の東遊園地の「希望の灯り」や「慰霊のモニュメント」は生徒に大きなインパク

トを与えた。 

(ｲ) 実際の被災者の方の話はそれぞれにドラマがあり、学年での発表会では、15 のグルー

プそれぞれに内容も濃く、大変意味深いものになった。生徒たちも感慨深い感想を多く

寄せてくれた。 

(ｳ) 何度も神戸市長田区に下見に出かけ、被災者の方からいろんな話を聞かせていただい

たことは教師にとっても、大変有益であった。特に、「協働と参画のプラットホーム」の

方に聞いた「助け合える地域づくり」は、学年の総合で取り扱ってきたテーマとも合致

するものでもあり、もっと深く取り組んで生きたいという意欲へとつながった。この経
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験をこれだけで終わらせずに、次にひろげていきたいと思わせるものに出会えたように

感じた。 

 

  
（聞き取り体験の様子） 

 
 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○地震の規模の大きさや震災の悲惨さを自分

の肌で感じることができたか。 

 

感
性
を
育
む 

○身近な人を亡くした死の悲しみの深さを思

いやり、命の重みについて考えよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○復興に全力を注がれた方々の話から、命の

大切さを実感し、自分自身のこれからの生

き方を考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(2) ３次第７時 

ア 本時のねらい 

阪神淡路大震災でのボランティアの活躍が、日本でのボランティア観を変え 1995 年が

「ボランティア元年」と呼ばれるようになった。生徒たちは震災の被災者の方から、ボラ

ンティアの大切さを教えていただき、自分もやってみたい気持ちを持った。ボランティア

体験をとおして、自分たちも他の人のために何かができることを実感し、それがみんなの

命を大切にすることにつながることを実感させる。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

地域の清掃、福祉施設・病院の訪問、高齢者宅訪問などの体験をとおして、自分たち

が住む地域を見直し、自分の行動が他の人の喜びを生むことを体験させる。 

(ｲ) 感性を育む 

誰かのためにすることが、結局は自分の心を豊かにしていくことを実感させる。 

(ｳ) 想像力の育成 

自身も他の人に支えられて生きていることを感じさせる。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打合せと教員研修） 

生徒たちの受け入れ施設との綿密な打合せをする。 

・ボランティア体験の内容の確認 
・受け入れ人数の確認      
・活動場所の確認 

 
オ 展開 
 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 本時の授業の流れを理解する。 ・ボランティアをしたグループごとに、自分

たちが体験したこと・感想などを順番に発

表させる。 

展 

開 
２ グループでボランティア体験について

発表する。 

(1) 地域の清掃班：12 ヶ所に分かれて実施

・ボランティアは、自分にプラスにな

る。 

・するほうもされるほうもすっきりし

た気分になる。 

・ボランティアは楽しい。 

(2) 福祉施設・病院訪問班：高齢者施設６

ヶ所、病院１ヶ所で実施 

・互いの笑顔で、嬉しい気持ちになれた。

・心のこもった「ありがとう」の言葉を

もらえて疲れが吹っ飛んだ。 

(3) 高齢者宅訪問：11 名の高齢者を訪問 

・小さなボランティアでも、喜んでもら

えた。 

(4) 地域でボランティア活動をしている

方を訪問した班 

・小さなことも自分からすると大きなボ

ランティアになる。 

・人に奉仕して、喜んでもらうことは自分自

身の喜びになり、自分自身の成長につなが

っていくものであることを、体験をとおし

て、自然と感じさせたい。 

・ボランティアを長年続けておられる方も、

相手の笑顔や優しい気持ちが得られるか

ら続けておられることをおさえる。 

・ボランティアは、肩肘張ったものではなく、

少しでも人のためになろうという気持ち

で、できる時にできる事をするものであ

る。そのことが結局自分のためにもなるこ

とをおさえる。 
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展 

開 

・相手の気持ちを考えてから行動するこ

と。 

・自分にできることを、自分ができると

きにすればいい。 

(5) 地域の問題点としてわかったこと 

・ごみのポイ捨て。 

・犬のふんの放置。 

・自転車通学生が広がりすぎで困る。 

・地域活動に参加する人が減ってきた。

・若い人が減り、祭りなどの伝統が衰退。

・一人暮らしのお年寄りが増えている。

 

 

 

 

 

・地域の問題点を知り、自分たちのできるこ

とから実践していけば、この地域がもっと

いい地域になっていくこと、一人ひとりが

そういう力を持っていることに気づかせ

る。 

 

ま
と
め 

３ 地域の問題を知り、今回のボランティア

体験を発展させて出来ることを考える。 

・ボランティア体験で終わることなく、ボラ

ンティアを続けていくことの大切さをお

さえる。 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 
(ｱ) 実際にボランティアを体験することによって、生徒たちはいろんなことが学べたよう

に思う。生徒の感想として、「とてもすがすがしい気分になれました。ボランティアで大

きなものを得ることができました。」「一番感じたことは、相手の気持ちを考えて行動す

ることの大切さです。日頃の生活でも気をつけていきたい」などがあった。 

(ｲ) しかし、一回だけの体験で、本当のボランティアの意味は理解できないであろう。こ

れからも、このような体験を継続していくことが必要である。だが、第１学年の生徒全

員を動かすため準備には教師側の多大な労力が必要であるし、中学生も部活動・塾と忙

しい生活をおくっているものが多数であるので、活動を継続していくためには時間・活

動内容等の調節が大変難しいのが実情である。 

(ｳ) 中学生が気軽に参加できるボランティア、そういうものを紹介してくれる行政側の協

力が必要ではないだろうか。小中学生の頃から身近にボランティアを感じることが、本

当のボランティア精神を根付かせることになると思う。 

 
キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）
 

学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○ボランティア体験をとおして、自分たちが

住む地域を見直し、自分の行動が他の人の

喜びを生むことを実感できたか。 

 

感
性
を
育
む 

○「誰かのため」が「みんなのため」につな

がることを実感できたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自身も他の人に支えられて生きていること

を感じることができたか。 
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全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 

 

 

  
（地域清掃１） （地域清掃２） 

  
（高齢者宅訪問） （病院訪問） 
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(3) ４次第２時 

ア 本時のねらい 
兵庫県で起こった阪神・淡路大震災を風化させることなく、そこから学んだ「命の尊さ・

思いやりの心・協力して生活することの大切さ」等を確認する。 
 

イ 指導のポイント 
(ｱ) 感動の体験 

震災を体験し、店が全焼し、路上で毛布をかぶりながら商売を再開するなど、いろん

な困難を乗り越えてこられた伊東さんの講演を聞く。 
(ｲ) 感性を育む 

会場の体育館を飾るための、震災をテーマにした壁画作りや、震災への思いを込めた

ランタン作りを通して、防災への思いを強くする。 
(ｳ) 想像力の育成 

実際に自分たちがそういう状況に陥ったら、どのような行動が取れるかを考える。 
 

ウ 準備等 
① ビッグアート１年（震災で亡くなられた人々の顔） 

   ３年（震災をテーマにクラスごとに作成した壁画） ―（１・３年職員・生徒） 

② ランプシェード２年 ―（２年職員・生徒） 

③ キャンドルパネル・キャンドル・希望の灯り ―（２年職員・生徒） 

④ 体育館準備（椅子・看板・マイク・防災学習の写真） ―（２年職員・生徒） 

⑤ 進行・司会・お礼の言葉・花束・講師紹介 ―（生徒会） 

⑥ 2 年生の防災学習の取り組みの発表原稿 ―（２年生徒・職員） 

⑦ 誓いの言葉                    ―（学年代表生徒・各学年防災担当教師） 

 
エ プログラム 

① １・３年生の入場 

② ２年生の入場（希望の灯りを分灯しながら、大きなキャンドルアート「１・17」を

作る） 

③ 開会のことば（生徒会） 

④ ２年生の防災学習の発表（２年生代表） 

⑤ 講師の紹介（生徒会） 

⑥ 講演「大正筋商店街副理事長 伊東正和さんー出会い・助け合い・愛」（約 50 分） 

⑦ お礼のことば（生徒会）・花束贈呈（生徒会） 

⑧ 誓いのことば（１・２・３年生代表） 

⑨ 閉会のことば（生徒会） 

 
オ 先生の振り返り 
(ｱ) 今年の「山手のつどい」は、地域の方にも地区の回覧板でお知らせしたり、公民館の

協力もあって、一般の方も 60 名参加してくださる盛会となった。体育館の壁面を飾った

１・３年生が制作したビッグアート、２年生のランプシェード、ともに力作で会場を盛

り上げた。 

(ｲ) 伊藤さんの講演はとても感動的で、生徒たちの感想も「涙が出ました。伊東さんの話

を聞けて本当に良かったです。毎日、毎日を感謝しつつ、大切に生きていきたいです。」

「私の大切な人はたくさんいます。そんな人たちが居てくれたから私はいる。本当にあ

りがとう！そう思いました。」などの意見があった。学校そして地域も含めて、災害の恐

ろしさを実感し、そこから学んだものを語り継いでいこうという良い機会になった。 

(ｳ) 震災から 10 年以上がたち、新しく入学してくる中学生は、全く震災を知らない子ども

たちも増えてくる。「山手のつどい」も形を考えながら、震災の記憶を時代とともに風化

させることなく、震災の与えた教訓「命の尊さ・思いやりの心・協力して生活すること

の大切さ」を伝えていかなければいけないという思いを新たにした。 
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「１・17 山手のつどい」で作った、壁画とランプシェード 

 
 

カ 振り返りカード 
振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○阪神・淡路大震災の教訓「命の尊さ・思い

やりの心・協力して生活することの大切さ」

について考えよう。 

 

感
性
を
育
む 

○会場の体育館を飾るための、震災をテーマ

にした壁画作りや、震災への思いを込めた

ランタン作りをとおして、防災について考

えよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○実際に自分たちが震災等の状況に陥った

ら、どのような行動が取れるか、またどの

ような考えを持てるかを考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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10 実践を終えて 

(1) 先生の振り返り 

一連の学習を終えての生徒の感想として、 

・「人の気持ちが考えられるようになり、命の大切さを実感できたと思う。人の役に立つの

は気持ちのいいことだとわかりました。」 

・「普段できないような体験ができ、そのような環境を作って下さった方々への感謝の気持

ちが持てるようになりました。また、「命」について多くのことを学びました。今、こう

して生きていられるのも周りの人のおかげだなあと思って、感謝する気持ちが持てまし

た。」 

・「私たちがいろんな場所でいろんな場所でいろんな事を学んでいるのは、きっと全て命に

つながっているのだろうな。いろんな奇跡を、良い方向につなげるために学習している。

何もせず、ただ生きるより、何かを残し、何かを受け取り、何かを生み出していける人

生を過ごすための学習をどんどんとしたい。」などがあった。 

このような感想を生徒が書くということは、教師にとってこのうえない喜びである。

ここまで考えている生徒が存在するだけで素晴らしいことだと思う。生徒たちがこのよ

うに考えた理由は、「体験」である。机上の学習では、一教師の言葉だけでは、ここまで

考えられることはできないであろう。私自身も、この学習のために阪神淡路大震災の被

災者の方、消防署のレスキュー隊の方、地域でボランティアを続けておられる方や福祉

施設の方々など、いろんな人に出会い、いろんな話を聞かせていただいたが、それらは

すべて自分自身の宝物になったと思う。「命の大切さを実感する」というのは、言い換え

れば「生きていることの素晴らしさを実感する」ということではないだろうか。いろん

な人との新しい出会い、そして自分の知らなかった世界を教えてもらえる体験、それこ

そが「生きていることの素晴らしさ」。バーチャルな世界を得意とする今の中学生にとっ

て、生の体験、これこそが「生きていることの実感」つまり、「命の大切さ」の実感の根

本だと思う。 

 

(2) 今後の課題 

ア 授業実践上の課題 
聞き取り体験等、教師以外の方に教えていただく場面が多いので、生徒たちの「聞く姿

勢」「質問する方法」「聞きながら記録する方法」の育成を平素から継続的にしておく必要

がある。 
 

イ 家庭・地域との連携についての課題 
特にボランティア体験は、地域の協力がなければ全く前に進まない。どこで、どのよう

な地域の協力を得たらいいのか、最初は全く分からず、地域の公民館・市の福祉会館内に

あるボランティアセンターなどに相談し、地域の連合町内会長、町内会長、老人会の会長、

民生委員などの御協力で進めることができた。学校を出て地域の多くの方々と交流する粘

り強さと時間をかけることが求められると言えるだろう。そして地域の好意的な協力が不

可欠である。 
 

ウ 学校の組織運営上の課題 
新しいことにチャレンジするには、学校全体の共通理解と支援がなければ、絶対に進ま

ない。そして、一緒に計画を進めていく同じ学年担当教師集団のコンセンサスがどこまで

得られるかがその計画の質を決めていくと言っても過言ではない。 
 
11 参考・引用文献 

・早瀬昇・牧口明『知っていますか？ボランティアと人権一問一答』解放出版社 1997 

・島田誠・森栗茂一『神戸―震災をこえてきた街ガイド』岩波ジュニア新書 2004 

・住田功一『阪神大震災ノート 語り継ぎたい。命の尊さ』一橋出版 2004 

・ビデオ「震度７・阪神大震災の教訓 ドキュメント神戸 72 時間の記録」（ＮＨＫビデオ） 
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中学校事例３ 

つながり支えあう命の重み－生・老・病・死をとおして－ 

三木市立三木東中学校第１・３学年

 

１ テーマ 

つながり支え合う命の重み－生・老・病・死をとおして－ 

 

２ 実践のねらい 

誕生の喜びと感動から伝わる命のいとおしさ、死を見つめてわかるかけがえのない命、つな

がり、支え合う命の重みを通して、自他の命を尊重する態度を養う。 

 

３ テーマ設定の理由 

(1) 本校の概要と児童生徒の実態 

本校は三木市のほぼ北東部に位置し、豊かな自然と古い歴史に囲まれた町である。全校生

は 283 名、創立（平成元年 4 月）時は 614 名であったが、少子化に伴い生徒数は年々減少の

傾向にある。学校周辺には三木市役所、三木市文化会館、三木市教育センター、県立三木山

森林公園、県立三木東高校等があり、学究の拠点となる一方、自然探求にも恵まれているが、

少子化、都市化、情報化等の社会の急激な変化は、子どもたちに様々な影響を与えている。

中でも、連帯感の希薄化、子どもたちの遊びの形態の変化は、人間関係づくりの困難さをう

かがわせるものである。また、日常生活の中では、出産や死等、命に関わる大切な場面に触

れる機会が失われ、人の命の有限性やかけがえのなさを実感としてとらえにくく、命の重み

に対する感受性が乏しくなっている。以前は起こり得なかったような事件が毎日のように報

道され、本校においても「命の大切さ」を実感として受け止められない態度を示す生徒が目

につくようになっている。「誰もの命が地球よりも重い」命の重みを実感としてとらえさせる

べくテーマを設定した。 

 

(2) 指導のポイント 

【感動の体験】 

・「命って何だろう？」「命ってどこにあるの？」命の誕生から育まれてきた命、自己を見つ

め自分を好きになるために自尊感情を育む体験を通して、つながり、支え合う命の重みを

実感させる。 

【感性を育む】 

・「大人になるって何なの？」育まれた命の大切さを自分が生まれる前の父母の物語をたどる

ことで、「生と死」の意味を実感させる。 

【想像力の育成】 

・「命を学んだあの時の体験・授業が私を変容させた」と子どもたちに「生きる」ことの意味

を考えさせる。 

・老病死の現実にふれることにより、「命の声に耳をすます」とはどんなことかを考えさせる。 

 

４ 事前 

(1) 先生の準備 

・子どもの家庭環境や友だち関係等を把握する。 

・STAI テスト（状態・特性不安テスト）及び交流分析「エゴグラム」による生徒の個々の状

況を把握する。 

・家庭や地域社会に学習の趣旨を伝え、様々な取組への協力を依頼する。 

 

(2) 教育課程上の位置づけ 

・国語 

・理科 

・音楽 

・美術 
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・保健体育 

・技術・家庭 

・外国語 

・道徳 

・特別活動 

・総合的な学習の時間 

 

(3) 子どもたちの準備 

・情報機器活用の技術を習得する。（技術・家庭科、総合的な学習の時間等を利用したホーム

ページの利用と作成） 

・地域の防犯マップ（地域の駆け込み 110 番等）を確認する。 

・「自分史新聞づくり」のための情報・資料を集めておく。 

・トライやる・ウィークでの体験についてまとめておく。（第３学年） 

 

(4) 家庭・地域との連携 

・学習に対する理解と協力を得る（オープンスクール参加への声掛け、毎月の交通指導等） 

・地域の警察、補導員、民生委員との定期的な情報交換を行い連携を図る。 

・保護者を対象とした命の学習についての講演会を実施する。 

・一回限りの取組で終わらないように、デイサービスセンター等で継続的な体験活動を行う。 

 

５ 本校の実践の特色（学習・体験の内容） 

本校では様々な学習を命の大切さと直結させた取組を念頭に置き、また「ふるさとの良さを

発見」をサブテーマに以下の取組を進めている。 

 

① 毎月 3回の定期的な早朝交通安全指導 

② 自尊感情の育成をめざした生徒会主催の挨拶運動の継続的な実践 

③ 生徒指導部と教育相談部の連携による定期的なカウンセリングウィークの実施(今年度

はエゴグラムを活用した全校生徒対象のカウンセリングウィーク) 

④ 救命救急法の実施（１年生対象）と防災学習により自他の命を守る体験学習及び一斉道

徳学習の実施 

⑤ 食育をテーマにした校内での農園活動を通し、土を育て作物を栽培するまでの体験学習。 

⑥ 人権尊重の大切さを訴える人権弁論大会及び親子人権講演会の実施 

⑦ 健康教育の立場から 3年生対象の性教育の実施 

⑧ 地域に開かれた学校づくり及び小中高連携のオープンスクール実施 

⑨ 教育講演会の実施（今年度はコウノトリの再生から人と自然の共生について） 

⑩ 環境教育を充実させるために、また、絶滅を危惧される蝶の復活のために地域のいきい

き応援団、ふるさとの先輩方を講師として、ギフチョウ復活を助けるヒメカンアオイの植

栽 

⑪ 日本赤十字社との連携による継続的な年末の募金活動（車椅子の贈呈）
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６ 目標分析表 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り 

事
前 

○生活日誌を 2日間記入する。 ○日々の生活リズムを再認識す

る。 

○一日の生活スタイルのバラ

ンスの大切さに目を向ける。

○「早寝・早起き・朝ご飯」の習慣

が、学校生活と深く関わることに

ついて考える。 

 

１
次
（
４
時
間
） 

○生活サイクルを発表し合う。 

○自尊感情を高める体験をする。 

・アサーション・トレーニングを体験する。

・ストレスマネジメントを体験して自己の

感情をコントロールする方法を知る。 

○自分の性格の特徴や行動パタ

ーンについて学ぶ。 

○エゴグラムを活用して、日頃の

心の有り様を理解する。 

○様々なストレスを乗り越える

方法を知り、感情が自分でコン

トロールできることを知る。 

○自己理解から学級の中での

いじめ問題や孤立に悩む友

人に目を向ける。 

○個性の違いを認め合い、互い

の良さを発見する。 

○怒りや悲しみなどの感情が

リラクセーション、呼吸法に

よって和らげられることに

気づく。 

○アサーション・トレーニングによ

り「ことばを大切にできる子は、

いのちを大切にできる子」である

ことに気づく。 

○互いの良さを生かし合いながら

のコミュニケーションづくりは、

自他へのよき気づきから生まれ

ること、そしてそれらが行動を起

こす自信へとつながっていくこ

とを知る。 

○自己理解の大切さと言葉の大

切さについて考えさせること

ができたか。 

○様々な不安や緊張の中、自己

コントロールする大切さに気

づいたか。 

２
次
（
３
時
間
） 

○救命救急法を学ぶ。 

○日本助産師会の助産師による命の授業

を聞く。 

○実際に体験することにより、自

分の行動が他者の命を救うこ

とができることを理解する。 

○助産師から直接、人の誕生や、

出産の大変さについて話を聞

き、誕生の神秘性を感じ取る。

○かけがえのない命を救うた

めに勇気を持って行動する

ことが大切であることを感

じる。 

○赤ちゃんの誕生が「５億分の

１の奇跡」であることに気づ

く。 

○自分が助ける場面と自分が助け

られる場面を想像し、救急法を身

につけておくことが大切である

ことを理解する。 

○自分の命が伝えられた命、育まれ

た命であり、精一杯生きることの

大切さに気づく。 

○自分が勇気を持って行動する

ことで命を救うことできるこ

とを実感させることができた

か。 

○自他の命のかけがえのなさを

実感させることができたか。 

○誕生が神秘的なものであり、

自他の命の大切さに気づくこ

とができたか。 

３
次
（
４
時
間
） 

○「死」をとおして、命についての考えを

深める。 

・伝えたい命 

・精一杯生きた命 

・心の中に生きている命 

○池田貴族さんの家族に伝えた

いメッセージから彼の無念さ、

残された家族への深い愛情を

感じ取らせる。 

○遺書を遺し自らの命を絶った

男子生徒の手記より、その悲痛

さと無念さを、そして「二度と

帰ることのない命」の尊さにふ

れる。 

○死というものを見つめ、死に

ついて考えることの大切さ

を実感する。 

○「泣いていたり、淋しそうに

していたり、喧嘩をしていた

り」などの小さなことから芽

をつみ取る大切さを考える。

○他者の痛みや悲しみを想像する

ことで、自他の命のかけがえのな

さと人とのつながりを実感する。

○いじめ解消に向けて「傍観者」の

役割はいじめに加担しているこ

と、そして陰湿で執拗ないじめを

繰り返される子どものつらさは

「死と直面」しているという事実

を考える。 

○死というものを見つめ、死に

ついて考えることの大切さを

実感させることができたか。 

○苦しい状況の中でも、強く生

きようとすることの尊さを感

じ取らせることができたか。 

４
次
（
５
時
間
） 

○自分史新聞を作る。 ○自分史新聞を作ることにより、

受け継がれた命の大切さを感

じる。 

○誕生から今日まで、人と人とが

つながる喜びや生きることの

大切さ実感する。 

○未来は自分で切り拓くとい

う意志をもつことの大切さ

に気づく。 

○自分を大切にすることが相

手を大切にすることにつな

がることを実感する。 

○今の自分を肯定するために、今何

をすべきか考えることができる。

○過去の自分と未来の自分に向き

合うことで、かけがえのない自己

の存在と夢をかなえるためにど

うしたらよいかを考える。 

○未来は自分で切り拓くという

意志をもつことの大切さに気

づかせることができたか。 

○誕生から今日まで、人と人と

がつながる喜びや命のもつつ

ながりの深さを実感させるこ

とができたか。 
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７ 目標構造図 

前提目標 基礎目標 中核目標 

   

（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（１次）」は学習活動が「１次」であることを示す。 

エゴグラムを活用

して、日頃の心の有

り様を理解する。 

自己理解から学級

の中でのいじめ問

題や孤立に悩む友

人に目を向ける。 

①感性（１次）個性の違

いを認め合い、互いの良

さを発見する 
 

③想像力（１次）互い

の良さを生かし合いな

がらのコミュニケーシ

ョンづくりは、自他へ

のよき気づきから生ま

れること、そしてそれ

らが行動を起こす自信

へとつながっていくこ

とを知る 

⑤感性（２次）か

けがえのない命を

救うために勇気を

持って行動するこ

とが大切であるこ

とを感じる 

④想像力（２次）自分

の命が伝えられた命、

育まれた命であり、精

一杯生きることの大

切さに気づく。 

⑥想像力（３次）

他者の痛みや悲し

みを想像すること

で、自他の命のか

けがえのなさと人

とのつながりを実

感する 

②感性（１次）互いの違い

を認め、共に成長していこ

うという思いをもつこと

ができる。 

⑦感性（３次）死

というものを見

つめ、死について

考えることの大

切さを実感する。

自分を大切に

することが相

手を大切にす

ることにつな

がることを実

感する。 

誕生から今日

まで、人と人と

がつながる喜

びや生きるこ

との大切さ実

感する。 

未来は自分

で切り拓く

という意志

をもつこと

の大切さに

気づく。 
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８ 事前の教員研修と指導の概要 

(1) 事前の教員研修 

研修内容 

ａ 
○生活日誌 

・基本的生活習慣（早寝、早起き、朝ご飯の習慣）の大切さを教員自身が体験する。

ｂ 

○自尊感情を高める体験 

・自己理解（エゴグラム活用とアサーション・トレーニング）、他者理解(インタビュ

ー)をとおして、自尊感情を高める体験をする。 

・怒り、ストレスをコントロールするストレスマネジメント体験をする。 

ｃ ○ＡＥＤを用いた救命救急法の体験 

ｄ 

○日本助産師会の助産師による命の授業 

・出産の疑似体験、おなかの中の赤ちゃんの心音を聴く体験をする。 

・生徒の自分史ノートづくりための取組（家族へのインタビュー、命のつながりと誕

生の神秘性等）の指導について検討する。 

 

(2) 指導の概要（全 16 時間） 

 内  容 

事
前 

○生活日誌を２日間記入する。 

１
次
（
４
時
間
） 

１ 生活サイクルを発表し合う。 

・睡眠時間、体内時計、食卓でのコミュニケーションづくり等が学校生活と深くかかわる

ことを知る。                            （２時間）

 

２ 自尊感情を高める体験をする。 

・「ことばを大切にできる人は、いのちを大切にできる」との考えのもと、エゴグラム活

用とアサーション・トレーニングを体験する。 

・ストレスマネジメントを体験して自己の感情をコントロールする方法を知る。 

                                    （２時間）

２
次
（
３
時
間
） 

 

１ 救命救急法を学ぶ。 

・君は心臓の鼓動を聴いたことあるかい？鼓動を聴くことで命の重みを想像する。 

（２時間）

 

２ 日本助産師会の助産師による命の授業を聞く。             （１時間）

・出産の疑似体験、おなかの中の赤ちゃんの心音を聴く体験をする。 

 

３
次
（
４
時
間
） 

○「死」をとおして、命についての考えを深める。 

１ 伝えたい命…ガンに冒されたロックミュージシャン池田貴族さんのビデオから命の尊

厳を知る。                                       （１時間）

２ 精一杯生きた命…2006（平成 18 年）10 月、福岡中２男子の遺書「生まれ変わったら最

強に」から、男子生徒が遺したものは何かを考える。                  （１時間）

３ かけがえのない人との別れを体験した教師の話を聞き、「心の中に生きている」とはど

ういうことか考える。                                   （１時間）

４ 愛する人やかけがえのない人との別れを迎える人を励まし支える音楽を聴く。『さよう

なら ありがとう』（歌 夏川りみ ビクターエンターテイメント 2006）   （１時間）

 

教員研修 a 

教員研修 b 

教員研修 c 

教員研修 d 
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４
次
（
５
時
間
） 

○自分史新聞を作る。 

１ 誕生が「５億分の１の奇跡なり！」そして 280 日間の長旅から「すごい力であなたが生

まれてきた」ことを知る。                       （１時間）

２ 過去の自分に手紙を書き、「置き去りにしてきた何か」を感じ取る。    （１時間）

３ 未来の自分に手紙を書き、世間の思いや価値観に固執せず、自分らしさを求めることの

大切さに気づく。                           （２時間）

４ 誕生から今日まで「自分の番」（相田みつを）の詩を音読し、命のもつ「つながりの深

さと生きることの素晴らしさ」を実感する。               （１時間）

 

事
後 

○振り返りカードに記入する。 
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９ 指導実践 

(1) １次第３時 

ア 本時のねらい 

自己理解を深め、やさしい自己主張（アサーショントレーニング）を学ぶことをとおし

て、自尊感情を高める。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

自分の性格の特徴や行動パターンを学ばせる。 

(ｲ) 感性を育む 

個性の違いを認め合い、互いの良さを発見させる。 

(ｳ) 想像力の育成 

互いの良さを生かし合いながらのコミュニケーションづくりは、自他へのよき気づき

から生まれること、そしてそれらが行動を起こす自信へとつながっていくことを知らせ

る。 

 

ウ 準備物  

兵庫県立教育研修所 心の教育総合センター『心の教育授業実践研究 第５号 中学校

編』 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 自己理解のためのエゴグラム記録用紙とエゴグラムについての資料プリントを準備す

る。 

（兵庫県立教育研修所 心の教育総合センター『心の教育授業実践研究 第５号 中学校

編』Ｐ19～22 参照） 

(ｲ) 本音のことばを上手に伝えることができるアサーティブな言い方を学ぶためのトレー

ニング用紙を準備する。（兵庫県立教育研修所 心の教育総合センター『心の教育授業実

践研究 第５号 中学校編』Ｐ31～45 参照） 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 呼吸法（腹式呼吸・10 秒呼吸法）を体験する。 ・ストレスを和らげるために

呼吸法が役に立つことを

知らせる。 

展 

開 

２ エゴグラムチェックリストに回答する。 

 

 

 

 

 

３ 自己表現の特徴に気づく。 

・各項目の合計点を鉛筆で記入し、折れ線グラフを

作成する。 

・一番高い所、一番低い所に赤い丸印でチェックす

る。 

・自己理解の大切さを知らせ

る。 

・エクササイズに楽しく参加

できるように肯定的な言

葉を用意する。 

 

・エゴグラムの結果の見方を

説明することで、グラフの

理解を助ける。 

・各自の結果からコミュニケ

ーションを円滑にするア

サーティブな表現につい

て考えさせる。 

 

 
どんな話し方があるのか考えよう。 
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ま
と
め 

４ 多様な表現の特徴を知る。 

・受け身的な態度表現、攻撃的な態度表現、冷たい

合理的な態度表現 等 

 

 

 

５ 日常生活の中で「つい腹が立って言い過ぎたこ

と」「言おうとしたが、我慢して悔しい思いをした

こと」「ドキドキして言いそびれたこと」を思い出

す。 

 

６ 自分の感情を落ち着かせる方法を探す。 

 

 

 

７ ロールプレイングでアサーティブな言い方（自他

を大切にした自己表現）を体験する。 

 

８ ロールプレイングを振り返り、感じたことを話し

合う。 

 

・自分らしい言葉とは何かを

考えさせる。 

・人間関係を円滑にさせるた

めに必要なことは何かを

考えさせる。 

 

・自分の気持ちに気づかせ

る。 

 

 

 

・感情を落ち着かせると、違

った表現ができることに

気づかせる。 

 

・その時の感情を知り、適切

な表現方法に気づかせる。

 

・聞き手、話し手の受け止め

方、感じ方を話し合う。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) エゴグラムは小学校でも実施した生徒がおり、楽しく実践していた。 

(ｲ) アサーティブな表現の仕方の学習では、やさしい自己主張を学ぶことで自身のストレ

スを低下できると実感した生徒が見られた。 

(ｳ) 怒りは人間本来持っている大切な感情であるために、正直な表現と怒りとの関係は継

続的な課題である。言葉の持つ暴力性はいじめの根っこであり、命をも脅かす存在であ

ることをさらに深く追求したい。 

(ｴ) 今回はこの一考察をもとにカウンセリングウィークへとつなぐ試みとなった。ストレ

スを抱え、自己効力感が持てない子どもたちが増える中、家庭においても、学校におい

ても「自分を話そう」と日常的な自分を語る場面を設定していくことは大切である。 

「こころづかいはことばづかいから」言葉で心を結ぶことで希薄な人間関係が深まる

ような実践を続けたい。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○ストレスを乗り越える方法を知り、感情

が自分でコントロールできることを実感

できたか。 

 

感
性
を
育
む 

○自分を大切にすることが、相手を尊重す

る態度へとつながることを実感しよう。
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想
像
力
の
育
成 

○かけがえのない自他の存在にこれからの

自分自身の果たすべき役割について考え

よう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(2) ３次第１時 

ア 本時のねらい 

ガンに冒されたロックミュージシャン池田貴族さんの家族に伝えたい思いを考えること

をとおして、命の尊厳を感じ取る。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

池田貴族さんの家族に伝えたいメッセージから彼の無念さ、残された家族への深い愛

情を感じ取らせる。 

(ｲ) 感性を育む 

死というものを見つめ、死について考えることの大切さを実感させる。 

(ｳ) 想像力の育成 

他者の痛みや悲しみを想像することで、自他の命のかけがえのなさと人とのつながり

を実感させる。 

 

ウ 準備物 開隆堂出版 ビデオ『ふれあいを大切にビデオシリーズ ガンに侵されたロッ

クミュージシャン』、ワークシート 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 使用するビデオについての研修 

・1996 年、ミュージシャン・タレントとして活躍する池田貴族さんはガンの宣告を受け、

ほどなくして妻の一美さんの妊娠がわかり、一美さんは出産を決意する。そして、娘

の美夕ちゃんが誕生。美夕ちゃんが１歳になった頃、池田さんは余命半年の宣告を受

けることに・・・。池田貴族さん、一美さん、美夕ちゃんの姿を通じて「家族につい

て」「いのちについて」考える。 

(ｲ) 教員自身が、死というものを見つめ、死についての考えをまとめておく。 

(ｳ) 現在配慮を要する生徒が存在する可能性もあるので、個別に話を聞く時間を設定する

など、事前の個別指導を充実させる。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 「伝えたい命とは何か」を考える。 ・人間の持つ生命力と家族へ
の愛について考えさせる。

展 

開 

２ ビデオを鑑賞する。 
 
 
 
３ ビデオについての感想を出し合う。 
・この学習を通して、命の大切さ、家族の思い、自

分の夢の大切さがわかった。いつも普通に過ごせ
たり、遊んだり、元気なのは当たり前じゃないこ
ともわかった。池田さんはロックミュージシャン
で自分の夢があるし、家族を置いて死にたくない
という気持ちが強かったから、できるところまで
やれたのかなと思う。もし、池田さんがロックミ
ュージシャンじゃなく、美夕ちゃんもいなかった
ら、すぐに死んでしまっていたかもしれないと思
った。これからは一日一日を悔いのないように生
きようと思う。 

 
 
 
 
・死別の悲しみに思いをめぐ

らすことによって、自他の
命を大切にしようとする
気持ちに気づかせる。 

精一杯生きるとはどういうことかを、今までの自分たちの生き方と重ね合わ
せて考えよう。 
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展 

開 

・池田さんの美夕ちゃんが 3歳になるまで生きると
いう目標は達成できなかったけど、ガンと闘って
いたことはとても素晴らしいことだと思いまし
た。池田さんが生きていられたのは一美さんや美
夕ちゃん、メンバーの人々やファンの人たちがい
たから支えてくれたからだと思います。今、一美
さんや美夕ちゃんはどうしているのか、池田さん
が亡くなったあと、メンバーの人たちはどうして
いるのかなと思います。亡くなった池田さんは立
派に生きていたと思います。入退院を繰り返しな
がらも大好きな歌を歌うことを絶対にあきらめ
てはいませんでした。「美夕」という歌を作詞し
て歌っている池田さんはとても輝いていました。

・死に対する過度の恐怖心を
抱かせていないか、生徒一
人ひとりの心の動きを十
分に捉える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
と
め 

４ ワークシートに感想をまとめる。 
 

・本時のねらいである、苦し
い中でも、強く生きようと
することの尊さを感じ取
らせる。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) ほとんどの生徒が真剣にビデオ鑑賞をし、ワークシートにもしっかり記入できた。 
(ｲ) 家族の絆の深さ、人と人とのつながり合いの大切さを実感していた。 
(ｳ) 子どもたちにとっては、「死」というものが大変漠然としており、捉えどころのないも
のであり、「余命を宣告される」ことや「死に至る病に冒される」ということを実感とし
てとらえることはなかなか難しいが、この学習を通して、口先だけで「命は大切」なん
て言うのではなく「命の重さ」ということはしっかりと感じ取ったようである。その延
長で「『今』」を大切に生きる」ことの大切さを実感した生徒が多く、感想にも書いてい
た。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○彼の家族への深い愛情を感じ取ろう。  

感
性
を
育
む 

○死というものを見つめ、死について考え

ることの大切さを実感できたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○残された妻と幼い子どもが、彼の遺志を

受け継いで、逞しく生きていく強さにつ

いて考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

先生から： 

家庭から： 
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(3) ３次第２時 

ア 本時のねらい 

「いじめられてもう生きていけない」という言葉を遺し自らの命を絶った福岡中 2 男子

生徒の遺書を読むことをとおして、命を奪う「いじめ」の実態及び、いじめの解消に向け

て何が大切で何が必要であるかを理解し、払拭に向けた積極的な態度を養う。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

・遺書を遺し自らの命を絶った男子生徒の手記より、その悲痛さと無念さを、そして「二

度と帰ることのない命」の尊さにふれさせる。 

・いじめを見て見ぬふりをすることは加害者になることを知らせる。 

(ｲ) 感性を育む 

・「泣いていたり、淋しそうにしていたり、喧嘩をしていたり」などの小さなことから芽

をつみ取る大切さを考えさせる。 

・いじめの残酷さ、酷さから自分にとって一番大切なものを亡くしてしまった家族の心

情と心の叫び、絶望感にふれさせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

・いじめ解消に向けて「傍観者」の役割はいじめに加担していること、そして陰湿で執

拗ないじめを繰り返される子どものつらさは「死と直面」しているという事実を考え

させる。 

・「いじめはいけない」「いじめに負けない」というメッセージについて考えさせる。 

 

ウ 準備物  

・「生まれ変わったらディープインパクトの子どもで最強に」そんな思いを残して自らの

命を絶った福岡筑前町中 2男子の遺書全文。（読売新聞 2006 年 10 月 12 日掲載） 

・ＮＨＫソフトウェア『いじめ第１巻 ドキュメント・1000 の叫び』 

・実態調査用紙「いじめられ体験アンケート」 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 中２男子の遺書全文を活用しての指導案の検討 

・男子生徒の心情をどのように読み取らせるかについて検討する。 

(ｲ) ビデオ『いじめ第１巻 ドキュメント・1000 の叫び』についての研修 

・いじめを苦にして自殺した（1994）男子生徒の父親のビデオメッセージから、生徒に

向けて最も伝えなければならないことについて検討する。 

(ｳ) 「いじめられ体験アンケート」の質問項目の検討 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ アンケート「いじめられ体験」に記入する。 ・心を落ち着かせ、いじめに

対する問題意識を持たせ

る。 
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展 

開 

２ 資料（新聞記事）を読む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 将来調教師になりたいという夢をも、絶たざるを

得なかった男子生徒の心情に思いをはせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ いじめを苦に自殺した男子生徒の父親のビデオ

レターを視聴する。 

 

・黙読させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いじめのもつ酷さ、残酷さ

から死を選んだ男子生徒

の心情や遺された家族の

悲しみについて考えさせ

る。 

 

 

 

 

・子どもたちには守ってくれ

る人、必要としている人が

必ずいることを知らせる。

 

・息子が先に逝った親の無念

さから、一生つきまとう悲

しみの深さを理解させる。

・いじめられる側の立場の深

刻さに気づくことで、他者

の気持ちを考えることの

大切さに触れさせる。 

 

ま
と
め 

５ 授業を振り返って、自分の思いや考えを発表し、

話し合う。 

 

・今までの自分の体験も思い

出させ、いじめは誰にでも

起こりうる身近な問題と

して捉えさせる。 

・資料「決心」（道徳副読本

「ともだち」より）を配布

し、次時の課題であること

を知らせる。 

 

 

 

 

資料（新聞記事）の抜粋 

【学校が配布した家庭への連絡プリントの裏】 

お母さんお父さんこんなだめ息子でごめん 今まであ

りがとう。いじめられて、もういきていけない。 

【画用紙】 

See you again?人生のフィナーレがきました さよう

なら さようなら さよ～なら～ 生まれかわったら

ディープインパクトの子供で最強になりたいと思いま

す。 

【スケッチブック】 

遺言 お金はすべて学校に寄付します。うざい奴等は

とりつきます。さよなら いじめが原因です。いたっ

て本気です。さようなら 

【理科のノート】 

遺言 さようなら 僕が死んだら僕の貯金は学校にあ

げます。 

「誰にも相談できない苦しさ」「家族に心配かけたくない気持ち」「暴力を受けた時

の恐怖感」「お金を取られる悔しさ」等、気づいたこと感じたことを話し合おう。 
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カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 今の世の中、子どもは生きにくいのかもしれない。いじめは絶対に根絶できないとい

う大方の子どもたちの意見は、いじめる側にいて安全圏にいると「自分は大丈夫」とい

う安心から生まれるのかもしれない。しかし、遺書を前に、子どもたちは真剣にいじめ

について考え、かけがえのない命の重要性について討議することができた。 

(ｲ) いじめには常に多くの傍観者がいる。傍観者はなぜ悪いのか。自分には関係ないとい

う子どもたちを前に、「いじめてはいけない」と教えたからといっていじめはなくなるも

のではないことを痛感した。いじめを解決する過程を大切にし、その中で人間の尊厳や

命の大切さを家庭と連携を取り合いながら、早い段階で芽をつみ取ることが求められて

いる。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○かけがえのない命は、なくすと二度と帰

ってこないことが理解できたか。 

 

感
性
を
育
む 

○なぜいじめは起きるのか、いじめはなく

ならないのか考え、いじめをなくすため

にできることを考えよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○いじめにおける傍観者はどんな役割を果

たしているのか考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(4) ４次第１時 

ア 本時のねらい 

自分史新聞づくりをとおして、自己を様々な観点から見直し未来への展望を開く。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

自分史新聞をつくることにより、受け継がれたこの命の大切さを感じさせる。 

(ｲ) 感性を育む 

未来は自分で切り拓くという意志をもつことの大切さに気づかせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

今の自分を肯定するために、今何をなすべきかを考えさせる。 

 

ウ 準備物 自分史新聞の例４～５点 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 教員自身の自尊感情を高める研修 

(ｲ) 家庭や地域と連携し、子どもの家庭環境や心身の状態等を把握し、事前事後の個別指

導を充実させる。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 事前に調べておいた自分の誕生日の出来事を確

認する。 

・印象に残った記事をメモする。 

・生まれた時の社会情勢に目

を向けさせる。 

展 
 

開 

２ 相田みつをの詩「自分の番・いのちのバトン」を

音読する。 

 

 

３ 自分史新聞の内容を過去・未来の観点から記入す

る。 

・過去の自分への手紙 

・未来の自分への手紙 

 

 

４ 今の自分を見つめ直す。 

・自分の好きなところ、自慢できること、将来の夢

等を挙げる。 

 

 

５ 将来どのように道を切り拓いていくか、「私の人

生設計」に記入する。 

 

 

 

 

 

・誕生までの 280 日間という

長旅を経て、すごい力で生

まれてきたことを伝える。

 

・生まれてから 15 歳までの

間の 

「してもらったこと」 

「うれしかったこと」 

を思い出させる。 

 

・適切な自己表現をすること

によって、自己存在感を感

受できる体験となること

を伝える。 

 

・気持ちを率直に出せる雰囲

気づくりを心がける。 

・今懸命に取り組んでいるこ

と、こんなことを学びた

い、こんな高校生活を送り

たい等、将来について考え

させる。 
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ま
と
め 

６ ペアになり、お互いに自分の夢について話し合

い、交流を図る。 

・この新聞作りで自分のいろいろなことが両手で数

えられないくらい発見できた。予定日の４日前に

難産で生まれたこととか、名前の由来（素直で美

しい子）には感動した。最初は書くことが決まら

なかったけど無事完成してよかった。 

・今までいろんなことがいっぱいあったなあと思っ

た。毎日が楽しかった。まだ将来の夢とかはわか

らないけど、一日一日を大切にしたい。そして、

やりたいことにはしっかりと取り組みたい。 

・『過去を記すことは未来への出発点、夢(目標)の

ある人に未来はほほえむ』のキャッチフレーズで

はじめた自分史ノートづくりでは、「受験で忙し

い中、なんで？」と思ったが、将来の夢(弁護士)

が明確になってよかった。 

 

・未来は自分で切り拓くとい

う意志をもつことの大切

さに気づかせる。 

 

カ 先生の振り返り 

自ら情報を発信し、お互いに評価し合うことをとおして、相互に理解を深めることがで

き、自分史新聞づくりは有意義であった。幼い頃の様子について、家庭からメッセージを

いただいたが、それは大人と子どもがつながりを感じ取れるよい機会となったように思う。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○自分史をつくることにより、受け継がれ

たこの命の大切さを感じられたか。 

 

感
性
を
育
む 

○今の自分肯定するために、今なにをすべ

きかを理解できたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○未来への希望と願いを持たせることがで

きたか。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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10 実践を終えて 

(1) 先生の振り返り 

過去から現在までの振り返りは、生きている喜び、周囲への感謝を実感させることができ

た。保護者からのメッセージでは、自身の命の誕生にかかわる話を聞くことができる機会と

なり、その後の出産・育児の過程とともに、生徒が自身の生を見つめ直すききっかけとなっ

たように思う。家庭での会話も増えて、親子関係がスムーズになったとの意見も聞かれた。 

 

(2) 今後の課題 

学校でのいじめや、いじめを苦にした子どもたちの自殺が相次いでいる。なぜ、いじめが

起きるのか、どうすれば解決できるのか、どう子どもたちの命を守るのか、子どもたちの命

のハードルの低さを何とかするために教師自身が「子どもと一緒に闘う」という当たり前の

ことが求められているのではないだろうか。 

子どもたちに死について教えるのは難しいかもしれない。しかし答が出せなくても一緒に

考えることが必要ではないだろうか。現代社会の命の軽薄さとともに命の有限性（死がいず

れ必ず訪れること）を理解させることで、限りある命を充実させたいと願ってくれたらこの

学習は意義あるものになるであろう。 

夢を語り、目を輝かせて何かに没頭する生徒が少なくなってきたと感じる現在、夢や志を

育み、何かを学びたいという動機を高めるためにも、自分史新聞づくりはその環境づくりの

一つとなったように考えている。家庭での会話が増え、子どもの視野が広がることになると

確信した。 

しかし、昨今家庭で夕食を共にする機会は減り、家事を分担している子どもも非常に少な

い現実がある。乏しくなっているコミュニケーションが「命の大切さの実感しにくさ」とも

つながっていると考えられる。命の大切さを実感させるために、学校がいかに夢と志を育む

環境づくりを進められるかが求められていると言えよう。 

 

11 参考・引用文献 

・相田みつを『いのちのバトン－初めて出会う相田みつをのことば』角川書店 2005 

・兵庫県教育委員会 『「命の大切さ」を実感させる教育への提言』 2006 

・兵庫県立教育研修所 心の教育総合センター 『平成 10 年度心の教育授業実践研究 第１

号』1999 

・兵庫県立教育研修所 心の教育総合センター 『平成 12・13 年度心の教育授業実践研究 第

３号』2002 

・兵庫県立教育研修所 心の教育総合センター 『平成 14 年度心の教育授業実践研究 第５

号 中学校編』2003 

・兵庫教育大学附属中学校 研究紀要 2006 
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高等学校事例１ 

「命」それぞれの輝き 

県立農業高等学校<定時制>第３学年

 
１ テーマ 

「命」それぞれの輝き 

 

２ 実践のねらい 

命の大切さを実感し生き方について考えるために、「自分の経験や感情を表現する力」「他者

の経験や感情を理解し受け入れる力」を養う。 

 

３ テーマ設定の理由 

(1) 本校の概要と生徒の実態 

本校は、加古川市東部の住宅・商業地帯に位置し、南部に工業地帯、北部に農業地帯が広

がる。本校は 2007 年度には創立 110 周年となる農業高校の併置校として、60 周年を迎える

定時制課程の伝統校で、半数以上の生徒が就業し勤労学生として本校に通っている。生徒の

中には、上手くコミュニケーションをとることが出来ず、自他を大切にした言動をとれない

ことも多い。 

そこで、仲間を大切にし、人を大切にしようとする心を培うために、それぞれが背負って

いる人生の素晴らしさや「命」の尊さを感じさせ、そのことを自分の言葉で心から表現する

ことが必要と考え、上記のテーマを設定し実践に取り組み始めた。 

 

(2) 指導のポイント 

【感動の体験】 

・現在までの日常生活・家族・学校生活・友人・仕事など、体験したことを見つめ直し、そ

れぞれの体験を通しての苦しみや感動を再発見させる。 

・他者の発表を聴くことでその人物の新たな部分を知り、人の心の深さ広さを実感させる。 

【感性を育む】 

・他者の体験を聴くことにより、他者に対する共感を感じ、個々の表現方法の違いに気づか

せる。 

・体験を発表することで自分を見つめ直し、他者を理解し協調性を養わせる。 

【想像力の育成】 

・自分の作品を通して、その時の自分の気持ちや第三者から見た場合の状態を考えさせる。 

・他者の作品を通して、相手の気持ちを考え想像し理解させる。 

 

４ 事前 

(1) 先生の準備 

・授業という枠の中だけでなくすべての教育活動の中で個々の人間性を大切にしていうとする

視点や姿勢を持つ。 

・教員自身の自分史をまとめる。 

・生徒の生活環境を把握する（三者面談・家庭訪問・職場訪問などをとおして情報を広く収集

する）。 

・生徒の校内・校外交友関係を把握する（教師が連携し生徒についての情報交換を密に行い、

情報を共有する）。 

・家庭に取組ついての理解と協力を依頼する。 

・現在悲嘆にある子どもが存在する可能性もあるので、個別に話を聞く時間を設定するなど、

事前事後の個別指導を充実させる。 

 

(2) 教育課程上の位置づけ 

・現代文（第３学年） 

 



実践事例－高等学校編－ 

事例１ 「命」それぞれの輝き（県立農業高等学校<定時制>第３学年） 

- 156 - 

(3) 子どもたちの準備 

・自尊感情を高める体験をする。 

・校内生活体験発表会のこれまでの優秀作品等を読ませ、第３学年の生徒が全員、クラスで

発表することを想定し自分について考えさせる。 

 

(4) 家庭・地域との連携 

・三者面談・家庭訪問・職場訪問など情報を広く収集する。 

 

５ 本校の実践の特色 

定時制生徒ならではの生活体験をまとめ、クラスメイトの前で発表する。個々の学校生活で

見せる顔とは違った顔を見せる場を作り、さらに深く人間性を理解させるとともに人生の深さ

に思い至らせる。 
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６ 目標分析表 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り 

事
前 

○自尊感情を高める体験をする。 ○自他の命の存在に気づ

く。 
○自分に起きたこれまで

の出来事を思い起こし

ておく。 

○自分と共に他者の命も

大切であることについ

て考える。 

 

１
次
（
１
時
間
） 

○これまでの優秀作品を読む。 
○自分が誕生した時からの人生

の振り返りを行う。 
 

○自分のこれまでの体験

をあらたな気持ちで振

り返る。 

○他者の多様な体験にふ

れることをとおして、他

者もそれぞれの人生を

生きる存在であること

に気づく。 

○他者の体験にふれるこ

とをとおして、今後の自

分の人生を考える。 

○それぞれに体験してき

た内容は違っても、そ

れぞれの思いや感情が

あり、自分の人生と重

なる部分があることを

理解させることができ

たか。 

２
次
（
２
時
間
） 

○主題を決定する。 
○文章の構成図を作成する。 
○執筆作業をする。 

○これまでの思い出に残

る体験を思い起こし、そ

の時の感情を見つめる。 

○自分の体験をどのよう

に他者に伝えるか、表現

方法について考える。 
○自分の悲しい体験や辛

い体験が、現在の自分に

どのようにつながって

いるか考える。 

○自分の体験をまとめ、表

現することによって、こ

れからの自分の人生に

思いを馳せ、生きること

の素晴らしさを感じる。 

○生きることの素晴らし

さや人生の重みを感じ

させ、それを表現する

意欲を持たせることが

できたか。 

３
次
（
４
時
間
） 

○生活体験発表をする。 
○発表を終えての感想をまとめ

る。 

○自分の体験を自分の言

葉で話すことができる。 
○自分の体験や感情を素

直に表現することによ

り、心がわかり合えるこ

とを感じる。 

○自分の発表を真剣に受

けとめてくれる周りの

人に対して感謝の気持

ちを持つ。 
○発表者の態度に敬意を

示して聞くことができ

る。 
○人それぞれに人生があ

り、多様な考え方や行動

があることに気づく。 

○自分の体験や夢を他者

に表現することの喜び

を実感できる。 
○自他の人生のかけがえ

のなさとともに、それぞ

れの人生の輝きを実感

させる。 

○他者に自分を受け入れ

てもらうことの喜びを

実感させることができ

たか。 
○自他の人生のかけがえ

のなさとともに、それ

ぞれの人生の輝きを実

感させることができた

か。 

事
後 

○振り返りカードにより、学習の

成果を確認する。 
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７ 目標構造図 

前提目標 基礎目標 中核目標 

   

（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（１次）」は学習活動が「１次」であることを示す。 

自分のこれまでの

体験を新たな気持

ちで振り返る。 

自分の体験をどの

ように他者に伝え

るか、表現方法につ

いて考える。 

①感性（１次）他者の多

様な体験にふれることを

とおして、他者もそれぞ

れの人生を生きる存在で

あることに気づく。 
 

③感性（２次）自分

の悲しい体験や辛

い体験が、現在の自

分にどのようにつ

ながっているか考

える。 

⑤想像力（３次）

自分の体験や夢

を他者に表現す

ることの喜びを

実感できる。 

④想像力（２次）自分の

体験をまとめ、表現する

ことによって、これから

の自分の人生に思いを

馳せ、生きることの素晴

らしさを感じる。 

⑥感動（３次）自

分の体験や感情を

素直に表現するこ

とにより、心がわ

かり合えることを

感じる。 

②想像力（１次）他者の体
験にふれることをとおし
て、今後の自分の人生を考
える。 

⑦感性（３次）人

それぞれに人生が

あり、多様な考え

方や行動があるこ

とに気づく。 

自他の人生の

かけがえのな

さとともに、そ

れぞれの人生

の輝きを実感

する。 

生きることの素

晴らしさや人生

の重みを感じ、自

分自身の生きる

意味を考える。 
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８ 事前の教員研修と指導の概要 

(1) 事前の教員研修 

研修内容 

ａ 

○自尊感情を高める体験をする。        ＜提言 P64：教員研修テーマ①＞ 

・『わたしはわたしが好きです。なぜなら・・・』 

・『ここがあなたのいいところ』 

ｂ 
○自己再発見の体験をする。          ＜提言 P68：教員研修テーマ②＞ 

・「私の人生の振り返り」 

ｃ 
○生活体験発表会についての研修をする。 

・優秀作品を読み、人の心に訴えかける作品にするための工夫について考える。 

 

(2) 指導の概要（全７時間） 

内容 

事
前 

○自尊感情を高める体験をする。                 （１時間） 

 

１
次
（
１
時
間
） 

１ これまでの優秀作品を読む。 

・自分の体験と比較させながら読む。 

２ 自分が誕生した時からの人生の振り返りを行う。 

・現在の生活とのつながりを考える。 

・５分間でいかに自分の人生観や夢などを表現するか考える。 

 

２
次
（
２
時
間
） 

１ 主題を決定する。                        （１時間）

・自分の一番伝えたいことを考える。 

２ 文章の構成図を作成する。 

・発表内容を箇条書きにカードにまとめ、構成を考える。 

３ 執筆作業をする。                        （１時間）

 

３
次
（
４
時
間
） 

１ 生活体験発表会を行う（一人５分間）。               （３時間）

・わかりやすい言葉で、はきはきと発表する。 

・発表者に敬意を示し、真剣に聴く。 

２ 感想をまとめる。                        （１時間）

・過酷な体験の克服、心温まる体験などが、夢の実現にどのように大切であること

かを忘れないように記録する。 

 

事
後 

○自分の心の動きを振り返り、振り返りカードに記入する。 

○発表後の自分、他者に対する思いの変化を認識しまとめる。 

 

教員研修 ａ・ｂ 

教員研修 ｃ 
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９ 指導実践 

(1) １次第１時 

ア 本時のねらい 

これまでの校内優秀作品を読むことをとおして、それぞれの人生や体験に対して様々な

見方や捉え方があることを理解する。 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

自分のこれまでの体験をあらたな気持ちで振り返る。 

(ｲ) 感性を育む 

他者の多様な体験にふれることをとおして、他者もそれぞれの人生を生きる存在であ

ることに気づかせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

他者の体験にふれることをとおして、今後の自分の人生を考えさせる。 

 

ウ 準備物  

これまでの校内優秀作品 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

現在悲嘆にある子どもが存在する可能性もあるので、個別に話を聞く時間を設定したり、

子ども一人ひとりを把握することを心がける。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 授業の概要について説明を受ける。 

 

２ 今までの本校代表の生活体験発表作品について

説明を受ける。 

 

・各自がクラスで発表を行う

ことを自覚させる。 

・自分たちと同じ高校生の作

品であることを知らせる。

展 
 

開 
３ 今までの本校代表の生活体験発表作品を読む。 

 

 

 

４ 自分の人生の振り返りを行う。 

・自分の大切な体験について話し合う。 

・現在の日常とどのようにつながっているか考える。

・他人事として捉えるのでは

なく、自分の立場として捉

えるよう助言する。 

 

・同じ高校生として自分の人

生と比較し考え方などの

同じ点、相違点を考えさせ

る。 

 

 

 

ま
と
め 

５ 本時を振り返る。 ・５分間という時間の中で

「自分の人生・人生観・夢」

を発表することの意義を

考えさせる。 

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 本校代表者の作品をきっかけに自分の人生や未来について真剣に考え始めた。 

(ｲ) 他人事に捉えてきた他者の人生に少し向き合う姿勢を持ったように思った。また、保

護者には、幼少期のことについて子供からの問いかけがあった時にはできるだけ詳しく

話してくれるよう依頼するなど家庭の協力が必要である。 

 

自分には書けないなどと言う不安をもらしているが、それぞれに人生があ

り、今という時間は、その人生の延長線上にあるんだよ。 
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キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○これまでの作品を読んで、自分の生活体

験を考えよう。 

 

感
性
を
育
む 

○自分の心の言葉をどう表現するかを考え

よう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○他者の作品にふれ、今後の人生について

どのように考えましたか。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(2) ２次第１時 

ア 本時のねらい 

生きることの素晴らしさや人生の重みを感じ、それを表現する意欲を持つ。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

自身のこれまでの思い出に残る体験を思い起こし、その時の感情を見つめさせる。 

(ｲ) 感性を育む 

自分の体験をどのように他者に伝えるか、表現方法について考えさせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

自分の体験をまとめ、表現することをとおして、これからの自分の人生に思いを馳せ、

生きることの素晴らしさを感じさせる。 

 

ウ 準備物 なし 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) １年生の頃より書いてきた作文やアンケートなどを再読し、子ども時代の生活や仕事

への思い、友人関係、親子関係などについて詳しく思い起こしやすいよう把握しておく。 

(ｲ) 生活体験発表は個人の情報が公開されることであり、必ず対象者の理解と同意を得た

上で実施し、十分な配慮した取組が必要であることを認識する。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

１ 前時を思い起こし、感想を話し合う。 

・あんな風にまとめられるなんてすごいな。 

・うまく表現するには、どうすればいいのだろう。

・あんなにうまく自分にはできないかも。どうしたら

いいのかな。 

・どの人生も多様であり、誰

もがその中で喜びや苦し

み、悲しみを経験しなが

ら、生き抜いていることを

伝える。 

・自分たちと同じ高校生の作

品を読み感じたことを言

葉で表現させる。 

 

展 

開 

２ 発表原稿の主題を決定する。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 文章の構成図を作成する。 

 

 

・自分の生活体験の中の、ど

の部分の出来事を中心に

発表するのかを考えさせ

る。 

 

 

 

 

・発表内容をカードに箇条書

きにまとめ、構成を考えさ

せる。 

 

ま
と
め 

４ 文章の構成図をもとに、発表原稿を作成する。 

 

５ 振り返りカードを書く。 

・次時からの発表に向けて、

文章の校正や発表方法の

工夫などについて考えて

おくよう伝える。 

 

 

自分の中で「気にかかっていることや、面白いと感じること、大変だ

ったと感じていること」等を表現してみよう。 
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カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 題材探しの段階で今までの作文やアンケートの内容を提示することで、主題や構成で

考えの煮詰まった状態を脱することができ、考えをまとめやすくなったように思う。 

(ｲ) １次で得た他者の人生の多様さを、自分の人生の重さ・大切さに重ね合わせて自分の

人生を思い起こさせて実感することにつなげるようしっかり計画する必要がある。 

(ｳ) この取組後、子どもたちの生活態度が大きく変わったとは言えないが、ただ、自分の

人生・言動をよく振り返り見つめ直すようになり、友人関係がスムーズになったようで

ある。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○自身も様々な体験を重ね、そして今があ

ることに気づいたか。 

 

感
性
を
育
む 

○自分の体験を他者に伝えるための工夫に

ついて考えよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自分の体験をまとめ、表現することをと

おして、これから自分はどのように生き

ていこうと思うか考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 

 



実践事例－高等学校編－ 

事例１ 「命」それぞれの輝き（県立農業高等学校<定時制>第３学年） 

- 164 - 

(3) ３次（第１時～第４時） 

ア 本時のねらい 

・自分の体験や夢を、他者に表現することの喜びを実感する。 

・自身の経験と照らし合わせながら他者の発表を聴くことをとおして、他者の経験や感情

を理解する。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

自分の体験や感情を素直に表現することにより、心が分かり合えることを感じさせる。 

(ｲ) 感性を育む 

人それぞれに人生があり、その人それぞれの考え方や行動があることを理解させる。 

(ｳ) 想像力の育成 

自他の人生のかけがえのなさだけでなく、それぞれの人生の輝きを実感させる。 

 

ウ 準備物  

感想シート、ストップウオッチ 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 子どもたち自身が自発的に発表を行うよう授業以外でも常に声かけをし、ヒントなど

を話し、発表の心構えを作るよう心がける。 

(ｲ) ２次でまとめた自分の発表用原稿を準備させる。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

１ 発表方法の説明を受ける。 

・落ち着いた態度で発表する。 

・わかりやすく、はきはきと話す。 

・時間を有効に使う。 

 

２ 聴く態度の説明を受ける。 

・発表者に敬意を示し、真剣に聴く。 

・発表を聴いての感想や感動をメモする。 

 

・全員が同じ条件のもとで発

表を行うことを自覚させ

る。 

展 

開 

 

 

３ 発表を終えて感想・感動を交換する。 

・自分の作文を聞いてくれて気持ちがわかってくれ

てうれしかった。最初はすごくイヤだったけど、

みんなに聞いてもらえてよかったと思う。 

・緊張したけれど、大事に考えていたことが発表で

きてよかったと思う。 

・自分には発表なんてできないと思っていたけれ

ど、みんなが頑張っているのを見たら、やる気が

出てきて頑張れた。 

・みんなの前で発表し、もっとしっかりした気持ち

で夢に向かっていこうと思った。 

・人それぞれに人生があるんだなと思った。 

・普段の学校での姿と全く違った一面を見ることが

できて、好感がもてた。 

 

 

 

・質問や関心のあることにつ

いては、発表者に質問させ

る。 

・他者や自分に対する気づき

を大切にするよう伝える。

生活体験を発表しよう 
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ま
と
め 

４ 発表をとおして得られたものを考える。 

 

 

 

５ 振り返りカードを書く。 

 

・本時の学習によって、自他

への思いがどのように変

化したかを見つめさせる。

 

カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

(ｱ) 人生の多様さを感じ取ることが、それぞれの命の輝きを感じ取ることになったように

思う。 

(ｲ) 命の大切さを実感することにつながる具体的手だてをしっかり計画する必要がある。 

(ｳ) この取組後、子どもたちの生活態度が大きく変わったとは言えないが、ただ、他者の

言葉や行動の背景を理解しようとするようになり、クラスの協調性が強まったようであ

る。 

(ｴ) クラスメイトの本音（言葉）の力は心にしみ込むものがあり説得力があることを感じ

た。 

 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○自分の体験や感情を素直に表現すること

により、心が分かり合えることを感じら

れましたか。 

 

感
性
を
育
む 

○人生の多様さをどのように受け止めまし

たか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自他の人生のかけがえのなさだけでな

く、それぞれの輝きを感じられましたか。

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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10 実践を終えて 

(1) 先生の振り返り 

本校の生徒は、厳しい生活環境の中にありながらも、「高校を卒業したい」という強い思い

を抱き、頑張っている生徒が多い。また一方、他者とのコミュニケーションがうまく取れず、

なかなかうまく思いや気持ちを伝え合うことができない生徒も多い。今回の実践の中で、ク

ラス全員がそれぞれの生活体験を発表することにより、自分の仲間だけの小さな世界から、

もっと広い視野を持つようになり、それぞれの生徒（人間）の背景にはいろんな事があり、

自分だけが苦しいのではなくそれぞれが背負っているものがあるのだということに気づいて、

連帯感が生まれてきたように思う。さらに、人を思いやることの大切さ、命（人生）の多様

性や不思議さ、そして縁（つながり）についても考えられるようになってきたように思われ

る。 

 

(2) 今後の課題 

ア 授業実践上の課題 

人前で自分の体験（作文）を発表するということは、これまでこのような体験のない生

徒にとって、どのような時期にこの授業を行うべきか、生徒たちの実態に合わせて行う必

要がある。 

 

イ 家庭・地域との連携についての課題 

発表内容に関して、特につらい体験をしていた場合には、その時の感情を呼び起こして

しまう場合があるため、十分にそれぞれの生徒の状況を理解し、保護者と連絡を密にとり

あいながら慎重に進めていく必要がある。 

 

ウ 学校の組織運営上の課題 

生活体験発表会という行事が定時制・通信制高校で全国的に行われているが、「クラスの

代表者が発表をする」、「特別な体験をした者」、「人前でうまく話せる者」が出場する場だ

と思われているが、全ての生徒（人）にそれぞれの人生があり、それを発表するのだと認

識させていく必要がある。 

そのためには、他者を受け入れる雰囲気づくり、協調性を養うための学級づくり、その

ための体制づくりを平素から心がけていかなければならない。 

 

11 参考・引用文献 

・兵庫県教育委員会 『「命の大切さ」を実感させる教育への提言』 2006 
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高等学校事例２ 

命を見つめ、自己の生き方を探る 

県立姫路別所高等学校第３学年

 
１ テーマ 

命を見つめ、自己の生き方を探る。 
 
２ 実践のねらい 

生命の誕生や限りある命を見つめることをとおして、今後の自己の生き方を探る。 
 
３ テーマ設定の理由 

(1) 本校の概要と児童生徒の実態 

１学年５学級の全日制普通科高等学校で全学年約２：１の割合で女子生徒が多い。姫路市

の東端に位置し、三方を山に囲まれ、自然に恵まれた環境の中で学校生活を送っているため、

のんびりとした雰囲気を持っている。が、反面、規範意識や目的意識にやや乏しい面も見ら

れ、命を軽視した発言や行動を取ってしまうこともある。 
そこで、自他のかけがえのなさ、前向きに生きることの素晴らしさに気づかせることをと

おして、「命の大切さ」を実感させることをねらいとして、本実践に取り組んだ。 
 
(2) 指導のポイント 

【感動の体験】 
・生命誕生の素晴らしさや命のかけがえのなさを実感させる。 
・乳幼児とのふれあい体験やゲストティーチャーから話を聞き、育まれる命の素晴らしさ、

生きていることの喜びや周りの人の思いを実感させる。 
・訪問先の人々の様々な生き方にふれ、互いを認め、共に生きていることを実感させる。 
・自分を知り、自分を認めて精一杯生きることの尊さを実感させる。 

【感性を育む】 
・命の誕生や生命の営みの不思議さを感じ取らせる。 
・乳幼児との関わりやゲストティーチャーの話をとおして、かけがえのない命をはぐくんで

いこうとする喜びを感じ取らせる。 
・訪問先の人々の様々な考えや生き方にふれ、命の重みを感じ取らせる。 
・自他のかけがえのなさを実感させるとともに、自他がかけがえのない関係の中で生きてい

る存在であることに気づかせる。 
【想像力の育成】 
・自分と同様に他者の命もかけがえのないものであることに気づかせる。 
・命の誕生に寄せる思いや喜びを感じ取らせ、自分のこれからの生き方を考えさせる。 
・老いの豊かさや障害のある人のいきいきと生きる姿にふれることにより、生きることの尊

厳について考えさせる。 
・様々な活動をとおして感じた生や死、命への思いを今後の生き方に重ね合わせて考えさせ

る。 
 
４ 事前 

(1) 先生の準備 

・授業の中だけでなく全ての教育活動の中で、命を大切にしていこうとする視点や姿勢を持

つ。 
・生・老・病・死などのテーマについて、日頃から関連する情報等を収集し、考察しておく。 
・関係施設と綿密な事前の打ち合わせをする。 
・施設等の訪問前の事前指導について詳細に計画する。 

 
(2) 教育課程上の位置づけ 

・３年生総合的な学習の時間 
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(3) 子どもたちの準備 

・自分が生まれたときの様子や幼い頃のエピソード等を家族から聞いておく。 
・施設等の訪問に際しての心構えや準備物を確認する等。 

 
(4) 家庭・地域との連携 

・取組の趣旨を充分理解いただき、資料の収集や訪問の受け入れの協力の依頼をする。 
 
５ 本校の実践の特色 

体験中心の学習（ビデオ視聴・ゲストティーチャーによる体験談・施設訪問等） 
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６ 目標分析表 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り 

事
前 

○自尊感情を高める体験をする。 

○生と死、命に関する様々なテーマに

ついて関連する情報を調べる。 

○自己発見の体験をする。 ○生と死、命に関する身の回りの

出来事や、事件等を思い起こし

たり、周囲の意見を聞いたりし

ておく。 

○生・老・病・死に向き合うこと

について考える。 
 

１
次
（
２
時
間
） 

○一つの命の誕生によせる思いや喜び

を感じ取る体験をする。（ビデオ学習

等） 

○「生命誕生」や「命」について自由

に感想意見を出し合う 

○生命誕生の素晴らしさやかけがえ

のなさを実感する。 

○生命の誕生に関わる様々な考えに

ふれることをとおして、命に対す

る考え方の多様性に気づく。 

○命の誕生や生命の営みの不思

議さを感じ取る。 

○自分の命の誕生は多くの人々

の喜びであったことを実感す

る。 

○自己と同様にかけがえのない

他者の命を思いやることがで

きる。 

○命に関する様々な価値観を受

容できる。 

○生命誕生の素晴らしさやかけ

がえのなさを実感させること

ができたか。 

○命に関する様々な価値観を受

容させることができたか。 

２
次
（
４
時
間
） 

○保育園等の施設を訪問する。 

・幼児とのふれあい体験 

○ゲストティーチャーから話を聞く。

・乳児の母親から体験談を聞いたり、

妊娠中の胎児のビデオを見せてもら

う。 

○自分史づくり 

・家族から聞き取ったりして誕生から

今までを振り返り、感動したことを

中心にまとめる。 

 

○乳幼児とのふれあい体験をとおし

て、育まれる命の素晴らしさにふ

れ、生きていることの喜びを感じ

る。 

○母親の妊娠中や育児の中での喜び

や不安等にふれ、無事にこの世に

生まれた喜びを感じる。 

○自分史づくりを通して、家族等、

周りの人々の思いや自身の成長を

実感する。 

○乳幼児との関わりの中で、自分

の中のやさしさをふくらませ、

かけがえのない命を育んでい

こうとする喜びを感じる。 

○命を育む妊婦の喜びや苦労等

を感じる。 

○自分を支えてくれた周りの人

への感謝の気持ちを持つこと

ができる。 

○命の誕生に寄せる思いや喜び

を感じ取り、自分のこれからの

生き方に思いをはせることが

できる。 

○今の自分を肯定し、かけがえの

ない命を未来につないでいこ

うとする思いを持つことがで

きる。 

○乳幼児とのふれあい体験やゲ

ストティーチャーの話を通し

て、育まれる命の素晴らしさ

にふれ、生きていることの喜

びを感じさせることができた

か。 

○命の誕生によせる思いや喜び

を感じ取り自分のこれからの

生き方に思いをはせさせるこ

とができたか。 

３
次
（
５
時
間
） 

○老人介護施設を訪問する。 

・関係者から様々な話を聞く。 

○養護学校を訪問する。 

・障害を持った生徒達と交流する。 

○施設体験等をとおして感じた生や

死、命への思いや考えを整理し、ま

とめる。 

○老いによる障害を持った人たちと

関わる人々の思いに気づく。 

○障害を持ちながらもいきいきと生

きる同世代の生徒達にふれ、共に

生きていることを実感する。 

○体験を整理することにより、生や

死等「命」について考えることの

大切さを実感する。 

○訪問先の人々の様々な考えや

生き方にふれ、多様さを受けと

めるとともに命の重みを感じ

る。 

○訪問先での交流を通して、相手

を支えることによって自分も

支えられていることに気づく。

○老いの豊かさや障害のある人

のいきいきと生きる姿にふれ、

生きることの尊厳について考

えることができる。 

○限りある生を精一杯生きるこ

との素晴らしさを実感するこ

とができる。 

○訪問先の人々の様々な考え方

や生き方にふれ、多様さを受

けとめるとともに命の重みを

感じさせることができたか。 

○老いの豊かさや障害のある人

のいきいきと生きる姿にふ

れ、生きることの尊厳につい

て考えさせることができた

か。 

４
次
（
２
時
間
） 

○「生」について考える。 

・『命と対話した人々 ヘレン・ケラー

＆中村久子』（「知ってるつもり？」

日本テレビ）のビデオ学習 

・命の尊さを見つめ、自分自身の生き

方を考える。 

○真摯に生きることの凄さや素晴ら

しさを感じる。 

○自分を知り、自分を認めて精一杯

生きることの尊さを実感する。 

○自分自身の生きる意味を考え

ることができる。 

○自他のかけがえのなさを実感

するとともに、自他がかけがえ

のない関係の中で生きている

存在であることに気づく。 

○困難な中でも、それに打ち勝と

うと立ち向かう人々の思いを

推し量ることができる。 

○これまでの活動をとおして感

じた生や死、命への思いを今後

の生き方に重ね合わせて考え

ることができる。 

○自分自身の生きることの意味

を考えさせることができた

か。 

○命の大切さを実感させること

ができたか。 

事
後 

○「命の大切さ実感尺度」に回答する。     
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７ 目標構造図 

前提目標 基礎目標 中核目標 

   

（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（１次）」は学習活動が「１次」であることを示す。 

生と死、命に関する身

の回りの出来事や事件

等を思い起こしたり、

周囲の意見を聞いたり

しておく。 

生・老・病・死に向き

合うことについて考え

る。 

自己発見の体験をす

る。 

①感性（１次）命の誕

生や生命の営みの不思

議さを感じ取るととも

に自分の命の誕生は多

くの人々の喜びで合っ

たことを実感する。 

②感動（１次）生命誕

生の素晴らしさやかけ

がえのなさを実感す

る。 

④感動（２次）母親の

妊娠中や育児の中での

喜びや不安等にふれ、

無事にこの世に生まれ

た喜び、生きてること

の喜びを感じる。 

⑤感性（３次）訪問先
での交流を通して、相
手を支えることによっ
て自分も支えられてい
ることに気づく。 

⑥感性（４次）自他の
かけがえのなさを実感
するとともに、自他が
かけがえのない関係の
中で生きている存在で
あることに気づく。 

⑦感動（４次）自分を
知り、自分を認めて精
一杯生きることの尊さ
を実感する。 

⑧想像（４次）困難な
中でも、それに打ち勝
とうと立ち向かう人々
の思いを推し量ること
ができる。 

命の誕生によせる

思いや喜びを感じ

取り、自分のこれ

からの生き方に思

いをはせることが

できるとともに自

己と同様にかけが

えのない他者の命

を思いやることが

できる。 

老いの豊かさや障

害のある人のいき

いきと生きる姿に

ふれ、生きること

の尊厳について考

えることができ

る。 

これまでの活動を

通して感じた生や

死、命への思いを

今後の生き方に重

ね合わせて考える

ことができる。 

③感性（２次）乳幼児
との関わりの中で、自
分の中のやさしさをふ
くらませ、かけがえの
ない命を育んでいく喜
びを感じるとともに、
自分を支えてくれた周
りの人への感謝の気持
ちを持つことができ
る。 
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８ 事前の教員研修と指導の概要 

(1) 事前の教員研修 

研修内容 

ａ 

○「一つの命の誕生」についての研修 

・ビデオ 「プロジェクトＸ『耳をすませ 赤ちゃんの声～伝説のパルモア病院誕生

～』」(ＮＨＫエンタープライズ) 

ｂ 

○自己再発見の体験をする。          ＜提言 P68：教員研修テーマ②＞ 

・「私の人生の振り返り」 

・「今後の生き方を考える」 

ｃ 

○老・病・死（加齢に伴う心身の変化等）についての研修をする。 

・『家庭総合－ともに生きる－』指導資料（一橋出版） 

・日野原重明『死をどう生きたか－私の心に残る人々』2003 中央公論新社 

ｄ 

○「生きること」についての研修をする。 

・ビデオ 「知ってるつもり？『命と対話した人々 ヘレン・ケラー＆中村久子』」(日

本テレビ) 

 
(2) 指導の概要（全 13 時間） 

内容 

事
前 

○自分自身を知るワークシートに記入する。             （１時間）

・自分を見つめ、理解し受け入れる。 

 

１
次
（
２
時
間
） 

１ 「一つの命の誕生」によせる思いや喜びを感じ取る体験をする。 

・出産シーンや困難を極めた日本初の新生児医療についてのビデオ学習 

プロジェクトＸ『耳をすませ 赤ちゃんの声～伝説のパルモア病院誕生～』(Ｎ

ＨＫエンタープライズ)                     （１時間）

２ ビデオ視聴後に「生命誕生」や「命」について自由に感想・意見を出し合う。 

・無事に生を受けた尊さ・かけがえのなさ・喜び等         （１時間）

 

 

２
次
（
４
時
間
） 

１ 保育園を訪問する。 

・乳幼児とのふれあいの中で、育まれる命を実感する。       （２時間）

２ ゲストティーチャーによる話を聞く。 

・乳児とその母親を招き、出産・育児の過程にふれるとともに母親の思いを実感す

る。                             （1.5 時間）

３ ミニ自分史を作る。 

・誕生から現在までをふり返り、生きている喜び・周りに対する感謝を実感する。

                                 （0.5 時間）

 

３
次
（
５
時
間
） 

１ 老人保健施設を訪問する。 

・老・病・死を見つめ、命には限りがあることや重みを感じる。  （２時間） 

２ 養護学校を訪問する。 

・いきいきと生きる生徒達にふれ、共に生きていることを実感する。

（2.5 時間）

３ 施設等の体験をとおして感じた生や死、命への思いを整理する。 （0.5 時間）

 
 
 
 
 

教員研修ａ

教員研修ｂ

教員研修ｃ
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４
次
（
２
時
間
） 

１ 「生」について考える。 

・自分を知り、自分を認めて精一杯生きることの尊さを実感するビデオ学習 

「知ってるつもり？『命と対話した人々 ヘレン・ケラー＆中村久子』」(日本テレ

ビ)                              （１時間）

２ 生きることの意味を考える。 

・命の尊さを見つめ、自分自身の生き方を考える。         （１時間）

 

事
後 

○「命の大切さ実感尺度」に記入する。 

教員研修ｄ
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９ 指導実践 

(1) １次第１・２時 

ア 本時のねらい 

命の誕生に関わるビデオを視聴し、感想や意見を出し合うことにより、命に対する考え

方の多様性に気づく。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

生命誕生の素晴らしさや命のかけがえのなさを実感させる。 

(ｲ) 感性を育む 

自分の命の誕生は多くの人々の喜びであったことを実感させる。 

(ｳ) 想像力の育成 

自分の命のかけがえなさとともに、他者の命のかけがえのなさを思いやる。 

 

ウ 準備物 ワークシート、ビデオ、感想記入用紙等 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 命に関する最近の事件等について調べておく。 

(ｲ) ビデオを視聴する。 

・感想を整理しておく。 

・生徒への問いかけを考えておく。 

・感想や意見の記入用紙を準備する。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

１ 「命」について学習していくことを知る。 

 

２ 自分自身を知るワークシートに記入する。 

・自分を見つめ、理解し受け入れる。 

 

・なぜ、今この学習が必

要なのかを、しっかり

説明する。 

・自分のよい面を確認さ

せる。 

展 

開 

３ 「一つの命の誕生」によせる思いや喜びを感じ取る体

験をする。 

・出産シーンや困難を極めた日本初の新生児医療につい

てのビデオを視聴する。 

（「プロジェクトＸ『耳をすませ 赤ちゃんの声～伝説

のパルモア病院誕生～』（ＮＨＫエンタープライズ）」）

 

４ 「生命誕生」や「命」についての自分の思いや考えを

整理する。 

 

５ 自由に感想・意見を出し合う。 

(1) 妊娠中の母親の思いについて 

・無事に育って欲しい。 

・無事に生まれて欲しい。 

・元気な産声を上げて欲しい。 

・出産が近づくにつれて不安が大きくなるのでは。 

・おなかの赤ちゃんのために気をつけて生活しよう。

・元気な子どもを生みたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・感じたことを素直に表

現させる。 

・同じ考えや意見のとき

も自分の言葉で発表さ

せる。 
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展 

開 

(2) 赤ちゃんが生まれたときの母親の思い 

・生まれてくれてありがとう。 

・心からうれしい。 

・お医者さんや周りの人に感謝の気持ちでありがと

う。 

・元気に育ってほしい。 

・本当にほっとした。 

・最高の幸せだ。 

・しっかり生きて欲しい。 

(3) 出産に関わったお医者さんはじめ周りの人の思い

について 

・どんな状態でも絶対に助けたい。 

・きっと強い責任を感じてる。 

・母子ともに元気でいてほしい。 

・お母さんに元気な赤ちゃんを見せてあげたい。 

・助けられなかったときは本当につらい、悲しい。 

・無事に生まれたり、命を助ける事が出来たときは本

当にうれしいと思う。 

(4) 「命」についてどう思うか。 

・子ども（命）を産むって事はすごいことなんだな。

・命はとても大切なもの、大切にしていかなければな

らないもの。 

・どんなに小さな命でも、ちゃんと生きてるんだとい

うことを実感した。 

・かけがえのないもの。 

・一つの命に何人もの人が悲しんだり、喜んだり、幸

せになれたりするものなんだな。 

・無駄な命なんか一つもない。 

・自分も親からもらった命と体を大切にしたい。 

・将来自分も子どもを産みたい。 

・命が生まれることは本当にすばらしい。 

・私たちのお母さんもたくさんの思いや不安の中で私

たちを産んでくれたんだな。 

・自分にも子どもが出来たら大切に育てたい、そして

命の大切さを教えたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・命の誕生を支えている

人々の思いに気づかせ

る。 

 

 

 

 

 

 

・命について思うこと、

感じることを自由に発

表させる。 

ま
と
め 

６ 一人ひとり表現は違うが、「命」は大切なもの、かけ

がえのないものだと感じていることを互いに確認する。

 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

生徒たちは生命誕生の素晴らしさや命のかけがえのなさを実感することができた。さら

にその実感を命を育むことの素晴らしさや自分たちが今、生きていることの喜びの実感へ

とつなげていきたい。 
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キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○生命誕生の素晴らしさや命のかけがえの

なさについて考えよう。 

 

感
性
を
育
む 

○命の誕生や生命の営みの素晴らしさを感

じ取ることができたか。 

○自分の命の誕生は多くの人々の喜びであ

ったことを感じることができたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自分の命と同様に、かけがえのない他者

の命を思いやることができたか。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(2) ２次第１・２時 

ア 本時のねらい 

保育園を訪問し、乳幼児とふれあう体験を通して、自他の命をいとおしく思う気持ちを

持つ。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

乳幼児とのふれあい体験を通して、育まれる命の素晴らしさにふれ、生きていること

の喜びを実感させる。 

(ｲ) 感性を育む 

乳幼児との関わりの中で、自分の中のやさしさをふくらませ、かけがえのない命を育

んでいく喜びを感じさせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

乳幼児の命の輝きを感じ、自分の幼少期を思い起こし、これからの生き方に思いをは

せる。 

 

ウ 準備物 感想記入用紙等 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 保育園の園長との打ち合わせ 

・授業の趣旨の説明と協力の依頼をする。 

・活動内容や流れについて（晴天時・雨天時）の確認をする。 

・生徒の準備物等について（服装、持ち物他）の確認をする。 

(ｲ) 事前指導 

・幼い子どもと関わる上での留意点の確認をする。 

・体調管理、衛生面（手洗い、爪切り等）の指導をする。 

・準備物の確認をする。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 園長先生から園の説明や活動内容・園児と接する

際の注意等を聞く。 

・言葉遣い、表情（笑顔）、安全・衛生面等、子ど

もたちの見本となるような言動をする。 

 

・しっかり挨拶をさせる。 

展 

開 

２ 部屋の外から０歳児、１歳児、２歳児の様子を見

る。 

 

 

 

 

３ ２部屋に分かれ、４歳児とふれあう。 

・おもちゃ・折り紙 

・積み木 ・ブロック ・絵本 ・お絵かき 

・ままごと 等 

 

 

・無邪気な笑顔を見て心を和

ませる。 

・眠っている乳幼児もいるの

で、静かに見させる。 

 

 

・部屋に入る前にしっかり手

を洗わせる。 

・積極的に自分たちから声を

かけさせる。 

・子どもの目線で話をするよ

うに気をつけさせる。 

 

子どもたちとのふれあいをとおして、どのようなことを感じるだろうか？
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４ ５歳児とゲームをとおしてふれあう。 

・ハンカチ落とし 

・じゃんけん列車 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 園長先生に一人ずつ簡単にお礼と感想を述べる。

 

・特定の子どもだけでなく、

周りの子どもにも気を配る

ようにさせる。 

・安全面に気をつけさせる。

 

 

 

 

 

 

 

・園長先生からコメントをも

らう。 

 

ま
と
め 

６ 訪問で感じたことをまとめる。 

(1) 保育園で小さな子どもたちを見たり、実際に接

してみて思ったこと 

・とてもかわいかった、自分にもこんな頃があっ

たんだ。 

・みんな素直で元気だ。 

・初めはとまどったけれど子どもたちの方から寄

ってきてくれて嬉しかった。 

・言葉や行動がストレートだ。 

(2) 子どもたちと接するときどんな心配りをした

か。 

・子どもの目を見て話す。同じ目線で話す。 

・しっかり最後まで話を聞いてあげる。 

・正しい言葉を使うようにした。 

・けがをさせないように気をつけた。 

・一人の子どもだけに集中せず、周りの子どもの

話も聞いたりするように気をつけた。 

(3) 保育園訪問で何を得たか。 

・保育園は、単に子供を預かるだけじゃなく、命

を預かるところだなと思った。 

・小さい子どもを育てるのは大変だけど、保育士

は、やりがいのある仕事だと思った。 

・どんな小さい子供でも、泣いたり、笑ったり精

一杯生きているのだなと思った。 

・いい経験ができた、考えることがいっぱいあっ

た。 

 

・感じたことを素直に書くよ

うにさせる。 

・互いの感想や活動の写真等

を一覧にし、共感し合える

ようにする。 

・相手のことを考えて行動す

ることが相手を大切にする

ことにつながることに気づ

かせる。 

・命を育むことについて考え

させる。 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

生徒たちは、直接幼児に触れることで自分たちの幼少期を思い起こすとともに、かけが

えのない命を育んでいく喜びを感じることができたのではないかと思われる。さらに、こ

れからの生き方にも思いをはせさせるようにしていきたい。 
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キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○乳幼児とふれあうことをとおして、命の

素晴らしさや生きていることの喜びを感

じることができたか。 

 

感
性
を
育
む 

○保育士の方々の様子を見て、命を育んで

いく素晴らしさについて考えよう。 

○乳幼児との関わりの中で、自分の中のや

さしさについて考えよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○自分の幼少期を思い起こし、自分のこれ

からの生き方に思いをはせよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(3) ２次第３・４時 

ア 本時のねらい 
ゲストティーチャーの話をとおして、命の誕生に寄せる喜びや思いを感じ取り、自身が

今生きている喜びを感じる。 
 

イ 指導のポイント 
(ｱ) 感動の体験 

母親の妊娠中や育児の中での喜びや不安等にふれ、無事にこの世に生まれた喜びを感

じさせる。 
(ｲ) 感性を育む 

命を育む妊婦の喜びや育児での苦労等を感じ、自身に置きかえ感謝の気持ちを持たせ

る。 
(ｳ) 想像力の育成 

今の自分を肯定し、かけがえのない命を未来につないでいこうとする思いを持たせる。 
 

ウ 準備物 ビデオ、感想記入用紙、ミニ自分史作成用紙等 
 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 
(ｱ) ゲストティーチャーとの打合せ 

・授業の趣旨の説明 
・活動内容や流れについての確認 
・準備物の確認 

(ｲ) 事前指導（対生徒） 

・話を聞く態度、赤ちゃんの接し方等の指導 
・体調管理、衛生面（手洗い、爪切り等） 
・自分の生まれたときの様子や幼少の頃について調べさせる。 

 
オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導
入 

１ 本時の流れについての説明を聞く。 ・自分たちも同じ過程を経て

きたことを意識させる。 

展 

開 

２ 胎児のビデオ（定期検診時毎のエコーによる胎児

の様子を撮映したもの）を視聴する。 

 

 

 

３ ゲストティーチャー（母親と赤ちゃん）から妊娠

中の様子や気持ち、育児についての話を聞く。 

・自由に質問をする。 

・赤ちゃんにふれさせてもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・撮影された時期や様子を解

説する。 

・話を聞く前にしっかり手洗

いをさせる。 

 

・お母さんの抱き方をよく見

ておくようにさせる。 
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展 

開 

４ 感想を書く。 

(1) お母さんのお腹の中で命が芽生え、育っていく

様子を見てどう思ったか。 

・感動した。また、どんどん大きくなっていくの

を見て命ってすごいと思った。 

・お腹の中で手足や口を動かしているのを見て、

小さな命が一生懸命生きているんだなと思っ

た。 

・不思議な気持ちになった。 

・あんなに小さかったのに一日一日成長していっ

てびっくりした。 

・なんだか温かい気持ちになった。 

(2) 自分も同じようにお母さんのお腹の中で育っ

てきたことをどう思うか。 

・自分がお腹にいるときも大変だったんだなと思

うと「ありがとう」という気持ちになる。 

・自分もお母さんのお腹にいたことが信じられな

い。 

・お母さんは、自分のお腹で育て、産み、ここま

で育ててくれて、本当に感謝したい。 

・自分もお母さんの中で頑張ったのかなあ。 

・自分もお母さんのお腹の中で成長したんだなあ

と改めて思った。 

・無事に育ってきて、自分はすごく幸せなんだと

思った。 

(3) ゲストティーチャーの話を聞いて思ったこと、

感じたこと 

・妊娠が分かって本当に嬉しかったんだな。 

・妊娠するって大変なんだな。 

・つわりや陣痛がひどかったり、出産にすごく時

間がかかっても、生まれてきた赤ちゃんの顔を

見たら、そんなことを全部忘れてしまうなん

て、喜びの方がずっと大きいんだな。 

・赤ちゃんの話をされている顔が本当に幸せそう

だった。 

・話を聞いて自分まで幸せな気分になった。 

(4) 実際に赤ちゃんを見たり、抱いてみて感じたこ

と 

・かわいかった。また、実際に抱いてみてすごい

命の重さのようなものを感じた。 

・柔らかかった。抱けて嬉しかった。 

・小さくて、もし落としたらどうしようと思うと

怖くて抱けなかった。 

・思ったより、ずっしりと重くて、命があるんだ

と実感した。 

・感じたことを素直に書かせ

る。 

・互いの感想を一覧にし、共

感し合えるようにする。 

 

 

 

 

・命の誕生の神秘さに気づか

せる。 

 

 

・自分への母親の思いも合わ

せて考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・命を生み育てることの素晴

らしさに気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・命のぬくもりを実感させる。
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展 

開 

(5) 将来、赤ちゃんを欲しいと思うか、また、どの

ような気持ちで育てるか。 

・ぜひ欲しい（全員）。 

・優しい子どもになるように育てたい。 

・愛情いっぱいに育てたい。 

・大切に育てたい。 

 

５ ミニ自分史を作る。 

・生まれたときの様子や幼児期のエピソードを中

心にまとめる。 

・親になり、子供を大切に育

むことにつながる自身の生

き方を考えさせる。 

 

 

 

 

・教師自らの幼少期のエピソ

ード等を紹介する。 

・自分の歩んできた歴史をし

っかり思い起こさせる。 

ま
と
め 

６ 本時を振り返る。  

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

生徒たちは、母親の命の誕生に寄せる喜びや思いを感じ取り、自分の命の誕生は、多く

の人の喜びであったことに気づくことができた。ここでは、これまでの成長は多くの周り

の人によって支えられたものであることに気づかせ、命のかけがえのなさをしっかり確認

させたい。 
 

キ 振り返りカード 
振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○母親の妊娠中や育児の中での喜びや不安

等にふれ、自身が無事にこの世に生まれ

た喜びを実感しよう。 

 

感
性
を
育
む 

○自分史づくりを通して、家族等の周りの

人々の思いを考えよう。 

○命を育む妊婦の喜びや苦労等について考

えよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○かけがえのない命を未来につないでいく

ことについて考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(4) ３次第１・２時 

ア 本時のねらい 

介護老人保健施設を訪問し、生きることの尊厳についてふれるともに、人間は互いに支

えあって生きていることを知る。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

老いによる障害のある人たちと関わる人々の思いに気づかせる。 

(ｲ) 感性を育む 

訪問先の人々（入所者、支える人々）の様々な生き方にふれることにより、命の重み

を感じさせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

老いの豊かさや老いによる障害に立ち向かう姿にふれ、生きることの尊厳を考えさせ

る。 

 

ウ 準備物 感想記入用紙等 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 施設の職員（事務長）との打合せ 

・授業の趣旨の説明と協力の依頼 

・活動内容の確認 

(ｲ) 事前指導 

・聞く態度、体調管理、衛生面（手洗い等） 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導
入 

１ 老人介護保健施設の事務長から活動内容の説明を聞

く。 

 

展 

開 
２ 事務長からいろいろな話を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 施設内を見学する。 

・懸命にリハビリに取り組む人たちを見る。 

・入所者の自立を支援している人々の働く姿を見る。

（医師、看護士、介護士、作業療法士、理学療法士

等） 

・障害のある人のことを考えた設備（特殊なベッド、

風呂等）を見学する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・老いによる障害に負け

ず、回復訓練に励む人々

のたくましさに気づか

せる。 

・老いによる障害のある人

たちと関わる人々の思

いに気づかせる。 

・設備をはじめ、さまざま

な配慮があることに気

づかせる。 

＜ケアの概念＞ 
・相手の立場に立って考える。 
・相手の人生、価値観を理解する。 
・相手の希望に耳を傾ける。 
・相手の心と体を決して傷つけない。 
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ま
と
め 

４ 施設訪問の感想をまとめる。 

(1) 施設の設備を見てどう思ったか。 

・よく考えて作ってあった。 

・設備が整っているなと思った。 

・入所している老人のためをよく考えてあるな。 

・障害物がなかったり、廊下も見通しが良くて、何

かあったらすぐ駆けつけられるようになってい

た。 

・一つ一つの設備やつくりに理由があることが分か

った。 

(2) この施設で働いている人々の姿を見て何を感じた

か。 

・色々な仕事があるんだな。 

・みんな一生懸命だった。 

・笑顔で仕事をされていた。 

・この仕事の大切さが分かった。 

(3) 誰でもいずれ年老いていくことをどう思うか。 

・今のうちに少しでもお年寄りの役に立ちたい。 

・お年寄りを大切にしていきたい。 

・年を取っても気持ちよく生活できる環境にしてい

かなければならない。 

・動けないお年寄りを見たら、少しつらいけど、趣

味などを楽しんでいるお年寄りを見るとステキだ

と思う。 

・自分の祖父がだんだん一人で何も出来なくなって

いくのを見るととても寂しい。 

・元気なお年寄りを見ると幸せな気分になれる。 

 

・感じたことを素直に書く

ようにさせる。 

 

 

 

・環境を整えることの大切

さにも気づかせる。 

 

 

 

・何事にも真剣に取り組む

ことが人を支えること

ややりがい感に結びつ

くことに気づかせる。 

 

 

・誰でも命に限りがあるこ

とをしっかり認識させ

るとともに、今後の生き

方についても意識させ

る。 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

生徒たちは、老いや障害のある人々、またそれを支える人々の様々な生き方にふれ、命

の重みを感じることができた。幼い命も若い命も老いた命も誰もがたどるもので、同じか

けがない命であることをさらにしっかりと認識させていきたい。 
 



実践事例－高等学校編－ 

事例２ 命を見つめ、自己の生き方を探る（県立姫路別所高等学校第３学年） 

- 184 - 

キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○老いによる障害のある人たちと関わる

人々の思いを考えよう。 

 

感
性
を
育
む 

○訪問先の人々の様々な考えや生き方にふ

れ、命の重みについて考えよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○老いの豊かさや老いによる障害に立ち向

かう姿にふれ、生きることの尊厳につい

て考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(5) ３次第３・４・５時 

ア 本時のねらい 

養護学校を訪問し、知的障害のある生徒たちと交流を図り、互いの命の重みを感じる。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

いきいきと生きる同世代の養護学校の生徒たちにふれ、共に生きていることを実感さ

せる。 

(ｲ) 感性を育む 

交流を通して、相手を支えることによって自分も支えられていることに気づかせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

限りある生を精一杯生きることの素晴らしさを実感させる。 

 

ウ 準備物 感想記入用紙等 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 養護学校の担当者との打合せ 

・授業の趣旨の説明 

・活動内容や流れ（晴天時、雨天時）の確認 

(ｲ) 事前指導 

・交流活動の内容・留意点の確認をする。 

・訪問先の学校について理解を深める。 

・準備物の確認。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 
入 

１ 担当教師からの日程説明、諸注意等を聞く。 ・しっかり挨拶をさせる。 

・配置クラスを確認させる。

展 

開 

２ 高等部３年生の各ＨＲ教室に行き、朝の学習に参

加する。 

・自己紹介、挨拶をする。 

 

３ 高等部の各専門委員会に参加し、共に活動する。

（代表・保健・美化・体育・文化・放送・園芸・広報）

 

４ 農園作業に参加する。 

・農園の作物の肥料・水やり、雑草取り等を養護学

校生とペアを組んで行う。 

 

５ 各ＨＲ教室での交流活動。 

・自由に会話、ボール遊び、音楽鑑賞等 

 

 

 

 

 

・積極的に交流するように心

がけさせる。 

 

 

 

 

 

・自分たちの方から声をかけ

るようにさせる。 
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展 

開 

６ 養護学校訪問の感想を書く。 

(1) 一緒に活動した感想は？ 

・最初は不安だったけど、みんなからしゃべりか

けてくれて安心した。 

・うまくしゃべれない子も一生懸命しゃべってく

れて、うれしかったし、楽しかった。 

・仲良くなれて本当によかった。 

・初めはとまどったけど先に声をかけてくれて、

すぐうちとけられてうれしかった。ぜひまた行

きたい。 

・作業は大変だったけど、楽しくていい経験がで

きた。 

・普段、同世代の友だちと手をつないで歩くこと

などないから本当に楽しかった。 

・自分たちと接し方が少し違うところがあるけ

ど、他は何も変わらなくて話も弾んで楽しかっ

た。 

(2) 自分自身の学校生活とくらべてどう思うか。 

・みんな明るかった。自分も負けず頑張って生き

ていきたい。 

・みんな助け合っていて、自分たちと違ってすば

らしいと思った。 

・みんな素直で、友だちの気持ちも考えて行動し

ていてすごいと思った。 

・何に対しても真剣に取り組んでいるなと思っ

た。 

・見習わなければならないところがいっぱいあ

る。 

 

・感じたことを素直に書くよ

うにさせる。 

・ふれあうことで自分が感じ

る喜びは、相手も感じてい

ることを認識させ、互いに

支えられ、支えていること

に気づかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今までの自分の生き方を振

り返らせ、明日からの自分

の生き方を考えさせる 

 

ま
と
め 

７ 施設等の体験を通して感じた生や死、命への思い

を整理する。 

・みんな大切な命であることがよくわかった。 

・いずれ年とって死ぬのだから今をしっかり生きて

いかなければいけないと思う。 

・自分も周りの多くの人もみんな命があって一緒に

生きているんだ。 

・みんな仲良く、大切にしあわないといけないと思

う。 

・どんな立場であっても一生懸命生きる大切さを強

く感じた。 

 

・交流をとおして、共に生き

ていることを実感すると

ともに、一人ひとりが限り

ある命を精一杯生きてい

ることを確認させる。 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

生徒たちは、人とふれあうことの楽しさ、大切さを感じ、共に生きていること、そして

互いに支えあって生きていることに気づくことができた。今後、それを自他の命を大切に

すること、今を一生懸命生きることに結びつけていきたい。 
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キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○いきいきと生きる同世代の生徒たちにふ

れ、共に生きていることを実感できたか。

 

感
性
を
育
む 

○交流をとおして、相手を支えることによ

って自分も支えられていることについて

考えよう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○限りある生を精一杯生きることの素晴ら

しさを感じよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(6) ４次第１・２時 

ア 本時のねらい 

身体に大きなハンディを抱えながらも、それに正面から立ち向かう人々のビデオを視聴

し、「生」について考えるとともに、命の尊さや自分自身の生き方を考える。 

 

イ 指導のポイント 

(ｱ) 感動の体験 

真摯に生きることの凄さや素晴らしさ、精一杯生きることの尊さを実感させる。 

(ｲ) 感性を育む 

自分自身の生きる意味を考えさせ、自他のかけがえのなさを実感させるとともに自他

がかけがえのない関係の中で生きている存在であることに気づかせる。 

(ｳ) 想像力の育成 

これまでの活動をとおして感じた生や死、命への思いを今後の生き方に重ね合わせて

考えさせる。 

 

ウ 準備物 ビデオ、感想記入用紙、「命の大切さ実感尺度」 

 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) ビデオを視聴する 

ａ 感想を整理しておく。 

ｂ 生徒への問いかけを考える。 

(ｲ) 「命の大切さ実感尺度」の内容を検討する。 

 

オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ 本時の説明を聞く。 ・今までの取組を思い起こさ

せる。 

展 

開 
２ 生について考える。 

・自分を知り、自分を認めて精一杯生きることの尊

さを実感するビデオを視聴する。 

（知ってるつもり？『命と対話した人々 ヘレン・

ケラー＆中村久子』<日本テレビ>） 

 

３ ビデオ視聴の感想を書く。 

・この人達は強いな。自分の悩みなんて本当にちっ

ぽけに思えてくる。 

・すごい人だ。障害に負けず生きている姿はかっこ

よくさえ見える。 

・精神的に強い人たちだ。自分というものをしっか

り持っている。また、障害があるからこそ分かる

こともあるんだなと思った。 

・生きることの素晴らしさが分かった。２人とも障

害があることに対して感謝しているのにびっく

りした。 

・２人に勇気をもらった気がする。 

・一生懸命生きた２人の人生はすごい。人生におい

て一生懸命生きる大切さを感じた。 

 

・両手両足の切断という厳し

い状況にありながらも人

生をたくましく生きた中

村久子の生き方について

考えさせる。 

 

・感じたことを素直に書くよ

うにさせる。 

・２人の生き様だけでなく、

考え方にも注目させる。 



実践事例－高等学校編－ 

事例２ 命を見つめ、自己の生き方を探る（県立姫路別所高等学校第３学年） 

- 189 - 

展 

開 

・２人の真剣に生きる姿は本当にすばらしい。自分

も出来ることをもっと頑張らないとだめだと思

った。 

・自分よりずっと輝いて見える。 

・人間は努力次第で何でも出来るんだなと思った。

・障害があることに対して、最後はありがとうって

思えたことが本当にすごい。 

 

４ 生きることの意味とこれからの生き方を考え、自

由に意見を出し合おう。 

(1) 生きるとはどういうことだと思うか 

・すばらしいこと。一生懸命頑張ること。 

・何があってもくじけたり、諦めたりしないで前

に向かっていくこと。 

・自分の持っている可能性を生かすこと。 

・自分というものを見つけること。 

・自分の人生と一生向かい合うこと。 

・生きていたらいろんなことがあるけど負けない

ようにしないと自分も周りもつらくなる。一度

だけの人生だから悔いの残らないようにする

こと。 

・生きることは大切なこと。そして、自分自身の

気持ち次第で人生は変わると思う。 

・生きているだけで、気付かないうちに誰かを幸

せにしているかもしれない。 

・大変なこと。それだけに支えてくれたり、関わ

ってくれる人たちにありがとうという気持ち

を伝える時、生きているって感じると思う。 

・自分の可能性を信じて勇気を持って行動したり

考えたりすること。 

・生きるとは、希望があることだと思う。 

(2) 今後ともに生きる異性との付き合い方をどう

考えるか 

・本当に好きと思える人と結婚して、子どもを育

てていける自信がついたときに子どもは作る

べきだと思う。中絶は絶対したくない。 

・妊娠したら別れるような人と付き合いたくな

い。自分のことも子どものことも考えてくれる

人と付き合いたい。 

・妊娠して安易に中絶なんて絶対にしないように

気を付けたいし、相手にも気を付けて欲しい。

将来大切な人との間に子どもが出来たら責任

を持って育てたい。 

・自分に出来た新しい命を幸せに育てられる環境

で産みたい。そのためにも、今も未来も間違い

のない異性との付き合い方をしたい。 

・もし妊娠したらという話になったときに、命の

大切さを分かっていない相手だったら付き合

いを考えてしまう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生きるということは、ただ

命があるということでは

なく、強い意志が働いてい

ることに気づかせる。 

 

 

 

 

 

・一人ひとり、持っている思

いは違うことと、いろいろ

な感じ方があることに気

づかせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人との付き合いが自分の人

生に大きな影響を与える

ことに気づかせる。 

 

 

 

・自他の心身や命を大切にす

ることを踏まえた異性と

の付き合い方や必要性を

考えさせる。 
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(3) これからの生き方をどう考えるか 

・将来、保育士になりたいと思うので努力してい

きたい。そして少しでも社会に貢献したい。 

・将来、幸せな家庭を作っていけるように頑張り

たい。 

・命や周りの人たちを大切にしていきたい。 

・自分の命を大切にし、目標を持って前向きに生

きていきたい。 

・絶対、後悔しない生き方をしたい。 

・将来、介護士になりたい。また、誰に対しても

素直にありがとうといえる人間になりたい。 

・自分だけが良ければいいのではなく、他の人の

ことも考えられようになりたい。 

・どんなつらいことがあっても最後まで生き抜き

たい。 

・人とのふれあいを大切にし、人の役に立てるよ

うに生きていきたい。 

・自分の将来の夢に向かって、しっかり勉強して

強く生きていきたい。また、相手のために出来

ることを考えて生きたい。笑顔を忘れず、また、

それが人に伝わるように生きていきたい。 

 

・自分の将来をしっかり見つ

めさせ、展望を持たせる。

ま
と
め 

５ これまでの授業で得たこと、感じたことをまとめ

よう。 

・子供を産むことの素晴らしさや命の重さが分かっ

た気がする。 

・いろいろな経験ができたことや多くの人と仲良く

なれたことが楽しかった。 

・何があっても、しっかり生きていこうと思った。

・いろいろな体験をして考えることができた。どの

人も強く生きていることを感じた。 

・命の大切さを知った。いろいろな体験ができて将

来、役に立つと思う。 

・ふれあうことの楽しさや大切さを感じた。また、

命の大切さや人間が生きることの凄さを強く感

じた。 

・相手の気持ちを考えながら行動すること、ふれあ

うことの素晴らしさや難しさも実感した。 

・命の大切さ、生きている素晴らしさを学んだ。感

動したことがたくさんあった。 

 

６ 「命の大切さ実感尺度」に回答する。 

 

・さまざまな体験の中で、特

に強く心に残ったことを

書かせる。 

 

・今持っている思いを忘れな

いよう、日頃の生活の中に

反映させることの大切さ

に気づかせる。 

 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 

生徒たちは、これまでの活動をとおして、命の大切さや精一杯生きることの尊さを実感

し、今後の自己の生き方を真剣に考える機会となった。 
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キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○真摯に生きることの凄さや素晴らしさ、

そして、自分を認めて精一杯生きること

について考えよう。 

 

感
性
を
育
む 

○自他のかけがえのなさを実感し、自己の

生きる意味を考えることができたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○これまでの活動をとおして感じた生や

死、命への思いを今後の生き方に重ね合

わせて考えよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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10 実践を終えて 

(1) 先生の振り返り 

本校の生徒にとっては、感性を育むための様々な体験学習が特に効果的だと思われる。ゲ

ストティーチャーの母親の話からは、自分の誕生が多くの人の喜びであったことを実感でき

た。そして、施設訪問では交流をとおして、周囲の人から喜ばれ、自分が役に立ったという

自己有用感を肌で感じ、それが自分の存在の自信となり、自己肯定感につながったように思

われる。 

また、母親や園児、高齢者や障害のある方と感性を生かして関わることで、誕生の素晴ら

しさや命の重み感じることができた。生徒たちは、以前から命は大切なものという観念は持

っていたようだが、実感までには至っていなかったかもしれない。しかし、一連の取組をと

おして、体験的に感じ取ったように思う。今後の人生において、自他の命を大切にしていき

たい、意欲的に生きたいと思うようになってきたのは大きな成果である。しかし、日常生活

の中での意識や行動に十分反映させるにはいたっていない。そのためには、今後このような

体験学習を継続的に行っていく必要があると思われる。 

 

(2) 今後の課題 

ア 授業実践上の課題 

このような取組を行う場合には、生徒の実態の把握を十分に行い、それに基づいてしっ

かりとした方向性を定めてプログラムを組み、事前学習・事後学習を丁寧に行っていかな

ければならない。 

また、普段から教材研究や情報収集をしっかり行い、視聴覚教材においても実践のねら

いの方向性に合致した生徒の心に強く訴えるもの、深く考えさせるものを準備しておく必

要がある。施設等の訪問を取り入れる場合は、下調べを十分に行い、その施設の実態や地

理的条件な面も考慮して候補を決め、受け入れの依頼を行うことが重要である。 

 

イ 家庭・地域との連携についての課題 

家庭や地域に、この取組の必要性や趣旨を理解してもらうことに努め、十分に協力が得

られるようにする。特に施設等の訪問においては、教職員が交流先のことを十分理解した

うえに、生徒のプラス面だけでなく交流先にとってもプラスになるように打ち合わせや連

絡を密にし、長期にわたる受け入れをしてもらえるよう信頼関係を築いていくことが求め

られる。 

 

ウ 学校の組織運営上の課題 

今回は、総合的な学習の時間の一つの講座を選択した生徒を対象に実施したが、このよ

うな取組は、少なくとも学年全体を対象として行う必要があると思われる。しかし、体験

学習を中心としているだけに全クラスの同時展開は非常に難しい。総合的な学習の時間の

年間計画の中で、体験学習をどう位置づけるか、実施内容の工夫、また実習に協力いただ

ける施設との連携の問題等、課題は多い。それだけに学校全体の共通理解と支援、実践を

ささえる教職員の日々の研修が不可欠である。 

 

11 参考・引用文献 

・日野原重明『死をどう生きたか』中央公論新社 2003 

・一番ヶ瀬康子、寺出浩司 他 16 名『家庭総合―ともにいきるー指導資料』一橋出版 2002 

・ビデオ 「プロジェクトＸ」『耳をすませ 赤ちゃんの声～伝説のパルモア病院誕生～』(NHK

エンタープライズ) 

・ビデオ 「知ってるつもり？」『命と対話した人々 ヘレン・ケラー＆中村久子』(日本テレ

ビ) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例３ 「つながり」の中で生かされている命 

－屋久島・種子島への修学旅行をとおして学ぶ－ 

（県立姫路飾西高等学校第２学年） 
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高等学校事例３ 

「つながり」の中で生かされている命－屋久島・種子島への修学旅行をとおして学ぶ－ 

県立姫路飾西高等学校第２学年

 
１ テーマ 

屋久島・種子島方面への修学旅行の体験をとおして、命がつながり、そして互いに支え合っ

ていることを感じ取らせ、命の大切さを実感させる。 
 
２ 実践のねらい 

個々の限りある命が周囲の命とのつながりの中で生かされていることを知るとともに、世代

交代を通じて受け継がれ、生命が連続していることを実感する。また、自尊感情を育み、豊か

な人生を送るための生き方を探る。 
 
３ テーマ設定の理由 

(1) 本校の概要と児童生徒の実態 

本校は、創立 22 年目を迎える生徒数約 680 名の全日制普通科高校である。各学年にグロー

バル・コミュニケーション・コース（国際文化コース）とサイエンス・サーベイ・コース（自

然科学コース）が１クラスずつ設けられており、ほぼ全生徒が４年制大学への進学を志望し、

部活動や学校行事等も盛んな学校である。 
生徒は、大変素直で、与えられたことに対しては真面目に取り組むが、消極的な側面もあ

ることは否めない。また生き物を育てたり、自然の中で遊んだりの体験が大変少なくなって

おり、命に直接ふれる機会が不足しがちである。そこで、本実践の対象となる学年の生徒に

は入学以来、綿作りをはじめ様々な体験を系統的に行うとともに、活動の記録づくりをとお

して、自主性を育む工夫をしてきた。また、各行事の感想や作品等を機会あるごとに、学年

専用の掲示板に展示したり、学年通信に紹介するなど、様々な機会を利用して、学年全体で

の取組を行ってきた。 
本実践においても学年の行事である修学旅行を活用し、屋久島・種子島の豊かな自然の中

のつながりに目を向けさせ、命の大切さを実感させることとした。 
 
(2) 指導のポイント 

【感動の体験】 
・屋久島の大自然に直接触れることで、生命の神秘性や畏敬の念を感じさせる。 

【感性を育む】 
・倒木更新や切り株更新を目の当たりにすることによって、命のつながりに気づかせ、自他

共に生命がかけがえのない存在であることを実感させる。 
【想像力の育成】 
・個の命が周囲のつながりによって生かされ、個体が死を迎えても、命が次の世代に引き継

がれている事実に気づかせる。また、「命を大切にするとは、どの様な生き方をすることか」

を考えさせ、行動や考え方を見直させるきっかけとする。 
 
４ 事前 

(1) 先生の準備 

・担当者だけでなく、常に学年の全職員が関連する資料にあたり、学年会議で互いにアイデ

アを出しながら、修学旅行と結びついた系統的な学習が図れるように工夫する。 
・事前学習で、外部講師を招聘する際にも関連する複数の候補を当たった上で、生徒に最も

適した人物を講演者に迎えるように配慮する。 
・学年の企画担当者３名で、企画の原案と日程調整等を行いながら、学年会議で、詳細に打

合せを行いつつ、綿密に準備を進める。 
 
(2) 教育課程上の位置づけ 

・国語（現代文） 
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・理科（生物） 
・特別活動（修学旅行） 
・総合的な学習の時間 

 
(3) 子どもたちの準備 

・夏季課題として、講演会のテーマを調べさせるなど、生徒自身に考えさせ、問題意識を持

たせる。 
・修学旅行前に、屋久島の自然に関するＶＴＲの映像等や『木』（幸田文）に関する読書会を

実施し、興味・関心を持たせる。 
 
(4) 家庭・地域との連携 

・１年次の綿作りでは、綿会社の経営者より、綿畑を借りるとともに、綿の会のメンバーよ

り、糸紡ぎの方法や紡錘車の作り方などの手ほどきを受けた。 
・１年次のふれあい育児体験では、学校近隣の幼稚園・保育園の協力を得ることがでた。 
・生徒の製作した作品レポートを学年パネルに掲示し、保護者会、文化発表会で公開すると

ともに、一連の学習に対する協力を求めた。 
 
５ 本校の実践の特色 

・新聞や書籍等の知識だけでなく、生徒自身による取材やフィールドでの体験活動を重視して

いる。活動の前後に、常に課題や報告書の作成を求め、思考・アイデアなどをまとめる記録

を伴う活動となるような工夫をした。 
・既製の教材を使うのではなく、その都度、生徒の学習の目的にあった資料や講演者を学年の

全教員で当たり、生徒が興味・関心を持つことの出来る仕掛けを工夫し、独自の内容とした。 
・課題については、正解がひとつではなく、一人一人の個性を発揮できるようなレポートにな

るよう、出題方法を工夫した。 
・メッセージカードの活用をとおして、提出されたものを生徒間で評価し合い、優れた作品を

掲示あるいは学年通信に掲載するなど、生徒の自尊感情を育むように試みた。 
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６ 目標分析表 

学習活動 感動の体験 感性を育む 想像力の育成 先生の振り返り 

事
前 

○「自然観察の森トレッキング」 

○「ふれあい育児体験」 

○「綿の栽培と収穫」（春～秋） 

○「倉敷校外学習」（倉紡記念館見学） 

○「文化発表会学年展示」 

  22 世紀に遺したいもの 

○森林を歩き、四季折々の動植

物を観察し、生命の輝きを肌

で実感する。 

○集団で様々な行事を行い、友

人・先生と豊かな人間関係を

築く。 

○生物の栽培や飼育、ふれあ

い育児等の体験を通じて、

生きている命のぬくもりを

感じ取る。 

○自分と共にすべての生命を

大切にする心を育む。 

○身近に存在する多くの生物の命の存

在を意識し、それらを大切にする心を

育むことができたか。 

○ビデオ『屋久島の四季・生命の輝き』

を鑑賞する。 

○映像を通じて屋久島に溢れ

る様々な生命の存在に気づ

く。 

○縄文杉の語る「言葉」から、

風雪などの厳しい環境に耐

える木の強さを感じる。 

○逆境が人や生物を逞しく成

長させる要因となることを

知る。 

○屋久島には様々な生命が溢れており、

厳しい環境によって生命力が育まれ

ることを理解させられたか。 

○『木』（幸田文）の「えぞ松の更新」を

用いて、読書会を行う。 （国語：現

代文） 

○木の集団にも順位や競争が

あり、寿命が来れば、無惨な

死を迎えることを理解する。

○木の持つ情感や倒木が新芽

や次の幼木の栄養となり、

次世代を育むことを実感す

る。 

○木は次世代に何を遺すのか、

何を伝えるのかを考える。 

○命には限りがあるが、つながり合って

いることを理解できたか。 

○倒木更新や切り株更新を、親子の命の

つながりに結びつけて考えられたか。 

１
次
（
４
時
間
） 

○『屋久島自然観察ガイド』を用いて、

森林の世代交代と植物群落の遷移につ

いて学ぶ。（理科：生物） 

○植物群落の遷移の様子を理

解し、森の様相は変わらずと

も個々の木は、世代交代する

ことを理解する。 

○倒木から幼木への命が受け

継がれるとともに、樹皮に

多くの植物が着生し、共に

助け合う関係に気づく。 

○寿命を迎えた倒木から、新た

な芽生えに命がリレーされ

る様子から、人としての生き

方を考える。 

○命には限りがあるが、仲間同士または

世代を超えてつながり合っているこ

とが理解できたか。 

２
次
（
２
時
間
） 

○京都大学フィールド科学教育研究セン

ター長 田中克教授より『森と里と海

のつながりについて』の講演を聴く。

○森や海が多くの生命の存在

場所であることを知る。 

○森の命と海の命のつながり

について具体的な例を聞き

ながら、命のつながりを感

じる。 

○樹木や人の命は有限である

がつながっていることを実

感する。 

○森と海と人の命のつながり

を総合的な視点で捉え、これ

らの命を守る方法を考える。

○命の重みを感じさせることができた

か。 

 

○集団としての命が他の集団の生命に

大きな影響を与えることを理解でき

たか。 

３
次
（
19
時
間)

 

○屋久島の体験学習（修学旅行） 

①縄文杉トレッキング②白谷雲水

峡・太鼓岩トレッキング③屋久杉ラン

ドトレッキング④安房川カヌー・春田

浜タイドプールでの生物観察 

○修学旅行中課題（１つ選択） 

①作文部門②レポート部門 

③造形部門(クラフト・コラージュ) 

④絵画部門⑤西部林道トレッキング

と大川の滝見学 

○大自然の命に感動の気持ち

をもつ。 

○各研修コースの自然観察に

よって生物の多様性を実感

する。 

○樹齢 1000 年以上の屋久杉に

直接触れることによって、生

命への畏怖の念を実感する。

○屋久杉の倒木更新や切り株

更新を観察することによっ

て、命が受け継がれ、植物

どうし助けあっていること

を実感する。 

○グループごとの体験学習を

通じて人とのつながりと協

力、互いに生かし合うこと

の大切さを実感する。 

○何千年もの間、命が受け継が

れることにより、私たちを含

む全ての生命が存在するこ

とを理解させる。 

○人も自然界の中で共に助け

合い、子孫を残し、親から子

へ、子から孫へと命が受け継

がれていることに気づく。 

○命は単独の個体（個人）のだけのもの

ではなく、つながり受け継がれていく

ものであることを実感させることが

できたか。 

事
後
（
２
時
間
） 

○修学旅行の振り返り 

○修学旅行課題パネル展示 

○命を守る 

杉の間伐材の再利用による 

木造新工法 j-pod（建築現場見学会）

～防災の視点から～ 

○友人の課題レポートを見て、

様々な感じ方や見方がある

ことに気づく。 

○間伐材という不要になった

木の活用方法をとおして、命

の再生について考える。 

○様々な生命の世代交代か

ら、人の中で生かされてい

る自分の命を実感する。 

○個の命が周囲の命に生かさ

れていることを、実感し、「命

を大切にするとは、どの様な

生き方をすることか」がわか

る。 

○屋久杉の世代交代から、限りある人生

をどの様に生きればよいかについて

考えさせることができたか。 

○命のつながりを実感し、自他の命を大

切にする気持ちを持たせることがで

きたか。 
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７ 目標構造図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（１次）」は学習活動が「１次」であることを示す。 

学校周辺の山の

ハイキング、動

植物の観察会な

ど、直接自然に

触れあう体験を

する。 

ふれあい育児体

験、綿作りや作

物の栽培など、

命を育む体験を

しておく。 

③感動（１次）

木の集団にも

順位や競争が

あり、寿命が来

れば、無惨な死

を迎えること

を理解する。 

⑥感動（３次） 

各研修コースの自然観察

によって生物の多様性を

実感する。 

④感性（１次）倒木

から幼木への命が

受け継がれるとと

もに、樹皮に多くの

植物が着生し、共に

助け合う関係に気

づく。 

様々な生命の世代

交代から、人の中で

生かされている自

分の命を実感する。

個の命が周囲の

命に生かされて

いることを、実

感し、「命を大切

にするとは、ど

の様な生き方を

することか」が

わかる。 

前提目標 基礎目標 中核目標

⑤感性(２次) 

森と里と海のつ

ながりから、自

然界の命のつな

が り を 実 感 す

る。 

⑦感性（３次） 

屋久杉の倒木更新や

切り株更新を観察す

ることによって、命が

受け継がれ、植物どう

し助けあっているこ

とを実感する。 

②想像力（１次）縄文杉の姿か

ら、逆境が生物を逞しく成長さ

せる要因となることを知る。 

①感動（１次）

屋久島には多く

の生命が存在し

ていることを実

感する。 



実践事例－高等学校編－ 

事例３ 「つながり」の中で生かされている命-屋久島・種子島への修学旅行をとおして学ぶ（県立姫路飾西高等学校第２学年） 

- 197 - 

８ 事前の教員研修と指導の概要 

(1) 事前の教員研修 

研修内容 

ａ 
○限りある命について実感をもつ。 

『わすれられないおくりもの』等を読んで、限りある命について考える。 

ｂ 
○生命の視点を「自然界の命」に広げ、人の命との共通点を学ぶ。 

・ビデオ 「屋久島の四季 生命の輝き」をみて、命の多様性と生命のつながりを学ぶ。

ｃ 

○木の世代交代について学ぶ。 

・幸田文著『木』、宮大工 塩野米松著『木の教え』、『屋久島自然観察ガイド』等を読

んで、木の世代交代と、命のつながりを学ぶ。 

ｄ 
○自尊感情を高め、様々なつながりの中で生かされている自分に気づかせる 

・構成的グループ・エンカウンターを活用する。 ＜提言 P64：教員研修テーマ①＞ 

ｅ 
○自己の生き方と次世代に引き継ぐべきものについてについて討議する。 

・自身の子育てや教育の仕事を通じて、次の世代に伝えたいものについて話し合う。

 
(2) 指導の概要（全 27 時間） 

内容 

事
前
（
１
年
） 

○「自然観察の森トレッキング」（春と秋） 

～有機的で美しい自然の姿～ 

春：新緑（命の芽生え） 秋：紅葉・落葉（命の終わり） 

○ふれあい育児体験（９月） 

～あふれる生命力～ 食事・遊び・排泄 

○「綿の栽培」（春から秋） 

～一粒の種から生まれる命の不思議と大切さ～ 

綿の工夫（綿で実をくるむ意味）、育てる苦労（草引き、台風で倒れた茎を起こす）、

収穫の喜び（一粒も無駄にできない気持ち） 

事
前
（
２
年
） 

○倉敷校外学習（倉紡記念館）（４月） 

～ひとりひとりの労働者を大切にするということ～ 

住まいの改善、労働時間の短縮、趣味の時間、病院の設立･･･ 

○文化発表会学年展示『ＯＵＲ ＷＩＳＨ 22 世紀に遺したいもの』(６月) 

～私たちにとって大切なものとは何か～ 

思い出・友達 

○夏期課題『記憶にあるうちに 30 年前にあって今はなくなったもの』(８月) 

クマゼミ、自然、公衆電話、ちゃぶ台、地域のつながりなど 

１
次
（
４
時
間
） 

１ 屋久島の自然・生命に関するビデオ学習 

『屋久島の四季 生命の輝き』 

縄文杉が語る言葉                        （１時間）

２ 幸田文『木』－えぞ松の更新－読書会（国語：現代文） 

～倒木更新・世代交代～ 感想は学年通信へ掲載           （１時間）

３ 「受け継がれる命」屋久杉の世代交代について（理科：生物） 

『屋久島自然観察ガイド』を用いて、植物群落の遷移・木の倒木更新・切り株更新

の様子の説明を聞き、森林の世代交代のしくみを理解する。      （２時間）

２
次
（
２
時
間
） 

１ 「森・里・海のつながり」についての講演会 

京都大学フィールド科学教育研究センター長 田中 克 教授 

～ つながりあう命 ～「森は海の恋人」漁師が山に木を植える運動により海に魚が

戻った。                             （２時間）

教員研修 ａ 

教員研修 ｂ 

教員研修 ｃ 

教員研修 ｅ 

教員研修 ｄ 
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３
次
（
19
時
間
） 

１ 屋久島修学旅行体験学習（２日間で２コース選択） 

～命の様相・真実を確かめる～ 

① 縄文杉登山コース ② 白谷雲水峡・太鼓岩トレッキングコース 

③ 屋久杉ランドトレッキングと千尋の滝見学コース 

④ 安房川カヌー・春田浜タイドプールでの海の生物観察 

⑤ 西部林道トレッキングと大川の滝見学コース 

＜修学旅行中研修課題＞ 

次の４つの課題の中から一つ選択し、修学旅行後に提出する。取材メモは栞に記入

する。 

(1) 作文部門 

修学旅行の感想、エッセー、紀行文、屋久島に着想を得た創作物語などを、最

低 800 字以上書く。 

(2) レポート部門 

屋久島・種子島に関するレポートをＢ４サイズ１枚にまとめる。 

テーマは自由だが、次の項目は必ず入れること。テーマ、図（イラスト・写真・

切り抜き）、図についての説明・感想。 

(3) 造形部門 

修学旅行中に手に入れたものを使って、クラフトやコラージュを作成する。大

きさは自由。色を塗るなど、最低限の加工をすること（素材そのものは不可）。そ

の作品にテーマをつけ、また以下の説明文を加えること。 

材料の入手経路、作成上の留意点、一言感想。 

(4) 絵画部門 

４つ切り画用紙（各自準備）を用意する。 

（例）イメージ画、風景画、宣伝ポスターなど。 

事
後
（
２
時
間
） 

○帰りの飛行機の機内にて修学旅行を振り返る。（取材シートに記入） 

○修学旅行課題をパネル展示 ～屋久島で学んだこと～ 

○命を守る 

～防災の観点から～ 

Ｊ-ｐｏｄ（耐震建築新工法：杉の間伐材を再利用した住宅立て替え工事） 

夢前町：希望者による現地見学会実施 

発
展 

○「つながり」を創る 

・人と人のつながりをつくる ～よりよい人間関係づくりを目指して～ 

・地域とのつながりをつくる ～地域の一員として～ 
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９ 指導実践 

(1) １次第１時 

ア 本時のねらい 
映像を通じて、屋久島に溢れる様々な生命の存在を実感する。 

 
イ 指導のポイント 
(ｱ) 感動の体験 

屋久島は、亜熱帯から亜寒帯までの気候が凝縮されており、多様な生物が存在するこ

とを実感させる。 
(ｲ) 感性を育む 

縄文杉の語る「言葉」から、風雪などの厳しい環境に耐える木の強さを実感させる。 
(ｳ) 想像力の育成 

栄養に乏しい土壌や風雪によって、年輪の詰まった立派な杉が育つことを理解し、厳

しい環境が人や 生命を成長させる要因となることに気づかせる。 
 

ウ 準備物  
ビデオ「屋久島の四季 生命の輝き」・プロジェクター・ＶＴＲデッキ・スクリーン・小

型スピーカー・ＶＴＲ記録カード 
 

エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 
(ｱ) 担当教員でＶＴＲを事前に視聴する。 

(ｲ) 『屋久島自然観察ガイド』を読み、気候・地質・生物などの自然環境についての知識

を学ぶ。 

 
オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 

１ ＶＴＲの見所とポイントの説明を受ける。 ・屋久島に樹齢の古い杉が生

育する理由に注目させる。

・ＶＴＲ記録カード（感想用

紙）を配布。 

・ビデオの内容や、紹介され

る生物の名称を記録させ

る。 

 

展 

開 

２ 屋久島の地理・気候等について理解する。 

・島の大きさ、代表的な山の紹介、年間降水量、

地形、地質等について 

 

３ 縄文杉の語り（声：三國連太郎氏）を聞いて風雪

に耐えるスギの逞しさを実感する。 

 

４ 標高の低い所から高い所への植生の変化を理解

する。 

 

５ 樹皮にコケが着生する樹木と、樹皮を交換する木

など、樹種による生き方の違いを学ぶ。 

 

６ 貧栄養な土壌によって、年輪の詰まった強く逞し

い屋久杉が生育することを知る。 

 

・できるだけ大きなスクリー

ンまたは壁に画像を投影

し、臨場感を出す。 

 

・屋久島の自然の多様性につ

いて補足する。 

 

・照葉樹林（スダジイ・タブ

ノキ・イスノキ・ ガジュマ

ル・シロダモなど）、針葉樹

林（スギ・ヒノキ・ツガな

ど）について理解させる。
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ま
と
め 

７ ビデオを見て感じたことを発表する。 

 

８ 要点・感想を書く。 

・生まれた環境下で精一杯生

き、逞しく育つ杉の姿から、

命の尊さと人の生き方につ

いて考えさせる。 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 
(ｱ) 生徒たちは、迫力ある映像を見て、屋久島が多様な生命に恵まれた神秘の島であるこ

とを実感した様子であった。 

(ｲ) 事前学習をする場合、総合的な学習の時間だけでなく、各教科担当者と連携し、関連

した事項を授業で取り上げてもらう等、教科横断的な学習が図れるよう工夫していく必

要がある。 
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(2) １次第３時 

ア 本時のねらい 
現代文の授業で、『木』（幸田文）の「えぞ松の更新」を読み、世代交代の中での命のつ

ながりを実感させる。 
 

イ 指導のポイント 
(ｱ) 感動の体験 

木の集団の中にも順位や競争があり、寿命が来れば死を迎えることを理解させる。 
(ｲ) 感性を育む 

木の持つ情感や死んだ倒木の無惨な姿を感じさせるとともに、倒木が新芽や次の幼木

の栄養となり次世代を育むことを実感させる。 
(ｳ) 想像力の育成 

木は次世代に何を遺すのか、何を伝えるのかを考えさせる。 
 

ウ 準備物  
(ｱ) 『木』（幸田文） 

(ｲ) 設問に対する生徒のコメント記入用紙 

 
エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

事前に『木』（幸田文）を読んでおき、木の命について生徒に考えさせるキーワードや文

章について話し合い、設問を用意しておく。 

 
オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導
入 

１ 本時のねらいと流れについての説明を受ける。  

展 

開 

２ 後述の(1)～(3)の文章を読み、作者が述べている

ことについて考えるとともに、感じたことをまとめ

る。 

・時間があれば、各自がまと

めた内容についてグループ

内で話し合ったり、発表さ

せたりする。 

 

・「倒木更新」と木の世代交代

の記述から、親から子への

命のつながりに気づかせる

ような展開とする。 

 

・「ぬくみ」という言葉から想

像できる「体温」・「あたた

かさ」等、「命」につながる

ことに気づかせたい。 

 

ま
と
め 

３ 学年通信を読み、他の人の多様な意見にふれる。 ・生徒の感想を「屋久島で命

を感じたい･･･」修学旅行直

前紙上読書会と題して、学

年通信「北辰」25 号に掲載

し、まとめとした。 
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カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 
授業を受けた生徒の多くは、「倒木更新」や「切り株更新」と、親から子へと受け継がれ

る命とを結びつけて感じてくれたようだ。感想から、えぞ松の気持ちや命について様々な

考えが出され、自然の中の命の大切さを学ぶことができたように思う。グループごとの話

し合いや発表の時間をもう少し取りたかった。 

 
【設問の文章】 

(1) 「エリートならざる数々の凡庸、その凡庸にまたそれぞれ等級はつく。これらもまた、力

強い頼もしさだ。そして、どんじりは辛うじて弱く生きている虚弱劣級木だろうか。かなし

いというか、いとしいというか。木はまことに無言であり、私はなにか誰かに語りかけたく

てたまらないのを、ただ控えて、森林の静寂に従って佇んだ。」 

 
【生徒の感想】 
・「木」は無機質でただそこにいるだけだと思っていたけど、人間と同じように、あるいは人間

以上に多くの感情と強い意志を持っていると思った。 
 

(2) 「･･･じわじわと無惨だなあ、と思わされた。死の変相を語る、かつての木の姿である。

そして、あわれもなにも持たない、生の姿だった。先に見た更新を、澄みきって自若たる姿

とするなら、これはまあなんと生々しい輪廻の形か。･･･なにか目を伏せて避けていたい思

いもあるし、かといって逃げたくもない。」 

 
・木が死んだら倒木として残り、次の木へと命がつながっているが、果たして人間の場合だと

どうだろう。人間が死んだら果たして何が残るだろうか。僕は心 が他の人に残ると思う。

その人の意志や夢は他の人の記憶の中でその人の心として残っていると思う。これも輪廻と

言えるのではないだろうか。 
 

(3) 「この古い木、これはただ死んじゃいないんだ。この新しい木、これもただ生きているん

じゃないんだ。生死の継目、輪廻の無惨をみたって、なにもそうこだわることはない。あれ

もほんのいっ時のこと、そのあとこのぬくみがもたらされるのなら、ああそこをうっかり見

落さなくて、なんと仕合わせだったことか。このぬくみは自分の先行き一生のぬくみとして

信じよう。」 

 
・えぞ松は死んでもただ死んだだけでなく、次の世代のために優しさを残して死んでいったの

かな、と思った。次の新しい命も死んだ木から優しさを受け継いで、また、次の命に優しさ

を託して死んでいくのだと思う。人間の優しさという心は、もしかしたら木から教わったの

かもしれないと思った。 
・人は人の上にたたず。でも木は次の世代のために立たせる。自分がどうなろうとも上に木を

立たせる。子を思う親のように。 
・人間に体温があるように、木にもぬくみがある。古い木は一見枯れて何の役目も果たしてい

ないように見えるけど、それでも温もりはある。私は「ぬくみ＝生きている」だと思う。倒

木更新は命のリレーみたいなものだなあと思った。 
 
【生徒の詩】 

「だれかが死んで/だれかが生きる/死んだら生きる/生きたら死ぬ/なんとあたたかいのか」 
 

「死がない生などない/絶望がない希望などない/死があるから自分は生きる/絶望があるから

希う」 
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切り株更新で受け継がれる命 

 
キ 振り返りカード 

振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○地球上の様々な生命の存在に気づくこと

ができたか。 

○風雪に耐える縄文杉の姿からどんなこと

を感じたか話し合ってみよう。 

 

感
性
を
育
む 

○倒木更新・切り株後の新芽の更新などか

らどの様なことを感じたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○縄文杉の生き方と人の人生を比較して、

どんなことを感じたか話し合ってみよ

う。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(3) ２次第１・２時 

ア 本時のねらい 
森と里と海のつながりについて、具体的な例をもとに、命のつながりと生命の多様性、

人と自然のつながり等について思いをめぐらせ、深く考察する。 
講師：京都大学フィールド科学教育研究センター長 田中 克 教授 

 
イ 指導のポイント 
(ｱ) 感動の体験 

森や海が多くの生命の存在場所であることに気づかせる。 
(ｲ) 感性を育む 

森と海のつながりについての具体例を聞くことをとおして、命のつながりを実感させ

る。 
(ｳ) 想像力の育成 

・樹木や人命は有限であるが、つながっており、それによって生かされていることを実

感させる。 
・森と海と人の命のつながりを総合的な視点で見ることによって、環境問題の解決を図

るきっかけに気づかせる。 
 

ウ 準備物  
生徒レポート用紙・演題垂れ幕 

 
エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 
(ｱ) ゲストティーチャーによる教師向けの講演会を企画・実施する。 

・「森と里と海の連環学」が注目されるようになった経緯を丁寧に説明してもらう。 
・講演に向けて、講演のねらいと生徒の実態を講師に詳しく伝えておく。 
・講演に向けて、講師から事前学習の課題を出題してもらう。 

 
オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導 

入 
１ ゲストティーチャーに、学校紹介のプレゼンテー

ションをする。 

・プレゼンテーションは生徒

に主体的に制作させる。 

展 

開 

２ 講師に事前学習の課題（｢30 年前にはあって今は

失われてしまったもの｣の作文）の講評を受ける。 

・自然環境 

・クマゼミ 

・公衆電話 

・ちゃぶ台 

・家族団らん 

・地域とのつながり 

 

３ 「森と里と海のつながり」が総合的に研究される

ようになった理由について、以下の説明を受ける。

・北海道のニシンの漁獲量減少と森林伐採量を比較

したグラフからわかること 

・コンクリートによる河川改修、及び消波ブロック

による砂浜の減少と漁獲量の減少について 

・漁師が山に木を植える運動を行い、魚が海に戻っ

た例（宮城県気仙沼 畠山重篤氏の例）について

 

・司会・挨拶・謝辞など講演

会の運営について生徒に指

導する。 

・優れた課題作文を数点選び、

講演までに講師に送付して

おく。 

 

 

 

・「つながり」というキーワー

ドを元に森の命・海の命等、

「自然界の生命のつなが

り」に目を向けさせる。 
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展 

開 

・サケが森をつくる例（川を遡上したサケがヒグマ

に食われた後、食われたカスによって森林の土壌

が豊かになる） 

・マングローブ林がインドネシアの大津波から村の

人々の命を守った例 

・杉の間伐材による新建築工法ｊ－Ｐｏｄについて

（地震に強い木の命の再利用） 

・森を再生することは川の再生・海の再生につなが

ることについて 

 

 

 

・各自が具体的に実行できる

ことを考えさせる。 

ま
と
め 

４ 講義の内容及び感想をまとめる。 

・今回の話を聞いて、森と里と海のつながりがよく

わかった。私たちの何気ない行動が海や森を壊し

ているのだと思った。修学旅行では自然の素晴ら

しさを学びたい。 

・海と森というものは切り離してはいけないものだ

と今日わかりました。日々の生活がもう少し森や

海とか生態系のことを広く考えて行動したいと

思いました。 

・「心に木を植える」とあるように、「森と里と海」

がつながっているためには、意志のある人間がき

ちんとした意識を持って生きていくしか方法は

ないと思う。 

・森林の伐採量が増えるとニシンの漁獲高が減少す

るというのにはビックリした。 

 

・講義内容をレポートにまと

めて提出させる 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 
(ｱ) 外部講師を招聘するにあたり、修学旅行のねらいに沿った内容で講演していただける

方を探したので、素晴らしい講演を聴くことが出来た。 

(ｲ) これまで、森・里・海をそれぞれの研究者が別々に研究して解明できずにいた事象を

結びつけ、総合的な見方をすることによって、生命現象や環境問題などの因果関係や相

互関係が見えてくることを聞いて感動を覚えた。田中教授の講演内容が、命のつながり

を幅広い視点で捉えており、命の大切さを実感させるとともに、屋久島への修学旅行の

事前学習として最適であった。 

(ｳ) ９月の講演会に向けて、生徒に「30 年前にあって、今は失われてしまったもの」とい

うタイトルで夏休み課題を課した。提出されたレポートには、教師が想像した以上の多

くの事例が描かれており、生徒自身が楽しんで積極的に課題に取り組んだ跡が感じられ

た。 

(ｴ) 企画を生徒の手で進行させ、命の大切さを実感させる教育プログラムで提唱されてい

る「自尊感情」を育てたいと考え、講演会の司会・進行・謝辞等を生徒に割り当てた。

また、生徒会役員は夏季休業中、本校に入学後に体験した学習や取組をまとめたプレゼ

ンテーションを制作し、田中教授の講演前に発表し、好評を得た。 

(ｵ) 田中教授の講演の中で杉の間伐材を利用した新しい建築工法が紹介された。講演前に

新聞記事を見た職員から、この工法が姫路の市営住宅の建て替えに適用されることを知

った。早速、県土整備部に問い合わせ、希望生徒６名が現場見学の説明を受ける機会を

得ることができた。担当者が常にアンテナを高く上げ、関連するニュースがないか意識

する事で、発展的な内容を実施するヒントが得られると実感した。 
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キ 振り返りカード 
振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○森と里と海に、多くの動植物の生命が存

在することを実感できたか。 

○海を蘇らせるため、山に木を植えた漁師

についてどう思ったか、書いてみよう。

 

感
性
を
育
む 

○講演を聞き、森と里と海のつながりにつ

いて、どの様な事を感じたか、書いてみ

よう。 

 

想
像
力
の
育
成 

○屋久島では、多様な生命を守るため、ど

の様な取り組みをしているか考えてみよ

う。 

○身の回りの自然の中から、命のつながり

の例をあげ、話し合ってみよう。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 
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(4) ３次第３・４時 

ア 本時のねらい 
屋久島での自然体験と研修課題の制作を通じて命の大切さとつながりを実感する。 

 
イ 指導のポイント 
(ｱ) 感動の体験 

・屋久島での自然体験と研修課題の制作を通じて命の大切さとつながりを実感させる。 
・樹齢 1000 年以上の屋久杉に直接に触れることによって、生命への畏敬の念を実感させ

る。 

(ｲ) 感性を育む 

屋久杉の「倒木更新」や「切り株更新」を観察することによって、命が受け継がれ、

植物同士が助け合っていることを実感させる。 
(ｳ) 想像力の育成 

・何千年もの間、命が受け継がれていることにより、私たちを含む全ての生命が存在す

ることを理解させる。 
・人も自然界の中で共に助け合い、子孫を残し、親から子へ、子から孫へと命が受け継

がれていることに気づかせる。 
 

ウ 準備物 
体験活動の記録メモ用紙、筆記用具、各部門で必要な作品の製作材料・素材 

 
エ 先生の準備（事前の打ち合わせと教員研修） 

(ｱ) 修学旅行中の課題内容の原案を検討する。 

(ｲ) 修学旅行のしおりに、修学旅行中の研修課題を掲載する。 

(ｳ) 旅行の事前指導のための学年集会で、担当者から課題の概要と提出方法について説明

する。 

 
オ 展開 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導
入 

１ 旅行までに、研修課題の中で提出する部門を考えて

おく。 

 

２ 旅行中は研修課題のテーマや作品の材料を書いた

メモ等を栞の日誌欄に記録しておく。 

 

・コラージュ製作を希望す

る者は材料の収集も事前

に行わせる。 

展 

開 

３ 屋久島体験学習【８時間×２日】 

～命の様相・真実を確かめる～ 

※２日で２コース選択 

(1) 縄文杉登山コース 

(2) 白谷雲水峡・太鼓岩トレッキングコース 

(3) 屋久杉ランドトレッキングと千尋の滝見学コー

ス 

(4) 安房川カヌー・春田浜タイドプールでの海の生物

観察 

(5) 西部林道トレッキングと大川の滝見学コース 

・各研修コースの中で５～

６名の班ごとに行動させ

る。 

・研修前に十分な準備運動

を行わせる。 

・全員雨具（上下のレイン

コート･折りたたみ傘）の

用意をさせる。 

・記録用メモ用紙・筆記用

具の確認をさせる。 

・コースによって危険箇所

があるので、ガイドの指

示に必ず従うことの指導

を徹底する。 
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４ 研修課題（(1)～(4)の中から一つ選択） 

(1) 作文部門 

修学旅行の感想、エッセー、紀行文、屋久島に着

想を得た創作物語などを、最低 800 字以上書く。 

(2) レポート部門 

屋久島、種子島に関するレポートをＢ４サイズ１

枚にまとめる。テーマは自由だが、次の項目は必ず

入れること。テーマ、図（イラスト・写真・切り抜

き）、図についての説明・感想。 

(3) 造形部門 

修学旅行中に手に入れたものを使って、クラフト

やコラージュを作成する。大きさは自由。色を塗る

など、最低限の加工をすること（素材そのものは不

可）。その作品にテーマをつけ、また材料の入手経

路、作成上の留意点、一言感想を加えること。 

(4) 絵画部門 

イメージ画、風景画、宣伝ポスターなど 

 

・各生徒が得意な分野で自

由な作品を提出できるよ

うに促す。 

ま
と
め 

５ 提出された課題は、部門別に整理し、学年の掲示用

黒板に掲示および展示し、ＰＴＡ等にも公開する。 

・展示作品の破損等がない

ように、鑑賞の仕方等を

生徒に指導しておく。 

 
カ 先生の振り返り（次の実践に向けて） 
(ｱ) 事前学習を十分に行ったため、実物を見たときに大きな感動を得ることができた。 

(ｲ) 生徒達は屋久杉を中心とした様々な生き物を実際に見ながら、ガイドから各生物の生

き様を教えてもらい、命の大切さを実感した様子であった。 

(ｳ) 研修課題を４つの部門に分け、得意な分野で課題を提出させた。生徒達が大変熱心に

取り組み、わずか数日で教師の想像を上回る素晴らしい作品が数多く提出された。 

(ｴ) 今回の体験を、今後の高校生活の中でよい形で生かしていきたい。 

 

  
トレッキングコースを歩く生徒たち       ガイドの説明を聞く生徒たち 
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キ 振り返りカード 
振 り 返 り カ ー ド 

年  組 名前（         ）

 学習・体験の目標（めあて） 自分の振り返り 

感
動
の
体
験 

○各研修コースの自然観察によって生命の

多様性が実感できたか。 

○樹齢 1000 年以上の屋久杉に触れ、生命へ

の畏敬の念を感じられたか。 

 

感
性
を
育
む 

○倒木更新や切り株更新を観察して、命が

受け継がれ、植物が助け合っていること

を実感できたか。 

 

想
像
力
の
育
成 

○人も自然界の中で、共に助け合いながら、

親から子へ、子から孫へと命を受け継い

でいることを実感できたか。 

 

全体を振り返っての感想： 

 

先生から： 

 

家庭から： 

 

 

 
厳しい環境に耐える白骨樹 
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10 実践を終えて 

(1) 先生の振り返り 

本校では、屋久島・種子島方面への体験を中心とした修学旅行に向けて、約一年前から学

年の教員で何度も話し合いながら、様々な企画を計画し、準備を進めてきた。今年度「『命の

大切さ』を実感させる教育プログラム開発研究委員会」において、授業実践を計画すること

になったが、所属する学年の先生方の理解と協力のおかげで、生徒達が素晴らしい作品を完

成し、多くの生徒・保護者の方から思い出に残る修学旅行にすることができたとの言葉をい

ただいた。 
教師が「命」というキーワードを口にすることなく、屋久杉の「倒木更新」や「切り株更

新」の様子を見て、受け継がれる命をしっかりと自分の命と結びつけて理解してくれた生徒

も多くいた。生徒自身が、島に生きる多くの生物の「命」に感動し、自分たちも自然に生か

されていることを実感したように思う。また、この間、生徒が様々な面で大きく成長してく

れたことをかかわる教師として最も嬉しく思う。 
「命」という重い問題を生徒自身に実感させることは、多くの事例を集めたとしても、担

当する先生方の想いや十分な準備の上で実施しなければ、子どもたちの心を動かすことは容

易なことではない。マニュアルができても、命の大切さを実感させる教育はインスタント

ではできないと思う。現場の先生方が、命というテーマについて真剣に向き合い、しっかり

した目的を持ち、独自の教材づくりに取り組むことによってはじめて、子どもたちの心に迫

る授業になるのではないだろうか。 
私もこのような機会を得て、様々な話題を「命」と結びつけて考えるようになり、今後の

教育活動に生かすことのできる貴重な体験となった。 
 
(2) 今後の課題 

ア 授業実践上の課題 
教育現場で命の大切さを学ぶ機会は、これから益々必要になるであろう。高等学校では、

教科単位の授業が主体であり、学年の全生徒が、このようなテーマで、段階的な学習の時

間を確保することは実際のところ容易ではないのが実情であろう。学年であれば、Ｌ･Ｈ･

Ｒまたは総合的な学習の時間において、教科であれば、理科・保健体育等の時間で実践す

ることになるだろうが、教育課程上の位置づけという点での課題が残る。 
 

イ 家庭・地域との連携についての課題 
「命の大切さを実感させる」ための様々な生きた教材は、家庭・地域など身近にある。

日頃より地域・保護者との連携を図っていれば、命に関わる仕事に関わる方とのつながり

もでき、様々な授業に講師に招き、生徒達に話をしてもらうことも可能となる。 
昨年度は、地域の方の依頼で休耕田の綿作りを生徒が手伝うことになった。ボランティ

アの方の指導により、栽培・収穫・染色と授業を発展させ、２年次では、倉敷の紡績記念

館見学と紡績工場の元社員の講演会を兼ねた校外学習を企画した。また、今回は、修学旅

行後に、宍粟市のスギの間伐材を再利用した新工法Ｊ－Ｐｏｄシステムによる市営住宅の

建て替え工事の現地見学会があるとの情報を得て、県土整備部住宅建築局へ問い合わせた

ところ、建築に興味ある本校生数名を対象に、現場で説明会を実施してもらうことになっ

た。学校側が地域との間で信頼関係を築き、人的な面でもパイプづくりを地道に行ってお

くことが必要であろう。 
 

ウ 学校の組織運営上の課題 
命の大切さを実感させる学習を行う際、校外の施設や現場へ生徒を引率したり、外部講

師を招聘したりする機会等が度々ある。予算の確保や授業の振り替えは勿論、保護者に対

する承諾書、講師の依頼手続き等の繁雑な作業が伴う。総合的な学習の時間の運営と同様

に、学年全体で取り組む場合、中心となる担当者に大変負担がかかるのが実情である。 
生徒に対する実践は工夫次第で様々な可能性がある一方、多忙な現場において、教員間

のコンセンサスを得ることとそのための時間を確保することが最大の課題であろう。 
 



実践事例－高等学校編－ 

事例３ 「つながり」の中で生かされている命-屋久島・種子島への修学旅行をとおして学ぶ（県立姫路飾西高等学校第２学年） 
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「命の大切さ実感尺度」の開発について 

 

１ 尺度開発の目的 

児童生徒が命の大切さをどの程度実感しているか、そして命の大切さを実感させる教育実践を
行ったときに、その効果によって児童生徒の命の大切さの実感がどの程度高まったかを知ること
は、児童生徒理解と対応、教育プログラム等の効果測定と今後の実践計画の設定などに、たいへ
ん有用かつ重要である。 
命の大切さを実感している程度を知るには、児童生徒の行動観察、児童生徒との日常会話や教

育相談、保護者面談等のなかで教師の鋭い観察力を働かせて知ることが重要である。もう一つの
方法として、質問紙（アンケート）の利用がある。これは、全児童生徒の客観的なデータを比較
的効率よく得る方法である。 
ところで、命の大切さを実感するには、さまざまな状況や方法が考えられるが、日々の生活が

楽しく、充実していることが、そのためのひとつの要素である。また逆に、命の大切さを実感す
ることが、日々の生活における生きる喜びを感じる源泉ともなるであろう。そこで、児童生徒が
命の大切さを実感している現状を把握し、命の大切さを実感させる教育実践の効果を測定するた
めに、どの程度生きる喜びを感じているかを中心に測定する尺度を開発することにした。以下、
その内容について紹介する。 

 

２ 尺度の開発過程 

(1) 項目の設定 
平成17年度に兵庫県教育委員会が発行した「『命の大切さ』を実感させる教育への提言」の

中の教育プログラムモデルとしての「生きる喜びの実体験」（p.17）および「子どもたちが実感
する『生きる喜び』」の表（p.18）を基盤とし、この表に示された８つの領域について、それぞ
れ２項目ずつ、計16項目を設定した。加えて、命の大切さをどの程度実感しているかに関する
２項目を加え、合計18項目から成る尺度を作成した。項目の設定にあたっては、「小学生用学
校生活生きがい感尺度」（古川・大江・内藤・浅川 1993）など既存の学校生活適応感に関する
尺度を参考にして、項目の原案を作成し、大学教員、県教育委員会の主任指導主事、および指
導主事が相談して、ワーディングなどについて検討した。 
各領域と項目は、表１（次ページ）の通りである。（各領域の意味と具体的内容については、

上記、「子どもたちが実感する『生きる喜び』」の表を参照のこと。） 
 
(2) 信頼性・妥当性の検討および標準化のための調査方法 

目的 「命の大切さ実感尺度」（小学生版）の信頼性・妥当性を検討し、個々の児童の状態把
握のための基準値を得る。 

方法 調査対象者：兵庫県内Ａ市の小学校９校の、４年生～６年生、総計2682名を調査対象
とした。内訳は、４年生 881 名（男子 451 名、女子 430 名）、５年生 867 名（男子 434、
女子421名、不明2名）、６年生934名（男子492名、女子442名）であった。なお、欠
席者は分析から除外した。また、無記入の箇所については、分析ごとに該当するものを
除外したので、以下の分析結果では、分析ごとにデータ数が若干異なっている。 

 
質問紙：①「命の大切さ実感尺度」（小学生版：試作版）、②Ｑ－Ｕ（図書文化社発行）、③

小学生版ＱＯＬ（日本ＳＥＬ研究会、2005）、④学校生活生きがい感尺度（古川・
大江・内藤・浅川 1993）。（今回は、①「命の大切さ実感尺度」の分析結果のみ
報告する。） 

手 続：調査は、学級担任により、学級ごとに集団で行われた。なお、実施をお願いする
担任教師には、実施手引を配付して、それにしたがって行うよう依頼した。デー
タは、あらかじめ用意した表計算ソフトのファイルに、学級担任によって入力さ
れ、後に調査者によってデータチェックを行った。 
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表１ 「命の大切さ実感尺度」の領域と項目 

領 域 項  目 

１. あなたは、自分にいいところがあると思いますか 
自己肯定感  

２. あなたは、「よくやったなあ」と自分をほめることがありますか 

３. あなたは、人の役に立つ活動をしていますか 
自己有用感 

４. あなたは、お手伝いなどをしてほめられることがありますか 

５. あなたは、何かに夢中になることがありますか 成就感・達

成感 ６. あなたは、何かをやりとげたという体験をしていますか 

７. あなたは、友だちと心が一つにまとまったと感じることがありますか
連帯感 

８. あなたは、友だちと同じ目的を持って活動することがありますか 

９. あなたは、自然のすばらしさにふれて感動することがありますか 自然･生命へ

の畏敬の念 10. あなたは、命ってすばらしいと感動することがありますか 

11. あなたは、身近に何でも話せる人がいますか 愛する・愛

される喜び 12. あなたは、家族との楽しい時間をすごしていますか 

13. あなたは、ふだん、よく体を動かしていますか 五感で感じ

る喜び 14. あなたは、おいしく食事をとっていますか 

15. あなたは、映画や音楽、美術作品などで、感動することがありますか芸術に対す

る感動 16. あなたは、歌を歌ったり絵をかいたり、ダンスをしたりしていますか

17. あなたは、命は大切なものだと思いますか 
(命の大切さ) 

18. あなたは、命を大切にしていますか 

※領域名に関しては、スペースの関係で若干短縮したものがある。 

 

(3) 調査結果 

① 因子的妥当性と信頼性 

本調査で用いた「命の大切さ実感尺度」の因子的妥当性を確認するため、探索的因子分

析（主因子法、プロマックス回転）を行った。固有値の変動状況と因子の解釈可能性を考

慮して、７因子解を採用した。その結果を表２に示す。 

この結果より、８つの領域のうち、「自己肯定感」「成就感・達成感」、「連帯感」、「自然

と生命への畏敬の念」、「芸術に関する感動」「人を愛する喜び・人に愛される喜び」の６領

域、および「命の大切さ」については、よいまとまりを示した。「自己有用感」と「五感で

感じる喜び」の一部（Ｑ４とＱ14）は「家族関係安定感」の因子に吸収され、残りは、活

動の因子にまとまった（Ｑ３とＱ13）。このように、かなりの部分は、当初設定した因子を

形成しているので、この尺度は、因子的にみて妥当性を有すると考えられる。 

「内的整合性を示すα係数に関しては、どれもさほど高くなく、ほとんどは.46～.68の

値を示した。とはいえ、項目数が２項目と少ないので、α係数はあまり高くならないこと

が予想される。したがって、これらの下位尺度は、ある程度の内的整合性を有すると考え

られる。しかし、「五感で感じる喜び」に関するＱ13とＱ14のα係数は.293と、非常に低

かった。 

以上のことから、本調査で作成した項目について、「自己肯定感」「成就感・達成感」、「連

帯感」、「自然と生命への畏敬の念」、「芸術に関する感動」および「命の大切さ」の７領域

については、そのまま下位尺度として問題ないと思われる。他の２つの下位尺度「自己有

用感」と「五感で感じる喜び」については、因子分析の結果、明確な因子を構成せず、特

に「五感で感じる喜び」の２項目については、α係数も非常に低かったので、項目につい

ての検討が必要であると思われる。しかし、これは今後の課題として、ここでは、当初に

設定した領域を下位尺度として、以下の分析を進める。 

 



 214

表２ 「命の大切さ実感尺度」の因子分析結果（因子負荷量：パターン行列） 

質問項目 因子 

 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

Ｑ12 .866 -.034 .003 -.029 .021 -.011 -.050 -.057

Ｑ14 .460 .077 .018 .013 .005 -.016 -.005 -.001

Ｑ４ .372 -.096 -.080 .101 .060 .112 -.013 .191

Ｑ11 .305 .053 .247 .030 -.088 -.034 .181 -.035

（家族関係安定感：α＝.640） 

Ｑ18 .035 .776 -.113 .010 -.063 .057 .010 .065

Ｑ17 -.043 .723 .112 .036 .048 -.042 -.062 -.051

（命の大切さ意識：α＝.689） 

Ｑ６ -.090 -.033 .610 .000 .059 .098 -.004 .050

Ｑ５ .067 .027 .527 .020 .037 -.031 -.076 -.068

（成就感・達成感：α＝.460） 

Ｑ16 .012 .021 .022 .656 -.107 -.031 .040 .042

Ｑ15 -.014 .050 -.011 .548 .237 .025 -.004 -.061

（芸術に関する感動：α＝.590） 

Ｑ９ -.024 -.116 .054 .093 .671 .039 -.060 .074

Ｑ10 .077 .176 -.001 -.074 .637 -.046 .121 -.011

（自然と生命への畏敬の念：α＝.663） 

Ｑ２ -.009 -.011 .011 -.006 .019 .840 .042 -.124

Ｑ１ .029 .069 .073 -.005 -.035 .442 -.034 .269

（自己肯定感：α＝.683） 

Ｑ７ -.039 -.027 -.087 .019 .048 .059 .823 -.020

Ｑ８ -.007 -.044 .254 .034 -.044 -.054 .461 .056

（連帯感：α＝.643） 

Ｑ３ -.036 -.002 -.023 .023 .060 -.090 .000 .825

Ｑ13 .072 .077 .142 -.125 -.052 .044 .093 .209

（活動：α＝.419） 

※なお、「自己有用感」に関するＱ３とＱ４のα＝.512、「愛する・愛される喜び」に関する

Ｑ11とＱ12のα＝.537、「五感で感じる喜び」に関するＱ13とＱ14のα＝.293であった。 

 

表３ 「命の大切さ実感尺度」の学年別と性別の平均値 

学年 性別 肯定感 有用感 達成感 連帯感 畏敬念 安定感 五感体験 感動体験 命大切さ 合計 

４年 男子 7.44 7.47 8.77 7.72 7.75 8.75 9.13 7.19 9.57 73.77

  (1.84) (1.89) (1.43) (1.94) (2.07) (1.67) (1.29) (2.24) (1.10) (10.85)

 女子 7.44 8.06 8.62 8.23 8.30 9.19 9.09 8.56 9.70 77.18

  (1.65) (1.51) (1.40) (1.61) (1.61) (1.36) (1.16) (1.53) ( .81) ( 8.78)

５年 男子 7.52 7.65 8.81 7.88 7.76 8.88 9.23 7.05 9.72 74.50

  (1.73) (1.57) (1.28) (1.64) (1.87) (1.49) (1.16) (2.17) ( .75) ( 8.93)

 女子 7.19 7.94 8.68 8.03 8.11 8.89 8.93 8.40 9.72 75.90

  (1.74) (1.52) (1.38) (1.70) (1.69) (1.48) (1.28) (1.66) ( .83) ( 8.65)

６年 男子 6.95 7.05 8.73 7.73 7.47 8.46 8.94 6.80 9.39 71.50

  (1.74) (1.66) (1.29) (1.67) (1.86) (1.55) (1.27) (2.01) (1.15) ( 9.05)

 女子 6.88 7.55 8.68 8.10 7.81 8.67 8.67 8.32 9.53 74.20

  (1.70) (1.51) (1.27) (1.62) (1.71) (1.55) (1.34) (1.64) (1.03) ( 8.90)

※領域名に関しては、短縮して表現している。 
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② 項目分析（合計得点の算出） 

尺度の合計得点に対する個々の項目の寄与の程度を検討するために IT 相関を算出した

ところ、.42～.66であり、無相関検定の結果、すべて１％水準で有意であった。また、全

項目によるα係数は、.86であった。したがって、これらの項目は、全体で児童の「『命の

大切さ』の実感」を測定していると解釈し、以後、項目の合計得点を「『命の大切さ』実感

得点」とする。 

③ 平均値と標準偏差 

合計点および各下位尺度の平均値と標準偏差を表３に示した。この表より、学年ごと、

性別により、平均値に違いが見られる。これらは、統計的にも有意差があり、生きる喜び

実感得点（合計点）についていえば、４年生、５年生に比べて６年生は平均値が低くなっ

ている。また、どの学年でも、女子のほうが男子より平均値が高くなっている。 

 

３ 尺度の利用方法と基準 

(1) 利用にあたって 

本尺度を利用するにあたっての要点をいくつか述べる。 

① 質問紙調査を実施する目的を明確にする 

漫然と実施するのではなく、児童理解のため、学級経営に役立てるため、教育プログラ

ムや授業の効果を確かめるため、などの目的を明確にしてから実施すべきである。 

② 調査時期 

目的によって異なるが、児童理解や学級経営のためには、各学期の初め、または１学期

の終わりあたりが有効であると考えられる。プログラムや授業の効果を測定するには、そ

の前後に実施して、結果を比較するとよいであろう。 

③ 教示 

・開始前に「この調査は、児童の皆さんが楽しい学校生活を送るために行い、成績には関

係ないので、思ったままを答えてください」と伝える。 

・わかりにくい言葉等があれば、手を挙げて先生に聞くように伝える。 

・「質問を読んで、そんなことが『よくある』と思ったら『５』、時々あると思ったら『４』、

…、全くないと思ったら『１』に○を付けてください」と伝え、答え方がわかっている

か確認する。 

・文章を読むことが難しい児童がいる場合は、教師が全体または個別に、各項目の文章を

読む。 

④ 結果の利用法 

調査結果は、調査目的に沿って活用されなければならない。よりよい児童理解、学級経

営をめざし、要観察の児童への観察や、対処を必ず行っていただきたい。 

次に調査データの守秘についても配慮すべきである。個々の児童の回答した結果を本人

に無断で保護者や他の教師、児童に教えることは、児童の教師への信頼を傷つけることに

なる。もちろん、匿名であっても学級全員に個別のデータを公表すべきではない。 

また、本尺度で得られる結果は、完全に正確であるということはあり得ない。どのよう

な検査や尺度も必ず誤差を含むものである。したがって、結果を鵜呑みにするのではなく、

教師の日常観察や面談などとつきあわせて、結果を解釈する必要がある。 

⑤ 対処方法 

対処方法としては、個々の児童に対する対処と、学級全体に対する対処に大別できる。

個々の児童に対する対処としては、次のようなことが考えられる。例えば、「自己有用感」

や「成就感・達成感」の低い児童には、その児童に合った役割や課題を与え、期待してい

ることを伝え、できたら、評価しほめる。「人を愛する・人に愛される喜び」の低い児童に

は、日頃から声をかけたり、よく話を聞いてあげるなど、教師の日常的な児童への関わり

への配慮をする、などである。 
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また、学級全体に対する対処としては、この報告書で示されているような「命の大切さ」

を実感させる授業実践を積極的に取り入れたり、構成的グループ・エンカウンターなどの

体験的活動を取り入れるなどの方法がある。 

(2) 結果の見方と基準 

本調査で得られた結果から、この尺度を利用したときの結果の見方として、個々の児童の得

点がかなり高いことを示す「高得点」と、かなり低いことを示す「要観察」の目安を表４に掲

載する。これらは、学年および性別ごとに示してある。平均値から１標準偏差（偏差値（Ｔ得

点）でいえば40点と60点）を基準値にしているので、この値より極端な場合は、全体の人数

の上位または下位、約15%に入ることが理論的に知られている。ここでは、たとえば「要観察」

の基準値が 5.8 になる場合、5.0 以下を要観察の範囲とするなど、厳しく設定してあるので、

15%よりも少ない範囲に入る児童であると考えられる。 

「要観察」値より低い場合には、その児童についての注意深い観察や、対処が求められるで

あろう。また、「高得点」の場合は、問題ないようであるが、例えば自尊感情を測定する得点も

高すぎることも問題とされることがあるし、自分を必要以上によく見せようとする気持ちや、

過度に理想主義的な気持ちが反映していることもあるので、こちらも注意が必要である。 

また、今回は、基準値を算出するには十分な調査対象者が参加しているが、Ａ市という一つ

の地域の結果であるので、全県または全国的にこの基準値を適用できるかには若干の疑問が残

る。したがって、今後この尺度を利用する場合、これらの基準値は、一つの判断の目安と捉え

るべきであろう。 

 

表４ 個々の児童の得点についての判断基準値（目安） 

  肯定感 有用感 達成感 連帯感 畏敬念 安定感 五感体験 感動体験 命大切 合計 

４年男子 高得点 10 10 10 10 10 10 10 10 10 85 

 要観察 ５ ５ ７ ５ ５ ７ ７ ４ ８ 62 

４年女子 高得点 9 10 10 10 10 10 10 10 10 86 

 要観察 ５ ６ ７ ６ ６ ７ ７ ７ ８ 68 

５年男子 高得点 10 10 10 10 10 10 10 10 10 84 

 要観察 ５ ６ ７ ６ ５ ７ ８ ４ ９ 65 

５年女子 高得点 ９ 10 10 10 10 10 10 10 10 85 

 要観察 ５ ６ ７ ６ ６ ７ ７ ６ ８ 67 

６年男子 高得点 ９ ９ 10 10 10 10 10 ９ 10 81 

 要観察 ５ ５ ７ ６ ５ ６ ７ ４ ８ 62 

６年女子 高得点 ９ ９ 10 10 10 10 10 10 10 84 

 要観察 ５ ６ ７ ６ ６ ７ ７ ６ ８ 65 

※高得点より高い得点は、児童が回答する得点としてはかなり高いことを示す（上位 15%以下）。

要観察より低い場合には、逆に得点がかなり低いことを示す（下位15%以下）。 

 

４ 引用文献 

・兵庫県教育委員会 『「命の大切さ」を実感させる教育への提言』 2006 

・古川雅文・大江幸銅・内藤勇次・浅川潔司 「学校における児童の生きがい感尺度の構成」 兵庫

教育大学研究紀要  13(第一分冊)、 103-114.  1993 

・日本ＳＥＬ研究会（編） (2005) 『「社会性と情動」の教育プログラム－小学校（中学年）編－』 

2005 



 

 

 

「命の大切さ」を実感させる教育プログラム開発研究委員会 設置要項 

 

１ 目  的 

激しく変化する社会の中で、時代を超えても変わることのない「命の大切さ」を、子ど

もたちに実感させるための教育プログラムを研究・開発するとともに、子どもたちの発達

段階に応じた実践的研究を推進し、学校における「命の大切さ」を実感させる教育の充実

を図る。 

 

 

２  組 織 

 (1) 委員会は、次の委員により構成する。 

・ 教員委員          ６名程度 

・ 学校委員          ３名程度 

・ 事務局委員           ６名程度 

(2) 各委員は、県立教育研修所長が委嘱する。 

(3) 事務局は、県立教育研修所心の教育総合センターに置く。 

 

 

３ 期 間 

    この委員会の設置期間及び委員の任期は、要項の施行の日から平成１９年３月３１日まで

とする。 

 

 

４  任 務 

    各委員は以下の任務を行う。 

(1) 教員委員は、事務局委員との研究協力体制のもとに、各校種ごとの「命の大切さ」を実

感させる教育プログラムを実践し、その実践の成果をまとめる。 

(2) 学校委員は、地域との連携のもと学校全体で実践を行う観点から、教員委員の実践

案を検討し、助言を行う。 

 (3) 事務局委員は、委員会の研究・実践方針を立案し、委員会の活動を統括する。 

 

 

５ 経費等 

    予算の範囲内で経費等を支出する。 

 

 

      附則 

 この要項は、平成１８年６月１日から施行する。 
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